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この報 告 書 は,日 本 自転 車 振興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 で

ある機械 工業 振 興 資金 の補 助 を受 け て昭 和48年 度 に実 施

した 「昭和48年 度 情 報 流通 の シ ステ ム化 に関 す る調 査 研

究補 助 事 業 」 の 一環 と して と りま と め た もの で あ ります 。



輸 出業務の総括的 フ 購 一 (1) 在来貨物 欝欝貿易構載シ緊㌘ム講鷲婁灘禽

港湾経済購窺漢

港湾繁務遺糞化講究婁鱗金

シ ツ パ ー

(商 社 ・メ ー カー)

プツキング依 頼

船 積 依 頼

配 送 通 知

●

①C。mme・ci・l
lnvoice

②P。ckingLis†

③Shipping
lnstruction

④E/D⑧ ●

⑤ 輸 出承 認 書

⑥ 検 査 証 明

⑦ 免 税 証 明

⑧ 原 産 地 証 明

輸 出 書 類

海 貨 通 関 業 者

社内手配

出庫 指 図書

貨 物 送 状

ヌは
包装明細

貨物 受領 書

荷 受 メ モ

スペース手配

(倉 庫上屋)

検 数 業 者

入庫通知

船 積 書 類

●

①Shipping

Applicqtion

②ShippingOrder

③M。te'9Receipf

④Biil。fL。ding

lOriginql&

Copies}

(S/Aセ ッ トに よ る):

検量手配

(戸前検量)

貨物搬入
検 量

古
PL マ ー ク シ ー ト

●

自主記帳"
お よび ●

搬 入 届

貨 搬 入届

E/D

貨物 受領書

txportDeclaration

lOriginol&Coρies[

通関手続

検 量 業 者

㊦

施 検 用

人

検量員派遣

データ処 理

メジャー リス1・

ス リ・ プ

デ ー.タ処 理

㊤

ドッグサイ ド シップサ イド

検 数 検 数

①frp。rtDecl。r。ti。n

②iXp。rtDecl。 耐i。n⑬

③iXp。rtLicence

④lnspecti。nCertific。te

⑤ 免税 その他 関係 書類

E/D

諸 官 庁 ・管理 者 エ ー ゼ ン ト業 者

入港 手続 ・パー ス申請等

海上保安部
税 関
港湾管理者

㊦
パ ース

(港湾 管理 者)

㊦

船
(現 地 店)

社
本 船

テ レ ックス

●BookingMem

。。kingP・ 。・pect

本 店 お よび全 駆 店 へ

●

BookingNote
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税 関
港湾管理者

税 関

BookingList
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シ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑫

⑮

⑱

⑰

⑱

⑮

⑳

⑳

BookingListヌ 、はS/Ocopy

●SbwoeonDraftStowagePlon

通 関 書 類
①&P。rtDeclqr。ti。n

②frp。rtDec1。r。ti。n⑮

③C。mmerci。 川nv。ice

④P。ckingList

⑤ ムP・rtLicence

⑥|nspecti。nCe杣c。te

OS/Ocopy

⑦ 免 税

⑧ 他 法令関係

　　…

-

…

船積打合せ

△せ

検 数 依 頼

(ド ッ グサ イ ド)

沿岸荷役作業依頼

● 作業 依 頼書

● 船 積 書
⑥

D

O

R

L

/

/

/

/

E

S

M

B

①

②

③

④

は し け 手 配

トー ・

疏

開

鷲

見

荷

自
ほ

搬 出 届●

告
査

可

申
検

許

E/D E/D⇔

C

通 関書類セッ ト PL

ED

税 関 ファ イル

C/1

日銀 へ
通産省へ

船積打合せ

ギャング編成 打合せ

沿岸荷役
業者へ

● 沿岸荷役指示書(現 場)検 数員派遣

ゼ
検

o

1タ リー シ ー ト1●

員派遣(総 積)

検 派'

1は しけ 送 状1●

は しけ 図 ●

陸 積 報 告 書 ●

貨物搬出通知

㊦

(総 積)

(積)

●

海貨 通関業 ファ イル書類

① 貨物 送 り状(シ ッパ ー)

② 入 庫 伝 票

③ 搬 入 届(c。py)

④ 保 管 台 帳

⑤S/Oス リップ

⑥ メジャー リス ト(c。py)

請

● ● 請 求 書

フ ァ イ ル フ ァ イル

検 数 フ ァ イル 書 類

A..総 積

① 本 船 荷 役 報 告 書

②V。ucher(A)(B)

③ タ リー シ ー ト

④L。 。ding
cargOList

(船積書類)

日 計 表

出 計

データ処理

㊦

関係 書 類

海貨引渡書類

① 貨物受領書

② 入庫報告書

③E/D⑧

④E/D⑥

⑤B/L

⑥E/L

⑦ 出庫報告書

⑧ タリーシー ト

⑨ メジャーノスト

フ ァ イル
⑦E/D◎

⑧C/1

⑨P/L

⑩S/1

⑪S/A

⑫B/L

⑬ 搬 出 届

(copy)

(copy)

(copy)

(copy)

(copy)

⑫ 沿岸荷役指図書

⑮ タリーシー ト

⑯ はしけ送 り状

⑰ 陸積報告書

⑱ 沖積報告書

●

請 求 書 請 求 書

フ ァ イ ル

① タ リ ー シ ー1・

②fUcepti。nListtA】{B)

③L。 。dingC。rg。List

④Repprt。fCqrgθ
Rehandling

⑤ 艀一 覧表荷役進行 表 ⑤List。fL。stH。u「s

⑥DWR

⑦ 船積書類送付表

B.直 積

① 作業依頼書

② 陸積報告書

③ 本船積報告書

④ 艀横付明書

(以 上 ドッ クサ イ ド)

⑥V。ucher

⑦Bl。ckSt(W。gePlan

⑧DRW

(以 上 シ ップサ イ ド)

検 量 フ ァ イル 書 類

①CLMc。py

②PackingLiSi

③C。mmerci。llnv。ice

④S/0(以 上2,3,4は

何 れ もcopy)

⑤ 施 検 用 紙

(注)CLMと は メ

ジ ャ ー リ ス ト

検数 頼

(ド ッグサ イ ド)

BookingList

荷役作業依頼

船側荷役 ・船内荷役

税 関
港湾管理者

出港手続

㊤

S/P

t

T/S,DWR,V/C

税 関

船積確認

(埠 頭)

検 数

荷暖 一覧 表

、 ←

/S,DWR,V/

(注)各 業界 が最終 的 にファ イルす る

書類,但 し,請 求書類,収 支 台

帳 の よ うな もの は省略 す る。

エ ー ゼ ン トへ ●

請 求 書 請 求 書

フ ァ イル

エ ー ゼ ン ト ・フ ァ イル 書 類

①D。ilyw。rkingRep。rt

② タ リ ー シ ー1・

③V。ucher

④S/Oc。py

⑤B。 。kingList

⑥L。 。dingList

⑦Sめw。gePl。n

|

l

l

|

1

1

1

l
s'v-一 一一.・r-'--一 「 ㌔

1

l

lS/Aセ ッ ト)1

①ShipPingApPlicati。nl

②ShipPingOrderl

③M。te'sReceiptl

④Biil。fL。dingl

を 入 手1

鱗 漂;⌒ ・・l
S/0サ インlS/O

l

l東洋信 号所

1-一 一》

1通過通知

1

1

検 数依 頼

(シ ップサ イ ド)

入港 日時打合せ

=
…

…

…

…

…

-

oo

直)
/O,E/D,M/検 数

(積)

～ドックサ イ ド)

タ リー シー ト

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

1

|

ー

DWR

V/C

タ1一 シ ー ト

本船積報告

S/O⑥
S/A

と相 互 チェック

M/Rサ イン

(シ。プ▽サイド)l

lタ リーシー トll

lE/L⑥ll

lH/L⑥ll

ll託P細
lN/cll

l

l

む
E/D

M/'R

船社 へ

・/・ ・/・ 鼠

ファ イル

B/L⑥ M/R

B/L⑥ ファ イル

B/L B/L◎

BL
仕 分

M/F

必要先へ発送

●F/L

船 社 ファ イル書類

①S/Oc。py

②M/Rc。py

③B/Lc。py

④品 題 港分および ・…

⑤fycePti。nList

⑥ 危 険 品 リス ト

⑦M/Fc。py

⑧F/Lc。py

イ ンプ ッ ト
一 夕

必要 先へ発送

=
…

…

|

⊥
V

コ ン ピ ュ_タ へ 揚 地 港 へ

①
荷受前

②
入港前

入港中

④
出港後

(注)こ の チ ャ_の 作成 にあ た って可 な り省 略が行 われ た。 ①Shipper関 係 で は,諸 官庁 の許 可,認 可 事 務 保 険,領 事 インボ イ ス,原 産 地証 明,各 種 検 査業 務,他 法 令 関係 が省 略 され た.ま た,輸 出書 類 を海 貨 業 者 に引渡 して か ら以 後 の

主 と して社 内業 務 に属 す る部 分 が省 か れ てい る。 これはデ ータバンクに関 する と考 え られ る他 業種 との 関係 を主眼 とす る調 査 で あ るた めで あ る。② 同様 の考 え方 が船 社 に も適 用 され てい る・ ③ 検 量部 門で は戸前 検量 のみ を図示 し,在 来検

量 を省略 した・ ④ 船 内,沿 岸,は しけ,1・ ラ ッ クに関す る部 分 は,こ れ をサ ブ シス テム と考 え て省略 した。



輸 出業務 の総括 的 フ 騨一 目1)
(シ ツパ ー ズ ・パ ッ ク)

コ ンテ ナ ー貨 物 総合貿易情報システム調査委員会

港湾経済講究駈

港湾業務近代化研究委員会

工

場

で

バ

ン

二

ン

グ

す

る

場

△
口

貨

物

倉

庫

で

バ

ン

二

ン

グ

す

る

場

ムロ

シ ツ パ

(商 社 ・メー カー)

頼

約

願

書

微

予

衣

図

イ

ン

ン

指

㌘

積
庫

ブ

空

船

出

海 貨 通 関 業 者

メ ー カ ー へ

①C。mmerci。l
lnvoice

②P。ckingList

③Shipping

lnstruction

④E/D⑧

⑤ 輸 出承 認 書

⑥ 検 査 証 明

⑧ 免 税 証 明

⑨ 原 産 地 証 明

⑧ 貨物検査(Yes)

⑧ 書類通関(N。)

シツパ ーズ ・ウェ イ

ト,メ ジャー をもっ

て運賃計算 の基礎 と

す る場合 には検量は

行 わない

輸出書類

(メ ー カ ー)

検査
Yes

検数手配

各課へ
作業依頼

No

呈
パンニング 貨

●

検量手配

ソート

E/D◎

輸 出書類

P/L

検 数 業 者

㊦

検 真里
業 者

ED

検数員派遣叉は検量員派遣

パ/ニンク証明書

●(検 数叉は検量業者が作成) ●

D/R(B/Lを 含 むセ ッ ト)

●

プ ッキング依頼

空 パ ン 予 約

頓

知

依

通

積

送

船

配

●

①C。mmerc。l

lnvolce

②P。ckingList●

③Shipping
lnstruction

④E/D⑧

⑤ 輸 出承 認書

⑥ 検 査 証 明

⑦ 免 税 証 明

⑧ 原 産 地 証 明

輸 出書類

CLP

コンー

●

各課へ
作業依頼

荷 受 メ モ

出庫指図書 叉は包

装明細

検数手配

スペ ース手配

検量手配

銀

自主記帳

(税 関へ)

P/L

マークシー1・

デ ー タ入 力

輸 出書類

叉 は搬入届(港 湾局 へ)

● E/D⑥

⑧ 貨物検査⑧
書類通関

⑧

⑧

数 ぐ'

M/L,S/Oス リップ

ED.

施 検 用紙

入庫報告書

検量員派遣

保 管 台帳

出庫指図書

メジャーリスト

S/0ス リップ

デ ータ処理

データ処理

諸 官庁 ・管 理 者 ター ミナ ル・オペ レーター

⑧

CY内 配 置

1計 画指示

船 社

空 パ ン手配

BookingProspec†

入 港手配

Booking情 報

BookinMemo

ookinNote

BookingList

ookinLis†

(港長 へ)
危険物貨物リスト

)

付

査
査

可

関

受

審
検

許

槻
}

) (警。..タ う

●

C/

本船動向

E/D E/D ヤ ー ドプ ラン

C/ P

P L

税 関 ファ イル

日銀へ 通産省へ

CY

ゲ ー トイ ン

コンテナー引渡通知

検数依頼
　

ドレ イエ
ー ジ依 頼 ドレイエージ業者 検数 員派'叉 は

CY内 配置計画

危険物貨物リスト

(港長へ)

・ンテナ一蹴,ン..グ 《
●LP

員派遣

付
・査

査

可

割

愛

審

検
許

週
○
貝

ED E/D E/D

●

●

C/1

通関済書類

パンニング証明書 (検数叉は検量業者が作成)

P/L

C/1

D/R

日銀 へ 通産省へ

ookingList

CFSへ

ヤ ー ドプ ラ ン

CSP

空パ ン手配

入港手配

Booking情 報

●

BookingProspect

関 フ ァ イ ル

陸 送 オ ペ

レ ー タ ー

専

ookingMem

BookingNote

BookingList

本船動向

自主記帳

(税関へ)

叉 は搬 出届

(港湾 局へ)

T

ゲ ー トイ ン

(CYへ)

コンテナー引渡 通知

D/R

サ イ ン

1

D/Rオ リジナル

B/Lマ スター

ひ
CLP

CLP●

リスト

冷凍Cリ スト

Cリ スト

S/P

荷役順序表

(税 関)

本 船

本支店全国 へ連絡

ターミナルオペレ=タ ーへ連 絡

オペ レーターへ

①
㌶

o

　
…

…

…

…

…

-

本 支店 全国へ連絡

タ_ミ ナルオペレーターへ連絡 以

陸送 オペ レー ターへ

①
ン

前

イトーゲ

o o

E/D

E/Dを 銀 行へ

BILを

B/L

苫

シ ッパ ーが最終的 に

ファイルす る書類

①C/N⑥

②L/C

③ 発注書 ⑥

④C/1⑥ ⑧

⑤P/L⑥ ⑱

⑥E/D⑧

⑦1/A

⑧S/1

⑨C・ns./1

⑩Cust./1

⑪C/1⇔

⑫P/L㊥

⑬B/A

⑭B/L⑥

⑮B/L◎

⑯E/D⑧

⑰M/Wtist

⑱P。licy

⑲C/0

⑳ 貨物 受領 書

⑳ 入庫報告 書

⑳E/L

㊧ パンニング証明書

⑳ 出庫報 告書

⑳CLP◎

㊧D/R⑥

1

●

劇

海黄通 関業 者が最終的

にファ イルす る書類

① 貨物送状

② 入庫伝票

③ 搬入届⑥

④ 保管台帳

⑤S/Oス リップ

⑥ メジャーリスト

⑦E/D⑥

⑧C/1⑥

⑨P/L⑥

⑪S/1

⑪D/R⑥

⑫B/L⑥

⑬ 搬出届⑥

⑫ 出庫伝票

⑮ パンニング証明書⑥

⑯CLP⑥

⑰ コンテナー搬入票⑥

⑱ 危険物運搬許可書

●

請 求 書

検 数業 者 が 最 終 的 に

フ ァ イ ル す る書 類

① パ ン ニ ン グ証 明書

(Certificate)

② タ リ ー シ ー ト⑥

③CFSStuffingRep。rt⑥

(VanningRepo吋)

但 しキ ャ リヤ ー ズ ・パ ッ クに 限 る

1

●

請 求 書

検量業者 が最終 的 に

ファイルす る書類

①CLM⑥(メ ジャー リス ト)

②P/L◎

③C/1◎

④S/0◎

⑤ 施検用紙 ⑥

⑥ バンニ ング証明書 ⑥

ー

⊥
∨

ン
後

②
㌍

E/D

DR

船積確認

ED CLP

D/R

o o

各業 界が最 終的 にファ イルす る書

類,但 し請求書等 は除外 す る。

船社へ

船社へ

海運同盟へ

ター ミナル オペ レーターが

最終 的に ファイルす る書類

①B。 。kingList@

② ヤー ドプ ラン

③CSP

④D/R

⑤ コンテナ ー搬 入票

⑥CLP⑥

⑦ 危険物 リス ト⑥

⑧ コンテナー ・リス ト⑥

⑨S/P◎

⑪ 荷役順序 表

⑪E/D⑥

一

一

ー

Φ

B/L

マニフェスト

フレートリスト

①S/P

② 荷役順序表
スト

墨

1 ④ 特殊 コンテナ ー
ー リス ト

揚地D/R

●

フ ァ イ ル

CLP

C/

①M。nifest

②FreigtList
● ③B八C

.9PY

M/F等 ④St。w。9θpl。n

⑤C。ntainerL。 。dingPlqn等

揚地へ

船社 が最終的 に フ

ァ イルす る書類

①B。 。kingList

②S/0⑥

③B/L⑥

④CLP◎

⑤D/R

⑥S/P

⑦M。nifest@

⑧FreightList◎

⑨ コ ン テナ ー リス ト

⑩ 危 険 物 リス ト⑥

血

=

ψ
海外へ



ExportDocumentationFlow(BreakBulk)

輸 出 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン の フ ロ ー(在 来 貨 物)

京浜海運貨物取扱同業会

港湾業務近代化研究委員会

L/C開 設 買1

バイヤー 銀 行 銀

注文

取

↑灯

L/C開 設依頼

L/C
輸 出国銀行へ

L/C

チ ェ ック

商社 へ

C/N

フ ァ イル

通産省へ く

　

E/L

⑧E/D

・E/D⑧E/D庭 口
日銀 へ

通産 省へ1商 社へ

L/C等E/B.Ali

フ

ァ

イ

ル

シ ッ パ ー(商 社 ・メ ー カ ー)

受注

C/N控

C/N

Oタ イプによ り作 成

C/NC/N控 発注書控

発 注 書

Oタ イプ等に よ り作 成

L/C 発"控 発 注 書

§▲⑳ し
;

膨閨鱒

メ ー カ ー へ

①L/C

②梱 包明細

③lnov.

亙 コ・一・部
ヨ

タイプによ り作 成

相 互 チェック

鵠ー
[・/・ 、P,L控

;B三/b・

①潟 篠 麺

}羅 ダ

一
匡]・
一一一→6 ～8部

タ イ プ に よ り作 成

相 互 チ ェ ッ ク
L

①L/C

②C/N控

③Inv.

唖

竃繊
ファ イル書類

①C/N控

②L/C・

③発注書控

④梱包明細

⑤Inv.1⑥
P/L

⑦⑧E/D

⑧1/A

⑨S/1

「

s/1⑭

タイプに より作成

(海 貨業 者様 式)
チェッ ク↓

づ

㊥

1

㊥
5～7部

　

画
5二;"

I

l

I

ー

ー

丁

ア
　

　

　

ロ
　

　

ト

ト

　

　

車
篭

Ψ
通関用書 類

(工)⑧Inv.(5～7),

② ⑧P/L(5～7)1

③⑧E/D(2)

④S/1(1～4)

⑤E/L(1)

⑥1/C

「

四

聖

1

C・o・0・ ⑦ 免税(赤)

タイプによ り作 成o

(商工会議所所定様式)
商 工会議所 へ

Policy

o

C/0

凸

一時 保管

ファイル書類[i≡ コ

Oタ イプに よ り作成4～6部(
相 手 国所 定様 式)

相互 チェ ック

ファイル書 類

①C/N控

②L/C

③ 発注書控

④梱包 明細

⑤㊥lnv.

⑥⑧P/L

⑦⑧E/D

⑧1/A

⑨S/1

⑩Cons.1

⑪Cust・1

⑫⑧lnv・

⑬⑧P/L

⑭B.Appli

⑮B/L@

⑯B/L控

⑰ ◎E/D

⑱⑧E/D

Cust,I

Oタ イプにょ り作成(相手国所定様 式)

相互 チェ ック

⑲M/Wリ ス ト

⑳Policy

⑳C/0

ファイル書類[西 コ

t4～10

0タ イプに より作成

◇ 相 互チ ェッ ク
,

「
　

Ψ

qt)

⑧P/L2～10

;」L岨___
相互 チ ェッ ク

B.Appli

Oタ イプに より作成

(銀行所 定様 式)

C/O

Policy

M/Wリ スト

E/D

B.AODIi

⑬P/L

Inv.

Cust.「

ル

⑥

⑫
⑳

ー

イ

リ

リ
リ

ァ
⑤

⑪

⑲

ブ

リ

の
リ

ウ

④

⑩

⑯

③
⑨

⑭

①

⑧
⑬

⑳

Cons.l

L/C

銀行へ

バイヤーへ

.者
社
所

業
会
蟻

造
険
工

製
保
商

製造業者

発 注 書

」
梱包明 細 .

;商 社 へ
J

海 貨 通 関

業

出庫指図書

者

送 り 状

検 定'協 会

税 関

(海 貨).'

輸出検査

Apphcah・n , 黒 赤 免 税

「

1検査承認l
CertHicate

c-・

1'

税 務署 へ

.

卜

　 一

1

保 険会 社

一■「

国IMas…1
「

Oタ イ プIDR・p・ ・□

lDN・t・1
チェック

lp・1il・l

O印 刷・複写により作成

`.1

ノ

lP・li・y日DN・t・1「D・R・p・ ・tl

フ フ ⊥
ア
イ

ル

ヘ

ァ
イ

ル
者業貨海

商 社へ:

<..」 商社 へ

コンピュ
ータ室へ

商工会議所

C/0

C/0 C/0控

サイン

商社 ヘ ファイル

S/1 P/L

E/D
'⑬

P/L

⑧lnv.

E/L

1/C

免 税

(M/Wリ ス ト)

タイプに より作成
(大蔵省所定様式)

相 互 チェック

S/1

P/L

⑯lnv、

⑧E/DM/Wリ ス ト

P/

Inv.

一 時 保 管E/L

1/C

免 税

フ

ァ

イ

ル

u

税関へ

タイプによ り作

(船 会社所 定様 式)

相 互 チェ ック

船会社 へ

E/D

E/L

1/C

免 税

商社へ

海 貨 ・検 定 協 会 ..

⊥

船 会 社

■ 略 字 説 明

1.C/NContractNote

2.L/CLetterofCredit・

3.⑧Inv.`Invoice(通 関 用)

4.㊥Inv.〃(買 取 用)

5.⑧P/LPackingList(通 関 用)

6.㊥P/L〃(買 取 用)

7.⑧E/DFxportDeclaration(銀 行 承 認 用)

8.1/AInsuranceApplication

9.S/1,ShipPingInstruction

10.PolicyInsurancePolicy

11.D.NoteDeditNote

12.D.ReportDailyReport

13.C/OCertificateofOrigin

14.Cons.IConsularlnvoce

15.Cust.ICustomsInvoce

16.B.Appli.BankApplicaton

17.⑥E/D .ExportDeclaration(税 関 用)

18.M/Wリ ス1・ … …Weight&MeasurementList

19.M/RMate'sReceipt

20.S/0'ShippingOrder

21.S/AShippingApplication

22.B/LBillofLading

23.M/FCustomsManifest

24.F/LFreightList
-es

.E/L--t・ ・E・xport.Licence・ 一・.

26.1/CInspectionCertificate

27.免 税 輸 出 免 税 承 認 書

P/L

フ

ァ

イ

ル

検数 ・検量

(保税上屋)

をTel.に て連 絡

1
0タ イプに より作 成

海貨業者へ

税

⑧E/D

関

⑧P/L

⑧lnv.

E/L

1/C

免 税

自主記帳

搬 出 届

輸出許可
押 印

書類 ・商 品及 び
その相互 チェ ッ
ツ

陸 上

E/D

E/⑧lnv.

E/L

1/C

免 税

海貨業者へ

l
l

⊥
V

フ
ァ

イ

ル

日
銀

へ

⑬Inv.

通
産
省

へ

等

ツ

賃

エ

運

チ

フ

ァ
イ

ル

サ イ ンク

No.記 入

一時保管

相互 チェ ック

ノアイル

15～25

3

印刷 ・複 写に よ り作成

海貨業者へ

印刷 ・複写 に より作 成

印刷 ・複写 によ り作成

揚地別
No順 に整理

M/F

O必 要 先へ発'

F/L

O必 要先へ発'

インプ・ンド謀体

端末機にて作成O

本 船

〔註〕[=コ ○ ◇ 等の記号∫ま・ その作業 を海貨'通 関業者が一部行 ってい るものである・

■ ● ◆ 等の記号 は.〈,O作 業 を海貨業 者が全都(100%)行 ってい るものである・

は書類の移転 または伝達 を海貨業者 の手 によって全部行 うものであ る。

は書類の移転 または伝達 を海貨業者 の手 によって一部行 うものであ る。

この 「輸 出 ドキュメンテーション ・フローーチャー1・」は,貿 易関係書式標準化委 員会 の 「貿易関係書類 の フロー(現 状)」 にもとず き,

その内容 を一部訂正,あ るいは追加 し,海 貨業者 の業 務の現状 を明確 にす るため,京 浜海運貨物取扱同業会お よび港湾業務 近代化研究

委 員会(港 湾経済研 究所)が 合同検討 の結 果,こ れを作成 した ものである。

Ψ

受領印

フ

ァ

イ

ル

相
手
港

へ

コ ン ピ ュ ー タ ーへ

フ

ァ

イ

ル



InventryFlowofOutboundGeneralCargo(BreakBulk>

輸 出 貨 物 の イ ン ベ ン ト リ ー ・フ ロ ー(在 来 貨 物 の 現 状)

京 浜 海 運 貨 物 取 扱 同 業 会

1973・2・10 .港湾 業務 近 代化 研 究 委 員会

　
一カ

一

一

パ

メ

ツ

●

シ
社商(

酉己送融 ・(プ/

OInvoice

OPackingList

Shipping

Instruction

O検 査

○ 免税

OE/D⑤

但 ○印 は通関の さい添 付

出庫指図

○

船積書類

1①
L______

入庫通知書

L

メジヤ リス ト

S/I

E/D@

E/D⑱

S/O

S/0◎

M/R

P/L

B/L

銀行へ

〔略 号〕

ShipPingInstruction

製造業者

(サプライヤー)

梱包業者 を含む

配送通矢・○

コ

ウフ ァ イル

送 り状

貨物受領書

L■ ■ ■ ■ 垣一 一 ■ ■

① ②

税 関 用ExportDeclaration

銀 行 用ExportDeclaration

ShippingOrder

ShipPingOrderCopy

Mate'sReceipt

PackingList

BillofLading

フ ァ イル

①

海貨通関業者

②

スペ ー ス 手 配

上 屋(倉 庫)

⑧

相 互 チ ェ ッ ク

ス テ ー タ ス ・チ ェ ック

(戸 前)検 量

港 湾 局,税 関

は しけ,ト ラ ック

検 定 協 会

検定協会

(長期契約による検量委託)

S/1

仮.ア,ル ↑

送 り状

仮 フ ァ イ ル

はい付

保 管

P/L
入庫報告書 入庫報告

正

荷 口そ ろえ

ア タッチ

マ ー キ ン グ

検量

手配

一時保管

検 ・

ア タ ッチ

桀
⇔

の

P/L

Ψ
ー

ジ ヤー リス ト

巴

②

ぴ

●s/oヘ ウ・イト記入

①

入庫報告

イ 台

出庫指図書

港 湾 局 ・税 関

メ ジ ャ ー リス ト

S/0用 スリップ

検定協会

メ ジャー リス ト

S/0用 スリップ

税 関

検査貨物

告

査

可

車

検

許

検数協会

一
は しけ手酉己

検数手配

本船荷役打合せ

庫出 し

は しけ落 し

出庫確

輸 出許可

E/D⑧

Invoice

P/L

フ ァ イル

日銀 へ 統計へ

フ ァ イル

は しけ業 者 検数業者

相 互 チ エ ・

船 社,ス テ ベ

船 社

ブッキングリスト

司 芦… …
▽

ファ イル

船 社

サ イ ン

相 互 チ ェ ッ ク

税 関

船積確認印

ステベ業者

ロー昔 ンクフラン

船 社

ン ク

チ エ ッ ク

起 票

一シタ8

ヒト

・沖 積 報 告書

ダメージリスト

輌
些バ ウ チ ャ ー

デイリーレポート

∩

フ ァ イル

G
ア タ ッチ

一航士

認 印
(M/R)

B/Lと 交換

フ ァ イル

このフローチャー トは京浜海運貨物取扱 同業 会お よび港湾業務近代化研 究委 員会が合同で検討 し
,港 湾経済研究所が作成 した もので ある。

〔註〕 ■ ■■1● ◆ は,海 貨通 関業者 が100%作 業 を行 な い,書 類 を作成 し,伝 達 してい る もので あ る。

〔==コ ○ ◇ 一一ーロ・ 一ーー一一 は,海 貨通 関業者 が部分的 に作 業 を行 な い,書 類 を作 成 し,伝 達 してい る もの であ る。

① ② は当該場所 におけ るフローが,① または② の場合 が存在す ることを示す。



OutboUnd ContainerCargoFlow(ThecaseofShipPer・sPack)

輸 出 コ ン テ ナ ー の フ ロ ー1シ ッ パ ー ズ ・パ ッ ク 1978.3.20

京浜海運貨物取扱同業会

港湾業務近代化研究委員会

一
↓

パ
↓

ッ
わ

シ
傭

製 造 業 者

出庫指図書

就

n

コロ

む

L

9
頭
査

視

認

⑧

e

㎎
・m

m

承

D

　
エロ

.㎝
d

㎞

討

出

/

㎞

臣

舗
h

検

免

輸

E

劇
一一 、 通関

、

〔シ ッパ ー ズパ ッ ク 〕
・'Nα1

Yes

'

,〆

No

海 貨通 関 業 者

う

検 量 ・検 数
パ ン ニ ン グ

G璽

9

上 屋

検量 手配

検数手配

ドレイェージ手配

CLP

検 数

パ ン ニ ン グ
▽∴

書

」 曇 ∋
、 ・,'

_∂

シ ッパ ー よ り

製造 業 者 よ り

(7、

ア タ ッチ

一▽一

船積書類

f
L_____ _._印

〔シッパ ー ズパ ック〕

No.2

検量 手 配

検 数 手 配

ドレイェージ手配

検量 ・検数

受領証印

自

税 関

告

査

可

車

検

許

告

査

可

申

検

許

器
ア タ ッチ

▽

(.!.!.〉

検 数

ハ ン ニ ン グ

口9

(」Lり
ひ

銀行へ

告

査

可

車

検

許

①
一

船積書類

↓.。 イ、レ

船積確認

Lロ
ユ

CCD CFS C Y

1マ ー シ ャ リン グ ヤ ー ド

1

'

　

1略

E/D

D/R

CLP

B/L

CSP

S/P

ター ミナル・オペ レー タ

(船 社)

号

ExportDeclaratior

DockReceipt

ContainerLoadPlan

BillofLading

|

ContainerStowagePlan

StowagePlqn

ゲ ヘ ト 　 イ ン

⑤ っつ く

～　1
1

iピ:1ン
～
へ

1

1

1

|

「

「

l

l

1

1

1

1

|

1

1

|

1

1

|

1

1

1

1

ヤー ドプラン

ゲ ー ト ・ イ ン

E

CSP

荷役順序表

S/P

c:)

一

一

ー

一

－

i

十

1

-

1

ー

交 換

」

揚地へ

o

〔註〕

■ ● ◆ 一 ■一

バ ン ニ ン グ
〔シ ッパ ー ズ パ ッ ク1〕

1

輸 出 コ ンテ ナー ・フ ロー 総 括 表
1 1

1

l

l

1

<)1

〔シ ッパ ーズ パ ッ ク2〕
パ ンニ ング

1

「

1

1

1

↓

一

一

通関

C[1
通関

〔キ ャ リ ヤ ー ズ パ ッ ク ユ〕
パ ン ニ ン グ

l

l
l

l

↓

〔キャ リヤ ー ズ パ ッ ク2〕

Ol
通 関

バ ンニ ン グ

■1

1 ↓

○
通関

〔フ オ ー ワ ー ダ ー ズ パ ッ ク1〕

パ ンニ ン グ

o

ll l

l
l

l

↓

( 〔フ ォ ー ワ ー ダ ー ズ パ ッ ク2〕

1
通 関 バ ンニ ン グ

l

l
3

繭
ll

1

l

l

l

l

↓

[=コ ○ ◇

は,海 貨通関業者 が100%作 業 を行 ない,作 業 と関連 して書類 を作成 し,伝 達 して い るもの であ る。
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貿易業務 の簡易化 と貿易情報 の経営 における総合的 な活用 を目的に コンピュ

ータを中心 とした情報 システ ム形成上 の問題にっいて昭和47年 度 より当財団に

総合 貿易情報 システ ム調 査委員 会(COTIS)を 設け,国 連 ヨーロ ッパ経済

委 員会(ECE)を 初め海外貿易関係機関 との情 報 交換 を行 な いなが ら調査研

究を進 めてお ります。

本報告書 は昭和48年 度 に実施 いた しま した調査研究の成果 を と りま とめた

もの です。 ここに本報告書 の とりま とめにご尽力頂 いた委員 各位 に心 より感謝

の意 を表 します とともに本報告書 が広 く各方面に利用 され,わ が 国の情報処理
　

の発展に 資す る ことを念願 す る次第 です。

もとより,本 報告書 に盛 り込 まれた内容は調査 研究の一 部で あ り,と くに調

査研究 の過程で収集 された 内外 の資料 については,紙 数の関係か ら,ほ とん ど

掲載す る ことが出来 ず,本 報告書 を掘下 げて ご利用 され るむ きは併せ て これ ら

イ

の資料 もご利用いただけ れぽ幸甚 に存 じます。

昭和49年3月

財 団法人 日本情報 処理開発 セ ンター

会長 難 波 捷 吾

」
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◆1 概 要

当 財 団総 合貿 易情 報 シ ス テ ム調 査 委 員 会(以 下COTISと 略)で は,昭 和48年3月 わが 国 に おけ

る貿 易 流通 の円 滑 化,効 率化 お よび,貿 易情報 の有効 活 用 を 目的 として,総 合貿 易情 報 シス テ ム を形

成 す る ことの必 要 性 を述 べ総 合 シ ス テ ム の構 想 を提案 した。

構想 と して提 案 した 総 合 シス テ ム は,4つ のサ ブ ・シ ス テ ム か らな り,第1貿 易情 報 シ ステ ムは貿

易 取引,金 融,貿 易取 引 管理 等 の情 報シ ステ ムで あ り,第2貿 易情報 シ ステ ムは,貿 易 取引 活動 を輸

送 活動 と結 びつ け たシ ス テ ム であ り,第3貿 易情 報 シ ステ ムは通 関業 務 を中心 とした シス テ ムで あり,

第4貿 易情 報 シ ス テ ムは,港 で 船積 す る に あたb,諸 官庁 等へ の手 続 を中 心 とす るシス テ ムで あ る。

COTISで は この提案 を具 体 化 す るた め昭和48年 度 にお い て は次の 事項 に つい て調 査を 行 な った。

1.海 貨 通 関業 の 現 状 分 析 調査

U)総 合貿 易情 報 シ ステ ムの形 成 に おい て,わ が 国 の現 状 か ら見 て第2貿 易情報 シス テ ムに おけ る問

題 に関 しての研 究 開 発 を第1に 着 手す るこ とが望 ま しい との 提案 がな さ れ,こ の ため,ケ ース ・ス

タ デ ィ方 式 に よ り第2貿 易情 報 シス テ ム の関連 業種 間 の情報 シス テ ム分析 を行 な うこ と とし掲 昭

和47年 度 に おい ては商 社 とキ ャ リヤ ー(海 運,航 運)間 の情 報 フ ロ ー,デ ータ ・エレ メ ン ト等 の

現 状分 析 を行 な った が本 年 度 は海 貨 通 関業 を 中心 と した情報 シ ステ ムにつ いて実 施 した。 調 査 は港

湾経 済研 究 所 に委 託 して,京 浜 海 運 貨物 同業 会 メ ンバ ーの協 力 を得 て次 の事 項に つ い て調査 した。

①:海 貨通 関 業 の現 状分 析

在 来 貨 物 一 港 頭 に おけ る貨 物 の受領 と保管 管 理 の業 務,在 庫管理,輸 出書 類作 成,

通 関 業務,船 積書 類 の作 成

コ ン テ ナ 貨 物 一 コ ンテ ナ ・フロ ーの特 殊 性,シ ッパ ーズ ・パ ックノ キ ャリヤ ーズ ・パ ッ

ク

②:海 貨 通 関業 務 の情 報 シ ス テ ムの現 状,総 合 シス テ ム の中 のサ ブ ・シス テ ムの在 り方,問

題 点 お よび 対策

附 録A

B

C

D

E

F

G

貨物 送 状 の 現 状分 析

CommercialInvoiceア ィテ ムズ分 析

BillofLadingの アイテ ムズ分析

海 貨 通 関業 者 が作 成 す る他 の ドキ ュメ ン ト

荷 送 人 が運 送人 の請 求 に より交付 す る混 送状 の記 載 必 要項 目

ドック ・サ イ ド検 数 業務 にお け る基 本 情報 の 検出(1)は しけ 一 本 船

BookingList-B/L:Checker,sDocumentatiollItems

(シ ップ ・サイ ド検 数)
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H保 税上屋 コード試案

1フ ローチ ャート(4枚)

② 調査の概要

調査対象の海貨通関業は,港 湾運送事業法の海運貨物取扱業,お よび関税業法の通関業を兼ねそ

なえてい る場合が多 くシステム的には一諾にして考えた方がよい。

次 に輸 出業務 に おけ る海 貨通 関業 務 を5っ の サ ブ ・シ ステ ム に,ま た,他 の関連 業務 を含 め て3

つ のパ ッケ ージ に ま とめ られ る。

輸 出貨 物 の 発 送シ ス テ ム

海 貨通 関 業 輸 出書類 の作 成 シ ステ ム

の輸 出業 務 港 頭 に お け る貨物 管 理 のシ ステ ム

シ ステ ム 通 関 の シス テ ム

船積 のシ ス テ ム

・集荷 パ ッケ ージ:輸 出者,製 造業 者 ,包 装 業 者,陸 運 業者 の シス テ ム的 バ ック ・ア'ップ業 務

・通 関パ ッケ ージ:税 関 業 務 に協 力す る業 務

・船積 パ ッケ ージ:船 社 の情 報処 理 に協 力す る業 務
,海 貨 通 関業 か ら検 数 業者 に移行 し,シ ッ

ビ ング ・エ ージ ェ ン ト等 の 協力 を要す る
。

輸 出業 務 に おい て海 貨通 関 業者 は,荷 主 の輸 出業 務 を最 良 な方 法 で経済 的 に行 な う・ことが要 請 さ

れ て お り,一 方 では 船 社 の集 荷 業 と しての 役割 を果 してい て,荷 主 との折 衝 か ら最 終 段階 の船積 ま

での 業 務 を行 な っ てい る。

見方 に よれ ば,貿 易情 報 の 発 生段 階 か ら携 わ っ てい て,書 類作 成,情 報 の伝 達,報 告 とい った よ

うに情報 流通 の主 流 に位 置 付 られ る。

貿 易 情報 システ ム化 の一 構想 と して,数 量 の 検 査業 務 のた め正 確 な貿 易デ ータを投 入 で き る検 定,

検 数 の業者 と,荷 主 か ら船主 まで の業 務処 理 を 行 な う海貨通 関業 を 中心 とす るデ ータバ ンクを形 成

す る こ とが 考 え られ る。(図1-1参 照)
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港 湾管理 者

搬 入届

搬 出届
公 共施 設使 用願

その 他

船 積 書 類

は しけ

㊦

海貨通

関業

タ

ク

ー

ン

デ

パ

シツピング沿 岸 荷 役
工…ンピント

船 内 荷 役

シッヒングエー ジ

エ ント(船 内荷'

本 船

輸 出 書 類

搬 入 届(自=1三 記 帳)

搬 出 届(自 主 記 帳)

輸 出 申 告

検 査 立 合

そ の 他

図1-1輸 出業務 を 中心 と した デ ータバ ンク構 想

o
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2.業 種 別 ・機 関 別 貿 易情 報 シ ステ ム 化 の 現 状 と動 向調 査

2.1直 接貿 易 メ ーカ ー

輸 出者 で ある メ ーカ ーが第3者 の商 社 を介 さ ない で直 接貿 易 を行 な う,い わ ゆ る直貿 メ ーカ ー

の貿易 情 報 の シ ス テ ム化 につ い て,家 庭 電 器 お よび プ ラ ン トの輸 出 をケ ースに っい て調査 した。

、

211直 接 貿易 の背景

家庭 電 器 は,輸 出先 が世 界 の殆ん ど の国 で主 要都 市ば か りでな く地 方 に も及 ん で くる こ と,

アフ タ ーサ ー ビス お よび 補修部 品の 手配 等 か ら,第3者 の 商社 に依 存す る こ とが 困難 な場 合

が多 い。 この ため,ほ とん どの家電 メ ーカ ーでは,直 接 貿 易業 務 を行 な うか,あ る い は,専

門商 社 を子 会社 に も っ て直接貿 易 を行 な っ てい る。

プ ラ ン トメ ーカ ーの場 合 は,製 品 輸 出 とエ ンジ ニ ア リング輸 出が一 体 の もの で あ るこ と,

1プ ラ ン ト とい って も.多 数 の梱包 にわ た るこ と,契 約 か ら据 付 まで の期 間が 長期 にわ た る

こと等 か ら,直 接 貿 易を採 用 す るこ とが 多 へ

2.12シ ス テ ム化 の現 状 と動 向

家 電 メ ー カ ーお よび プ ラ ン トメ ーカ ー共,上 記 直貿 の 背景 は その まま コ ンピ ュ ータを 利用

の動機 ともな ってい て,既 に貿 易業 務 を他 の業 務 との 関連 に おい て コン ピ ュータ処 理 が行 な

わ れ てい る。 しか しなが ら,個 別 企 業 内の シ ステ ム化 に と ど まってい て,家 電 メ ーカ ーの専

門商 社 の場 合 は,日 本 国 内の シ ス テ ム化 に と もな い,2～3年 先 の将 来 には,海 外 出先 機 関

との ネ ットワ ーク網 を完 成 させ る計 画 を持 っ てい る。 これ に対 し親 メ ーカ ーと商 社 とのネ ッ

トワ ーク に つ い ては,必 らす しも明確 な計 画 が立 られ てい な し〉 書式,コ ー ド,処 理 手続等

につ い ての標 準化 が行 なわ れ てい ない。

22(栂 日本貨物検数協会

221概 況

(社)日本貨物検数協会は,港 湾運送事業法に定 められた6種 及び8種 の事業即ち,輸 出入

貨物の検数,検 量証明業務とこれ に関連す る一連の付帯作業を含めた業務 を現在,国 内に73

事業所をおいて従業員4695名 で行な っている。

同協会の業務か ら,情 報機能としての役割を抽出す ると

① 船舶の荷役進行に関す る情報

② 貨物の種卸しに関する情報

(貨物の状態,横 付,受 渡結果及び特殊作業に関する情報)

o
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③ 貨物の流動 に関する情報

④ 貨物の通関状態に関する情報

222シ ステ ム 化 の現 状

① 使 用 コン ピ ュ ータ

② 対 象 業 務

TOSBAC5100モ デ ル20

業 務 名 業 務 概 要 実施時期

社
内
業
務

諸 統 計 業 務 収支統計,作 業実績等 昭43.10

退職給与引当金計算 昭46.3

給 与 計 算 業 務 対象:本 部 横浜支部 約1,000名 昭47.10

請求 書 発行 業 務 対象:横 浜 支部 ソースデータ(VOUCHERな ど) 昭47.10

対
外業務

CFS業 務(輸 出) 対象:大 井2号CFS 昭48.8

CFS業 務(輸 入) 対象:大 井2号CFS 昭48.12

一方,輸 入木材の揚港において,か ねてから検量明細書発行に伴 う材積計算事務の

機械処理を行い,関 係先に対 して迅速なサービスを提供している。

223今 後のシステム化計画

① 船社手仕舞業務の一元化構想

船社手仕舞業務はかって当会の主席,次 席,機 数員が作成していた資料が揚地荷捌用と

して船社に送付されていたものであるが,コ ンテナ船の就航以来貨物情報処理用 として利

用されるよ うになってきた。 したが って検数協会の行なう業務を分析 し・コンピュータの

共同利用,入 力デ ータ処理の一元化を計 り,船 社に磁気テ ープで貨物情報を提供するもの

である。

② 船積卸貨物情報処理システム

在来船を対象にタリー・シートのデータを利用 して沿岸,艀,ト ラック別等の荷役作業

情報,貨 物情報を把握 しようとするものであ㌔

23Φ 日本海事検定協会

231概 況

⇔ 日本 海 事検定 協 会 は,海 事一 般 の鑑定 お よび検 査,貨 物 の検 量 及び 関連 検定,コ ン テ

ナ検 査,コ ンテナ 貨物 の検 定,そ の他 各 種液 体,原 材 料 の検査 等 の事 業 を行 な う団 体 で,現

在65事 業 所 で行 な ってい る。 従 業員 は2,500名 、
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232シ ステ ムの概 要

検 定 情報 シ ステ ムは,輸 出 ・入貨物 の検量 情報 を,迅 速 ・正 確 に委 嘱者(船 社 ・荷 主 ・海

貨 ・港運 業 者等)に 伝 え る事 を 基本 に,作 られた シ ステ ムで あ る。 こ のシス テム は,次 の4

つ の サ ブ システ ムに よ って,運 用 され てい る。

一 一縢 籔 三)
シス テ ム ・フ ロ ーお よ びデ ータ ・エ レ メ ン トにつ いて は皿.3の 図 表 に示 す。

COTISが 提 案 した総 合 シ ステ ム構 想 には第2,第3シ ス テ ムのサ ブ ・シ ステ ムに参加

す る方 向 で 考慮 してい る。

233問 題 点 『

① 実 施 してい る コ ー ドの うち,荷 主,港(海 運統 一 コ ー ド),海 貨通 関業(税 関 コ ー'ド),

品名,本 船,場 所/倉 庫,貨 物 包装 にっ い ては 自社 コ ー ドを採 用 して いる。

② 書類,デ ータ伝 送,磁 気 テ ー プ等 の フ ォ ーマ 。トの問 題

③ デ ータ ・ベ ースの 問 題

他 シス テ ムか らの デ ータ ・ペ ースを 受 け入 れ るこ と も,可 能 で あ り,ま た要請 に よ り提

供 の用 意が あ る。

④ 貿 易情 報 の キ ーの 問題

書 類 と貨物 の 情報 が対 応 可 能 な よ うな 統一 的 なキ ーを設定 す るこ とが望 ま しい。

3海 外 に お け る貿易 情 報 シ ステ ム化 の 動 向 調 査

31SOFlAプ ロジ ェ ク トの最 近 の状 況

仏 国 のSOFIA(Systemd,OrdinateursPourLeFretInterna-

tionalAerien)プ ロ ジ ェク トの 最 近 の 状 況 は 次 の と お り。

311開 発 体 制

・!・一 ドウ ェアグ ル ープ1973年 春CIIのIRIS80を 設 置

・ソ フ トウ ェア グル ープ

仕 様決定CSI-→ プ ログ ラ ム作 成SEMA

SESA
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人員 現 在80名 一150名 に増 員 予定

内 プ ロ ジ ェク ト管理40名

プ ロ グ ラ マ110名

3t2進 行 状 況

全 体 と しては約6カ 月遅 れ。 理 由:最 終 仕 様 が 固 らない。'

・1973年 末 まで に アプ リケ ーシ ョン ・プ ログラム仕 様の 決定

1974年10月 まで に アプ リケ ーシ ョン ・プログラムお よびOSを 完 成

1975年4月 ま でにOS,ア プ リケ ーシ 。ン,ハ ー ドウ ェア の総合 テ ス トを完 了

313SOFlAの 機能

パ リ地 域 の3空 港 を対 象 に した航空 貨物 の追跡 処 理 お よび通 関業務 を行 な うオ ン ライ ン ・

リアル タ イム ・シ ステ ム

対 象:航 空 会社,集 荷業 者,税 関,申 告 者

機 能:輸 入,輸 出,内 部 移 動,ト ランジ ッ ト,各 種 報告 書の 作 成

通 関 業務 の機 能 は輸 出入業 務 の 一環 と して実 施

32GARONOR(GareRoutiereNorddeParis)

仏 国 の 内 陸 コ ン テ ナ ー タ ー ミ ナ ルGARONORは,PSC(Poly

ン テ ナ ・サ ー ビ ス ・ネ シ トワ ーク 組 織 で 最 大 の 基 地 で あ る。

・所 在 地

・利 用 内訳

・コ ンピ ュータ利 用 につ い て は
,現 在 は利 用 してい な いが,

況 を見 て検 討 す る こ と として い る。

ServiceCargo)コ

パ リ北 郊18㎞ ,敷 地72ha

国 内 輸送 業者 敷 地 の25%

国際 輸 送業 者 同25%

事 業 者 同50%

また,90%が 専 用 と して賃貸,10%が 関 税徴収 倉庫 と して利 用

SOFIAプ ロジ ェク トの進 行 状

33ロ ン ド ン ・ポ ー ト ・オ ー ソ リ テ ィ のCODEシ ス テ ム

CODE(ComputerizedDocumentationforExports)シ ス テ ムは,

1973年 に開 発が 着 手 され,1974年 末 に稼 動 す る予定 で進 行 してい るもの で船 積 業務

の事務 処 理 の簡素 化 を 目的 と して い る。 構 成 は次 の4つ の部 分 か ら成 り立 ってい る。

・積 荷 図録 の作 成

・輸 送勘 定の 作 成(送 り状 作成)
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・顧 客勘定 の メ ンテナ ン ス および 財務 管 理

・航 海 会計 を含 む 業務報 告書 の 作成

使用 コン ピ ュー タICLシ ス テム4-50

総 予 算530,000ポ ン ド(CODEシ ステ ムを含 む

全 プ ロジ ェク ト,コ ン ピ ュータ費 用 共)

34ハ ン ブル グ港 のRAPIDシ ステ ム

RAPID(RealtimeApplicationforPortConfignmentInfor-

mationandDocumentation)シ ス テ ム は 港 湾 積 送 品 の 情 報 お よ び 船 積 書 類 準 備 に 関

す る オ ン ラ イ ン ・ リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ム で あ る。

・1970年4月 以 来 オ ン ラ イ ン稼 動(実 験 的),実 用 時 期1975年 目標

・32の 運 送 代 理 店 に45の タ イ プ ライ タ ー端 末 が 接 続

・端 末 当bの 平 均 ス ル ー プ ッ ト 出 荷 回 数1837

・14 ,000件 の 港 湾 コ ー ドフ ァ イ ル,12,000件 の 商 品 コ ー ド・ファイ ル の ほ か 船 舶 コ ー

ド,ル ー ト ・フ ァ イ ル等 約30の フ ァ イ ル を 有 す。

4国 連 ヨー ロ ッパ 経 済 委 員会(ECE)

貿 易 手 続 簡易 化 部 会 の審 議 状 況

〔DADPと コーデ ン グに関 す る専 門委 員 会 は,1973年 に は4月3～4日,6月5日,10月17

～18日 の3回 開 催 され,主 に次 の事項 につ い て討 論 が行 な わ れ た。

①ADP機 器 の分類

② イ ンタ フ ェ ース問 題

③ 各 国の 個 別 シ ス テ ム

④ 国 名 コ ー ド,

⑤ パ 。ケ ージ コ ー ド

⑥ 港,キ ャ リア ー,船 名 お よび輸 送形 態 等 の コ ー ド

⑦ 税 関 コ ー ド

② 審 議 経 過

①ADP機 器 の分 類 に つ い ては,R25を 若干 修正 の うえ一 応 の成案 を得 た。

② イン タフ ェース 問題 につ い ては,現 在英 国SITPROに おい て原 案 を作 成 中 で,本 年5月 の 会

議 に提 出 さ れ る予定 で あ る。

な お,こ のSITPRO案 に つい ては,COTIS専 門委 員 会で検 討を進 め るこ と とした。

③ 各 国 の個 別 シス テ ムにつ いて は,チ ェ コ,カ ナ ダ,フ ィン ラン ド,米 国,英 国,ス エ ーデ ン,
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オ ラ ンダの諸 国 が研 究 を行 な ってい る。 そ の詳 細 は,順 次 報 告 さ れ る予定 で ある。

④ 国名 コ ー ドに つい て は,英 字2ケ タ コー ドに よ る表示方 法 が採 択 さ れ,ISOに 報 告 す る こと

とな った。

5貿 易関係書式 の標準化に関す る調査

(1)貿 易関係書式 の標準化については,現 在,貿 易関係書式標準化委員会(JCSETD)が 行な

っているが,総 合システム形成のための基礎的な条件の1つ であると考えJCSETDの 作業 を支援

すること正した。

② 調 査 事 項

① 貿易関係書式の標準化に関する国内調査JCSETDで はECEレ イアウトキーにもとづき,作

成 したわが国の標準書式案,マ スター ・シート(第1次 案)よb,昨 年度実用化のための模擬実

験を行なったが,本 年度 は,こ の実験結果の分析 と第2次 案改定に関す る関係業界の意見調査お

よび改訂作業を行なった。

② 貿易関係書式の標準化に関する海外調査ECE専 門家会議および海外諸国の関係機関の動向に

ついての調査および情報交換を行なっtL:。

(3}調 査内容概要

① 貿易関係書式の標準化に関する国内調査JCSETDで はECEレ イアウト・キーに準じ,4種

の基本書類をワン ・ダイビングで作成す るマスター・セ ットを開発,昭 和46年12月 に第1次

案 として発表,つ づいて昭和47年11月 には技術的改善を加えた第2次 試案を作成した。そ し

て第2次 試案の実用性を試す目的で関係業種の協力を得 て現行実務と同じ過程での模擬実験を行

なった。模擬実験による関係業種の反応の概要は次の通 りである。

輸出業者

記入 欄 が狭 いが 慣 れ ふぱ使用 で き る,ワ ン ・ラン ・メ ソ 。 ドにつ いて はチ ェ 。ク作

業 が省 略 で き るが追 加 タイ プ,ミ ス ・タイ プ の修 正 作業 が面 倒 で ある。 マス タ ー ・

セ ッ ト採 用 に よる経 費増 に ともな い,そ の負担 方法 の確立 を要 す

海運業者
70%の 賛意,… 既 に統 －B/Lフ ナ ーム採 用,海 貨業 とワン ・ラン処理実 用 中,コ

ンテ ナ船 の場 合 の ドック ・'レシ ー トの抜 本 的 改 革 を必 要 とす る。

通関業者

通 関用E/Dの レ イア ウ トに つい て追 加 タ イプ上 問題 あり,ま た輸 出 申告書 ではプ

イ プ と複 写の 二 重 作 業 とな り慣 れ て も所 要時 間 が増 大す る。E/D専 用 マス タ ーの

設定,イ ン ボ イス との兼 用が 望 まれ た。

税 関

税 関用E/bの レ イア ウ トに 無 理 が あ り,審 査 時 間が 長 くな る等問 題が あ る(71%),

ヘ ク ト方 式 の印 刷 で は 不鮮 明(33%)し か し,付 属書 類 との照 合 チ ェ ック につ い

てや り易 い とい うメ リ ットもあ る ・
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保 険 良 く出来 て い て,慣 れ ふぱ使 用 可 能(.80%)所 要 時 間 の短 縮(64%)

銀 行

輸出手形付属書類の点検容易と,時 間短縮(100%)全 輸出業者に採用希望する

(82%)な るべく採用希望する(12%)銀 行認証用申告書については必要記載

事項の配列がよくなく欄がせまい。
`

② 貿 易 関係 書 式 の標 準化 に 関す る海 外 調 査

ECEデ ー タ ・リク ワ イア メ ン トと ドキ ュ メンテ ーシ ・ン の ための専 門家 会議 各 国 の 活動 状況

の 他,支 払条 件 に関す る調 査(質 問状)単 一貨 物 照 合番 号(UCRN),ECEレ イア ウ ト ・キ

ーに準 じたAirWayBillの 標 準案 作 成
,単 一 イ ンボ イス に関す る調査(質 問 状),各 国 マ

ス タ ー ・セ ッ トとECEレ イア ウ ト ・キ ーと の相 違 と等 につ い て検 討 が行 な われ た
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H海 貨通関業務 の現状 分析調査

τ ま え が き

(1)こ の 調査 は,財 団法 人 日本 情 報処理 開 発 セ ンタ ーの委託 に よ り,港 湾 経 済 研究 所 が行 った 調査 の

報 告書 で あ る。 標 題 の よ うに 「海貨 通 関業 務の 現状 分析 調査 」 を内容 とす るもので あ る が,先 ず 海

貨 通 関業 の 輸 出 に関 す る在 来 貨 物 とコンテ ナ ー貨 物 との2っ の 業務 の フ ロ ーの,そ れぞ れ の帳 票 お

よび 作業 ご との デ ータ ・エレ メ ンツ を検 出 し時 系列 に したが ってそ の配 列を行 った(第1部)。 つ

いで,海 貨 通 関業 の情 報 シ ステ ムの現 状,総 合シ ステ ム の 中 のサ ブシ ステ ムの 在 り方 及 び問題 点 を

述 べ,こ れ に関係 す る多 くの資料 を 附録 とし て添 付 した(第2部 および附 録)。

② わ れ われ は,こ の調 査報 告 書 に おい て,海 貨通 関業 と い う新 ら しい言 葉 を使 用 してい るが,こ れ

は港湾 運送 事 業 法 に定 め られ てい る海運 貨 物取 扱 業,お よび通 関業法 に 規定 す る通 関 業 とを,シ ス

テ ム的 に1っ の カテ ゴ リー と して扱 うため に使 った 言葉 で あ る。 法 の定 め る ところ に よれ ば,「 海

運 貨物 取扱 業 」 とは 「荷主 の委 嘱 を うけ て船 舶 に よ り運 送 さ れ る個 品 貨物 の船 舶へ の引 渡 し」 を行

う業 で あるが,輸 入 の場 合 には 「船 舶 か らの受 取 り」 となる。 京浜 海 運 貨物 同業会 へ の 加盟 店社 は,

昭和49年1月 末 に お し(て102社,同 じく通 関業法 に よる通 関業 者 は163社(横 浜 税関 管 内)

で あ る。 両 者 は法 規的 には別 の もので あ るが,実 際 の業務 に お いては この2つ の 資格 を兼 ね備 え て

い る場 合 が 多 く,シ ス テ ム的 に は問 題 は な い。

⑧ この報 告 書 を作 成す る以 前 に,当 研 究 所 に お いては 数年 間 にわた って海 貨 通 関 業務 の フ ロ ーに関

す る調 査 を行 っ てい たが,こ れ にっ いては 京浜 海 運貨 物 同 業 会 会長石 川 勇氏,同 情 報 シス テ ム委員

会 会 長 田中孝 一 氏 お よび情 報 シ ステ ム委員 の多数 のか た が た の御援 助 とア ドバ イ スを得 てい る。 今

回 の調 査 に あた って も,当 研 究所 の港 湾業 務近 代化 研究 委 員 会 との合 同研究,ワ ーキ ング ・グ ル ー

プへ の参 加,そ の他個 人 的 ア ドバ イ スを受 けた。 この報 告 書 の附録 に加 え られ た多 くの参 考 資料 の

中 には過 去 におけ る調査 の 結果 が 含 まれて お り,さ らに何 よ りも,今 日の われ われ の思 想 を つ く り

あ げる のに非 常 に 力に な ってい ただい たの で,先 ず その こ とを特 に記 して報 告書 の思 想 の成 立 の過

程 を明 らか に し,感 謝 の意 を表 す る次第 で あ る。 今 回 の調査 は,特 に問題 点お よび そ の解 決 に対 す

る見解 を述 べ て,パ イ ロ ッ トシ ステ ムを開発 す る こ とを意 識 しての シ ステ ム ズ ・ア ナ リシ スを行 う

こ とを 目的 とした もので ある。

(4)輸 出業務 に おけ る海 貨 通 関業 務 の対 象 と範 囲 は,既 に 調査 で 明 らか にさ れ て い た。 そ して この業

務 の フ ロ ーに 書類 事務 の フ ロ ー(DocumentationFlow)と 貨 物 管理 の フ ロ ー(Cargo

InventoryFlow)と の2つ の フロ ーが ある こ とを 確認 し,わ れ われ は これ らの フ ロ ーチ ャー

トを 作成 した。 しか しこの区 分 は概 念的,な い しは観 念 的 な もので あ って,こ れ を シ ス テ ム化 し よ

うとす る場 合 には,DocumentationFlowだ け で,各 種書 類 を作成 す る ことは不可 能 で あ

る し,CargoInventoryFlowだ け で貨 物 管 理 を行 うこ とは不可 能 で ある とい う認 識 を得
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た。 したが って両 者 は統 一 的 に処 理 し なけ れば な らな いこ とを確認 し,こ の報 告書 は その よ うな考

え方 に も とずい て 記述 が配 列 さ れ てい る。

㈲ われ われ は,こ の統一 処理 の考 え 方 に もとず いて全 体 の フ ローを5つ のサ ブ シ ステ ム に分 け た。

① 輸 出貨 物 の発 送 シ ステ ム(CargoInvoiceSystem

② 輸 出書類 の作成 シ ス テ ム(ShippingDocumentsSystem)

③ 港頭 におけ る貨物 管 理 の システ ム(CargolnventorySystem)

④ 通 関 の シ ステ ム(CustomClearanceSystem)

⑤ 船 積 のシ ステ ム(LoadingSystem)

そ してそ れぞ れ の帳 票の デ 一夕エレ メン ツ に附 され てい る一 連番 号が つ ぎの よ うに分 け られ て い

る。

①

②

③

④

⑤

001

201

301

401

501

199

299

399

499

599

⑥ これ らの 海貨 通 関 業務 の フ ロ ーは,そ れ 自 体 で 輸 出業 務 の フ ロ ーとな ら なレ㌔ 輸 出 貿 易 のフ ロ ー

を完成 す る ため に,わ れわ れ は,さ らに これ を次 の よ うな3つ の パ ッケ ージに 整理 した。

① 集荷 パ 。ケ ージ('BookingPackage)

② 通 関パ ・ケ ージ(CustomsPackage)

③ 船積 パ ・ケ ージ(LoadingPackage)

す なわ ち集 荷 パ ッケ ージ にお い て は,輸 出者,製 造業 者,包 装 業者,陸 運 業者 等の シス テ ム的バ

ック ア ップ を必 要 とす る特 殊 の分 野 で あ り,1つ の独 立 した分野 とし て考 え るのが妥 当 の よ うで あ

る。 通 関 パ ッケ ージ は,本 来 税 関 の シス テ ムで あ るべ き であ り,こ れ は税 関 独 自の 分野 に,海 貨 通

関業者 が協 力す る形 を とる。 最後 に船積 パ ッケ ージは,本 来 船社 主 体 のシ ス テ ム とな るで あろ うが,

こsで は情 報 の処 理主 体 が,海 貨 通 関業者 か ら検 数業 者 に 移行 し,シ ッビ ング エ ージ ェ ン ト(船 内

荷役,沿 岸 荷 役)等 のシ ステ ム的 な バ ックア ップが必 要 で あ る。 この よ うに 事 態 を分 析 した結果,

これ で輸 出の シ ステ ムが で きあが るこ とを確 認 した。 わ れわ れ の任務 は,海 貨通 関業 務 の分 析 で,

それ 力輸 出業務 の フ ロ ーの中 心 に ある こ とは事 実 であ るが そ れだ け で は輸 出 業務 の全 部 が完 全 さ

れ るわ けで は な いの で,そ の周 辺 シ ス テム を考 える必 要 が あ るこ とを こふ で述 べ てお か な けれ ば な

らない。

(7)こ の よ うな分 析 か ら,わ れ われ は第2部 で述 べ てい るよ うに,海 貨通 関 業務,海 事検定 業 務,検

数業 務 を核 とす る ところ のデ ータバ ン ク を設 け る こ とが最 も合理 的 で あ る と考 え る。 この3者 は業

務 が相 互 に 入b組 ん でい て,海 貨通 関業 務 だ けの シ ステ ムを設 計 す る と,必 然 的 に他 の2つ の もの

が入 りこ んで来 る し,3者 の うち,ど れ1つ を とってみ ても,単 独 の シス テム化 を行 えば,必 然 的

に他 の領 域 を犯 す結果 とな る。 こ の よ うな場 合 の解 決 策 は,3者 の入 り くん でい るのを 引離 し,ま
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ん なか にデ ータバ ンク を設 け る こと で あ ろ う。 そ して,こ の3者 を 中心 とす る1つ の組 織 体 ,貿 易

情 報 産 業 協 会(仮 称)と い うよ うな公益 法 人 をつ く って事 態 を処 理す るのが 賢 明 で あ る とい う結 論

に達 し た。

(8)以 上 のよ うな思 想 の 発展 に した が って,わ れわ れ は こ の報 告 書 におい て多 くの 用 語 の定 …競 行 っ

た。

a)輸 出書 類 と船積 書 類

従来 これ らの もの は船積 書 類 とい う名 称 で呼ば れ て い た ので ある が,輸 出者 を主 体 とす る

Co㎜ercialInvoice,PackingList等 多 くの 醜 引上 の書 類 と,船 社 を主 体 と

す るShippingOrder,Mate,sReceipt,BillofLading等 の船 積 お よび海

上 運 送 の書 類 は,明 らか に性 質 を異 に してい る し,前 者 はBookingPackageの 基 幹 書類,

後 者 はLoadingPackageの 基 幹書 類 と い う性質 を持 っ てい る の で,シ ス テ ム上 の見 地 か

ら,こ のほ うが合 理 的 で ある。 われ われ は その英文 名 を,そ れ ぞれShippingDocuments,

LoadingDoculnentsと した。

b)荷 主概 念 の分 解

CommercialInvoiceな い しはBillofLading面 に記載 され てい る荷 主 と,

製 造業 者 そ の他 の 荷主 とは,シ ステ ム上 明確 に区 別 しな けれ ば な らない。 そ れ でわ れ われ は,こ

れ を次 の よ うに区別 した。

① 輸 出者 また はShipper

② 製 造 業者 また はProdUcer

③ 商 社

④ 直 貿 メ ーカ ー

⑤ サ プ ライヤ ー

この うち,③,④ は輸 出者 の 内容 を分 け た もの で あり,サ プ ライヤ ー とは輸 出 者 を除 き,港 湾

へ の貨物 の送 り主 で あ り
,製 造 業者,包 装 業者,陸 運 業者 等 を含む呼 称で ある。

c)そ の他,本 文 のい た ると ころ で,多 くの定 義 が行 わ れ てい る。

(9)本 文 の記 述 は,パ ラ グ ラフ⑤ に示 した順序 に した が って来 る。 港湾 管 理者 お よび税 関等 官庁 関 係

の書 類 は 別 と して,民 間業 務,特 に在庫 管理 に関す る帳 票 のデ ータは,こ ふに示 した例 以外 の もの

が他 社 の帳 票 に 見 られ る筈で あ ㌔ しか し,こ れ を全 部 集め る となる と,そ れ だけ で尾 大 な作業 に

な るので,今 回 は基 本 的 デ ー タ と思 われ る もの を示 し得 る範 囲 に と どめた。 また海 貨通 関業 者 が 作

成す る書類 は,本 文 に示 した もの だけ で はな い。 必 要 に よ り作 成 しな けれ ば な らな い官庁 関係 へ の
ノ 、

認可,許 可,承 認 等 に関 す る書 類 は 附録 に一括 して示 してあ る。 本文 に示 した もの は,あ くま で輸

出フ ロ ーの基 本 的部分 に 関す る ものの み に止 め て ある。

脚 海 貨通 関 業務 の シス テ ム化 の 現 状に つ い ては,別 に示 す ア ンケ ー ト調査 に よ った もので あ る。 こ

の調 査票 は,京 浜海 運 貨 物 同業 会 か ら加 盟 店社 に配布 し,且 つ 回答 は同事 務 局 で集 め てい た だ いた。

この 結果,殆 ん どそ の全 貌 を得 る こ とが で きた。 こ ふに重 ね て謝 意を 表 明 した い。
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ω この調 査 を実 施す るに あた って,わ れ わ れ は ワ ーキ ング ・グル ープを 結成 して作 業 を行 った。 そ

の氏名 は 次の通 りで ある(敬 称 略,順 序不 同)。

中

藤

田

川

耕

坂

田

中

沢

欄

藤

田

見

獅

田

佐

岡

市

小

上

柴

田

西

五

遠

前

高

千

一

司

之

三

潔

隆

茂

男

司

請

宏

寛

孝

泰

定

健

美

忠

孝

義

日本運輸

関野運輸

日本紙運輸倉庫

豊栄港運

丸全昭和運輸

ニチウン

向南運輸

日本運輸

日本貨物検数協会

日新運輸倉庫

丸全昭和運輸

日本海事検定協会

玄一郎(主 査)港 湾経済研究所

富士夫(助 手)港 湾経済研究所

以上の外にも,横 浜税関,横 浜市港湾局その他関係官庁および関係企業のかたがたにお世話にな

ったので,こ ふにあわせて感謝の意を表する次第である。
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2海 貨 通 関 業 務 の 現 状 分 析

21在 来 貨 物

2■1港 頭 に お ける貨 物 の受 領 と保管,管 理 の業 務

本 章 で扱 う もの は,輸 出雑 貨(GeneralCargo)の うち,コ ンテ ナ ーに詰 め られ な い

在来 形式 の貨 物 で あ る。 序文 で述 べた よ うに,輸 出 の情 報 シス テ ムに は,貨 物 管 理 と ドキ ュ

メンテ ーシ ・ン との2つ の フ ェー スが あ り,こ れ らの ものは統 一 的 に処 理 され なけ れ ば な ら

な い ので あ るが,基 本 とな るも のは,カ ーゴ ・イ ンベ ン ト リー ・フ ロ ーで あ る。 何故 な らば,

外 国貿 易 とは 商 品の 取 引 きで あ り,そ の フ ローの時系 列 に お いて商 品 の ス テ ー タス を チ ェ ッ

ク してか らで な い と書 類 を 発行 す るこ とが で きな い し,書 類 に記 載 され た商 取引 の 内 容 と貨

物 とは,相 互に チ ェ ック され て,輸 出の プロセ スが進 行 す るか らで あ る。

さ ら に,こsで 扱 わ れ るもの は,抱 括 的 な輸 出業 務 の うち,海 貨通 関 業務 に限 られ ム 以

下貨物 管理 の フロ ー,す なわ ち カ ーゴ ・インベ ン トリ ー ・フロ ーを基 本 と し,ド キ ュメ ンテ

ーシ ョンを も含 め て
,本 来 の海貨通 関業務 の フロ ーを分 析 す る。 これ には先 ず 次 の4っ の 種

類 の フロ ーが あ る こ とに注 目 しなけ れば な らない。

Ci讃 鷲 コ 《 ⌒ ・B・・k・・gP・ …g・)

ll霞 受慧 コ 灘(=階 …ad1・gP・ ・k・g・)

これ らの4種 類 の ものの組 合せ に よっ て業務 が進 行 す 偏 したが って記 述 は そ れ ぞ れ の方

式 に 分 け て行 わ れ る。

(1)入 庫 検 量 方 式

現 代の輸 送革 新 は,コ ン テナ ー ・シ ス テ ムの 出現 に 見 られ るよ うに貨 物 の 回転 速 度 のス

ピ ー ド ・ア ップを 要求 してい る。 した が っ て,港 頭 で貨 物 を受 取 り,上 屋(倉 庫)に 一 時

保 管す る業務 お よび貨 物 管理 が迅 速 かっ正 確 に行 わ れ なけ れば な らない。 こ のた め に,上

屋 搬 入 と同時 に,運 賃 同盟 また は船 社が 指 定 した海 事検定 機 関が,貨 物 の 重量(検 量)と

貨物 の 容積(検 才 で,立 法 フ ィー トで 現わ す)を 行 い メジ ャ ー ・リス トを発行 す る。 これ

を入 庫検 量 と称 して,近 年 広 く実行 され る よ うにな った。 但 しメジ ャー ・リス ト(Cer-

tificateandListofMeasurmentand/orWeight)の 発行 に は,

輸 出 書類,特 に パ ッキング リス トとの照合 を必要 とす るの で貨物 が 入庫 す る時点 で 輸 出書類

が到 着 してい る こと を原 則 とす る。輸 出 書 類が 著 る し く後 れ る場 合 には,入 庫検 量 を行 わ

ず,在 来 方 式 を とる。 入 庫検 量 の デ ータは,そ の ま ふ爾後 の 貨物 管 理 と書 類 事務 に展 開 さ

れ る。
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① 配 送 通 知

配 送通 知 とは,輸 出貨物 の港頭 向 け 発送 の通 知 で あ って,原 則 と して シ ッパ ーか ら海 貨

通 関業者 へ 電話 また はテ レ ック ス等 で通 知 す る。 貨物 は 現 実 には製 造業 者 の ヤ ー ドか ら発

送 され るの で,商 社 の場 合 に は,製 造業 者 との打 合 せ,連 絡 が 必 要 とな り,こ の場 合 に は,

あ らた め て,製 造業者 か ら貨物 の 受領 者 で あ る海 貨通 関業 者 に 電話 等 で連 絡 す る。 また こ

の間 に包装(梱 包)業 者 が介 在す る こ とが あ るが,そ の場 合 に は梱 包 業者 か らの通 知 とな

る。 さ らに貨 物 の到 着 は,月 間 のス ケ ジ ュール に したが って搬 入 され る場 合,あ る いは配

送通 知 な しに貨物 が 先 に到 着 す る場合 等 々,現 実 にはさ まざ まなケ ース が あ るが,入 庫検

量 を行 うほ どの 体 制を とと のえ てい る場 合 に は,こ の間 の通知 は,比 較 的 に整 備 さ れて い

る のが 通例 で あ る。 配 送 通 知の 内容 は,ま ち まちで あるが,通 常 必要 とされ る デ ータ ・エ

レ メン ツは,次 の通 り で ある。

表 皿一1港 頭 に お ける貨 物 の受領 に必 要 な デ ータ ・エレ メン ソ とフ ロ ー
㊨

フ ロ ー コ ー ド エ レ メ ン ト名

シ ッ パ_ 001 荷 主 名

また は 002 出 荷 主 名
、

サ プ ラ イ ヤ ー 003 受取海貨通関業者名

004 発送月日(時 間)

005 到着月日(時 間)

006 輸送手段

007 マ ー ク(仕 向 地)

008 個数 お よび ロ 。 ト数

海貨通 関業者 009 品 名

010 *積 込船名

▼ 011 *船 社 名

この場 合,船 名,船 社 名が ま だ不 明 な場合が 可 な り あ る{*印)。

② 荷 受 メ モ

配 送 通 知を うけ た海 貨 通 関業 者 は,担 当職 員 がそ の 内 容 を メモ し,上 屋,倉 庫 の スペ ー

ス手配 そ の他 の 処 理 に そな え る。 この部 分 の業務 は,各 店社 に よ っ て まち まち で あ る。 残

る場 合 には,所 定 の用 紙 に記 入 して処 理 し,或 る場 合 には黒板 に列 記 し,或 る場 合 に は 口

頭 で必 要 事項 を伝 達 す る等 々で ある。 これ らの もの を一括 して,フ ロ ーチ ャー トで は荷 受

メモ と した。

こ ふで新 ら し くっ け加 え られ る情 報 は 「蔵 置 場 所」 で あ る。 蔵 置場 所 な い し仮 置 場 は,

[コ自社倉 庫(海 貨 手 庫),回 公 共 上 屋,固 営業 倉庫,回 荷 さば き地,[亘]CFS,回 その 他

で ある。 港湾 の営業 倉 庫(臨 港 倉庫)は,通 常,営 業 主体 を輸入 貨物 にお いて い るが,営
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1

業倉庫が海貨通関業を兼ねている場合には,当 然のことながら自社の営業倉庫に入れる。

また公共上屋,荷 さばき地を使用す る場合には,港 湾管理者に使用スペ ースの申込みをし

なければならない。

表 皿 一2配 送 に 必 要 な デ ー タ ・エ レ メ ン ツ と フ ロ ー

フ ロ ー コ ー ド エ レ メ ン ト名

001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

荷 主 名

出 荷 生 名

受取海貨通関業者名

発送月 日(時 間)

受取月 日(時 間)

輸 送 手 段

マ ー ク(仕 向地)

個数およびロット数

品 名

・*積込船名

*船 社 名

配 送 通 知

1
海貨通 関 業者

オ フ ィ ス
1

荷 受 メ モ

ー

↓↓ ↓↓ ↓

自社倉 庫 営 業

倉庫,公 共 上 屋,

荷 さば き場,

CFS,そ の他
1・・2

蔵置場司

囲[==コ の ワクは新 しいデ ー タエ レ メ ン トの追 加 を意 味す る。

③ スペ ース手 配(公 共 施設)

公 共 上屋,荷 さば き地 等 の使 用 願 には2種 類 あっ て,1っ は一定 期間 の平 米 借 りで あ り,

い ま1っ は トン建 て の平 米 借 りで あ り,[コ 上屋 荷 さ ば き地使 用(継 続)許 可 願 ,匡]お よび

上屋 野積 場 使用 願 がそ れ であ る。 こ の外 に,は しけ岸壁 を使 用 す る ときに は,は しけ船 長

名 を も ってす る,[亘 港 湾 施 設物 揚 場 使 用願 が あ る。 これ らの ものは,何 れ も港 湾管 理者 に

対 して提出する公共施設の使用願である。

[口に示した一定期間(15日 毎切替)の 平米借りの場合には,

上屋荷さばき地使用(継 続)許 可願

搬 入 届

搬 出 届

上屋荷さばき地使用完了届

の順序で,作 業の進行 に伴 ってそれぞれの書類を提出するのであるが,こ ふではスペース

手配の段階であるので,最 所の使用申込にあたる上屋荷さばき地使用(継 続)許 可願の内

容だけを検討する。 また②の トン建平米借りの場合は,上 屋野積場使用願がスペース手配

にあたるが,こ れは搬入届 と同一の書式になっている。
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巨]上 屋荷 さ ば き地 使用(継 続)許 可 願

表 皿 一3上 屋荷 さば き地使 用 許 可願 の フ ロ ーとデ ータ ・エ レ メンツ

プ ロ コ ド

003

OI3

Ol2

410

510

610

■
〆

10

OrO

Ol8

019

020

v21

022

009

エ レ メ ン ト 名

海貨通関業者名

書類 提 出年 月 日

蔵置場所

突堤名

蔵置場所の施設名称

蔵置場所の種類

蔵置場所の使用区画番号

本船名

パー ス名 ,

入港 年月 日

使用 期間(自 一至)

使 用 日数

使用 面積(平 米)

品 名

回 上屋野積場使用願 .、

この書式は,前 述のように搬入届と同一の書式と同じで,先 ず搬入する貨物が,外 国貨

物(例 えば未通関の輸入貨物)で あ るか,輸 出貨物 であるか,あ るいは内国貨物(例 えば

通関後の輸入貨物)で あるかを明記 しなければならない。

表 五 一3.1上 屋野積 場 使 用 願 のデ ータ ・エ レメ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

003

013

、

海貨通関業者名 ・

書類提出年月日

023

024

025

外国貨物

輸出貨物

内国化物

012 搬入場所(蔵 置場所)

026

027

028

搬入年月日

搬出年 月日(予 定)

搬入に関す る許可又は承認

の種類,番 号,及 び年月日
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

010 本 船 名

018 バ ー ス名

007 マ ー ク

008 個 数

009 品 名

029 包装の種類

σ30 容積 トン

・

031 重 量 トン

032 積 出 地

033 仕 向 地

001 荷 主 名

1034 運 搬 具 1

匡]港 湾 施 設物揚 場 使 用願

は しけ 河岸,岸 壁 を通 しては しけ で貨物 を揚 げ降 ろ しす る場 合 に提 出す る使用 願 で,沿

岸 荷 役業 者 が 提 出す る場 合 もあ り,は しけ業者 が提 出す る場 合 もあり,ま た 海貨 通 関 業者

が 提 出 す る場 合 もあ って一 定 して い ないが 海 貨通 関業者 も これ に 関係 が あ るので,こ ふに

加 え て説 明す る こ とに した。 これが ス ペ ース手 配 の カテ ゴ リーに入 るか ど うか,問 題 が あ

るが,関 連 業務 で あ る ことば ま,ちがい な いの で,こ ふに記 す こ と にす る。

L
表ll-4港 湾施 設 物揚 場 使用願 の デ ータ ・エ レ メン ツ

. コ ー ド エ レ メ ン ト名

003 海貨通関業者名

013 書類提出年月日

035 は しけ河岸使用目的

036 使用場所

037 はしけ船名 ・

038 はしけ船腹 トン数

039 は しけ船長氏名

040 陸 揚 げ

041 積 込

009 品 名

008 個 数

030 容積 トン

031 重量 トン

1042 使用期間(年 月日時分)1
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以上,公 共施 設 使 用 に関 す る手配 の書 類 で あ るが,こ れ らの中 に は使用 料 金記 入欄 を有

す る もの も あるが,こ れ は,港 湾管 理者 に お いて記 入す る もの と して,こ の説 明(デ ータ

・エ レメ ン ツ)か らは除 外 した
。 また こ ふに記 され て い る容積 トン,重 量 トンは,海 事検

定 機 関 の 測定 した正 規 の もの で は な く概数 で あ る。

④ スペ ース手配(海 貸 手 庫 等)

配 送通 知 を受 け た海 貨 通 関業 者 は,前 記 の よ うに公 共上 屋 また は野積 場 等 を使 用 す る と

きは,そ れ ぞ れ の使 用 願 を提 出 す るが,荷 受 貨 物 を 自社 倉 庫等 に入 れ る場 合 は,社 内業務

と してのス ペ ース 手配 を必 要 とす る。 公 共上 屋,自 社 倉庫 を 問わ ず,貨 物 の蔵 置場 所 の確

保 が必 要 で あっ て,こ の ため保 管場 所 の指定,種 付 の方 法,在 庫貨 物 の荷 繰 り,作 業の 手

順の指 示 等 多 くの管 理業 務 が あ る。 この 作 業の 指示 は,長 年貨 物 の 取扱 いに熟 練 した 人 で

ない と,そ の 後の貨物 処 理 に多 くの時 間 と経費 の無駄 を生 じ るの で,責 任者 か ら現 場の 職

員 に,詳 細 に電話 で 指示 し,あ る い は 現場 に出 向 い て直 接 指示 す る。 こ ふで明 確 に して お

か な けれ ば な らない の は,荷 受 メ モ の確 認 ロ ット数,出 庫予 定,危 険 品等 特 殊 貨物 の扱

い方,そ の他 で あ って,在 来 方式 の上 屋,倉 庫 等 では この手配 の如何 が後 の作 業 に大 きな

影 響 を及 ぼ す。

貨物 の 保 管施設 に特 別 の秩 序 を与 え る新 ら しい ラ ック ・シ ス テ ム等 の場 合 は 貨物 は 自

動 的に所 定 の保管 場 所 に蔵 置 さ れ る。 た とえ ば仕 向 地別 に整 理 され て いる ハ ン ブル グ のユ

ーバ ーゼ ー ・ツ ェン トル ム等 に お い ては スペ ース手配 の特 殊技 術 が不 必 要 とな り,コ ンピ

ュータ ーで処理 す るこ とが で き る。

⑤ 貨物送 状(附 録A参 照)と 受領 書 －CargoInvoice,PortReceip't

港 頭へ 向 け て発送 され る貨物 に は,通 常送 状 がつ け られ て い る。

わ れわ れ は,こ れ をCargoInvoiceと い う概 念 で処 理 す る。 これ らの送状 は現 状

で は甚 だ種 類 が 多 く,内 容的 に も甚 だ混 乱 してお り,将 来 の貿 易情報 シス テ ムの 問 題点 の

1っ で ある。 こ の現 状 は,附 録Aで 詳 細 に示 され てい るが,要 約 す る と約200通 の送 状

の うち,そ の名 称 が40種 類 も あ り内 容 も千差 万別 で ある。 た とえ ば シ ッパ ーまた はサ プ

ラ イヤ ーの正 規 の貨物 送 状 があ るか と思 うと,製 造業 者 のシ ッパ ーに対 す る納 品 書 が あ り,

同 じ納品 書 で も市 販 の納 品 書 に 社名 印を 押 した もの,別 に社名 入 りで特 別 に印 刷 した もの

等,そ の様 式 も多 岐 に分 れ てい る。 さ らに 倉庫 の入 庫伝 票,出 庫伝 票,製 造業者 の 出庫 指

図 書,ト ラ ック業 者 の送 票や運 賃 請求 書,配 達 照 合票 の類,パ ッキ ング ・リス トを附 した

もの,あ る い は コ ン ピ ュー ターで処 理 した 社内帳 票 か ら,便 箋 にカ ー トン何 個 とだ け記 し

た 簡単 な もの まで あ り,時 として送 状無 しで,貨 物 だけが 到着 す る例 もあ る。

この よ うな状態 で あ るの で,わ れ われ は輸 出 貨物 の保 税 地域へ の送 状 は統 一 フ ナ ーマ ッ

トにす べ き で ある と考え 、 爾後 の貨物 管理 に必 要 な最 少 限 のデ ータ ・エレ メン ツ を持 つ1

つ の試 案 をつ くり,こ れ をCargoInvoiceと 名 づ け,同 一 フナ ーマ ッ トで.そ の受

領 書 をPortReceiptと し,さ ら に同一 フ ナ ーマ ッ トでShedMasterへ つ な ぎ1
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貨 物受領 の機械 化 を試み た。 現 状 は 甚 だ混 乱 してい るの で,そ の説 明は 附録Aで 詳細 に説

明 す る として,こNで は,わ れ わ れが 考 察 したCargoInvoiceに つ いて.そ の デ ーs

タ ・エ レ メ ンソを説 明 す る こ ととす る。 これ は,わ れわ れ がカ ーゴ ・イ ンボ イス ・シ ス テ

ム と呼 ぶ ところ の,将 来 の情 報 シ ステ ム 化 を前 提 としての,標 準 的 な プ ロ セス お よび そ の
ロ

デ 一夕 を示 す もので ある。 また、 こ ふで呼 ぶサ プ ライ ヤ ーとは,貨 物 の所 有者 で あ るシ ッ

パ ーを含 み ,直 接貨 物 を 発送 す る と ころ の製 造 業者,梱 包業者,ト ラ ック 業者 等 を 一括 し

て呼 称 す るも ので あ る。 以 下標 準 的 なデ ータ ・エ レ メン ツを列 記す る。

表 並 一5貨 物 送状 の フ ロ ーとデ ータ ・エ レメンッ

フ 口

相互 チェ ック

・チェック

コ ー ド

001

002

003

043

044

045

046

047

010

032

033

048

049'

007

008

0

1

5

5

0

0

029

009

052

053

054

055

012

エ レ メ ン ト名

荷 主 名

出荷主名

演貨通関業者名

Order盃

Commercia】Invoice面

CargoInvo'iceNo.

Consignee

NotifyPart

OceanVessel(本 船 名)

Portof'Loqding(積 出 地)

PortofDischarge(仕 向 地)

ForTranshipmentto/

PlaceofDelivery

FinalDestinationforthe

Merchant

Marks(マ ー ク)

Nos.(番 号)

CaseNos.

No.&KindofPkgs.

KiIldofPackages/Quan.tity

(包 装 の 種 類)

DescriptionofGoods

GrossWeight

Measurement

添 付書 類

トラ ック 運 転 者 名

蔵置場所
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これ らの デ ータ ・エ レメ ンソは,最 初 か らその全 部 を記 入 で きる性質 の もので は ないが.

同一 フナ ーマ ッ トに よるワ ン ・ダイ ビング で あ る ので,爾 後 の フナ ーマ ッ トに順 次 追 加記

入 で き る よ うに,最 初 か ら多 くのア イテ ムが 加 え られて い る。

⑥.PortReceipt(貨 物 受領 書)

現状 では,前 項 に述 べた よ うな各 種 の送 状 の コピ ーに,海 貨通 関 業者 が受領 印 を押 して

返 す とい う簡便 な方法 を と ってい るが,商 取 引 の責 任問 題 を明確 にす るた め に,新 らし く

PortReceiptと し(うも のを考 案 した。 これ は、 貨物 受領 後 は,貨 物 の船積 完 了 まで

の 保 管,管 理,手 続 処 理 に つい て,こ の シス テムが 責 任 を持 つ こ との証 明で あ り,内 容 は

カ ーゴ ・イ ンボ イ ス と同形 で あ るが,次 の もの が新 ら しくつ け加え られ てい る。

056

057

受 領 年 月 日

Exceptionatthetimeof

Receipt(運 転 手 現 認 印)

Receivedingoodorder

Condition

海 貨 通 関 業 者 サ イ ン

⑦ 貨物 受領(相 互 チ ェ 。ク.ス テ ータ ス ・チ ェ 。ク)

貨物 の受領 にさ い しては,貨 物 送 状 と貨物 と の相 互 チ ェック,お よび 貨物 の ス テ ータス

・チ ェ 。ク を行 う
。 こ の相互 チ ェ。クお よ び ステ ー タス ・チ ェ ック は,荷 受 の 重要 な作業

で あ って,特 に ステ ータス ・チ ェ ック にお いて は,貨 物 の包 装 に破損 はな いか,バ ン ドル

の ゆ るみ は ない か,水 ぬ れ汚 れ等 の事 態 は ない か とい うよ うな,貨 物 の状 態 が正 常 で あ る

か ど うかを 調 べ るもの で,PortReceiptの 中 に は.こ の チ ェ ック の結 果 を明 らか に

す るた め の欄 が設 け られ,こ れ に海貨 通 関業 者 が サ インす る こと に してあ る。

1 007

008

009

056

057

マ ー クOK

個 数,ロ ッ ト数OK

名OK

ス ァ 一夕 スOK

ク レ ー ム

⑧ShedMaster

シ ェ ッ ド ・マ ス タ ーは,同 一 フナ ー ム の ワ ン ・ ラ イテ ン グ の フォ ー ム に な っ て い る が,

CargoInvoiceが.貿 標 委 試 案 のShip'pingInstructionか ら展 関 し て あ

る の に比 し,こ れ はShippingOrderか ら展 開 し て あ る。 こ れ は,次 の プ ロ セ ス で
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あ る海 事検 定 機 関の 検 オ,検 量 の結果,メ ジ ャ ー ・リス トS/0用 ス リ ップが 作成 さ れ,

そ の まsShipPingOrder,BillofLadingに っ な ぐこ とが で き る よ うに考

案 し,且 つ裏 面 に1か ら200ま で の数 次 を記 し,こ の 番号 をそ れ ぞ れの 貨 物 に帖 付 す る

こ と によ って,貨 物 のユ ニ ーク ・レフ ァランス ・ナ ンバ ーと し,荷 主 別 に搬 入 さ れた貨 物

を,次 の段 階 で船 名 別 に 機 械 的 に処 理 で き るよ う考案 さ れ て い る。 シ ェ ッ ド ・マ ス タ ー

のア イ テ ム は,第1章 ドキ ュメン テ ーシ ・ンの シ ッビン グ ・オ ーダ ー と同 じで あるが
,コ

ン ピ ュータ ー処 理 の ため,・荷 送 人 コー ド,車 輌 コ ー ド,荷 置 場所 コ ー ド,バ ース ・コ ー トニ

本 船 コ ー ド,海 貨 コ ー ド,品 目 コ ー ドを記入 す る。

⑨ 地検 用 紙 の 作 成

施検 用紙 とは,海 貨通 関 業者 が 海事 検 定機 関 に対 して貨物 の検 量,検 オ を依 頼す るた め

の書類 で あ る。 これ は1種 の 申込書 な い し指図書 で あ るが,海 貨 通関 業者 の 自主 記帳,入

出庫,在 庫 の確 認 そ の他 の社 内業務 に も使 用 で きる よ うに な ってお り,通 常4通 作 成 し,

うち1通 は海 事検 定機 関がファイルして爾後 の業 務 の ため にこ れ を利用 す るが,残 りは海 貨

通 関 業者が 貨物 管 理 のた め に使用 す る。 こ の利用 の仕 方 は店社 に よ って若 干 のち が いが あ

る。 このデ ータ ・エ レメ ン ツは,次 の通 りで あ そb

表 皿 一6地 検 用 紙 の デ ータ ・エ レ メ ン ソ と作 成 フ ロ ー

プ ロ

梅貨通関業者 海事検定機関

コ ド

。 ⑪58

。059

。001

。002

・007

uu9

。008

060

061

052

063

064

065

066

067

エ レ メ ン ト 名

入庫 番号

入庫年月 日

荷主 名

製造 業者名 く出荷童名)

マー ク

品 名

数 量(個 数 、

才 楕

重 量

生 さヨ出庫数量

年月 日残庫数量

申告月 日

出庫免状楓

搬 出月 日

荷受 者

上 記の デ ータ ・エ レ メ ン ソの うち,。 印 を附 した もの坑 最初 に海 貨通 関業者 が タ イ プ

す るデ ータ で あ る。地 検用 紙 は,通 常貨物 に附 して海 貨通関業 者 か ら海 事検 定 機 関 に渡 さ
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れ る。 そ の 作 成の ソ ース ・デ ータ は貨 物 送状 で あ るべ きで あ るが,現 在の 貨物 送状 が.制

度的 に不 確定 で あ るた め,時 と して荷 受 メモ それ 自体 を ソ ース ・デ ペタ とす る場 合 が あ る。

⑩ 入 庫 検 量

入 庫検 量 の システ ム では,貨 物 搬 入 と同 時 に検 量 検才1が行 われ る。 これ は運 賃 同 盟 ま

た は船 社が 指 定す る海 事 検定 機 関 が,貨 物 の 容積(立 方 フ ィ ー ト)と 重量 とを はか り.メ

ジ ャー リス ト(Certificateandlistofmeasurementand/or

weight)に これ を記 入捺 印 して,シ ッパ ーか ら船 社 に引渡 す貨物 の実 体 を証 明す る行

為 であ り、船 社 は これ を もっ て運賃 計 算 の基 礎 とす る。 入 庫検 量 制 度 では,海 貨通 関業 者

と海 事検定 機 関 と の長 期契 約 に よ り,海 事検定機 関 の職員 が 現 場 に常 駐 してい るの で,そ

の都 度 検 量 手配 を行 う必 要 が な レ㌔ こ の業務 の フ ローは,概 略 次 の よ うにな ㌔

まず,海 貨通 関 業者 は,所 定 の施 検用 紙 に必 要 事項 を記 入 して海 事検 定機 関 に検 量,検

才 の 申込 み をす る。 検 量 検 才 に は,度 量 衡器 の使用 原則,定 め られた 測定 法 則が あ り,

荷 姿 の異 る あ らゆ る貨物 につ い てそ れ ぞれの 計 算方 法 が定 め られ た貨 物 毎 の縦,横,高 さ

の寸法(フ ィー ト),総 容 積,パ ッケ ージ毎 の重量,総 重量,こ れ らのグ ラン ド ・トータ

ル が計算 され マ ーク シ ー トが 作成 され.コ ン ピ ュータ ーで処理 さ れ る。 一方,入 庫 貨物 の

デ ー タが コン ピ ュー タ ーに イン プ ッ トされ て,入 庫報 告書 をア ウ トプ ッ トす る。 次 に入庫

報 告 書 と,輸 出 書類 の1つ で あるパ ッキ ング リス トとの デ ータが,そ れ ぞ れ イ ンプ ッ トさ

れ.メ ジ ャ ー リス トお よびS/0用 ス リ ップを ア ウ トプ ッ トす る。

入 麟 艮告書 は 同一 フナ ー ムに よる保 管 台帳,出 庫 指図 書,出 庫報 告書 が ワン ライテ ィン

グ で セ ッ トされ て お り,そ れぞ れ搬 出明 細 の欄 が設 け られ てい て,爾 後 の搬 出作 業 を記録

で きる よ うにな っ てい る。 また,或 る場 合 には,こ れ らのデ ータ に もとづ き,搬 入 風 搬

出 届が,機 械 処 理 され て い る。

⑪ 入庫 報 告書,保 管 台帳,出 庫 指 図報 告 書,搬 出明細

海 事 検定 機 関 と して検 量,検 才 業務 を行 ってい る機 関 は,日 本 海 事検 定協 会 お よび 検定

新 日本社 で ある。 両 者 に よ って若干 の フナ ー ムのち がい が あ るが,大 差 な いの で,こ ふで

は 日本 海事検 定 協 会 の,コ ン ピ ュ ータ ー で処 理 され てい る上 記諸 書式(ワ ン ・ライテ ィン

グ)の セ ッ トの 内容 を説 明 す る。

表ll-7入 庫報告書,保 硫 出庫指図…絵 書 搬 出明細のデ ータ ・エレメンツと処 理 フロー

フ ロ ー コ ー ド エ レ メ ン ト名

貨 物 返 状

1

003

058

059

012

034

海貨通関業者名

入庫番号

入庫年月 日(搬 入年月日)

倉庫(庫 号)(蔵 置場所)

運搬具
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フ 口

◎ eeve個 数/屯 数 とは40立 方 フ ィー トを

1ト ン(mt.)と す る港湾 独 得 の計量 方

法で 統計 上 何れ か そ の数 値 の大 きい方 を

コ ー ド

068

001

007

008

069

070

071

072

073

033

018

074

075

076

077

078

079

080

081

082

083

084

085

086

087

088

089

090

069

070

091

071

072

t

エ レ メ ン ト名

作業担当

荷 主 名

マ ー ク

個 数

容 積(パ ッケ ージ毎)

容積 合計

重 量(パ ッケ ージ毎)

重量 合計

在 庫 数

仕 向地

ノく 一 ス

保 管 料

荷 役 料

雇用調整負担金

074,075,076合 言十

入 庫

作業月 日`

在庫 管 理項 目

個 数(入 庫)

数 量(入 庫)

出 庫

作業 月 日

在庫 管理項 目

個 数(出 庫)

数 量(出 庫)

Number

Package

Measurument

立 方 フ ィ ー ト(パ ッケ ージ)

合 計

Weight

重 量(パ ッケ ージ)

合 計
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フ ロ ー コ ー ド エ レ メ ン ト名

と るこ とにな ってい るが.そ の 計量結 果
092 愚弄個数/屯 数

を 記入 す る欄 で ある。
093 総 容 積

◎088な い し098の ア イテ ムが そ の ま 094 総 重量
ま メ ジ ャ ー リス トに 打 ち 出 さ れ る。 095 搬出明細

◎ 本 項 に示 され てい る003な い し098
084 搬出年月日

の ア イテ ムが 入 庫報 告 書 の セ ッ トに共 通 010 船名(本 船名)
す偏

096 許可,承 認又は届出番号

097 D/ONo.

098 許可月日

086 搬出個数

087 搬出屯数

099 残高個数

100 残高屯数

搬 出 明細 は,保 管 台帳,出 庫指 図/報 告 書,2枚 の入庫報 告 書 コ ピー の3種 類 の書式 に

共 通 にア ウ トプ ッ トさ れ るbこ れ らの 書類 は,入 庫 検 量後,コ ンピ ュータ ー で処 理 され て.

翌 日の朝 海貨 通 関業 者 にわ た され る。 或 る場 合 には,契 約 に よっ て,テ レ ックス を もっ て,

入 庫 報告速 報 が,当 日海 貨通 関業 者 に伝 達 さ れ る。

⑫S/O用 ス リップ,メ ジ ャ ー リス ト

S/O用 ス リ ップ,メ ジ ャー リス トは,海 貨 通 関業 者 がS/0(シ ッビン グ ・オ ーダ ー)

お よびB/L(船 荷 証券)作 成 の基礎 とな る もの でパ ッキ ン グ ・リス トが海 貨通 関 業者 に

到 着 した 時点 で・ そ の デ ータが入 庫 報 告書 デ ータ と共 に コ ン ピ ュータ ーにイ ン プ ッ トされ

て,機 械 的 に打 ち出 され る。 メジ ャ ー リス トは,海 運 貨 物 の 容積 重量 の証 明書 で あ って運

賃 同盟 が 指定 す る運 賃計 算 の基礎 とな る もの で あるが.海 事検定 機 関 は通 常3通 を作成 し

て海貨 通 関業 者 に渡 し,う ち1通 は荷 主 へ,1通 は船社 へ 送 られ る。 内容 は 次 の通 りで あ

るo

表ll-8S/Oス リ ップ,メ ジ ャ ー リス トの デ ータ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ ン メ ン ト名

007 Mark&Number(マ ーク)

A

008 NumberofPackages

069 Cft.PerP'kg(パ ッケ ージ 毎 容 積)

070 TotalCft.

071 WeightPerPackage

072 TotalWeight
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以 上,日 本 海 事 検定 協 会 の シ ス テ ムを1つ の例 とし て挙 げ たが,こ れが 唯 一 の ものでは

ない。 同 じ海 事検定 機 関 で あ る検定 新 日本社 に お いて も,日 本海 事検 定協 会 と'共同 で,シ

ス テム の開 発 を行 ってお り,現 在 の と ころ 若干 の ちが い はあ るが,殆 ん ど同 じよ うな シス

テ ムで あ り,将 来 は両 者 と も同一 シ ス テムに な る こ とが 予測 さ れ るの で,こ ふで システ ム

フ ロ ーお よび帳 票 の 内容 に つい て説 明 す るこ とは 省略 す る。

⑬ 自主記 帳 お よび搬 入届

保 税 地域 に輸 出貨 物 を搬入 した ときに は税 関 に対 して搬 入 届 を出 さ なけれ ば な らな へ

搬 入 場所 が 公共 上 屋 で あ る とき には,港 湾 管理者 に対 して 同様 に搬 入 届 を出 さな けれ ば な

らな し㌔ こ の うち,税 関 に対 す る届 は税関 長が指 定 した 海貨 通 関 業者 に限 り。 届を 出さ な

いで,自 主 管 理記 帳 方式 を もっ て,こ れ に替 え るこ とが で き る よ うにな った。 この方 式 は

搬 出 届 に つい て も同様 の 措置 が と られ てい る。

そ の 内容 は,荷 主,貨 物 の記 号 お よび番 号,品 名,数 量,搬 入年 月 日,貨 物 の蔵 置 場 所,

船舶 また は航空 機 の名 称,出 港 予定,積 出地,仕 向地 等 々で,下 記 に示す 通 りで あ る。

表ll-9自 主 記 帳 お よび搬 入 届の処 理 フ ロ ー とデ ータ ・エレ メン ソ

プ ロ'

港 湾管理 者 耕 墾

ト

10!

003

ol2

026

∩27

028

エ レ メ ン ト 名

届出年 月日

OlO

Ol8

007

008

009

029

()30

1)31

U32

033

{)0

03

.海貨通 関業者 名

搬 入場所1蔵 置 場所)

搬人年 月日

殿 人予定(年 月日)

秀 入に関す る許 可又は 承認の

縛類.番 号.年 月日

船艇 名(本 船 名)

パ ー ス名

言己考及び 番号(マ ーク)

個 数

品 名

包装 の種類

容 積 トン

重{aト ン

・積 出 地

仕 向 地

荷 主 名

運 搬 具
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これ らの搬 入届 の デ ータ ・エ レ メ ンツは,ス ペ ース手 配 の場 合 の 「上 屋 野積 場使用 願」

と同 一 フ ナ ーム,同 一内 容 で あ って,た だ搬 入 届 の提 出年 月 日だけ が異 る場 合が あ る。 入

庫検 量 で ない在 来方 式 の荷 受 の場 合 は,搬 入 届提 出の 前に,入 庫 検量 の プ ロセ スが 無 いの

で,こ の 場合 の 容積,重 量 は 概数 が示 され ㌔

示

人 庫 出 庫

レ 幽 ・ 「

図ll-1入 庫 検 量 シス テ ムの フ ロ ー(総 括)
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⇔ この フ ロー は,海 事検 定 機 関 が海 貨通 関業 者 の 協 同組 合(YKK)に 対 して行 う業 務

の総 括 的 フ ロ ーで あ って,入 庫 検 量 制 度 の1っ の例 と して掲 げた もの であ る。 協 同組 合
'に は昭 和49年

1月 末 現在,約60店 社が 加盟 して いる。 また次 に示 す 総括 的 フ ロ ーは ,

2つ の検 定機 関 で若 干 の ちが い は あ るが,原 則は 同 じなの で,こ れ を もっ て代 表 す る こ

とに した。

(2)在 来 方 式

海 貨通 関 業者 が,輸 出貨物 を港頭 で受 取 る場 合,入 庫 と同時 に検 量検 載 を行 うの を入庫

検 量方 式 と呼 び,そ うでな い もの を,仮 りに ご ふで在 来方 式 と呼 ぶ こ とにす る。 入 庫 検 量

の場 合 は,既 にそ の貨 物 の積 込 船名 もわか り,ケ ース ・マ ーク 等 も完 備 して お り,輸 出書

類 も早 く到着 す るこ とを原 則 と するが,在 来方式 で は,検 量,検 才 の時 期が 後 にな るの で,

は い付(上 屋倉庫 へ の仮置 き)後 に,検 量手 配 を行 い,検 量 の ため に積 付け た山 を崩 しは

い替,仕 分 け,マ ーキ ング,再 は い付 等,上 屋 ,倉 庫 内 の作業 の量 が 多 くな るな ど の難 点

・ が あ って,個 々の 書 類 や手 続 は入 庫検 量 の場 合 と同 じで あるが
,作 業 効率 の面 で は甚 だ異

って来 る。

た とえ ば,荷 主 が そ の 輸出商 品 を,多 くの生産者 か ら集 め次 々に港 頭 の上 屋倉 庫 に保 管'

し,一 定 の量 に ま とま ってか ら,積 込 船 舶 を決 定 し,輸 出の手 続 をす る よ うな場 合 には,

.こ の方 式 を とる。 通 常,ロ ッ トの小 さい小 口 の 貨物 に多 くこの方 式 が 見 られ る。 海 貨 通 関

業者 は,し た が って,貨 物 を 受 取 った時 点 では,そ の貨物 が ど こへ仕 向け られ るも の で あ

るか,ど の船 に積 込 ま れ る もの で あ るか,わ か らない場 合が 多 い。 作 業 の順 序 は,ケ ース

・バ イ ・ケ ース で若 干 の ちが いは あるが
,大 む ね次 の ようにな る。

1)配 送通 知

幻 荷受 メモ

3)ス ペ ース 手配

4)相 互 チ ェ ック(貨 物 送 り状 の 受領)

)

5.)ス テ ータ ス ・チ ェ ック

6)は い 付

7)保 管

8)搬 入 届,自 主記 帳

旬 検 量 手配

10)輸 出 書類 到着

11)は い替

12)荷 口 ま とめ

13.)マ ーキ ング

14)検 量 検 才

15)S/0用 ス リ ップ,メ ジ ャー リス ト受領
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16)S/0,B/Lの 作 成

17)E/D作 成

18)通 関

以上 の うち1な い し8は,入 庫 検 量 の場 合 と同 じで あ るので,こxで は省 略 すZb

9)検 量 手 配

入庫検 量制 度 に おい ては,海 事検 定 機 関 の職 員 が 長 期契 約 に よ り上 屋 倉 庫 に 常駐 して

い るが,こ の場 合は,そ の 都度 海 事検 定 機 関 に作業 の申 込 み を行 わなけ れば な らない。 通

常 こ の申込 は電 話 等 を も って行 われ る。検 量 の 以 前 に,海 貨 通 関 業者 が施 検 用紙 を作 成 す

る こ とは,前 述 の通 りで ある。

11),12)は い替,荷 口 ま とめ

貨 物 の到 着 順 序 に1度 仮置(は い 付)し た貨 物 は,多 くの場 合 検量 のた め に,横 付 けを

崩 して,は い督 す る。 は い 付 と 底 上屋 倉 庫 内 に おけ る貨 物 の種 付け をさ して言 う専門 用

語 で あっ て,貨 物 の種 付 け に対 し ては,次 の よ うな特 別 の配 慮 を必 要 とす る。

a)貨 物 の性質 に対 す る配慮 。 特 に 危険物 ・t冷凍 物 は 別個 に扱 わなけ れば な らなレ>

b)貨 物 の搬 出順 序 に対 す る配属 貨 物搬 出の順 序 に よ うて種 付け を しない と搬 出 の時 に混

乱 して非 常 な無 駄 を生 じる。

c)ス ペ ースの 有効 利用 に対 す る配 慮。 一定 の通 路 お よび作 業 スペ ース を残 して,.ス ペ ース

を最 も有効 に使 用 で き るよ うに配 慮 しな けれ ば な らない。

はい 替 とは,1度 は い付 しtE貨 物 の 山 を崩 して,検 量等 の 作業 のた め に種 付け を変更 す

るこ とをい う。 す なわ ち,貨 物 は最 初搬 入 に した が って荷 主別 に保 管 され るが,こ Σで 積

込 船 名 別 に再 度仕 分 けさ れ るわ け で あ る。 こ の ときに,船 積 の 順 序,場 所,貨 物 の特性 等

を考慮 して荷 口 ま とめ が行 われ る。 荷 口 ま とあ とは,船 積 に都 合 の よい よ うに,貨 物 の量

をそ ろえ る こ とを言 う。

13.)マ ーキ ング

Markす なわち 荷印 とは,B/Lに 記載 され てい る貨物 で あ る ことを立 証 す る メ イン

マ ーク の外 に,包 装 貨物 の仕 分 け を容 易 にす る こと,運 搬 保 管上 の注 意 を指 示 す る こ と,

内 容 重量 を表示 す る こと,開 梱 包の注 意 を指 示す る こ と等 を 目的 とす るサ プマ ーク が ある。

マ ーキ ング とは,こ れ らの マ ーク を包 装 貨物 に 付す る こ とをい う。

1

102

103

104

105

MainMark(荷 主 マ ーク)

PortMark(揚 港 の 指 示)

DestinationMark

(仕 向 地 マ ーク)

CaseMark(輸 出 貨 物1口 の うち

何 番 の貨 物 で あ る か を 示 す)
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106

107

108

109

ExportMark(原 産 国 マ ー ク)

QualityMark(品 質 マ ーク)

QuautityMark(数 量 マ ーク)

CareMark(取 扱 注 意 マ ーク)

マ ーキン グは,通 常荷 主 がこ れ を付 す るが,荷 主 に かわ って,海 貨通 関 業 者 が船積 前 に

これ を附 す る こ とが あ為 こ の場 合は後 者 の例 で あ る。 また,マ ー キング は,入 庫検 量 の

場 合 に も行 うこ とが あ るが,こsで 一括 して記 明 した。15),16)は 入庫 検量 の場合 と同

じな ので省 略 す ㌔

212在 庫 管 理

上 屋 に お ける 日々 の入 庫 出庫 の実 態,保 管 の実 態,請 求書 の作 成等 々が 在 庫 管理 業 務 に含

まれ る であ ろ う。 とこ ろで,港 湾 に おけ る輸 出貨 物の在 庫 管 理は,甚 だ 複雑 な 形 を と ってい

る。 その理 由は,貨 物 の形態 が甚 だ複雑 で,そ れぞれの 貨物 に適 した管 理方 式 が必 要 であ る

こ と,ま た各 店社 が,そ の企業 形 態 に適 した管 理方式 を とってい る こ と,さ らに同 一 企業 で

も倉 庫 のち がい に よ って管理 方式 を異 に してい る等 々で あ る。 これ らの組 合せ で他業 者 に関

係す る場 合 には,そ の 複雑 さ は倍加 され る。 これ らのペ ーパ ー ・ワ ーク だ け で も非 常 に多 く

の 手 間 と経 費 とを必 要 と して い るの で,こ の簡 素 化 は今後 に残 され た 問題 で ある。 そ れ で,

こ ふで は各 種 の例 を挙 げ て報 告 す る に と どめ る。

A社 の場 合

a)入 庫 検量 の場 合 は,前 記 の海 事 検定 機 関 の入 庫報 告書,保 管 台 帳,出 庫 指 図報 告,搬 出

明細 に よ って在庫 管理 を行 う(組 合又 はYKK方 式).

b)在 来 シ ス テム の場 合 は,自 家 倉庫,市 営 上 屋 の2種 類 に分れ る。

c)コ ンテ ナ ー貨 物 はCFS直 入 の形式 を とる。 但 し帳票 は市営 上 屋 の場 合 と同一 フ ナ ーム

を使 用 す る。

この 中 で,a)お よびb)に つ い ては,既 に デ ータ ・エレ メ ンツ の分 析 が終 っ てい るの で,

b)の 在 来 シ ステ ム の分 に つい て の み,こNで 説 明す る。

① 入 出庫連 絡 メモ

これ は,さ きに述 べた 荷受 メモ を兼 ね,上 屋名,お よ び入 庫,出 庫,残 高 の集 計表 で あ
、

って,在 庫 管 理 目的 に も使 用 さ れ てい る。

012

082

087

100

102

上 屋名(蔵 置場所)

入 庫(Ms/T)

出 庫(Ms/T)

残 高(Ms/T)

書 類作 成 年 月 日
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② 貨物 搬 入 依 頼票

これ は,輸 出 貨物 が直接 蔵 置 場 所 に行 かず,一 度港 湾 地区 の メイ ン ・オ フ ィス(本 社,

支 店)に 立ち 寄 って,搬 入 場所 の指 示 を受 け る さい に,ト ラ ック 運転 手 に持 た せて,貨 物

と と もに現場 に送 るた めの 帳票 で あ る。

表 皿 一10貨 物 搬 入依 頼 票 の処 理 フ ロ ー とデ ータ ・エレ メ ンツ

プ ロ コ ー ド

002

001

010

012

007

008

103

エ レ メ ン ト名

製造業者名

荷主名

本船名

場 所(蔵 置場所)

シッビング ・マ'ク

個 数

日付(年 月 日)

③ 搬 入 票

当社 で は4種 類 の搬 入 票 をそれ ぞ れ使 いわ け てい る。 そ れ らの ものはYK・K搬 入票(組

合 管理),輸 出貨物 搬 入票(台 帳,耕 票)こ れは本 牧 市営 上屋 お よ びCFS直 入 の場 合 に

使 用 す る。 次 にそ の他 の市 営 上屋,自 家 倉庫 の場 合 は,ス ペ ース手 配 で説 明 した搬 入 届,

搬 出届 を も って在 庫 管 理 に あて る。 最後 に他 社 の倉 庫 を借 りるケ ースが あ って,こ の会 社

を仮 りにX社 とす る と,X社 の 「貨物 保 管 カ ー ド」 を受 取 り,こ の カ ー ドに も とず い て在

庫 管理 を行 う。 さ きに説 明 した 搬入 届,搬 出 届 を除外 し,こ れ らの 帳票 の 内容 は次 の通 り

で あ る。

a)YKK搬 入票(他 の検 定機 関 に よ る入 庫検 量)

表 五 一11YKK搬 入 票 の デ ータ ・エL/メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

058 入庫番号

059 入庫年 月日

003 海 貨 名

001 荷 主 名

002 製造業著名(出 荷主名)

1,104 場所(は い腸 所)1

0068 検 量 者(作 業担当者)

009 品 名

007 マ ー ク
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、

コ ー ド エ レ メ ン ト名

008 数 量

0070 才 積(容 積合計)

0072 重 量(重 量合計)

020 本船名

0079 作業年月日

0082 出庫数量

㊧ 。印は海事検定機 0099 残庫数量(残 高個数)

関が記入す島 0105
・

申告月日(E/D申 告)

0106 出庫免状(E/D許 可)

0084 搬出月 日(出 庫作業月日)

046 荷 受 者(Consignee)

以上,帳 票 のヘ ッダ ー部 分 で,こ の下 にデ ータ部 分が あ って,そ れぞ れ の貨 物 の,た て,

よ こ,高 さが フ ィー ト,イ ンチ で記 入 され,そ の 合計が記 入 され る。 これ らの デ ータ部 分

は,マ ーク ・シ ー トに記入 され,コ ンピ ュー タ ーで処 理 され る。 帳 票 の デ ー タ部分 の下 に

は,同 じ く海 事検 定機 関が 記 入 す る ところ のア イテ ムが,次 の よう に配 され て い る。

072

107

076

075

・蘂108

・es109

110

111

屯数(重 量合計)

在庫 日数

雇用調整負担金

荷役料単価

入庫摘要

出庫摘要

入庫経路

出庫経路

上記 ア イテ ム の うち,傍 印 はス テ ータス ・チ ェ ックで,貨 物 に異状 が あ れば リマ ーク を

附 す る。 また入 庫 経路,出 庫 経 路 とは,ト ラ ック,は しけ等 の運搬 具 を記入 す る。 これ ら

のデ ータ ・エVメ ン ツに見 られ る よ うに,2つ の 海 事検 定機 関 の入 庫検 量 に お い ては,基

本 的 部分(デ ー タ部 分)は 完 全 に一 致 して いるが,在 庫 管理 に関 す る部 分 では,若 干 のち

が いが ある。YKK搬 入 方 式 は 同一 海 事検 定 機 関 に よ って,A社 の 他 の 自家倉 庫 へ の搬入

に も,ほS'同 一 内 容 の帳票 によ っ て入 庫 検量 が 行 わ れ てい るが,こ の場 合 の入 庫 報 告書 の

フ ナ ームは,前 者 とは異 っ た様式 を とっ てい る。

b)輸 出貨物 搬 入票(台 帳,排 票)

本 牧 市営 上 屋 お よ びCFS直 入貨 物(本 牧)に おい て使用 され る もので,他 の帳 票 と見
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分 け ・やす いよ うに,黄 色 の紙 を使 用 し てい る。

表 皿 一12輸 出貨 物搬 入票 のデ ータ ・エレ メンツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

003 海 貨 名

059 搬 入 日(搬 入年月日)

084 搬 出 日(作 業月 日)

012 搬入場所(蔵 置場所)

● 027 搬出予定

112 輸出申告番号

113 同上許可年月日

OlO 本 船 名

001 荷 主 名

002 出荷主名

007 マ ー ク

008 個 数

009 品 名

029 包装の種類

030 容積 トン

031 重 量(Kgs)

108 摘 要

032 積 出 地

033 仕 向 地

034 運 搬 具

106 輸出許可番号

0'82 搬出個数

099 残 個 数

087 搬出屯数

100 残高屯数

c)保 管 貨物 カ ー ド

他 社 の 倉庫 に貨 物 を入 れ,そ の 会社 か ら送 付され て来 た貨物 搬 入票 で あ って,比 較 的 に

簡 単 な も ので あ る。 記 入デ ータは,入 庫年 月 日,海 貨通 関業者 名,荷 主 名,マ ーク,品 名,

個 数 容積,重 量,入 庫番号,許 可 番 号,許 可年 月 日,搬 入年 月 日,搬 出年 月 日,本 船 名,

運搬 具,Remarkで,こ れ らの エレ メ ン ツは,す べ て前 出の もので あ る。
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④ 保 管 台 帳

YKK,公 共上屋等においては,海 事検定機関がコンピューターから打ち出した入庫報

告書にセットされた保管台帳を使用 し,他 の倉庫の場合は,別 個 に保管台帳を作成 してい

る。 これは倉庫業務の見地から,海 事検定機関が作成する保管台帳(主 として上屋で使用)

では不十分なものがあるためである。 この保管台張の下欄には,自 主記帳項 目があり,こ

の部分は上屋の業務に属するが,こ れは倉庫 と上屋との双方の機能をカバーするように考

案されたものである。

表 皿 一13保 管 台 帳 の デ ー タ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

1114 ・保 管 台 帳No
. 1

001 荷 主 名 ●

002 製造業者名

009 品 名

007 荷 印(マ ーグ)

008 総 個 数(個 数)

071 @重 重量(NK/T, G.K/T,MS/T)

115 単 価
'

116 価 額

117 上屋貨物

118 寄託貨物

010 船 名

019 入港年月日

119 便 名

120 注文番号

026 搬入年月日

121 便

122 倉 番

081 入 庫 数

086 出 庫 数

073 在 庫 数

072 重 量(K/T,MS/T)

070 容 積
'

116 価 額

056,057 摘 要(ス テ ー タ ス ・チ ェ ック)
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

0058 搬入番号(入 庫番号)

0059 搬入月日

'
0081 搬入数量(入 庫数量)

0106 許可番号

0113 許可月日

1,123 許可数量1

0084 搬出月日

0124 船積月日

。056,057 備 考(ス テ ー タ ス ・チ ェ ック)
、

上 記の うち,。 印 は税 関 に対 す る 自主 記帳 欄 の項 目で あ る。

⑤ マス タ ー カー ド

当 社は紙 を多 くあ っか ってお り,且 つ請 求 書作 成 事務 が コ ン ピ ュー タ ー化 さ れ てい る関

係 で,特 殊 な フォ ー ムを 持 ってい る。 このマス ターは,ホ ール ・ソ ー ト ・カ ー ドで,上 と

左横 とに,そ れ ぞれ25,21の ホ ール(穴)を 持 ち,メ ーカー別,品 種 別,扱 店社 別,

地 区別 に ソー トされ てい る船積 カ ー ドであ っ て,下 図 フ ロ ーチ ャ ー ドの よ うに,入 力 票 ,

請 求 書 と続 い て い る。'

表ll-14マ ス タ ー ・ カ ー ドの 処 理 フ ロ ー と デ ー タ ・エvメ ン ツ

プ ロ

坦鰺'

コ ー ド

001

002

002

007

009

124

059

125

121

012

026

120

126

127

エ レ メ ン ト名

荷 送 人(荷 主)

メ ーカ ー(出 荷 主 名)

サ プ ラ イヤ ー(出 荷 主 名)

記 号,番 号(マ ーク)

品 名

寸 法

初回入庫年月日

工場出荷月日

便

入庫場所

範入月日

注文番号

量

数

連

人
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フ ロ ー コ ー ド

008

073

010

128

033

129

130

044,131

106

031

030

132

133

134

135

136

、137

138

139

140

033

14'1

142

143

144

145

146

147

148

エレ メ ン ト名

数

高

名

在

個

現

船

出帆月日時

仕 向 地

イ ン ボ イ ス 品 名

Cont.No.

InvoiceNo.

輸出許可番号

総 重 量

容 積

海#運 賃(Rate)

EX.Rate

外.貨

円 貨

Rrepaid

Collect

取 引条 件(FOB,C&F,CIF)

FOB価 格

正 味 重 量

仕 向 地

船積料金

通 関 料

リス ト代

書保管料その他

請 求 額

請 求 先

年 月 日

下払メモ

・善印 に は
,マ ーク変 更,刷 込 料,荷 繰 併替料 そ の他 が含 まれ る。 入 力 カ ー ドは同 一 フ

ナ ーム で,右 側 だ け が必 要 ア イテ ム を コ ー ド化 した コー ド記入 欄 が設 け られ て い る。

⑥ 月 産 倉 庫業 実績 表

こ れ は,各 地 の支 店か ら管 轄 内の倉 庫 の 月間 実績 を本社営業 部,経 理部 に提 出す る書 類

で あ る。 報告 は各 倉庫 別 に行 われ る。
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表 皿 一15月 度 倉 庫業 実績表 の デ ータ ・エレ メン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

149 支 店 所

150 年 月 日

151 倉 庫 名(占 ・再)

152 倉 庫 坪

153 収容能力

009 品 名

154 繰 越

072 入 庫

087 出 庫

100 残 高
■

056,057 備 考

B社 の場 合

前 記 の よ うに,A社 の場 合は 非 常 に 複雑 な業 務 を行 ってい て,在 庫 管理 に必 要 なデ ータ

は殆 ん ど出尽 して い るので あるが,次 に示 すB社 の 場合 は特 定 の大 手 直貿 メ ー カ ー(電 機

製 品)の 貨 物 を主 と して扱 っ てい る(50%以 上)海 貨 通 関業者 が,工 場 のシ ス テ ム と関

連 せ しめ,受 注 番 号 をコ ー ド化 し,貨 物 と書 類 と を統一 的 に処 理 してい る例 で,注 目す べ

き ケ ・'スで あ る。 こ のよ うな事 が 可 能 とな った のは,海 貨通 関業 者1店 社 と1つ の工 場 と

の 単 純 な関係 にあ るか らで,見 方 に よ ると,工 場 の輸 出 管理 シ ステ ムが 港 まで延 長さ れ た

もの と見 る こ と もで き る。

シ ステ ム開 発 の現 時 点(昭 和49年1月)に お い ては,工 場 の コン ピ ュ ータ ー と,海 貨

通 関業 者 の コ ン ピ ュ ータ ー とは直 接 つ なが っそい ないが,こ の点 につ い て の 開発 プ ロジ ェ

ク トは 存 在す る。 また 海貨 業務 のシ ステ ムは,そ の ま ふ沿岸 荷 役,船 内荷役 業 務 と関連 し,

現 在 の とこ ろ まだ バ ッチ処 理 に よる作 業報 告 の フ ァイル,給 与計算 等 々を,別 個 の もの と

して処 理 してい るが,将 来 は 一 貫 した オ ンラ イン も可能 で あ る。 これ は,海 貨通 関,沿 岸

作 業,船 内作業 を一 貫 して 行 い得 る企 業 な らば,現 状 に お いて も可 能 で あ る。

次 に当社 の 在 庫管理 は,入 庫検 量 の後,す ぺ て コ ン ピ ュー タ ーで処 理 され てい るが,さ

きに も述 べた よ うに,受 注 番 号(OrderNo.),入 庫 番号,カ ー トン ・ナ ンバ ーを軸

として処 理 され てい る。 コ ー ドは メ ーカ ーと共通 の もので あるので,他 の会 社 の商 品 の取

扱 い には適 して い ない。 す なわ ち汎 用 性 が ない。

シ ステ ム ・フ ロ ーの詳 細 は機 密事 項 で あ るの で紹 介 す る ことが で きないb

C社 の場合

当 社は,或 る意 味 で純粋 の海 貨通 関 業 者 で あ る。 当 社 が扱 う輸 出貨 物 は 雑 貨 を主 体 と し,
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す べ て入 庫管 理 を行 っ てい ム したが って海 事検 定機 関 の前記 の シス テ ム お よび 帳票 は,

在庫 管理 の部 分 を除 き利 用 で き る。 ち なみ に,海 事検 定 機 関 の前 記 の 在庫 管理 および請 求

業 務 は,オ プ シ ・ンで あ って,海 貨 通 関業者 の利 用 申込 み によ っ てサ ービ スを提供 す る仕

組 み にな ってい ㌔

配 送通 知,荷 受 メモ,ス ペ ース手 配,貨 物 送状 まで の過程 は,す で に説 明 した もの と一

致 す る。 そ の後 の業 務 の フ ロ ーは

1)組 合 倉庫

2)公 共 上 屋'

の2つ の種 類 にわ かれ るが,組 合倉 庫 は海 事検 定 機関 のシス テ ムを全 巾的 に利 用 して いる

の で,こ ふで は省 略 す る として,公 共 上 屋 に関 す る部 分 の記述 の み に止 め る。

公 共 上 屋 の利用 につ い て は,さ きに述 べた ように,搬 入 届,搬 出 届が 必 要 で ある。 当社

では こ の搬 出入 届 のフナ ー ムに セ ッ トして次 の帳票 を作 成 して い る。

入 出庫 カ ー ド 輸 出課 保存

入 庫 御案 内 荷主 へ の入 庫 報 告書

連 絡 票 現 場 との連絡(輸 出課 → 現場 →輸 出課)

現 場 事 務用(カ ード)… … 現 場 保存

出 庫伝票 輸 出課 →現 場 →輸 出課

搬 入 届,搬 出 届

こ の うち,入 出庫 カ ー ドが マ スタ ーの役 割 を果 す もの で,入 庫 の とき,出 庫 の とき,そ

れ ぞ れ記 入 し,出 庫 伝票1件 ご との 出庫月 日,荷 渡 先,残 高がわ か るよ うに な ってい る。

出庫 伝票 の下 欄 には1か ら150ま での番 号が 附 して あ って,こ れ に よ って貨 物 の個 数 播

号)を 明確 にす る こ とが で きる。 また請求 事務 は,施 検 用紙 の 下欄 にあ る次 のア イ テ ムを

参照 し て行 うこ とが で き る。

屯 数

在庫 日数

雇 用 調 整負 担 金 ・

荷 役料 単価

入庫 摘 用

出庫 摘 用

地検 用紙 は,前 記 の よ うに海 貨通 関業 者 が海 事検 定 機 関へ 出 す検 量 申込 書 で あるが,海

貨 通 関 業者 は,こ の帳 票 のヘ ッダ ー部 分 に記 入 し,検 定 機 関 は そ の下 のデ ー タ部分 に,そ

れ ぞれ のパ ッキ ング毎 のデ ータを記 入 して海 貨通関 業 者 に渡 す もの で,最 下欄 に上 記 の在

庫管 理 に必要 なデ ータを 記入 す る よ うにな って いる。

⑦ 在 庫 管理 の 目的(総 括)

以上 に見 て来 た よ うに在 庫 管理 の方式 は,先 ず貨 物 の種 類 に よ って可 な り異 って来 る。
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次 に海 貨 通関業 者 の企 業 の性格 に よ って異 っ て来 る。 また倉庫(上 屋)の 性 質 に よって も

影響 され る。 こ れ らの 変化 の多 い業 務 の中に あ って,汎 用 シス テ ム を考 え る場合,オ プテ

ィマ イゼ ー シ ・ンを ど のて い どに押 え るか とい うこ と と共 に,在 庫 管理 の一 般的 目的 を こ

こで明 確 にす る必 要が あ る。 わ れ わ れが考 え る点 を列 挙 す る と下 記 の よ うにな る
。

1)入 庫 出 庫,在 庫(残 高)の 確 認

2)ワ ン ・シ ップ メン トにつ いて の貨物 の確 認(数 量 と内 容)

3)貨 物 が蔵 置 さ れ る詳細 な 場 所 の確 認(特 にこれ は貨 物 の 種類 が 多 い場 合 に必 要 な こ とで,

へ

何号 の倉 の ど こに あるか を 明確 に してお くこ とが要 求 され る。)

4)出 庫 指 図 に お け る作 業 場 所 の確 認

5)請 求 書 の作 成

請求 書 の作 成 は,在 庫 管 理 の最 終 目的で あ って,こ のため に次 の よ うな ものが 必要 で あ

る。

(a)貨 物 の ス テ ータスt■チ ェ ック

(b)作 業 工程 別 の原価 のチ ェ ック

(c)下 払 い のチ ェ ック

(d)仕 切 単価 の正 当性 のチ ェ ック(原 価 の把 握)

2t3ShipPing-Documents:輸 出 書 類 の 作 成

輸 出 にお け る業務 の プ ロセ ス は,海 外 か らの注 文 受注,ContractNoteの 作成,

L/C開 設,製 造業 者 へ の発注,生 産行 程 の管 理 を経 て,L/C条 項 に も とず く貨物 の発送

へ と進 んで ゆ く。 い まわ れ わ れ の報 告書 に検 討す るの は こ の部分 か らで あ る。 こ ふで,わ れ

わ れは若 干 の定 義 を行 う必要 が あ ム そ の理 由は,情 報 シ ス テ ム化 を 前提 と して,通 常使用

さ れ てい る用 語 の あい まい さ を さけ て,こ れ を厳 密 に規 定す る必 要が あ るか らであ る。

a)ShippingDocuments(輸 出書 類)とLoadingDocuments(船 積 書類)

の 区別

これ らの ものは,通 常 「船 積 書 類」 と呼 ばれ てい る。 最 初 に 輸 出者 が 作成 す るCo㎜er-

cialInvoice,PackingList等 各種 の書類 が あ って(別 紙 フ ロ ーチ ャ ー ト,

ドキ ュメ ンテ ーシ 。ン ・フ ロ ー参 照)こ れ らの 書類 は一 括 して海 貨 通 関業 者 に渡 され るが,

海 貨通 関業 者 の手 もと で,こ れ らの ものは 通関用 と船積 用 とに分 離 され る。 通 関用 の 書類

はExportDeclaration又 はE/D(輸 出 申告 書)と と もに セ ッ トされ税 関に提

出され る。 これ は通 関書 類 とい う概念 で処理 され る。 次 に通 関 後,ShippingOrder

又 はS/0(船 積 指 図書),Mate'sReceipt又 はM/R(本 船 受 領 書),Bill

ofLading又 はB/L(船 荷 証券)等 が作 成 され る。 前者 が 輸 出者 に関連 す る もの で

あれば 後 者 は船 社 に関 す るもの で あ る。 こ の よ うな理 由 でShippingDocuments

を輸 出 書類 と し,LoadingDocumentsを 船 積書 類 と明 確 に区 別す べ きで あ る と思
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うので,こ の報 告 書 で は この新 ら しい定 義を設 け て,こ れ に した が った。 特 に わ れわ れの

考 え方 は ドキ ュメ ンテ ーシ ・ンフ 亘 一 と,カ ーゴ ・イ ンベ ン トリー ・フ ロ ー とを統 一 的 に

処 理 しなけれ ば シス テ ム化 は不可 能 で あ るとす るた て前 か ら,こ の区別 が必 要 とな って来

るの で ある。

b)Comrner・cialInvoiceとCargoInvoiceと の区別

輸 出業務 の最 初の 段階 で輸 出書 類 と貨物 とは,別 々 に,若 干 の時 間 をおい て海 貨 通 関業

者 の 手 もとに到 着 す る。 貨物 に も送 り状が附 され てい る ので,CommercialInvoice

を た だ送b状 と呼 ん だの では 混乱 を生 じる。 そ れ でCommercialInvoiceを 単 な

るInvoice又 は送 り状 と呼 ば ない で,正 確 に商 業 送状 と呼 び,貨 物 に付 され る送 り状

を貨物 送 状(CargoInvoice)と 呼 び,両 者 を明 確 に区別 す る。

c)ShipperとSupplyerと の区 別

Shipperと はCommercialInvoiceに 記載 さ れ た荷 送人 で,こ の報告 書 で

は,輸 出者 とい う概念 で統一 した。 こ れに は商社 お よび 直貿 メー カ ーが 含 まれ る。

Supplyerと は貨物 を海 貨通 関業者 に提供す る荷 主 であ る。 貨物 の実 際 の 所有 の 段階 が,

フ ローの 中 で変化 す る場 合が あ るの で,こ れ らの も のは すべ て荷主 とい う概 念 で統 一 し前

記 の輸 出者 とい う概念 と区別 した。

d)メ ーカ ー と製 造 業者

メ ーカ ー とは,商 品 の製 造 を行 い,且 つ 自 ら輸 出者 で ある場 合 をさ し て言 い,製 造 業 者

と は,商 品 の製 造 を行 うが,輸 出は これ を商 社 に委託 し,な い しは 商社 か らの注 文 を受 け

て輸 出 品 を製造 す る もの をい う。 海 貨 通 関業者 に対 しては,サ プ ライ ヤ ーで ある。

以 上 の定 義 を行 った後,.輸 出書 類 の分 析 に入 る。

①CommercialInvoice(商 業送 状)

CommercialInvoiceと は,輸 出者 が 発行 す る商取 引 上 の送 り状 で あ って,わ

が 国 で も貿 易 関係 書 式標 準 化委 員 会(JCSETD)で,ECELayoutKeyに の

っ とった標 準 フナ ーム(第2次 試案)が で きてい るが,ま た一 般 に使 用 され る までに は 至

ってい ない。 コ マ ーシ ャル ・イ ンボ イ スは,実 降 には各 商社 ない し輸 出者 の のれ ん の よ う

な もの で各種 各様 の ものが あ って,そ の記 載事項 も一定 してい ない。 こ の現 状 は,こ の報

告書 の 付録 亙に示 し てあ る通 りで68通 の異 った 商業 送状 の内容の 分 析 が示 さ れ てい る。

そ れ で,こ ふでは 貿標 委 の フナ ームを用 い,後 で必 要 事 項 をっ け加 え る こ と とす る。 フ ロ

ーは省 略 す る
。

表 五 一16CommercialInvoiceの デ ー タ ・ エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

201

202

Shipper(輸 出 者)

Consignee(荷 受 人)
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

203 NotifyParty(着 荷 通 知 先)

204 、InvoiceNo .(送 状 番 号)

205 Place&Date(作 成 地 及 び 月 日)

206 A皿ountInsuredonCargo

(負物保険金額)

207 AmountInsuredonDuty
」

(輸入税保険金額)

208 L/CNo.

209 L/C発 行 日

210 ExpiryDate(有 効 期 限)

211 IssuingBank(L/C開 設銀 行 名)
'

212 Terms/MethodofPayment

(売 買決済の方法条件)

213 ReferenceNo.(照 会 番 号)

214 OceamVessel(積 載 船(機)名)

215 PortofLoading

(積 込 港.)

216 DateofShipment

(積込年月日)

217 PortofDischarge

(荷卸港)

218 ForTranshヨpmentto/Placeof

Delivery(最 終荷 卸 し港 名/配 送 をす る場 所)

219 FinalDestinationforthe

Merchantreference

(最終荷渡地)

220 Marks&Nos.(記 号及 び番 号)

221 No.&KindofPackages'

(貨物個数及び荷姿)

222 DescriptionofGoods

(品 名)

223 Quantity(数 量)

224 UnitPrice(単 価)
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

225

226

227

Amount(金 額)

受 渡 条 件(FOB,CIF,C&F等)

TotalAmount(合 計 金 額)

以 上 は,貿 標 委 に よ って標 準化 さ れた イ ンボ イス ・フナ ーム で あ るが,こ のフ ナ ーム は

B/Lに つ な ぐワ ン ・ラン ・メ ソ ッ ドを 考慮 してい る点 で,B/L作 成 に主眼 点 が おかれ

て い る点 が 注 目ささ れ。ECELayoutKeyそ れ 自体がB/Lフ ナー ム を基 礎 と し

てい る関 係 でや む を得 な いが,特 にア イテ ム214,215,216,217,218,

219はB/Lが わ か らの要 請 で ある と見 られ,は た してシ ッパ ーがColnmercial

Invoice発 行 の段 階 で,こ れ らの項 目を完全 に うめ る こ とが で き るか ど うか疑 問 で あ

る。 これ らの 項 目は,通 常 のCo㎜ercialInvoiceで はShippedfrom,to,

per,via等 の表 現 を と っている。 また201,202,203,220,221,

222,223の 項 目は,そ の ま)・.B/L用 語 とな っていZb(付 録 皿参照)、

さ ら に,こ の標 準 フ ナ ー.ムには加え られ てい ないが,シ ステ ム化 の見地 か ら重 要な 項 目

はOderNo.で あ る。 さ きに も述 べ た よ うに,輸 出書 類 と貨 物 と は 々に 港に 入 って来

る。 しか もCommercialInvoiceに 記 載 された 貨物 が そ の まxま とま っ て港 頭 に

搬 入 され るわけ では ない。 それ で輸 出書 類 受領 後,イ ンボ イス記 載 の 貨物が どれ どれ で あ

る か を,あ らた め て チ ェ ック しなけ れ ばな ら ない,め ん ど うな手 続 き を生 じ る。 これ を シ

ス テ ム的 に解 決す る方 法 は,CommercialInvoieeUCOrderNo.を 記入 し,

同 時 にCargoInvoiceに,前 記C/1に 記載 され てい るOrderNo.の うち何 番

か ら何 番 ま でで ある とい う記載 をす るこ とによ って,書 類 と貨 物 との照 合は,機 械 的 に処

理 さ れ得 るで あろ う。 あとは 在庫管 理 のシ ステ ムで,そ れ らの 貨物 が どこ に蔵 置 され てい.

るか を明 確 に してお くだ け で よい。 この よ うな処置 を と り得 るキ イ ポ イ ン トはOrder

No.だ け で ある。 何 故 な らば,CommercialInvoice作 成 の時点 にお い て も,

CargoInvoice作 成 の 時点 におい て も,シ ッパ ー も製造 業者 も,こ のOrder 、No.

は 確 実 に把握 し得 る もので あ り,且 つ国 際 的 に,OrderNo.を コ ー ド化 す る ことが で

き るな らば,そ れ は貿 易取 引上 の貨 物 を識別す る とこ ろ のユ ニ ーク ・レ フ ァラ ンス ・ナ ン

バ ーと して使 用す る こ とが で きる であ ろ う。

②PackingList(包 装 明細 書)

シ ッパ ーは製 造業 者 に対 して包 装内 容明細 書 を提 出させ,こ れ に も とず い てPacking

List(包 装 明細 書)を 作 成 す る。 こ の書類 は通 関書 類 の1つ で あ り,船 社 へ の船 腹 スペ

ース の申 込 みや運 賃交 渉 の 基礎 となる もの で,揚 地 に お いて は相手 国 の イ ン ポ ータ ー また

は そ の代理 人 が貨物 をチ ェ ックす る と きの基礎 とな る。 また港 に おい ては検 量 の場 合 に,

検 量 デ ー タとP/Lと を照 合 して メジ ャー リス トおよ びS/O用 ス リ ップを 作成す る。 さ

らに船積 搬 出 の さい検数 を行 うと きに は,し ば しば こ のP/Lが 必 要 とな る。 この よ うに,
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PackingListはCommercialInvoiceと と もに,貨 物 発 送 時 点 で作 成 され,

輸 送途 中 の貨 物 管理 の基礎 資料 と な る もので あ って,品 名,個 数,ケ ース ・ナ ンバ ー ・容

積(立 方 フ ィ ー ト),重 量等 を,そ れ ぞれの パ ッキ ング につ い て列 記 す る。 特 に大 型 機械

類 の よ うに,1台 の機 械 を分 解 して数 個 の包 装 とす る よ うな場 合 に は,各 包 装毎 にパ ッキ

ング ・リス トを 附 レ,且 つ組立 図 を各 ケ ースの 中 に入 れる場 合が あ る。 さ ら にプ ラ ン ト輸

出の よ うな場 合 には,1件 の シ ップメ ン トに対 して,尾 大 な量 の パ ッキ ング ・リス トを必

要 とす る。

こ のよ うな わけ で,こ 沌 記 載 され る品名 は,Co㎜ercialInvoiceな い しは

B/L記 載 の 品名 の よ うに大 まか な もの では な くて,も っ と詳 細 な もの であ る。Packing

Listで 新 らし くつけ 加 え られ る情報 は 次 の もの で ある。v

'

228

229

230

・"e231

・蕎232

名(包 装 内 容品名)

個 数(包 装 内容個 数)

CaseNo。

Measurement(容 積)

Weight(重 量)

(注)妬 この場 合 の 容積,重 量 は仮 りの もの で あ る。 輸 出契 約 に よ る貨物 の正 式 の容

積,重 量は,運 賃 同盟 また は船 社 の 指定 す る海事検 定機 関が これ を計 量 し,メ ジ

ャー リス ト(CertificateandListofMeasurementand

/orWeight)に 明記 す る。

③ShippingInstruction又 はS/1(船 積 指 図 書)

シ 。パ ーが海 貨 通 関業 者 に対 して発 行 す る船積 指 図書 で あっ て,貿 標 試 案 で はシ ッパ ー

が マス タ ーシ ー トを作 成 し,こ れ とShippingInstructio .n,Shipping

ApplicatioqInsuranceApplicationの3点 を セ ッ トし,ワ ン タ イプ

で打 ち 出す 方式 を とっ てい る。 そ して この セ ッ トを海 貨通 関業者 が受領 後,Shipping

Instructionお よびShippingApplicationに つ い て はさ らに必 要事 項 を

タ イプ し,各 業 界 の 関連 帳 票 に展 開 す るマス タ ーと して使用 す る 乙 とを工 夫 して い る。 ま

た この書式 は,在 来 貨物 とコ ンテ ナ ー とを同一 帳票 で処 理 し得 る よ うに工 夫 され てい る。

そのデ ー タ ・エ レ メン ツは次 の通 りで ある。

表 五 一17ShippingInstructionの デ ー タ ・エ レ メ ン ソ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

＼

201

202

203

Shipper

Consignee

NotifyParty
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・

コ ー ド エ レ メ ン ト名

204 InvoiceNo.

205 Place&Date

233
,

NameofWarehouse(蔵 置 場 所)

234 ShippingDate(最 終船積 期限)

235 ShipPingCompany(船 社 名)

236 BookingNo.

210 ExpiryDate

237 ServiceType/onReceiving

238 CY(コ ンテナ ーヤ ー ドで船 社 渡 し)

239 CFS(CFSで 船 社渡 し)

240 Door'(輸 出者 の指 定場 所 渡 し)

241 ServiceType/onDelivery

242 CY(揚 地CY渡 し)

243 CFS(揚 地CFS渡 し)

244 Door(荷 受人 の戸 口渡 し)

213 ReferenceNo.

214 OceanVessel

215 portofLoading

216 DateofShipment

217 PortofDischarge

218 ForTranshipmentto/Placeof

Delivery

219 FinalDestination

220 Marks&Nos.

221 No.&KindofPackages

222 DescriptionofGoods

223 Quantity

224 UnitePrice

225 Amount

226 受渡条 件(FOB,CIF,C&F)

227 TotalAmount

245 Enclosures(添 付書 類)

246 SpecialInstruction

(通 関および船積に関する特記事項)
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

247 OceanFreightRate(運 賃 適 用 区 分)

248 FreightPrepaidat(前 払 運 賃 の 支 払 地)

249 FreightPayableat(後 払 運 賃 の 支 払 地)

250 PlaceandDateofIssue

(B/Lの 発行地および年月日)

251 No.ofOrigillalBs/L

(オ リジナルB/Lの 必要枚数)

252 ShipPersRequirment

(シ ッパ ーが 要求 す る書類 お よびそ の枚 数)

253 S/INo.

④ShippingApplication(船 積 依頼 書)

この書 式 はシ ッパ ー(海 貨通 関 業 者 が 代行)が 船 社 に対 して船 積 み を依頼 す るため の書

式 で,前 記の よ うに,S/1,1/Aと セ ッ トに な っ てい る。 内容 は次 の通 りで あ る。

表 五 一18ShippingApplicationの デ ータ ・エ レメ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

201 Shipper

202 Consignee

203 NotifyParty

254 LocalVesse1/Pre-carriageby

(在来船の場合,B/L作 成船社が第2船 の場合

第1船(LOcalVesse1)の 船 名 を,コ

ン テ ナ ー の 場 合 は 積 港 の コ ン テ ナ ー ・タ ー ミ ナ

ル以 外 で船 社 にコ ン テナ ーを引 渡す と きに,そ

の場 所 か らの運 送 人 名(Pre-Carriage

by)

255 Fronレ/PlaceofReceipt

(在 来船 の場 合 は第1船 の船 積 港 名,コ ンテ ナ ー

の場 合前 記 のケ ース で船 社 に コン テナ ー を引渡

す 場 所 の地 名,さ らにLCLの 場合(キ ャ リヤ

一ズ ・パ シク)はCFSを
,FCLの 場 合(シ

ッパ ーズ ・パ ック)はCYを 記 入 す 偏)
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◆

コ ー ド エ レ メ ン ト名

204 hvoiceNo.

256

.

ReeferTemperatureRequired(T)

257 上屋,艀(経 岸積みか艀積みかを記す)

/
.

258 Dang・erous-Labe1,Classification'.1

,

(危 険物 法 定 ラベ ル およ びク ラシ フ ィケ ーシ 。イ)

235 Ship.pingCompany

236
A

Boo.kingNo.、

237 Serv・i.ceo・nReceiving
「

238 CY
.

,

239 CFS.
…

、 240 Door :

-

」 .1259 TRS(戸 前受). L

L

-

241. ServiceonDelivery
「

242 CY
9

. 243 CFS

244 Door 」

. 260・ ForwardingAgent(海 貨 通 関 業 者 名)

.
.

.「

〆

214 OceahVe.sse1. L
,

215 Portof]Loading
「 :

217 PortofDischarge・ ・
.L

P

. 218 ForTranshipment.t(/Place◎f

一

.

、.

F Deli▽ery'1" こ

＼●.
1'

219 Fina1.Destination 「
・'1:

220

.層 .
Marks&N'os.,

サ .[

噛

221 No.&KindofPackages.
.

.'.

222
「

DeSC∫ip・tion .馳.

r

261 Gros.sWei.ght(品 目別 重量 お よび合 計)
.

.L」

'A

262 Measurement(品 目別 容積 お よび 合計)
工

〆
「 τ

263 TotaJNumberofContainersor
r

.
φ

A 1・/.
・

・ Packa-ges'.: 隆.
■

:

馳 264 Fre'i .ghtandCharges・ ・一・'
「.」

t

三r
.

.

言 』

.

'・265 R/Tons(264に 記 入 したWeight 、また はMCa一 〉 ・ ¶

9
.. 1.

A

9

'

i sureの フ レrト ・ トン を 記 入 す る,Re▼enue
ξ

:}

二. L

,
.

Ts.)...
二

i.
「

・ ,

」.
' ∴

F

ρ 、,
「 P

.「.
. -
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

266

267

268

269

Rate(264の 運 賃 率)

Per(266の 各 項 の建 ト ン)

Prepaid(264の 前 払 金 額)
'

Collect(264の 後 払 金 額)

248

249

250

Prepaidat

Payableat

PlaceofB//LIssue

270

271

Ex.Rate

TotalPrepaidinYen

251 NumberofOriginalBs/L

⑤lnsuranceApplication又 は1/A(保 険 申込 書)

InsuranseApplicationは,シ ッパ ーが保険 会 社 に対 して海 上 運 送貨物 の附

保 を 申込 む 書 式 で あ る。 この 書 式 に は,マ スタ ー ・シ ー トか ら展開 さ れ る部 分,保 険契 約

者 が追 加記入 す る部 分,お よ び保 険 会 社 が追 加記 入 す る部分 が あ る。

表9-191nsuranceApplicationの デ ー タ ・ エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

201 Assured(被 保 険 者 でShipper)

272 No.(証 券 番 号,Policy又 ぱertificate)

273 Claim,ifany,Payableat

(保 険金支払地)

274 Condition

(付 保 条住 民P.人,W』L,AllRiざks)

204 InvoiceNo.

206,207 ノ㎏nlnountInsured(保 険 金 額)

275 LocalVesse.lonConveyance

令 (接 続輸 送 手 段 で,船 舶,航 空機,レ ール,ト ラ ッ

ク,は しけ等 の船 名 を記 入 す る。)

276 From(lnteriorPortorPlaceof

.Loading)(奥 地 か ら付保 す る場 合 に記 入 す るb)

215 Voyage:atandfrom

216 Sailingonorabout(出 帆 月 日)

217 Voyage:to/Via

218 Thenceto(最 終仕 向港 また は仕 向地)
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,

コ ー ド' エ レ メン ト名

220 Marks&Nos.

221 No.&kindofPackages

222 DescriptiollofGoods

223 Quantity

277 PlaceandDateofIssue

(保険証券作成地および発行年月日)

278 No.ofPolicy/Certificateissued

(保 険証券または保険承認状発行枚数)

279 DocumentsRequired(書 類 発 行 希 望 枚 数)

280 AlnountInsured(幼:Cargo(貨 物 保 険

金額で,CIF価 格に対 する割合を%で 記入)

281 AmountInsured(%):Duty(輸 入 税 保 険

金額で,CIF価 格に対する割合を%で 記入)

282 InvoiceAmount(イ ン ボ イ ス 金 額)

283 Exch.Rateat(保 険料 円換 算率)

284 Rate:Cargo(貨 物 保険 料率)

285 Rate:Duty(輸 入 保 険 料率)

286 Agent(保 険 代理 店).

287 ParticularsofOceanVesse1

(積載船の明細)

288 代理店手数料割合

289 Date(保 険 申込年 月 日)

290 SignatureofApplicant(契 約 者 署 名)

⑥ExportDeclara・tion又 はE/D⑧(銀 行認 証用輸 出 申告 書)

銀 行認 証用E/Dは,シ ッパ ー(輸 出者)が 取引 為替銀 行 に提 出 す る書式 で あ っ て,認

証銀 行 が記 名押 印 または署 名 の後,税 関 の 審査 を うけ,他 の必 要 書 類 と とも に再 び 銀 行 に

提 出 され買 取 られ る商 取 引上 の書 類 で あ って,通 関用 のE/Dと は可 なb内 容 が異 って い

る。 こ のた め 貿標委 の標 準 書式 の セ ッ トか らは外 され てい る。 シ ッパ ーが記入 す る部 分,

銀 行 が 記入 す る部 分 税関 が記 入す る部 分 に わ か れ てい る。

先 ず シ ッパ ーが記 入 す る部 分 は,輸 出者 住 所 氏 名押 印 また は署 名,商 品名,数 量,建 値

お よび総 価 額,仕 向地,買 主 名 等 の外,承 認 また は許 可 関係 として

a)標 準外 決済

b)委 託 販 売

c)委 託 加 工
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d)長 期 延払

e)そ の他,

を識別 し承認 または許 可番 号 を附 す る。 次 に外 国 為替 に 関 しては

a)L/C(取 消 不能)

b)L/C(取 消 可能)

c)D/P

d)D/A

e)送 金 ・小 切 手

f)そ の他

の種 類 別チ ェ ックが あ り,さ らに手 形 期限 と して は

a)一 覧 払

b)一 覧 後,

c)… … 日払

d)船 積 後 … … 日払

e)そ の他

の区別 を 明記 す る。 ま た信用 状 内容 と して未使 用 残 高,接 受年 月 日,有 効 期 限 の記 入 が あ

り,外 国為 替 決 済 の証 明 と して,決 済方 法(信 用 状 に よ る もの,お よびそ の他),買 取 日

お よび 金額 を 記入 す る。 こ れ に対 して,銀 行が 適 当 と認 め れば,認 証 の署 名 を し,認 証年

月 日 と認 承番 号 を記 入す る。 税関 では審 査 の後,現 物 と照 合 し,輸 出許 可 年 月 日お よび 輸

出許可 番 号 を 記入 す る。 これ は商 取 引 上 の 重要 書 類 で ある が,貿 標委 の セ ッ トか ら外 され ー

て い る ので,そ の 考え 方に した が っ て,デ ータ ・エレ メ ン ッに一 連番 号 を附す るこ とを し.『

な か った。 以 下述 べ る そ の他 の書 類 も,同 様 の考 え方 に もとづ き,書 類 の説 明だ け に止 め

る。

⑦Consularlnvoice(領 事 送状)

領 事 送 状は シ ッパ ーが所定 の送 り状 に必 要 事項 を 記載 し,そ の真実 且 つ 正確 で あ るこ と

を,輸 出積 出地 に 存在 す る相 手 国領 事館 に対 して宣誓 し,領 事 が これ を奪 証 す る書類 で あ

る。 こ れは 中 南米 向け お よび台湾,フ ィリ 。ピン向 け輸 出 に必 要 とされ る書類 で あ るが,

ダ ンピ ング防 止,関 税 賦課,統 計 資料 等 の 目的 に使 用 さ れ る。

⑧Customslnvoice(税 関 送状)

相 手 国 の イン ポ ータ ーが 輸入通 関 に さい して 税 関 に提 出す るため に一 定 のフ ナ ーム

(CjonferenceInvoiceForm)に よっ て輸 出者 が 作 成す る送状 で あ る。 領 事館

の査 証 を必 要 とせ ず,米 国,オ ース トラ リア,ニ ュージ ーラ ン ド,カ ナダ,南 ア フ リカ,

ア フ リ カお よび 中南米 の英領 植 民 地 等 へ向 け て の輸 出 の場 合 に必 要 とす る。

⑨lnspectionCertificate(検 査証 明書)

L/C条 項 の中 で 輸 出検 査 を要 求 してい る場 合,お よ び法 令 に定 め られ た品 目の 輸 出に
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あた っ ては,L/Cの 指定 す る機 関,も し くは法律 に定 め られ た所 定 の検 査 機 関の 検 査 を

受 け,合 格 す れ ば貨 物 にこれ を表 示 し,ま た通 関 に さ い しては,こ の証 明書 を提 出 し なけ

れ ばな らない。 検査 機 関 は品 目毎 に多 岐 にわ か れて お り,工 業 品検査 所,繊 維 製 品検 査 所

等 の外 に特 定 の商 品 ご とに それ ぞれ の機 関 が設 け られ,陸 運 局,海 運 局,輸 出雑貨 セ ンタ

ー
,衛 生 試験 所 な ど,広 汎 な機関 が 指定 され てい る。

⑩ExportLicence(輸 出承 認書)

標 準 外 決済,お よび 輸 出貿 易 管理 令第1条 に よ る特 定貨 物 の特定 地域 へ の輸 出,委 託 加

工,な い しは委 託 販売契 約 の場 合 には,為 替銀 行 へ 輸 出 認証 の手続 をす る前 に,通 産 大 臣

の 輸 出承 認 書 を必 要 とす る。

⑪CertificateofOrigin(原 産地 証 明)

原 産地 証 明 とは 荷為 替手 形 の 附属書 類 の1つ で,輸 出貨 物 がそ の国 に おい て生 産 され

'た こ とを証 明す る書 類 で あ って,商 工会議 所 が これ を 発行す ㌔ この外,領 事 イン ボイ ス,

あ るいは カス トム'・インボイ ス に記 入す る もの,相 手 国領 事館 が所 定 様式 に署 名 す る もの,

さ ら に米国,香 港 向 け の貨 物 で,中 国 ま たは朝 鮮人 民共 和 国等 の原 産 品 で ない こ とを証 明

す る ものが あ るが,一 般に原産 地 証 明 とは商工 会議 所 発行 の もの をさ して言 う。

214通 関 業 務

前 記 の よ うに,貨 物 の 受領 か ら入 庫検 量,S/0用 ス リ ップ お よび,メ ジ ャー リス トの打

出 し,在 庫管 理 まで の過 程が,海 貨通 関 業務 の輸 出貨 物 処 理 の第1段 階 で,わ れわ れ は これ

を集 荷 シ ステ ムな い しはBookingPackageと 呼 ぶ。 次 の業務 は通 関 で あ って,荷 主

別 に入 って来 た貨 物 が 船 名別 に仕 分 け さ れ,輸 出通 関 を行 う。 これ を通関 シ ス テ ムな い しは

CustomsPackageと 呼 ぶo

関 税 法上 の 輸出 とは,「 内 国貨 物 を 外国 に向け て送 り出す こ とをい う」 とい う規定 に よ り,

そ の貨 物 が 外国 に向 け て 出帆 す る本 船 に積 込 まれ た 時 点以 降 が,輸 出 とい う状 態 で あ っ て,

法的 に は,税 関 に よ る船積 確認 が必 要 とな る。 と ころ で,輸 出貨 物 の通 関業 務 が,ど の時 点

か らは じ ま るか とい う と,製 造 業者 の手 か ら輸 出貨 物 が 保 税地 域 に搬 入 さ れた 時 点か らで あ

る。 こ ふで言 う保 税 地域 とは,指 定保 税地 域,保 税上 屋,保 税 工 場,保 税 倉 庫,保 税 展 示場,

税 関 が 指定 した保 税 地域 外 の他 所蔵 置,本 船扱,艀 中扱 をい う。 通 常輸 出の場 合 は,保 税 地 、

域 内 の保 税上 屋 に蔵 置す るが,こ ふでい う関 税 法上 の上 屋概 念 には,営 業倉 庫 を も含 む もの

で あ って,倉 庫業 法 の上 屋 と倉 庫 の区 別 とは異 って い る ので注 意 しな け れば な らない。

貨 物が 保 税地 域 に搬 入 さ れ る と,海 貨 通 関業者 は搬 入 届 また は 自主記 帳 を行 う。 シ ッパ ー

に対 しては,前 記 の よ うに入 庫 報 告を 行 うが,こ ふでは省 略す る。 搬入 届 とは 税関 お よび港

湾 管理 者(公 共 上 屋等 公共 施 設 に限 る)に 提 出す る書 類 で あり,自 主 記帳 とは,税 関 長 よ り

「自主管 理 適 用保 税地域 指定 書 」 を受 け た保 税地 域 の設 営 者が行 う記帳 を基 に した 自主 管 理

方式 で ある。
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/

(1)輸 出 申 告 業 務

シ ッパ ーは,関 税法 に もとず い て輸 出 申 告 を行 わ なけれ ば な らない。 す なわ ち 「政令 で

定 め る と ころに よ り,当 該貨 物 の品 名 な らび に数 量及 び価 格,そ の他 必 要 事項 を税 関長 に

申告 し,貨 物 につ き必 要 な検 査 を経 てそ の許 可 を受 け なけ れ ば な らなLtb」(同 法 第67

条)の で あ る。 輸 出 の 申 告を行 う ものは,当 然そ の貨 物 の輸 出 を行 うと ころ の シ ッパ ーで

あ るべ き筈 で あるが,通 関 関係 業務 を よ く知 ってい る人 で な い と,申 告 事務 を ス ム ーズに

行 うこと は難 か しい の で,通 関 業法 に もとず き税 関が 許 可 した,一 定 の資 格 を持 つ通 関業

者 が これ を行 ってい る。 通 関業者 とは,外 国 でい うCustomBrokerで あ って,現 在

(49年1月 末)横 浜 税 関 関係 の業 者 は163店 社,こ れに対 して京 浜 海運 貨物 取 扱 同業

会 にあつ ま る海 貨業 者 は102社 で,そ の主要 な 店社 は何れ も海 貨業 と通 関業 を 兼ね てい

る ので,わ れ われ は,こ れ を シス テム の見 地 か ら海 貨通 関業 と して一 括 した こ とは前 述 の

通 りで ある。 ・

通 関 業務 は先 ず輸 出 申告 か らは じ ま る。 こ の 申告 は京浜 港 では船 積48時 間 前 に行 わ な

けれ ば な らない。 但 しこの 時 間的制 限 は,神 戸,名 古 屋 寺主 要 港 の税 関 で は若干 ず つ異 っ

てい る。 申告 は輸 出 申告書(ExportDeclarationま た はE/D◎)に よ って行

'わ れ る
。 申告 書 は許可用,統 計 用,原 本用 の外 に銀 行 用(E/D⑧)が セ ・ トされ てお り,

この外 に次 の船積 書 類 が添 付 され る。

a)CommercialInvoice

b)PackingList

c)ExportLicence

d)輸 出 申 告 書 付票

e)そ の 他 法 令 に よ る 必 要 書 類

C/1(1～2)

P/L(1)

E/L(1)

(2)

(各1)

このうち輸出申告書付票 とは,輸 出される商品の うち,内 国消費税(主 として物品税)

が課されるものは輸出免税の規定があり,関 係書類 としてセットされたものである。 これ

らのもののほか トランプ類税輸出免税 トランプ類輸出証明書,輸 出免税酒類輸出(船 積)

証明書,砂 糖消費税輸出免税砂糖類輸出証明書,揮 発油税輸出免税揮発油輸出証明書等が

ある。

他法令による必要書類 とは次のものである。

a)輸 出 検 査 法

b)輸 出 入 取 引 法

輸出検査法による検査証明書で,通 関にさいして提出

しなければならない。

特定の仕向地に輸 出する特定貨物の取引について協定

す ることができる(届 出制)。

輸出組合(法 人)の 場合は,仕 向地の事情により輸出

貨物につきその価格等につき通産大臣の承認を必要と

することがある。
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c)輸 出 品 デ ザ イ ン法

d)食 糧 管 理 法

e)文 化 財 保 護 法

f)薬 事 法

g)肥 料 取 締 法

h)林 業 種 苗 法

i)蚕 糸 業 法

j)鳥 獣の保護に関する

繊

k)真 珠 養 殖 本 業 法

1)銃 砲刀剣類所持等取

締法

m)植 物 防 疫 法

n)家 畜伝 染病予防法

o)狂 犬 病 予 防 法

p)麻 薬 取 締 法

q)大 麻 取 締 法

r)あ へ ん 法

s)覚 せ い 剤 取 締 法

t)タ バ コ 専 売 法

u)塩 専 売 法

v)重 要美術品等の保存

に関する法律

特定貨物についてはデザインを登録することができる

(15年 間)。 デザインの認定を受けた後でなければ

輸出できない。

輸出することを条件として政府から売渡された もので

なければ輸出することはできない。

重要文化財は輸出禁止。文化庁長官が必要と認めて認

可することがある。

輸出用医薬品等については,法 律規定の一部適用除外,

その他必要な特例が定 められている。

輸出のため輸入する場合本法は適用されなへ

国内事情により相当と認められる措置がとられ る。

主務大臣の認可を必要とす る。

特定のものについては証明書を出す。

真珠検査所の検査を受け,そ の表示がなければ輸出で

きない。
ロ

公案委員会の許可。国際競技に参加する外人に対する

特九

輪入国において輸出国の検査証明を必要とするものが

ある。検査に合格 しなければ輸出できない。

輸入国において輸出国の検査証明を必要としてい るも

のがある。

輸出検疫を受けなければ輸出できない。

輸出禁止品 目あり。厚生大臣の許可を必要とし期間内

に輸出しない場合の処置が ある。

譲渡禁止◇

輸出禁止。厚生大臣の許可を得 て輸出。

厚生大臣の許可を得て輸出。

公社自身の輸出の外,輸 出のために売渡すことができ

る。輸出は義務づけられる。

公社自体の輸出の外,輸 出のために売渡すことができ

る。輸出は義務づけられる。

文化財保護法の施行により,本 法は廃止されたが,本

法施行中重要美術品の指定をうけた物は輸出貿易管理

令の別表にしたがい通産大臣の承認,文 化庁長官の承
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認が 必 要 となる。

(2)ExportDeclaration(E/D◎)

輸 出 申告書,す なわ ちExportDeclarationは,前 記 のよ うに海 貨通 関業 者が

荷主(シ 。パ ー)に か わ っ て税 関 に提 出 す る書 類 で あ って,同 じ内 容 のものが,許 可 用,

統 計用,原 本 と3通 要求 され る。 こ の外,海 貨 通 関業 者 の社 内 フ ァイ ル のため にさ らに1

枚 を加 え,通 常4枚 を セ ッ トと して タイプ され る。 また1枚 の 申告書 は品名3個 まで を扱

うので,4つ 以上 の 品 名 が あ る と きに は,ス ペ ヤ ー ・シ ー トが用 意 され て い る。E/Dの

作成 に あた っ ては,税 関業 務 の1部 が コンピ ュータ ー化 され てい るので,コ ー ド記 入 欄 が

設 け られ て お り,輸 出者 符 号,船 籍符号,積 込 港 符号,貿 易形 態別 符号,商 品名 コ ード,
ノ

仕 向地 番号 等 を記 入 しなけ れば な らな い。 商 品名 コ ー ド,す なわ ち税 関 の統計 品 目番 号 は,

国 際標 準貿 易分 類 表(StandardofInternatignalTradeClassifi-'

cation:-SITC)に よ る6桁 の コ ー ドで あ って,は じめ の4桁 はブ ラ ッセ ル関

税 率(BTN)と 対 応 して い る。

輸 出申告 書 は,税 関様 式C第5010号 と して規定 さ れ た書 式 で,海 貨 通 関業 者記 入 部

分 と税 関記 入 部 分 と に分 れ てい るが,海 貨通 関 業者 記 入部 分の ア イテ ムズ は,次 の通 りで

ある。

表 遭 一20ExportDeclarationの デ ータ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

301 あて先(税 関長)

302 申告年月日

蘂・001,201 輸出者住所氏名(荷 主)

003 代理人住所氏名(印)(海 貨通関業者)

012 蔵置場所

032 積込港(積 出地)

010 積載船(機)名(本 船名)

128 出港予定年月日

033 仕向地

303 都 市

304 国

305 本船扱,

306 ふ中扱

307 品名(統 計品目番号による品名)

008 個 数

007 記号(番 号)
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

⇔ 印は外国産品に 0308 生産地

限 る。 309 輸出承認又は契約許可番号,

銀行認証番号

*こ の場 合 の荷 310 添付書類

主 とは011の 荷 311 仕入書

主およびC/1の 312 輸出検査証明書

輸出者を含むもの 313 輸出取引承認書

で,全 部 が001 314 その他関税法第70条 関係許可,承 認書等。

の荷主とは限 らな 315 同上法令名

いo 316 取扱区分

317 輸出貿易管理令第 条 号扱

318 別表第 の 号扱

319 関税定率法第 条第 項第 号扱

320 内国消費税輸出免税(還 付金)扱

321 統計品目番号

322 単 位

323 数量(第1単 位,第2単 位)

324 申告価格(円 価 格,外 貨 建FOB,イ ンボ イ ス上 の

o
決済価格がFOBで ない場合はCIFな

い しC&1)

325 申告書枚数

326 保税運送

327 陸 路

328 海 路

329 空 路

330
/

期間(年 月 日か ら年 月 日まで)

陛)*印 は税関記入 *113,106 許可年月日(許 可番号)

*124 積込年月 日(船 積確認年月日)

112 申告番号

331 積込港符号'

332 船(機)籍 符号

333 貿易形態別符号 シ

334 仕向国(地)符 号

335 輸出者符合

336 通関士記名押印
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前 記エレ メ ンツの うち,本 船扱 い,ふ 中扱 い とい うのが あ るが,こ れは,本 船扱 い とは,

輸 出貨物 の うち,木 材,冷 凍 魚類,化 学肥料,セ メ ン ト,石 炭,普 通鋼材 等11品 目に限

り,本 船 に積込 んだ ま ふ通 関 を認 め る とい う制度 が あ って,こ れを さ して言 う。 また,ふ

中扱 い とは,は しけ に 積載 した ま ふ通 関が で き る取扱 い で,こ れ につ いて も品 目は限定 さ

れ る(38種 類)。 申 告書 類 の フロ ーは,下 図の 通bで ある。

他法令 による
'必 要書 類

Ψ
海貨通 関業者へ

他法 令による

必要書類

税

関

フ

ァ

イ

ル

E/D◎

E/D⑧

C/I

P/L

E/L

I/C

ExportDeclaration(税 関 用)

ExportDeclaration(銀 行 用)

CommercialInvoice

PackingList

ExportLlcence

InspectionCertificate

こ の フ ロ ー チ ャ ー トは,

の 例 で あ るo

蒼
蒼
可

審

検
許

o

図ll-2輸 出 申告書 類 の フロ ー

(3)通 関業 務(受 付,審 査,検 査,許 可)

前記 の よ うに,広 義 の通 関業務 は,輸 出貨 物 の 保税 地域 へ の搬 入 か らは じまる。 保 税 地

域 に は,指 定 保 税 地域,保 税上 屋,保 税 工場,保 税 倉 庫,保 税 展示場 が あ る。 指 定保 税 地
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域 とは,港 湾 管 理者 の公 共上 屋,野 積 場 等 で あ り,保 税 倉 庫,保 税 工場,保 税展示場 は,

外 国貨 物 を積 み戻 す場 合 に 関係 が あ る。 す なわち,保 税 倉 庫は 海 外 か ら持 って来 た 貨物 外

貨)を,一 時保 税 倉 庫 に保 管 し,そ の ま ふ積 戻 す場 合,保 税工 場 は,外 貨 を 加工 して積 戻

す 場 合,保 税 展 示 場 とは見本 市等 に展 示 した外 貨 を積 戻 す 場合 で あ る。 こ うして,通 常 の

輸 出貨 物 は,指 定 保 税地域 およ び保 税 上屋 に搬 入 して通 関す るの が普通 のケ ースに な っ て

い 奄

この外,他 所 蔵 置,本 船 扱 い,ふ 中扱 い とい う保税 地域 外で の通 関 を行 う制 度が ある。

こ の うち本 船 扱 い,ふ 中扱 いに つい て は,既 に述 べ た の で こ ふ では省 略 す る とし て,他 所

蔵 置 とは,重 量 物,生 鮮食 料 品,危 険物 等 の貨 物 で,港 頭 の保 税 地域 に搬 入 しだの では他

の 貨物 を損 傷す る恐 れが あ る とか,作 業 に差つ かえ が あ る とか い う場 合 に,税 関 長が 認 め

た保 税地域 外 に仮 澄 して通 関す る こ とが でき る制 度 を 指 してい う。

a)海 貨通 関 業者 オ フ ィ スに おけ る通 関 の準備作 業

通 関 の第1の 作業 は通 関 関 係書類 を税 関 に提 出す る こ とか らは じま る。 こ のた め に は下

記 の よ うな準備 作業が 必 要 で あ る。

① 輸 出貨 物 の上 屋 へ の搬 入 の 確認,ス テ ー タス ・チ ェ ック。

② 荷主 か らの通 関書 類 の受領 。

③ 書 類 の チ ェ ック,添 付書類 の確 認 、

④ 申告商 品名 につ い ての税 関統 計 品 目番 号 の 検 出,お よび各 種 コ ー ドのチ ェ ック。

⑤FOB価 格(な い しはCIF,C&1)の 算 出、

⑥ 申告 書 の タ イプ,書 類 の セ ッ トア 。フ三

⑦ 通 関 士 の審 査 と記名捺 印。

b)税 関 に おけ る書類 の 受理

税 関 に書 類 を提 出す る場 合 には,海 貨通 関業 者 の職 員 で税 関 に登 録 さ れてい る者が,審

査 課 の受 付へ書 類 を持参 す る。 受付 は通 常 貨物 の種 類 に よ ってい くっ かに分 れ て い るが,

これ は税 関 の規 模,あ るい は本 関 か分 関 か に よ ってち が っ てい る。 た とえ ば,横 浜 で は

① 農 水産 物 関係

② 繊 維 品,薬 品 関係

③ 機械 類,電 気機 械 類 関係

④ 精 密機 械 金 属 関 係

にわ か れ て い る。 そ れ ぞれ の受 付 には,副 審 査 官の職 員 がい て,書 類 を受 取 る と,必 要書

類 が完 全 にセ ッ トされ てい るか ど うか,輸 出の 承認 に 関 す る為 替上 の問題 は な い か ど うか,

E/D⑧ に関 して信 用 状 の期限 に間 に合 ってい る か ど うか,他 法令 関 係 の書 類 に不 備 は な

い か ど うか 等 々主 要 なポ イ ン トをチ ェ ック して,問 題 が なけ れ ば 受領 印を押 し,且 つ検 査

方 法 を 指示 す る。 この さ い検査 指定票 を発行 し,海 貨 通 関業者 は この検 査 指示 に したが っ

て,検 査 に立 合 う。
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c)第1次 審査 お よび検 査

第1次 審 査 で は,通 関書 類 の全部 に わ た って詳 細 に審 査 を行 い,こ れ と平行 して貨物 の

検 査 が行 わ れ る。 輸 出検 査 の 目的 は,輸 入検 査(関 税 を課 す る)と 異 って,申 告 と現物 が

同一 の もの で ある か,統 計 品 目番 号 と貨物 とが一 致 してい る か ど りか,ど の よ うな貨 物 で

あるか,P/Lが 添 付 され てい る か ど うか,不 良品 は な い か ど うかを確 認 す る こ とに あ る。

検査 には一 部検 査,全 部 検 査,見 本検 査 の3種 類 が あ って,多 くの場 合,税 関検 査 場 に一

部 の貨物 を持 ち 込ん で検 査 をす る一 部検 査(又 は検 査場 検査)が 行 わ れ る。 ま た税 関 長指

定 外 の特 別 の場 所 で検査 をす る場 合 に は時 間 当 りの検査 料 金 を支 払 わ なけ れ ば な らない。

d)第2次 審 査 お よび許可

第1次 審 査が 終 る と審 査 官 は確認 事 項 検 査結 果 等 を審 査 記録 に記 載 した うえ で,書 類

を2次 審 査 へ 送 る。 第2次 審 査 は,審 査 官 また は統 轄審 査官 に よ って総 合 審 査が 行 わ れ る。

こ れは一 般的 な検 査,鑑 定 を終 った後 で 重 点的 に行 う審 査 で あ って,こ れ を通過 す る と

E/Dに 許可 印 を押 し,書 類 が 許 可 に な る。

e)許 可 後 の 処理

書 類 が 許可 に な る と爾 後 の 手続 と し て税 関 では 原本用E/D,統 計 用E/D,銀 行 認 承

E/D等 を と りp前 記 の フ ロ ーチ ャー トの よ うに処 理す る。

① 税 関で フ ァイルす る もの

原本 用E/D,C/1,P/L,輸 出 申告書 付票 で あ ㌔ こ の外 統 計 用E/Dが

統計課 に送 られ て電 算 機処 理す る。.

② 日銀 へ 送 られ る もの

E/D⑬

③ 通産 省へ 送 られ る もの

C/1

④ 海貨 通 関業者 へ 返 され る もの

E/D◎,E/D⑧,E/L,1/C,免 税書 類,他 法 令 関係書 類

この うち海 貨通 関 業者 に返 され たE/D⑧ は,さ ら に荷 主 の もと に送 られ 荷 為替 手 形,

B/L,C/1,さ らに必 要 の 場合 は保 険証 券(1/P)お よび,P/Lを セ ッ トして外

国 為替 銀行 で買 取 って も ら う。 外 為銀 行 は,こ の買取 用E/Dを 日銀 へ送 り,日 銀 で は税

関か ら送 って きたE/D⑧ と相 互 チ ニ ック す る。 免 税 書 類 は海 貨通 関業者 が 税務 署 へ提 出

す る。

215LoadingDocuments=船 積 業 務 と船 積 書 類 の 作成

(1)船 積 書 類

通 関後,海 貨 通 関業 者 が行 う船 積 み まで の業務 の流れ に 口 次 の3種 類 の ものが あ る。

a)は し け 一 本 船 直積
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b)ト ラ ック に よ る船 側 持込(Go-Down)

c)戸 前 受

この うち,a,bは 在 来 方式 で戸前 受 制度 は新 ら しく設 け られ た制 度 で あ るが 現 在 あま

り用 い られ てい ない。 報 告 書 の記述 は,こ の順序 に したが って時系 列 の順 に,先 ず船 積 書

類 の作成 か らは じめ る。

①S/0(船 積 指図 書),M/R(本 船 受領 書)の 作 成

S/0(ShippingOrder)と は,船 社 が 発行 す る船積 指 図書 で あ るが,通 常

M/R(Mate'sReceipt)で 本 船受 領 書 とワン ライテ ィング でセ ッ トし海貨 通

関 業者 が 代行 す る。 同時 に,こ の セ ッ トはB/L(BillofLading)を セ ッ トす

る場 合 も多 く,貿 標 委試案 もそ の1っ で あるが帳票 の時 系 列 的関点 か らS/O,M/Rを

さ きに述 べ,次 い でB/Lに 移 る こ とに す る。

a)ShipPingOrder

表 皿 一21ShippingOrderの デ ー タ ・エレ メ ン ツ

コ ー ド エレ メ ン ト名

201 Shipper

202 Consignee

203 NotifyParty

214 OceanVesse1

215 PortofLoading

217 PortofDischarge

219 FinalDestination

248 FreightPayableat

251 NumberofBs/LSigned

220、

、
Mar'ks&Numbers

221 No.&KindofPackages

222 DescriptionofGoods

072,261 GrossWeight

070 ,262 Measurement

401 B/LNo.

402 S/ONo.

403 StowedinHatchNo.

404 Sign

112 E/DNo.

ShippingOrderも,Mate'sReceiptも,基 本 的 に はB/Lフ ナ ー ム に
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セ ッ トされ た ワ ン ライ テ ィング で あ って,各 船 社 と も大 体 に お いて同 じ よ うな内 容 であ る。

但 し船 社 に よ っては,各 ア イテ ムの呼 び方(名 称)の ち が い;あ るい は社 内業務 用 の特 記

事 項 が あ る もの もあ るが,こ ふで問題 とす るに は当 らない の で除外 す 為

②Mate'sReceipt

前記 のShippingOrderと 同 じ フナ ームで あ るが,レ シ ー トに は立 合検 教員 が証

明 した貨 物 の個 数,検 数員 の署 名,年 月 日等 が 追加 され ㌔

405

406

407

408

NoofPackages

DateandHour

Checker(署 名)

ChiefOfficer(一 等 航 海 士 署 名)

これ らの ものは,書 類作 成 時 で は な く,後 か ら記 入 す る もの で ある。

③BillofLading(B/L)

海 上 運 送 におけ る基 本帳 標 で,荷 為 替手 形 の 附属書 類の 中 で最 も重 要な もの で ある。

B/Lは 荷 為替 手形 と同 じ く,送 付 の途 中 で紛失 等 の事 故 が あ り得 るこ とを 考慮 して,同

一 内容 の ものを2通 な い し3通
,こ れ を1組 と して発行 し,そ れ ぞれ 発行 者 の正式 署 名 を

必 要 とす る。 各通 の船 荷 証券 は,独 立 して有効 で あ るか ら,為 替 銀 行 は この セ ッ トを全 通

入 手 しない と担 保 と して不 十 分 で あ って,こ う した場 合 には,荷 為 替手 形 の 買取 りに応 じ

な い のが 原則 で あ る。 また 場 合 に よ っては,B/Lコ ピ ーを10枚 も20枚 も要求 され る

場 合 が あ り,船 社 に よっ ては,手 仕 舞業 務 を電 算機処 理す るた め に,電 算 室用 コ ピ ーをセ

ッ トしてい る。

さ ら に またB/Lは 通 常輸 出者 の差 図式 とし て発行 され る こ とが 多 い。 この場 合,輸 出

者 す なわ ち シ ッパ ーは,白 地 裏 書 また は買 取 銀行 あての指 図裏 書 をす る。L/Cに よって

はB/LをL/C発 行 銀行 の指 図式 とす る明記 してい る もの も ある。

B/Lは"ク リーンB/L"す なわ ち貨物 の過不足,損 傷,包 装 のいた み等 リマ ーク つ

き の もの で ないのが 原 則 で あ って,こ のよ うな故 障 っ き のB/Lは 為替銀 行 で買取 を拒否

す る。 次 にB/Lは"シ ップ トB/L"す な わ ち 貨物が 実際 に船積 され た後 に,船 積 され

た 旨明 記 して発行 す るのが 原 則 で ある。 古 くは,B/Lの 発行 は船 長業 務 で あ った が,今

日では陸 上 で発行 し,FortheMasterと して船 長名 を記 入 す る。 船 社 が 自己 の 責

任 の及 ぶ範 囲 にお いて上屋 ま たは タ ー ミナル で貨 物 を受取 った ときにB/Lを 発行 す る場

合 が あ り,こ れ を ㍉ シ ープ ドB/L"と 呼 ぶ。 但 しこ の場 合 には,そ の貨物 が 実際 に船

積 され た後 に,こ れ を証明 す る ため に,そ の貨 物 を積込 ん だ船 名 お よび 目附 を 付 し て,On

Board .Notationと す る ことが 必要 で あ る。

船 荷 証 券,す なわちB/Lの 作 成 は,海 貨通 関業者 の重 要k仕 事 で ある。 通 常B/L課

と して,オ フ ィス の中 に多 くの職 員 を配 置 して いム 海貨 通 関業 者 は,前 記 の よ うに,同
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一 内容 のB/L数 遍 お よび必 要枚 数 の コ ピーを 作成 す る
。 こ れは船 会社 に持 参 してサ イ ン

を も ら った後,原 本 とコ ピーが 必要 枚 数 シ ッパ ーの も とに送 られ,シ ッパ ーは荷 為 替 手形

と と もに銀 行 に持 って行 っ て買 取 って も ら う。 同 じよ うに必 要 枚 数の コピーが船 社 に保 管

さ ち 船社 は こ れ を輸 送 業務 の ため に使 用 す る。 今 日に おい て は,す で に多 くの船 社 が

B/Lデ ータを コ ンピ ュ ータ ーで 処理 して い る ことは周 知 の 通 りで あ る。

B/L記 載 事項 は,船 社に よって若 干 の ちが いが あ る。 そ の詳 細 は 附録 に示 して あ る通

りで あ る。 それ で,こNで はそ の1つ の例 を示す に とどめ る ことに する。

表 皿 一22B/Lの デ ー タ ・エ レ メ ン ソ例

コ ー ド エ レ メ ン ト名

003,260 海貨通関業者名

201 Shipper

202 Consignee

203 NotifyParty

214 OceanShip

409 Voy.No.

275 LocalVessel

276 From

215 PortofLoading

217 PortofDischarge

219 Destination

410,050 UnitNo.

220 Marks&Nos.

221 No.ofUnitsorPkgs

221 KindofUnitsorPackages

222 DescriptionofGoods

072,261 GrossWeight

070,262 Measuremelnt

264 FreightandCharges

261262
, w

266 Rate

268 Prepaid

248 Prepaidat

1…
Collect

249 CollectPayableat
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

'

401

412

B/LNo.

FortheMaster(署 名)

以 上 の諸帳 票,す なわちS/0,M/R,B/Lは,ワ ン ライテ ング で通 常 作 成 され る

が,こ れ は通 関が 終 ってか ら作 成 され る のが本 来 の形 で あるけれ ど も,通 常 の業務 にお い

ては,通 関を見 込 ん で,こ れ と平 行 して行 われ る。 次 に庫 出 しか ら本 船積 込 の 作業 の順 に

なるが,海 貨 通 関業者 の作 業 手 順 は次 の よ うにな る。

② 作 業

A)は しけ 一 本 船 直積

作 業 手順 は次 の通 りであ る。

① 通関,S/Oの 確 認 船 腹 の 確認

② 本船 との荷 役打 合せ(通 常 シ ッビ ング ・エ ージ ェン トとの間 で何 日の何 時,何 番

ハ ッチ に,は しけ を ア ロ ングサ イ ドす る。 作 業開始 は何 時合 分頃 で あ ると い うよ う

な打 合せ を 行 う)。

③ は しげ,沿 岸 荷役,検 数 手配

電話連 絡 お よ び作業 依 頼 書 に よっ て各 関係店 社 に作 業 の依頼 を行 う。 作業 依頼 書

は通 常6～7枚 を作 成 して関 係者 に送 付す るが,必 要 に よ リパ ッキ ング ・リス トを

セ ッ トす る。

④ 作 業 依 頼 書'

作業 依頼 書 は特 に検 数業者 に対 して詳 細 なデ ータが 示 さ れ る。 は しけ落 しの 作業 の総括

的 なデ ータが 検数業 者(ド ック ・サ イ ド)に よ 与て作 られ るか らで あ る。 沿岸 荷役 に は別

に沿岸 作業 指示 書 が 送 られ る。

表 皿 一23作 業依 頼 書 の デ ータ ・エレ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

00'3 海貨通関業者名

411 検数業者名

412 発行日付

413 作業種別(輸 入 輸出,沿 岸回漕)

414 揚場又は積場所

201, 003 荷主(輸 出者)

010 本船名

019 入港年月日

018 バ ー ス 名

一62一



コ ー ド エ レメ ン ト名

306 ふ中扱(は しけ通関の場合のみ)

415 京浜間待ち(京 浜間の或る場所にはしけを停めて

通関する場合その場所を記入する)。

416 京浜間船側(船 側でのふ中扱)。

417 船内荷役業者名
.

401 B/LNo.

402 S/ONo.

007,220 マ ーク

009,222 品 名

008,405 個 数
、

072, 261 トン数

巨 ・8
は しけ船名

217 仕向港

056,057 注意 事項(ス テ ー タス ・チ ェ ック)

上記の外,担 当訊 担当者の押印および連絡電話番号の記入場所がある。

⑤ 沿 岸 作 業 指 示 書

沿岸荷役作業に対 する指示書である。その内容は次の通り。

表ll-24沿 岸 作業 指示 書 の デ ータ ・エレ メン ツ

コ ー ド エ レメ ン ト名

003 海貨通関業者名

419

420

沿岸荷役業者名

日付(書 類発行 日付)

010 本船名

142・ 揚場叉は積場(倉 庫名)

009,222

008,405

072,261

品 名

個 数

トン数

422

423

424

作業月 日

作業時間

手仕舞時間

418

056,057

は しけ船 名

注 意 事項(ス テ ータス ・チ ェ ック)

以 上 の外 に担 当課,担 当者 の サ イン,帰 社 時 間の 記入 等が あ る。
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⑥ タ リーシ ー ト

タ リ ーシー トと は,検 数 業者 が 発行 す る タ リ ー証 明 書 で あ り,海 貨 通 関業 者(沿 岸 荷 役

業 者)が は しけ業者 に対 して,は しけ積 み した貨物 の数 を証 明す る もので あ って,こ の数

量 は,本 船 に積 込 ん だ貨物 の数 と一 致 したけ れ ば な らない。 タ リーを実 施 す る前 に,海 貨

通 関業者 は搬 出 届 の提 出(港 湾 管 理 者 お よび税 関)ま た は 自主 記 帳(税 関)を 行 い,S/0,

M/R,E/D,必 要に よ りP/Lを セ ッ トした現 場 にお もむ き,こ れ らの書 類 を は しけ

船 長 に わ た して本 船 に届 させ るの が原 則 であ るが,実 際 に は書類 の破損 や紛 失 の危険 を さ

け るた め,S/0,M/R,E/Dは,陸 路(叉 は沖積 の場 合 は海 路)海 貨通 関業者 が本

船 に 届 け る しきた り にな ってい る。 一 方,作 業 依 頼 書 を受 け と った検数 業者 は,自 社 の 検

数 員 に この依頼 書 を渡 して,現 場 に出張 せ しめ,タ リー を実 施 し,そ の結 果 を タ リー ・シ

ー トに記 入す る
。

表ll-25タ リ ー ・シ ー トの デ ー タ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

413 作業種別(輸 出,輸 入)

010 本船名

018 バ ース(又 は ブ イ)

401 B/LNo.

402 S/ONo.

007,220 荷 印

009,222 品 名

008,405 個 数

422 作業年月日

423 作業時間

425 天 候

426 シ ー トNo.(書 類番 号)

427 検数員名(業 者名)

428 登録番号

003 海貨通関業者名

072,261 総重量

070,262 総容積

⑦ は しけ積 付図

単一 貨 物 で,本 船 積 込 の場 合,そ のは しけ の どの貨物 か らで も作業 を して よい場 合 に は,

こ の書 類 は 必 要 で ない。 こ れを必 要 とす る のは混 載 は しけ の場 合 を主 と し,本 船 積 込 の と

き,ど の輸 出者 の ど こゆ きの貨物 を本船 ハ ッチ の どこ に種 つ け る とい う,本 船 の ロ ーデ ィ
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命

ング ・プラ ンに したが って荷 役 す る場 合 に は,は しけ積 付図 を必 要 とす る。 これ は ,は し

け の どの部分 に どの輸 出者 の どこゆ きの貨物 が積 み こ まれ て い るこ とを 図示 した もので あ

る。 そ のデ ータ ・エレ メン ツは,次 の よ うにな ってい る。

表 皿 一26は しけ 積 付 図 の デ ータ ・エ レ メ ン ッ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

411,427 検数業者名(検 数員名)

428 登録番号

422 作業年月日
A

010 本船名

421 揚場又は積場

009,222 品 名

008,405 個 数

217 仕向港

418 はしけ番号

070,262 総容積

001,201 輸出者名

⑧ は し け 送 状

は しけ送状は,は しけ落 しの場合沿岸の検数業者が,本 船の主席検教員(シ ップサイ ド)

および自社立合の検数員 あて,そ れぞれ送付する送り状で,は しけ船長に託 して貨物とと

もにとどける。

表 五 一27は しけ 送 状 の デ ー タ ・エ レ メ ン ッ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

411 検数業者名

010 本 船名 ・
、

007,220 荷 印

009,222 品 名

008,405 個 数

217 仕向港

422 作業年月日

418 はしけ番号

429 はしけ到着時間

430 は しけ揚切時間

431 本船検数員(あ て先)
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⑨ 陸 積 報 告 書

検数業者が海貨通関業者に対 して発行するはしけ積報告書である。沿岸の河岸ない しは,

はしけバースから本船に向け貨物 をは しけ回漕する場合,必 らず しも1隻 のはしけですべ

ての貨物を送れるわけではない。作業が何日に もわたって行われる場合があ'って,そ のよ

うなときには陸積予定数量,前 日までの陸積数量,本 日の陸積数量,累 計,差 引というよ

うなデータを明記し,検 教員が署名す る。この報告書は海貨通関業者を通じて荷主(輸 出

者)に も送 られるので,検 数業者ファイルを入れると最低3通 を必要とする。

表 皿 一28陸 積報 告 書 のデ ータ ・エレ メン ッ

コ ー ド

◆

エレ メン ト名

001,201 輸出者名

003 海貨通関業者名

411 検数業者名

422 作業年月日

421 作業場所

425 天 候

1432 作業第佃 目1
418 はしけ船名

007,220 荷 印

217 仕向港

009,222 品 名

405 S/0面 元個数

433 本 日積個数

434 重 量(容 積)

435 はしけ積累計個数

436
.

は しけ積累計 重量/容 積

437 荷役開始時間'

438 荷役終了時間

439 荷(1日 で積 終 り)

440 .掛(作 業 未完 了)

441 当所陸積予定数量

442 前日迄陸積数量

443 本日陸積数量

444 累 計

445 差 引

427 検教員名

■
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⑩ 本船 タ リー ・シ ー ト

貨物 は,は しけ船 長が持 っ て来 た は しけ送 り状 と とも に本 船 に届 け られ る。 本 船 の検 数

員 は,海 貨 通 関 業 者 か ら届 け られたS/Oと 対 照 しなが ら貨 物 と書 類 と の間違 い の ない こ

とを確 め て検 数 を行 う。検 教 員 は,海 貨 を代表 す る ドック サ イ ドの検 教員 と,船 社 を 代表

す る シ ップサ イ ドの検 教員 とが 立ち 合 い,双 方 の合意 の うえ,貨 物 は本 船 に引 渡 さ れ る。

ドック とシ ップ との双 方 の検 数 員 が 立 つ こ とは,わ が 国独 得 の制 度 で欧 米 に は見 られ な い。

検 数員 は,そ れぞ れ のハ ッチ毎 に配置 され て検 数を行 い,タ リーシ ー トに 記 入す る。

表ll-29本 船 タ リ ー ・シ ー トの デ ー タ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

411 検数業者名

422 作業年月日

010 M./S.S.(本 船 名)

215 Port(積 出港)

446 HachNo.

447 from(荷 役 時間)

448 to

425 Weather

418,421 Lighter/Wh6rf

018 Berth

003 Forwarder

449 Discharge

450 Load

451 Shift
・

駐)(1)一 欄 ご と 452 Reload

の貨物の合計で 402 S/ONo.

あ る。
220 Mark,

瀞 タ リ ーシ

ー ト1枚 ご との 221 Style(KindofPackages)

合 計 で,1ハ ツ 453 Tally

チの作業が終る
(1) 454 Total

ときに は10～

20枚 の タ リ ー
路 455 T・talピkgs、

シ ー トが で き あ 寿 456 》T
が り,本 船 に派

遣 され てい るチ
龍 457 M/T

一 フ ・チ ェ ッ カ 458 Checker

一が最 終 的 に こ

れ を集計す る。
459 RegisteredNo.

、
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

460

461

462

Receiver(Checker)

RegisterdNo。

SheetNo.

本 船へ の貨 物積 込 は,あ らか じめ 作 成さ れ てい るLoadingPlanお よび,Stowage

Planに した が って順 番 に行 われ 島 根 付の順 番 に応 じては しけ が船 側 に到着 す る のが 理

想 で あ るが,実 際 に はそ うゆ か ない の で,船 側 に おけ るは しけ の入替 え に 多 くの時 間 を と

られ るのが 普 通 で ある。

⑪ 本 船 積 報 告 書

検数 業者 が 海 貨 通 関 業者 およ び輸 出者 に対 して発行 す る書類 であ 輪 こ の場合 も陸積 の

場 合 と同 様 に1日 で作 業が 終 らない ことが ある の で,は しけ元 個 数 本 日積 高,累 計,残

高 を 示す 項 目が あ る。

表 皿 一30本 船 積 報告 書の デ ータ ・エレ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

001,201 輸出者名

003 海貨通関業者名

411 検数業者名

422 作業年月日

432 第何 日目
'

010 本船名

019 入港年月日

1463 ステベ業者名1

018
.

バ ース(浮 標)

425 天 候

418 は しけ名
●

007,220 荷 印 ・

009,222 品 名

464 は しけ元 個 数(Pkgs,WレWtonS)

465 本 日積 高(Pkgs,M/Wtons)
. 1

466 累 計 又 は残 高(Pkgs,M/Wtons)

217 仕向港

467 作業開始時間

468 作業終了時間
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

'

469

470

460

M/R件 数

E/D件 数

検数員(署 名)

本船積込が終了すると,本 船の一等航海士は,そ れぞれのS/Oに 対応する貨物の受領

証 であるM/Rに サインしてこれを検数業者にわたす。検数業者はこれをE/Dと セ ット

して税関へ持 ってゆきE/Dに 船積確認の印をもらい,E/D,M/R,本 船積報告書を

セットして海貨通関業者に届ける。 海貨通関業者はM/Rを 船社へ持参 して,サ インされ

たB/Lと 交換受領 しそのB/Lを 輸出者 にとどけ ㌔

B)ト ラ ック に よ る船 側持 込(Go-Down)

(Go-Downと は主 として横浜 で 用 い られ る用 語 であ っ て,神 戸 では これ を突 提 出 しま

た は エ プロ ン出 しと呼 ん でい 為)

トラ ック に よる船 側持 込 は,港 湾 用 語 で ゴ ーダ ウン と称 す るが,こ の場 合,貨 物 は船 側

工 ープ ロ ンに おい て シ ッビン グ ・エ ージ ェン トに渡 さ れる。 作業 の手 順 は次 の通 りで ある。

① 通 関(E/D),S/Oの 確認,船 腹 の確認

② シ ・ビング ・エ ージ ェン トと の作業 打 合せ

③ 作業 手配 と搬 出 届(自 主 記 帳)

(a)ト ラ ック手 配 一 自社 トラ ック および業 者 へ の外 注 の ケ ースが ある。 何 種類

か の貨物 が あ る場 合に は トラ ック運転 手 に詳 細 指示 す る。

(b)現 場 手 配 一 作業 指示 書 また は 出庫指 図書 を発行 して庫 出 しを指 示 す る。

(c)搬 出届(自 主記 帳)一 港 湾 管 理者 お よび税関 に対 して搬 出 届を 出す

④ 貨物 の発 送

トラ ック運 転 手 にE/D,S/O,M/Rを 持たせ て 船側 まで は こぶ。 こ の さい

検 数 は立 てず,現 場 の 管理 者が 自社 タ リーを行 う。

⑤ 貨 物 の受渡 し1

シ 。ビ ング ・エ ージ ェン トが海 貨 通 関業者 か ら貨物 を受 取 るときは エ ージ ェン ト

手配 に よ る検 数員 が タ リーす る。 検 数員 はS/0コ ピ ー と貨 物 との照 合 を行 い タ リ

ーを して
,タ リー ・シ ー トに記入 す る。 受 渡 しが完 了すれ ばS/Oコ ピ ーにサ イ ン

を して トラ ック運転 手 に託 し,海 貨通 関業者 に渡 す。 これ が 貨物 の仮 受領 証 と なる。

本 船 積込 は,シ ッ ビング エ ージ ェン トが 行 うが,作 業 は エ ージ ェン ト手配 に よ る沿

岸 業者が 行 う。

⑥Go-DownCharge

コ㌧ ダ ウン ・チ ャージ とは,海 貨通 関業 者が シ ッビン グ ・エ ージ ェン トに対 して

支 払 う作業料 金で あ って,次 の項 目か ら成 り立 ってい る。
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船 社

認印

海 貨 業 者

M/R

BL

M/R

S/O

検量業者より

S/O
SLip

起票

通関SA)の 確

船主の確認

起票

起票

シッピンクエージュント

との作業打合せ

艀手配(や … ㍗『 艀業者
沿岸手配 苧 一 『P沿 岸業者

検数手配 『[◎ 一 一 『P検 散楽者

沿岸

作業依頼君

主 帳

搬 出 届

沿岸業者 ・検数業者へ

1

艀横付打 合ぜ

出庫指図

艀落 し

税関 ・港湾管理者へ

タ リ ー シ ー ト

貨物 と照合

起票

B/L
S/O

SLip

B/L

サイン

S/◎.⑭

M/R

はしけ横付図

は しけ送状

S/0に 艀名記入
に ㎡記入

ED

M/R

E/D

検数業者で
1時 保管

税関船積確認印

1時 保管

検

B/L

サ イン
輸出業者へ

本 船

はしけ積付図

S

M/R

タ リ ー シー ト

②

o

図ll-3は しけ 一 直 積 業 務 の フ ロ ー
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、

∫

トラ ック 降 し料 金

上 屋搬入 料

上屋 保 管料

上 屋搬 出料

横 持 料 金

枝 数料 金

時 間外割 増 料 金

⑦ 船 積 後 の措 置

a)M/Rを 本 船 か ら も らっ てE/Dと セ ッ トして税 関に提 出,船 積 の確 認 印 を も

ら う。

b)M/R,E/Dは シ ッビング エ ージ ェ ン トが一 時 保管 し,M/Rを 船 社 に 持参

してB/Lの 交 付 を うけ る。

c)シ ッビ ング ・エ ージ ェン トは,海 貨通 関業 者 か らゴ ーダ ウ ン ・チ ャージを 受取

り,こ れ と引 かえ にB/L,E/Dを 渡 す。

d)海 貨通 関 業者 は,B/Lを 船 社か ら受 取 り輸 出者 に送 付す る。

C)上 屋戸 前受(TRS)

上屋 戸前 受 とは,シ ッビ ング ・エ ージ ェン トが 管理 す るバ ース直 背 の上 屋 で海 貨 通 関業

者 か ら貨 物 を受 取 る制 度 で,別 の言 葉 で いえ ぱ,船 社 の責任 に お い て上 屋 で貨物 を受 取 る

制 度 で あ る。 外 国 で は主 と して この 方式 を とっ てい るが,わ が国 で は まだ あ ま り普 及 して

いなVM上 屋搬 入 まで の海 貨通 関業者 の業 務 処 理は,Go-Downの 場 合 と全 く同 じで あ

るo・

① 通 関(E/D),S/0の 確 認

② シ ッビング ・エ ージ ェン トとの作業 打 合せ

③ 作 業手 配 と搬 出届(自 主記 帳)

(a)ト ラック手配 一 自社 トラ ・ク およ び業 者へ の外 注 の ケ ースが あ る。 何 種類

か の貨物 が あ る場 合 には,ト ラ ック運 転 手 に詳細 指示 す る。

(b)現 場 手 配 一 作業 指示 書 また は 出庫指 図書 を発行 して庫 出 しを指示 す る。

(c)搬 出届(自 主 記 帳)一 同時 に港 湾 管理 者 お よび 税関 に対 して搬 出 届 を提 出,

また は税 関 に対 して自主 記帳 す る。,

④ 貨 物 の発送

トラ ック運転 手 に,通 関 済貨 物 の ときはE/D,S/0,M/Rを 持 た せ(但 し

.S/O,M/Rの か わ りにD/Rす な わちDockReceiptで もよい。 但 し現

在 ほ とん どがS/0,M/Rで あってD/Rの 場 合 は あ ま りな い。)上 屋 戸前 まで

は こぶ。 こ の さい検 数 は立 てず,現 場 の管 理者 が 自社 タ リーす る。 未 通 関貨 物 につ

い ては,E/Dの かわ りに貨物 搬入 票 を持 たせ る。
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⑤ 貨 物 の受渡 し

シ ッビング ・エ ージ ェン トが海 貨通 関業 者 か ら貨物 を受取 る と き には,エ ージ ェ

ン ト手配 に よる検 教員 が タ リーす る。

検 数員 はS/Oコ ピ ー と貨 物 とを照 合 しつつ タ リーシ ー トに記 入す る。 受渡 しが

完 了すれ ば,シ ッビ ング ・エ ージ ェン トは,海 貨 業者 か ら要求 が あ れ ば.Recieved

B/Lを 発 行す る。 こ のRecievedB/Lは シ ッビン グ ・エ ージ ェン とが 単 に

貨物 を受 取 った とい う受領 証明 書 で あ り,船 荷証 券 とは関係 な へ した が って,本

来 のRecievedB/Lと は性 質 の ち が った ものでShippedB/Lに す るこ

とが で きない。 こ の点,わ が 国 の港湾制 度の 特殊 性 に由来 す る もので ある。

⑥ 税 関 の船 積 確 認

シ ッビ ング ・エ ージ ェン トは,S/0,M/R,E/D(若 し くはD/R,E/D)

を一 時保 管 し,船 積が 完 了す る とE/D,M/R(D/R)を 税 関 に持 参 し,船 積

確 認 印 を も らう。

⑦ 海 貨通 関業 者 はTRSChargeを 支 払 い,シ 。ビ ング ・エ ージ ェン トか ら

E/D,M/Rを 受領 す る。

⑧ 船 社 はM/Rと 交換 にB/Lを 発行 し,海 貨 通 関業者 に わた すT。

⑨ 海 貨通 関業 者 はB/Lを 輸 出者 に 送付す る。

22・ コ ン テ ナ ー 貨 物 及 び コ ン テ ナ 一-

221コ ン テナー 貨 物 の特 殊性

コ ンテナ ーの海 上輸 送 は,戦 後 の外 国貿 易に おけ る著 るしい技 術革 新 で あ った。 そ の 目的

とす る とこ ろ は,輸 送 費 の コス トダ ウン お よび輸 送 の ス ピー ド ・ア ップ た ある。 特 に コ ンテ
コ

ナ 一事 用 船(フ ル ・コ ンテ ナ ー船 う,コ ン テナ ー ・タ ー ミナ ル の出現,巨 大 な ガ ン ト リー ・

クレ ーンや ス トラ ッ ドル ・キ ャ リヤ ー,あ るいは専用 シ ャーシ ーの利 用,鉄 道 に おけ るユ ニ

ッ ト ・トレ ーン方 式新 ら しい フ ィーダ ー ・サ ー ビス と コンテ ナ ー ・ポ ー トとの結 合等 々,こ'

れ まで に見 られ なか った 全 く新 らしい 方 式が 現 わ れ たδ これ らの技術 革 新 は,或 る意 味 にお

いて貿 易業務 の革 新 につ なが り,そ のオ ペ レ ーシ 。ンに おけ る情報 シ ステ ムの導 入 をは じめ,

貿 易業 務 そ れ 自体 に大 きな 変革 を もた ら しつつ ある。

特 に,そ の海陸r貫 輸 送,な い しはIntermodalTran.sportationの 思想 か ら

ロ

して海 上 コ ンテナ ーのCarrierで あ る船社 が,貨 物 の集貨.配 送 等 の 内陸 の業 務 に まで

業 務 の範 囲 を拡 張 し,貨 物 や貿 易手続 の面 に大 きな変 化 を生 じて い るこ とは周 知の 通 りで あ

る。 この実 態 を分 析 して,わ れ われ は コン テナ ーの フ ロ ーを次 の よ うに分 類 す ㌔

① シ ッパ ーズ ・パ 。ク

② キ ャ リヤ ーズ ・パ 。ク

③ フ ナ ーワ ーダ ーズ ・パ ック
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この分 類 は,誰 が ど こで コ ンテ ナ ーに貨 物 を詰 め るか,ど こで通 関 をす るか とい う業務 のt

機 能 上 の ちが い に よる分 類 であ って,さ ら に輸 出通 関 を行 う場所 のちが い に よ って,以 上 の

3つ の分類 が,そ れぞれ2つ づつ のフ ロ ー を持つ こ とに なる。 すな わ ち

① シ 。パ ーズ ・パ 。ク1

製 造 業 者 のヤ ー ドで通 関,バ ンニ ング を行 い,そ の ま ふコン テナ ー ・ヤ ー ドに持 ち こむ。

これ は大 量 の貨物 を輸 出す る大手 の メ ー カ ーに 多い ケ ースで あ って,CL(Container

Load)カ ーtす な わち,コ ンテ ナ ー1ぱ いの貨 物 を積 み こむ場 合 で ある。

① シ ッパ ーズ ・パ ック 皿

保 税上 屋 で通 関,パ ニ ング を行 い,コ ンテ ナ ー ・ヤ ー ドに持 ち こむ場 合で,保 税 上 屋 ま

で は在来 の トラ ック輸 送 で貨物 を送 りこ観 保 税 上 屋 で荷主 業 務 を 代行 す る海 貨通 関業 者

が複 数 の輸 出者 の貨物 をコ ンテ ナ ーに混 載 す るケ ース で ある。

② キ ャ リヤ ーズ ・パ ・ク1

キ ャ リヤ ーとは,コ ンテ ナ ーの運 送 人 で あ る船 社 を意味 す る。 この場合,貨 物 は在 来形

式 でCFSに 持 ち こ まれ,CFSで 通 関,バ ンニン グを行 いCYへ 持 ち込 む ケ ース で あ る。

② キ ャ リヤ ーズ ・パ ック 五

保 税 上 屋 で通 関 を行 い,そ の まN貨 物 をCFSへ 送 り,CFSで バ ンニ ング し,CYへ

持 ち こむケ ース であ る。 ② ② ともに,船 社 の 責任 の も とに あるCFSパ ニ ング の形 を と

る ので,こ れ をキ ャリヤ ーズ ・パ ック と呼 ぶ。'

③ フ ナ ーワ ーダ ース ・パ 。ク1

海貨 通 関業 者 が 内陸 のCCD(ContainerCargoDepot)で 通 関,バ ンニ ン

グ を行 いCYに 持 ち込 むケ ース で あ る。CCDと は,各 船社が,バ ン ニン グ の場所 が あ ま

りに多 方面 に分散 す るこ とをさ け,こ れ を1ケ 所 に集 め よ う と して 作 った制 度 で あるが,

今 日で は用 い られ て い ない。

③ フナ ーワ ーダ ーズ ・パ ック ∬
■

これ もあ ま り多 くな いケ ース で,保 税上 屋 で通 関 し,CCDで バ ンニ ン グ してCYに 持

ち こむ ケ ース で あ る。 こ の ケ ースは,実 際 には,行 われ てい ない。

以 上 の6種 類 の フ ロ ーの うち① な い し② が 最 も多 いケ ースで,コ ンテ ナ ーの オ ペv－

シ ・ン は,現 在 の とこ ろ船 社 を主 体 とす る ところ の キ ャ リヤ ーズ ・パ ックが 中心 とな ってい

るo

コ ンテ ナ ーのオペ レ ーシ ・ンの原 理 は ,1ケ 所 に中 心 的 な コン テナ ー ・タ ー ミ ナル を作 っ

て,そ こへ貨物 と業 務 と輸 送 機能 を集 中す る と ころ のOnePortSystemで あ り,他

の近 くの港へ は フ ィーダ ー ・サ ー ビス に よ ってコ ンテ ナ ー を運 ぶ の を理 想 とす る。 す な わち,

フル コンテ ナ ー船 の回転 を早 くす るた め,コ ンテ ナ ー船 が多 くの港 へ寄 港す る こ とは 合理 的

で な い。 それ で,こ のオ ペレ ーシ ョン の原 則 に よ って,特 定 の コ ンテ ナ ー ・タ ーミナル へ特

定航 路 の貨 物 が 集 中す る傾 向 を生 じた。 す なわ ち,
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(邦 船)北 米航路(東 岸,西 岸,ガ ル フ)}

東京 港欧 州 航路(外 船 を含 む)

豪 州航 路 そ の他 横浜 港

(外 船)北 米 航路 そ の他 横 浜 港

の よ うに わ かれ てい る。

次 に輸 出業務 で あ るが,先 ず輸 出書 類 業 務 お よ び通 関業務 は,在 来 貨物 の場 合 と全 く同 じ

で あ る。 た だ船 積 書類 業 務 とオペ レ ーシ 。ン業務 とがち が って来 る。 そ れ で,輸 出 書類業 務

と通 関 業務 とは,こ ふで再 び説 明す る こ とを省略 し,船 積書 類 とオペ レ ーシ ・ン業務 とを,

前 記 の よ うな6種 類 の フ ロ ーに した が っ て,そ れ ぞれ 説 明す る こ と とす る。

と くに,こ のさい注 目 しな けれ ば な らな いの は,先 ずオ ペ レ ーシ ・ン面 で の特 色 で あ る。

在 来定 期船 のオ ペ レ ーシ ・ンが,そ れ ぞ れ船 社別 に行 わ れ るのに対 して,コ ン テナ ー船 は,

ス ペ ース ・チ ャ ータ ー方 式 に よ るグ ル ープ別 のオペ レ ーシ ョン と なる。 周 知 の よ うに,日 本

/北 米 西岸 の コ ンテナ ー航路 に邦 船 が は じめ て就航 した とき,コ ンテナ ー船 を持 つ印 船6社

は,郵 船,昭 和 の2社 グ ル ープ お よ び商 船 三井,川 崎,ジ ャパ ン ライ ン,山 下 新 日本 の4社

グル ー プ にわか れ,そ れ ぞ れス ペ ース ・チ ャ ータ ー方 式 に よ るジ 。イン ト ・サ ービス を開始.

した。

次 に,こ の ジ ・イ ン ト ・サ ービスは,提 携 船 社が 発行 す るB/L約 款 の統一 とい うこ とを

必須 条 件 と し,且 つ コンテナ ー ・サ ービス の 合理 性,ス ピ ー ド性は,2つ の グ ル ープ 間,す

なわ ち6社 間 に おい て,主 要 約款 の主 旨が統 一 さ れ,B/L運 用 面 に お い て も統 一 す るこ と

が必 要 とな った。 そ の後,国 際 的 な貿 易 書式 標 準化 の運 動 が 進 み,1970年 に,B/Lの

国 際統 一 フt－ ム(ECELayoutKey)を わが 国 も採 用す る こ とに な ったの は 周知

の通 りで ある。

しか しなが ら,コ ンテナ ー ・オ ペ レ ーシ ・ンの必要 条件 と左 って い る情 報 処理 は各船 社 別

に 別 々の シス テ ム を開 発 して お り,コ ンテナ ーのオペ レ ーシ ・ン 自体,各 船 柱間 に おい て必
ロ

らず し も一 致 してい ない。 また外 船 と邦 船 との 間 にお いて も,各 種 の コンテ ナ ー ・ドキ ュメ

ン ソや オ ペ レ ーシ 。ンのち が いが ある こ と も指適 して おか ねば な らな い重 要 な ポイ ン トで あ

る。 この よ うな関係 鳴 以下 述 べ る と ころは,凡 そ標 準 的 であ る と思 われ る フ ロ ーに と どめ

るこ ととす る。

222シ ッノ⇔一ズ ・パ ック

(1)シ ッパ ーズ ・パ ック1

製 造業 者 のヤ ー ドにおい て バ ンニ ング を行 いCYに 持 ち こむ ケ ースで あるが,通 関 の場

所 が製 造 業者 の ヤ ー ドで あ る(1-1)か,CY通 関(ll-2)で あるか に よ って2種 類

の フロ ーを生 じる。
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① 作 業 受 注

輸 出者(Shipper)か ら電話 また は文 書 に よる作 業依頼 が あ る。 こ れ は企 業 に よっ

て,ま た貨 物 の 種類 に よ ってそ の 内容が 異 っ て来 るが,通 常 の雑貨 の場合 に は,在 来 貨物

の場 合 と ほs同 じで ある。(第1章 パ ラグ ラフ1,配 送通知 参 照)

表fi-31作 業 受注 に 必 要 なデ ータ ・エ レ メン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名 .

001 荷主名(輸 出者)

002 出荷主名(製 造業者名)

003 海貨通関業者名

501 作業場所

502 作業月日(時 間)

007 ・マ ーク

008 個 数

009 品 名

010 積込船名

Ol1 船社名

128 出港予定日

コ ンテ ナ ー貨物 の場合 は,在 来貨 物 の場 合 と異 って,最 初 の段 階 か ら積 込 船 名,船 社 名,

出港 予定 日が 明 確 にな ってい る。 ま たバ ンニ ング の段階 です で に輸 出書 類 が揃 ってい る の

が 原 則 で ある。 作業 依 頼 を受 け た海 貨 通 関業 者 は それ ぞれ作 業手配 を行 う。

② 作 業 手 配

コンテ ナ ー貨 物 の処 理(バ ンニ ング)お よ び通 関等 の依頼 を うけ た海 貨通 関業 者 は,そ

れ ぞ れ の社 内 の 関係 部課 へ の作 業 の 指示 を行 うが,1-1の 場合 は,税 関 吏が 製 造業 者 の

ヤ ー ドに出 張 して お り,ま た検 量員,検 数員 も契約 に よ って現場 に 常駐 して い る こ とが 多

い の で,特 別 の手 配 を必要 と しな い。 また コンテ ナ ーのCYま で の輸 送(ド レ イ エ ージ)

は,コ ンテ ナ ーのオ ペ レ ーシ 。ン を行 うキ ャ リヤ ー(船 社)側 の責 任 で行 うの で,海 貨 通

関業 者 の 手配 を必 要 と しな い。1-2の 場合 も同 様 で あ る。 但 し1-1は 製 造業者 ヤ ー ド

通 関で ある の で,海 貨通 関 業者 は,1部 バ ン ニン グに も関係す るが,工 一2の 場 合 は,バ

ンニ ング に は関係 しない。

シ ッパ ーズ ・パ ック1の 場 合vaOl,海 貨通 関 業者 の主要 な 業務 は,通 関 お よび コン テナ

ーB/L
,ド ック レ シ ー ト(DockReceipt:D/R),コ ンテ ナ ー ・ロー ドプ ラ

ン(ContainerLoadPlan:CLP)等 船 積 書類 の作成 で あ る。 これ らの業 務 に

つ い ての社 内処 理 は,そ れぞ れ の店社 に おい て異 ってい るが,こ ふにD社 の例 を挙 げ て説

明す 為D社 の 場合 は,コ ンテ ナ ー貨 物 も在 来貨 物 も,七 枚 セ ッ トの 同一 フ ナ ーム に よ る
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帳 票 によっ て処 理 してい るのが 特 色 で,1部 コ ンピ ュ ータ ー処 理 してい る。

③ 輸 出船 積 台帳(作 業依 頼 書)営 業 控→ 機 械処 理用(セ ッ ト1枚 目)

表 皿 一32輸 出船 積 台 帳 の デ ータ ・エ レ メ ンツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

503 荷主担当者名

504 同電話番号

505 ShipPerCodeNo:

506 Vessel(Code)'

201 Shipper

202 Consignee

203 Notify

019 本船入港日(入 港年月日)

128 〃 出 港 日(出 帆 日時)

215 From(PortofLoading)

217 to(PortofDischarging)

220 Marks&Nos.

223 No.ofP/kgs(Quantity)

222' Description

261,262 Weight&Mment

269 FreightCollect

268 FreightPrepaid

310 免税有無

507 内 貸,外 貨

319 関税定率法 条扱

508 戻 税有 無,No.

250 B/L発 行地

,249 Freight支 払 地

309 E/LNo.

266 FreightRate

251 B/Lオ リジ ナル枚 数,コ ピ ー枚数

509 M/Wリ ス ト,オ リジナ ル お よび コピ ー枚 数

510 Sea&AirCargo

237,238,239,240 積 地(CY,CF'S,Door,CCD)

241,242,243,244 揚 地(CY,CFS,Door,CCD)

ノ
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

511 要望事項

513 請求先名

514 請 求先 コー ド番号,請 求番 号

515 課 長 係長 係 印,課,月,No.

009 項目(品 名)

516 同 コ ー ド

517 CFT

518 LBS

519 請求屯額

520 単価

521 金額

以上 の うち,前 頁519ま で が7枚 セ ッ トの ワン ライテ ィン グ部 分 で,そ の 下欄 は それ

ぞ れ の 作業 に必 要 な項 目が印 刷 され てい る。 こ のフ ナ ーマ ッ トで特 に注 目す べ きこ とは,

最 初 か ら200台 の デ ータ がそ ろ ってい る こ とで あ る。 こ れは,在 来 貨 物 とちが って,コ

ンテ ナ ー貨 物 で は,最 初 か ら船積 書 類 のデ ータが 入 手 し得 るこ とを示 して い 島 さ らに,

貨 物 の受領 と保 管 に必 要 なデ ータ のほ か に,B/L関 係,通 関関 係 デ ータお よび請求 業務

用 の デ ー タを も含 ん でい る。

④ParticularsofShipment(セ ・ ト2枚 目)

こ れ はB/L作 成用 の帳票 で あ って船積 関 係 セ クシ 。ン に送 られ る。 ワ ン ライテ ィング

の部 分 は 前項 と同様 で,最 下欄 に次 の ものが ある。

522

523

524

525

526

審 査

B/L作 成

S/0作 成(但 し在来 船 に限 る)

cft@Per=

Total

こ の2枚 目 と3枚 目に は,何 れ も受 渡 用 と印刷 され てい るが,2枚 目 と3枚 目で は下欄

の 記入 事 項が ちが ってお り,そ の用途 が異 ってい る こ とを示 してい る。

⑤ 輸 出船 積 台帳Cセ 。 ト3枚 目)

受渡 用 で下 欄 は次 の よ うに な っ てい る。

402

401

527

S/ONo.

B/LNo.

S/0提 出 日
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528

529

S/O受 諾日

B/L提 出日

S/Oは コ ンテナ ーの場 合 に は必 要 ない が,こ の書 類 は,

を同 時 に処理 す る こ とが で き るよ うに工夫 さ れ てい る の で,

⑥ 輸 出通 関依 頼 書(セ ッ ト4枚 目)

下欄 に通関 関係 料 金 お よび 請求 金 額 を記 入 す る。

コン テナ ー貨物 と在来貨 物 と

こ の記述 が ある。

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

通関課請求金額

輸出受渡課請求金額

通関料1,500,件 分割 ・¥

割 増¥

数量訂正 ・申告取消 ・E/L取 得 ・銀行訂正 ・

定率法第 条

免税 ・船名変更 ・他所蔵置¥

開 庁¥

検 査¥

交通費¥

申告税関(分 関 ・山下 ・本校 ・鶴見 ・高島 ・瑞穂)

112申 告番 号

⑦ 輸 出船 積 台帳(現 業 用)(セ ッ ト5枚 目)

現 場 に対 す る作 業 指 示書 で あ って,ワ ン ・ライテ ィン グ部分 は,何 れ も同 一 フォ ーム と

な ってお り,最 下欄 にB,G,艀 中 とい う作業 場 の区 別 が 示 さ れ てい る。

540

541

B(バ ージで艀 扱い の指 示)

G(ゴ ー ・ダ ウ ン扱 い の指示)

306艀 中(艀 中扱 い の指 示)

これ に よって,現 場 では,そ れ ぞ れ の手 配 を行 う。 但 しこれ は在 来 貨物 中心 の指示 で あ

るが,時 と して コ ンテナ ー をは しけ開 港 し,在 来船 に積 み,あ る いはGo-Downで 船 側

に持 ってゆ くケ ース が あ る。 艀 中 扱 いは コンテ ナ ーには 関係 ない 。

⑧ 輸 出荷捌 依 頼書(セ 。 ト6枚 目)

ワ ン ・ラ ィテ ング 部 分は 前記 の通 り。 下欄 に次 の項 目が あ る。

066搬 出月 日

542

543

L(ル ー ズ ・カ ー ゴ)

C(コ ン テ ナ ー ・カ ー ゴ)
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540

541

B(バ ージ)

G(ゴ ー ・ダ ウ ン)

544 タ ー ミナ ル 受

418は しけ 船名

079,084検 量 月 日

018バ ース

463ス テ ベ

1・4・ 作業年月日

058 搬入番号(入 庫番号)

1546 工 程(各 種 工程 コ ー ド) 1
008

029

数

姿

個

荷

547

548

549

550

取扱数量

特約単価

特約金額

支払先コード

'上 記545以 降 は
,マ シ ーンに イ ンプ ッ トす るデ ータ の メモで あ って,こ の依 頼 書 は,

当社 の営 業 部 か ら,沿 岸 荷役,は しけ,検 数,検 量 等,外 部 に対 す る作業 依 頼書 と して も

利 用 され る。

⑨particularsofShipment(セ ッ トの7枚 目)

スペ ヤ ー ・シ ー トで,社 内,社 外 に対 す る作業 依頼 の予備 に 使 われ る。 以 上,前 に もの

た よ うに,こ のセ ッ トは,在 来貨 物 と コ ンテナ ー貨物 とを 同一書 式 に よ って扱 え る よ うに

な っ てい て,コ ンテ ナ ーだけ の書類 で はな いが大 手 の店 社 で は,ど こ で も,こ の よ うな方

式で 処理 して い る。

以 上 の作 業手 配 に よ って,通 関 関係 のオ フ ィス で は,輸 出書 類 の受領,輸 出申 告書 の作

成 を行 う。 輸 出書類 の作 成,E/Dの 作 成 通 関業 務 は在来貨 物 と全 く同 じ であ る ので,

こ ふでは省 略す る。

次 に シ ッパ ーズ ・パ ック1-1,1-2の 何 れ の場 合 に も,コ ンテ ナ ーは シ ッパ ーの ヤ

ー ドで詰 め られ,シ ールす る ので,通 関は書 類面 の 審 査 だけ に終 る。 特 に税 関が 必 要 と考

え る場 合 に は 税 関 吏 が現 場 まで 出張 す る。 さ らに,シ ッパ ーズ ・パ ック1-1,1-2

の何 れ の場 合 に も,コ ンテナ ーに貨 物 を詰 め る場 合 には,輸 出者 か らの依 頼が なけ れば,

検 数 検 量 は行 わ ない。 この場 合,ド ック レ シ ー トお よびB/L面 に は,品 名,数 量 等 に

関 して はttShippe〆sLoad&Count"な い しは"SaidtoContain)1と

記 してキ ャ リヤ ーの責任外 と なる。 こ の さ い,内 容 につ い ては輸 出者(海 貨 通関 業者 が 代

行)が 作 成す るCLP(ContainerLoadPlan)が 唯Lの デ ータ とな る。
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⑩CLP(ContainerLoadP1an)

邦 船6社 は,'CLPと い う用 語 に統 一 して い る が,外 船 はContainerDetail

Report(U.S.L)あ る い は カ ス トム ス ・マ ニ フ ェ ス ト(U.S .Custo孟sIn-

wardForeignManifest)も っ て こ れ に か え てい る例 が あ 偏 別 紙 に,こ の 間

の 邦 船,外 船 の 帖 票 の ち が い を示 し て あ る の で参 照 され た い 。 こ 〉 で は邦 船 が 使 用 して い

るCLPに つ い て 説 明 す る。

C .LPと は コ ン テ ナ ー積 荷 明 細 で,通 常10枚 を も っ て1セ ッ ト とす るb

Shipper-CFS

MachineDept.Copy

OfficeCopy

揚 地Copy

CustomCopy

本 船CoPy

CYCopy

そ の デ ー タ ・エ レ メ ン ツ は次 の 通 り で あ る 。

1

1

1
占

4

1
凸

1

1

表ll-33CLPの デ ー タ ・エ レ メ ン ッ
o

コ ー ド エ レ メ ン ト名

214 OceanVesse1

409 Voy.No.

215 Portof]しoading

217 PortofDischarge

551 PlaceofReceipt(Pick-upPlace)

238,239 CY,CFS(受)

240 Door(受 地 名)

552 PlaceofDelivery(渡 し地 名)

242,243 CY,CFS(渡)

244 Door(渡 し地 名)

201 Shi'pper

222 DescriptionofGoods

553 種 類(DryReef.,Dang。,Bulk,Liquid)

221 No.ofPackings

'

221 KindofPackages

'

030 M/T(cft)

031 W/T(Lbs)
、
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

554 コンテ ナ ーの種 類

555 コ ン テ ナ ーの サ イ ズ

556 貨物詰込場所

557 Remarks

202 C。nsignee

203 NntifyParty

558 D/RNo.

559 ContainerNo.

560 SealNo.

220

'

Marks&Nos.

112 E/DNo.

256 、ReeferTemperature

258 DangerousClass

401 B/LNo.

561 NewSealNo.

562 ReasonforBreakingSeal

鱒 563 TotalNo.ofPackages

番 564 TotalWeight&Measure

565 TareWeight(コ ン テ ー 自 重)

566 GrossWeight(Lbs)

567 ドレ イ ・マン(運 転 手)サ イ ン

568 CYサ イ ン

569 PackedBy(ShippeL/CFS)サ イ ン

蒔印 は コ ンテナ ーに つめ られ た貨物 の総 数 お よび重 量,容 積 であ って,こ れ ま で に 出

て来 たB/L1件 ご との組 数,重 量,容 積 とは異 ってい る。

⑪D/R(DockReceipt)

ドック ・レ シ ー トはCLPと と もに,コ ンテ ナ ー ・オペ レ ーシ 。ン に関す る基 本 的 な書

類 であ って,邦 船 の場 合 には,船 主協 会統 一 フナ ー ムで6社 共 通 にな ってお り,B/Lマ

ス タ ーが セ 。 トされ てい る。 外 船 の場 合 は,B/Lを はず した ものが 多 く,ま た シ ー.ラン

ド社 の よ うに,ShortFormB/Lを セ ッ トした もの もある。 邦 船 の場 合,セ ッ ト枚

数 は8枚 で あるが4枚(APL)と い うよ うな,す くな し(もの も ある。8枚 の内訳 は,次

の通 りで ある。

ShipPer'sCopy'1

0riginal1
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B/LMas.terl

MachineDept.Copy1

0fficeCopy1

揚 地 コ ピ ー1

'CustomCoPyl

CY-CFSCopy1

邦船 の ド ック ・レシ ー トは,可 な り詳 細 な内容 を持 ってい るが,外 船 の場 合 は それ ほ ど

詳 細 な 内 容 を持 ってい ない ものが 多 い。 以下 説 明す るも のは 邦船 の船協 統一 フナ ーム に よ

る。

表ll-34ド ック ・レシ ー トのデ ータ ・エ レ メ ン ツ

コ ー ド エ レ メ ン ト名

236 BOokingNo.

214 OceanVessel

409 Voy.No.

215 PortofLoading

217 PortofDischarge

551 PlaceofReceipt(Pick-upPlace)

238,239 CY,CFS(受)

552 PlaceofDelivery
.

242,243 CY,CFS(渡)

219 FinalDestination

201 Shi .pper

003,260 Forwarder

222 DescriptionofGoods

553 種 類(Dry,Reef.,Dang.,Bulk,

Liquid)

221 KindofPackages

030 M/T(cft)

031 W/T(Lbs)

570 内陸輸送人名 1
202 Consignee

203 NotifyParty

558 D/RNo.

559 Container.No.

.
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コ ー ド エ レ メ ン ト名

560 SealNo.

220 Marks&Nos.

263 TotalNo.ofContainers.

264 Freight&Charges
.

265 RevenueTons

266 Rate

268,269 PrepaidCollect

248,270 Ex.Rate,Prepaidat

271 TotalPrepaidinYen

249 Payableat

251 Nos.ofOriginalBs/L

250 PlaceatIssue

571

、

他貨 とCOInbineし てB/Lを 作 成 す る場 合,

B/L作 成地(最 終荷受地)
・

572 同 海貨業者

573 同 値貨品目

112 E/DNo.
、

574 InlalldCarrier'sNameatPort

ofDischarging

256 ReeferTemperature

258 DangerousClass

575 ReceivedDate

576 海 貨 コ ー ド

577 荷 送人 コ ー ド

578 品 目コ ー ド

557 Exception(atthetimeofreceipt)

以 上 の 外,オ ース ト ラ リ や等,HealthQuarantineDeclarationDept.

のCheck項 目,サ イ ン項 目が あ る場 合 が あ る。

CLP,D/Rに つ い て は,USL,APL,NYK,K.Lineの4社 の書 類 を 照 合'

し比 較 した の で参 考 ま で に こ れ を掲 げ る こ と とす る 。

一83一

'



l

oo

÷

1

表 皿 一35輸 出 コ ン テ ナ ーオ ペ レLシ ョン 帖 票

作 業 工 程 USL APL NYK KLINE ・

①BOOKING BOOKINGMEMO3 TELEXに て連 絡 BOOKINGNOTE3 TELEXに て連 絡

船 社 BOOKINGSECCOPY

RCCCOPY
シ ッパ ー控

MACHINEDEPT

タ ー ミナ ル COPY

BOOKINGSHEET3 BOOKINGSHEET3 BOOKINGLIST3

船社 本店 船社 本店 BOOKINGPROSPECT3 BOOKINGSECCOPY

〃 支店 〃 支店 BOOKINGSECCOPY

MACHINEDEPT

MA.CHINEDEPT

COPY

タ ー ミナ ル タ ー ミ ナ ル
COPY

TERMINALCOPY

BOOKINGRECAP3 TERMINALCOPY

同 上

②CFS作 業 (船 主 協 会 統 一 フナ ーム)

1.DOCK DOCKRECEIPT8 DOCKRECEIPT4 DOCKRECEIPT8 DOCKRECEIPT8

RECEIPT B/LMASTER1 船 社1 SHIPPER'SCOPY1
.

船 社2 CUSTOMCOPY1
ORIGINAL1

左 に同じ
B/LMASTER1

揚 地COPY1 揚 地COPY1
MACHINEDEPT

CUSTCMCOPYl 本 船COPY1 COPY1

CY-CFSCOPY2 OFFICECOPY1

本 船COPY1
揚 地COPY1

CUSTOMCOPY1

CY[CFSCOPY1



ー

◎◎

O

l

2.CLP CONTAINERDETAIL U.S.CUSTOMSINWARD CONTAINERLOAD CONTAINERLOAD

REPORT6 FOREIGNMANIFEST PLAN10 PLAN10

揚 地COPY3 5
1

' SHIPPER-CFS1

船 社COPY3 船 社控2 MACHINE 左に同じ

揚 地COPY2 DEPTCOPY1

本 船COPY1 OFFICECOPY1

揚 地COPY4

CUSTOMCOPY1

本 船COPY1

CYCOPY1

3.E/D

4.荷 受 け 貨物搬入搬出明細書3 タ リ ーシ ー ト2 荷 受け タ リ ーシ ー ト3 荷 受 け タ リ ーシ ー ト3

タ ー ミナルCOPY2 ター ミナルCOPY1 タ ーミナルCOPY2 左に同じ

貨物に貼付1 貨物に貼付1 貨物に貼付1
・

送 り状(荷 主)2 送り状(荷 主)2' 送り状(荷 主)2 送り状(荷 主)2

タ ー ミナ ルCOPYl 左に同じ 左に同 じ
φ

ドライバ ー控1

5バ ン詰 め CFS.RECEIVING CFSDAILY CFSDAILYWORKING CFSDAILYWORKING

REPORT4 WORKINGREPORT
REPORT

REPORT

CFSVANNING

REPORT4
(A)RECEIVING4

左に同じ 左に同じ

船 社2 (B)STUFFING4
、

ターミカ レ2 左に同じ
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作 業 工 程 USL APL NYK KLINE

③ ゲ ー ト作業

1.CY搬 入 コンテ ナ E/D1 Eゆ1 E/D1 E/D1

D/R8 D/R4 D/R8 D/R8

CLP6 CLP5 CLP10 CIＬP10

コンテナ移動票2 ATSコ ンテナ貨物搬入票3 コンテナ貨物搬入票1 コンテナ貨物搬入票1

船 社1 船 社1

ター ミナル1 ATS2

2.機 器 受 渡 ORIGINAL'EQUIP-

MENTINTERCHANGE

実 入 リコ ンテナ受渡 言・ 西}3

空 コンテナ受渡 し調 査票

'

EQUIPMENT

RECEIPT3

EQUIPMENT

RECEIPT4

RECEIPTANDINS一 IN搬 入OUT搬 出 IN搬 入OUT搬 出

PECTIONREPORT6

船 社3 タ ー ミ ナル2 船 社1 船 社1

タ ー ミナ ル2 ドラ イ バ ー1 タ ー ミナ ル1 タ ー ミナ ル1

ドライバ ー1 ドラ イ バ ー1 ド ラ イ バ ー1

(現在不使用) 船社(EDP用)1

一

3.ダ メ ジ チ ェ ック CONTAINEREQUIP一 VANINTER-CHANGE

MENTDAMAGERE一 REPORT3

PORT4
・

・

タ ー ミ ナ ル1 本 船1

船 社3 タ ー ミ ナ ル1

オペがサイン 船 社1
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4.GATELOG RECEIVINGRECORD^ 台 帖 記 載 DOC㎜NTCHEα 船積 コン テナ搬 入 リス ト8
w

3 1.IST2 船 社6

ゲ ー ド 控1 グ ー ト1 ゲ ー ト1

タ ー ミナ ル1 タ ー ミナ ル1 タ ー ミ ナル1

船 社1 (船社別,揚 港別) 空コンテナ搬出入日報2

ゲ ー ト1

タ ー ミ ナ ル1

5.GATESLIP CONTAINERCONTROL ATS作 業指示票4 VHFで 連絡指示 タ ー ミナル案 内 図1

CARD4

タ ー ミ ナル 用 ドラ イ バ ー1 コンテナLAYOUT ドラ イバ ーへ指示

タ ー ミ ナル3

④YARD作 業

1.YARDPLAN CONTAINERYARD STOWAGEYARD DECKINGPLANl YARDPLAN1

PLAN1 PLAN1

シ ャ シ ー方 式 に よ り 日 々 キ ャ リア ー方式 種 付計 画 に よるキ ャ リア ー ト ラ ン ス テ ーナ ー 方 式

LAYOUTに よ二 て記 2段 積 方式 4段 積

入 日 々記入 2段 積 種付計画
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作 業 工 程 USL APL NYK KLINE

2.SCHEMATIC SCHEMATICPLAN2 MINISTOWAGEPLAN CONTAINERSTσWAGE GENERALPLAN3

PLAN 2 PROFILE2

タ ー ミ ナ ル1 左に同じ 左に同じ 本 船1

本 船1 (邦 船統 一 フ ナ ーム) タ ー ミナ ル2

3.荷 役 順 序 票 USL.SEQUENCE LOADINGSEQUENCE LOADINOSEQUENCE

SHEE江S10 な し CHECKLIST(7) CHECKLIST(7)
.

荷役関係者 タ ー ミナ ル1

ガン トリークレン,デ ッキマ ン 船 社6 左に同じ
その他 UNLOADINGSEQUENCE 〃

CHECKLIST(7)

CONTAINERREHAND一 〃

LINGREPORT(7)

4.STOWAGE STσWAGEPLANlSET SEAMASTER STOWAGEPLAN STOWAGEPLAN

PLAN STOWAGE、PLAN

SUMMARY SUMMARY SUMMARY

BAYPLANω4d RAWPLAN⑳20' BAYPLAN⑰2∀

DAMAGEDCONTAINER EXCEPTIONLIST 左に同じ
REPORTCONTROL REE瞭ERCONTAINER
TEMPERATURECARGO 1.IST,DANGEROUS

DANGEROUSCARGO CARGOLIST

MANIFEST

5WORKING DAILYWORKING DAILYWORKING DAILYWORKING DAILYWORKING

REPORT REPORT(3) REPORT3 REPORT3 REPORT3

船 社1 左に同じ 左に同 じ 左に同じ

タ ー ミナ ル2
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表 皿 一36輸 入 コ ン テ ナ ー オ ペ レ ー シ 。 ン帖 票

作 業 工 程 USL APL NYK KLINE

① 受 入 れ 準 備

1.STOWAGE 船社 より入手 船社 より入手 船社より入手 船社より入手

PLAN

2.CLP 〃 〃 〃 〃

3.一 覧 表 INBOUNDCONTAI一 CARGO-VANREPORT CONTAINERBREAK 輸 入 コ ンテナ ー覧 表

NER (1)(DISCHARGING) DOWNREPORT

CONSIGNEELIST10 オペ作成5 オペ作成5 オペ作成5

オペ作成,関 係者に配布

4.MANIFEST CONSIGNEELISTと 照 左に同じ CONTAINERLANDING 左に同 じ

の入手 合す るSTOWPLAN
'

REPORTと の 照合

CLPも 含 む ,

5.CONTROL CONTAINERCONTROL な し な し な し

CARDの 作 成 CARD4

②CFS作 業
1.DEVANNING 貨物搬入搬出明細書

貨物に貼付
左 に 同'じ 左に同じ 左に同じ

2.作 業 日 報 DEVANNINGREPORT

DELIVERYREPORT

③YARD作 業 DISPATCHDELIVERY IMPORTCONTAINER

SCHEDULE 左に同じ DELIVERYSCHEDULE 左に同じ
オペ作成,担 当者に配布 オ ペ 作成,担 当者 に配 布

④GATE作 業 DELIVERYORDERの 受付 DELIVERYORDER DELIVERYORDER DELIVERYORDER

DELIVERYRECORD の受付 の受付 の受付
の記入

CONTROI.CARDの 記 入

、 、
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表ll-37デ ー タ ・エ レ メ ン トと ドキ メ ン トの 記 載 表
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9.Door受 地 名 ○
冤
名
な

∪

○ ○

○・蹄 醜 名蒜:ぷ ○ ○ ○ ⑥ ○

○ ○
11.CY渡CFS渡 別

ServiceType

ofDelivery

○ ○ ○ ○ ○ ○ ⑳

畑

ぺ
o

旨
9

皇

9
00

0目Final12
.D

estination
○ ○ ○ ○

冤
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'

⑫ コ ンテナ ー搬 入票

EquipmentReceiptそ の他 の名 称 が あ る。 この書 類 は,コ ンテ ナ ー自体 の機器

'受 渡 の責 任 を 明確 に す るた め の もので
。実 入 りの場合 も,空 の場 合 に も使用 す る。'運転 手

(ド レ イ ・マ ン)が 持 っ てゲ ー ト ・イ ンす ると きに渡 す もの で,荷 主 は誰 で何丸 に積 む コ

ンテナ1一で,い つ,ど こか ら来 た とい う ようた コンテ ナ ーの 送b状 で あ る と同時 に,コ ン

テ ナ ーや シ ャ ーシ ーが正 常 で ある か ど うか をチ ェックす るた め に も使用 す る。

表ll-38コ ンテナ ー搬 入票 の デ ータ ・エ レメン ツ

コ ー ド エ レ メン ト名

238 PlaceofReceipt(CY)

570 Carrier,Receivedfrom

579 DateandTime(搬 入 日時 で,年 月 日時 分

まで 記入 す る。)

559
シ

COntainerNo.

555 Size

'
580 StatUs

581 Loaded

582 Empty .

583 Damage

584 Chassis/BogieNo.

585 MGSetNo.

201 Party(ShipPer)

586 PlaceofDeparture(出 発 地)

587 Dateandti皿e(出 発 日時)

588 VesselLineName

010 Vessel

409 Voy.No.

217 portofDischarge

上 記 の ものに,運 転 者 お よ び,セ ー ド ・ク ラ ークが署 名 す る。 コンテ ナ ー に破損 が あ っ

た と きは,コ ンテ ナ ーの前 後 左右,上 下,内 面 とそ れ ぞれ 図示 して あ るの で,必 要 個 所 を

チ ェ ック す る。

以 上 で,シ ッパ ーズ ・パ ック1～ 皿 の 場合 の ゲ ー ト ・イ ン まで の必要 書類 は 終 りで あ る

が,海 貨通 関業 者 の 業務 は,こ れ らの書類 を 作 成 し,D/R(B/L)を 船 社 に持参 し,

船 社 はD/RNo.を 記入 して海 貨通 関業 者 に渡 し,B/Lは 船 社 で一 時保 管 する。 海

貨 通 関 業者 は輸 出書類E/D,D/R,CLPを セ ッ トして税 関 に持 参 し通 関 を行 う。

一102一



船 積 後 のフ ロ ーは後 で一 括 して説 明す る。(フ ロ ーチ ャー ト参 照)

(2}シ ッパ ーズ ・パ ック 皿

シ ッパ ーズ ・パ ック 皿は,保 税 上 屋 ℃ シ ッパ ーの責 任(海 貨通 関業者 が代 行)に おい

て コ ンテ ナ ーに貨物 を詰 めCYに 送 りこ む ケ ース で あ る。 作業 受注,作 業 手配 につ いて は,

1の 場 合 と同様 で あ るが,保 税上屋 まで は在 来 貨物 の形 で来 る ので,検 量 手配,検 数 手配,

ドレイ エ ージ手配 等が 必 須 の もの とな る。 輸 出書 類 の受領,E/D,D/R(B/L),

CLP,コ ンテナ ・-tu入票 の 作 成,通 関業 務 は,1の 場 合 と同 様 で あ る。 船 積 後 の 処理 は

次 の通 りで ある。

①E/D,D/Rを 税 関 に持 参,D/Rに 税 関 の船積 確 認印 を も らう。

②D/Rを 本船 に持 参 しチ ー フ ・オ フ ィサ ーの サ イン を うけ,船 社 が 保 管 してい た

B/Lと 交 換 す る。

③E/D,B/Lを 荷主(輸 出者)に わ たす 。

④CLPコ ピ ーが,船 社 か ら揚 地 へ,同 じ く海 貨通関 業者 か ら輸 出者 に渡 さ れ る。

(フ ロ ーチ ャー ト参 照)・ …

223キ ャ リヤー ズ ・パ ッ ク

コ ンテ ナ ー ・オ ペ レ ーシ ・ン の主 流 をな す もので,CFS受 け(キ ャ リヤ ーズ ・パ ック1)

お よ び,保 税上屋 受 け(キ ャ リヤ ーズ ・パ ック1)の2種 類 の フ ローが あ るが,実 際の ウ ェ

イ トは前者 が80%,後 者 が20%く らい の割 合 となっ てい る。CFSに 貨物 を搬 入 す る場

合 に は,通 関 ず みの貨 物 で ある こ と'を原則 と して い る筈で あるが,現 実 には未 通 関 貨 物 を 持

ち こみ,CFS通 関,バ ンニ ン グ とい う,前 記1の ケ ースが 圧倒 的 に多 く左 って い る。

(1)キ ャリヤ ーズ ・パ ック1

帖票 関係 は 既 に前 節 に おいて説 明 して あ るの で,こ ふで は 省 略す る。

① シ ッパ ーか らの作 業依 頼

海 貨 通 関業者 は本 来 荷主 代行 の業 務 で あ るが,コ ンテナ ー ・オ ペ レ ーシ 。ン の よ うに,

船 社 が 集貨,配 送 業務 へ積 極 的 に ふ み出 して い る場 合 には,海 貨通 関業 者 が 船社 の依 頼 を

うけ て荷主 と接 触 す るケ ースが 多 くな り,船 社系 列の 海貨通 関業 者 の性 格 を強 くす る。 こ

の場 合 に は 船 社 か らの作 業依 頼 とな る。 また,コ ンテナ ー ・タ ー ミナル のオ ペ レ ー タ ー

が,海 貨通 関業 の免 許 を持 っ てい る場 合 に は,海 貨通 関業 務 は,す べ てタ ー ミナ ル ・オ ペ

レ ータ ーが 自分 で実 施す る。

② 船社Cタ ー ミナル ・オ ペ レ ータ ー)と の作 業 打 合せ

貨物 搬 入 の予 定,輸 出 書類,船 積 書 類 作 成 の打 合 せ,配 送(ド レ イエ ージ)の 連絡 等 を

行 う。

③ 作 業依 頼 書 の作成

この場 合,検 数,検 量はCFS駐 在 の形 を と り,配 送(ド レ ィ エ ージ)は 船 社 手 配 とな
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るの で,海 貨通 関業 者 の営 業課 か ら,社 内 の通 関 関係 課,B/L(D/R)関 係 課 等へ の

作業 依 頼 とな る。

④'輸 出書 類 の作 成 お よび受領

CommercialInvoice,PackingList,ExportLicenee,Export

'DeclaratiOn⑧
,そ の他 検査,免 税 等 々輸 出書類 の作 成 は,在 来 貨物 の場 合 と全 く

同 じで あ る。

⑤ 船 積 書 類 の作成

DockReceipt(B/Lマ ス タ ー)の 作成 を行 う。 但 しこ の場 合,CFS通 関→ バ

ンニ ング とな るの で,CLPの 作 成 は タ ー ミナル ・オペv－ 夕 ーが 行 う。

⑥ 通 関書 類 の作 成

E/Dそ の他 必 要添 付書 類 の作成 を行 う。

⑦ 通 関 業 務

コ ンテ ナ ー貨物 の場 合 は,殆 ん ど書 類審 査 で終 る の で,海 貨 通 関 業者 は許 可 ず み のE/D

をD/Rと ア タ ッチ して,タ ーミナル ・オペ レ ータ ーに渡 す6

⑧ 船 積 後D/R,E/Dは 税 関 へ送 られ船積 確 認 をす る。

⑨D/Rは 船 社 に もた らさ れB/Lと 交 換,B/L,E/Dを 輸 出者 へ渡 す。

以 上 で海 貨通 関 業者 の仕 事 は終 るが,参 考 まで にCFSオ ペ レ ーシ 。ンの フ ローチ ャー ト

を次 に示 す こ と とす る。
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CYよ

MTY℃TR

の 硲 へ

MTYCTRの 受取

mtyCTR:emptyContairter

D/Rコ ンテナー移動 票

搬 入 貨物 の受 取 り

1)貨 物の立合検査

2)TR』LYSHEETの

SHIPPER(乙 仲)

検

才

量

の

立

合

税

関

検

査

の

立

合

STUFFINGの 実 施

1)積 込立合検数

2)TALLYSHEETの 徹

3)施 錠

入 港 前 の 準 備

1)Bookingの 入手

2)CTR必 要個 数 とTYPEの 把 握

3)特 殊 貨物 の 有無の 確認

DANGEROUS,REEFEROvERHEIGHT,

()O
VERLENGTHCARGO等

4)CARGOの 入庫 予定 の把 握

(日 時.乙 仲.荷 主.別 に)

MびYCTR

船 人の連絡

貨 物 明 細

終

了

の

哩

絡

作
業
指
示

FULLCTR

CYへ 搬 出

Q忽

i)船 社 ・乙仲とQ連 絡

2)OUCUMENT処 理

膚 原 書 の受

E/D.

D/R.

送 ワ状
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玩

と
%

事

項
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%

1)貨 物明細の把握

2)使 用CTRの 決定 ・

3)貨 物の配分

1)CTR雇 の記 入

2)SESL斑 の記 入

3)受 領のSIGN

Pの 作 成

移 動 票 の 作 成

税関関係手続

i)庫 主台帳の記載

2)CTR・ 自主記帳

00CUMENT

の配 布

1)D/R

SHIPPERへ

CYOPERA

TERへ

2)E/D

CYORERA

TER

3)E/R

CYGATEへ

4)移 動 票

CYGATEへ

作 業 終 了 後 の 処 理

1)℃TRSTUFF1トCREPORTの 作 成

2)CARGO及 びCTRの 関 係 書類の 整理

図 五 一5EXPORTCARGOの 処 理
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(2).キ パ リヤ ーズ ・パ ッ.クll'

キ ャ リヤ ーズ ・パ ック 五は,保 税 上屋 に おい て海 貨 通 関業者 が貨 物 を受け,検 数,検 量

を行 い,輸 出通 関 を行 って貨物 をCFSに 搬入 す る。 こxで 前記 の1と 異 る点 は

① 検 数,検 量 の手 配 と実施

② トラ 。ク を手 配 し通 関 ず み貨物 をcFsに 搬 入 す る。

以 上 の2点 で ある。
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3海 貨通 関業 務の情 報システムの現

状、総 合システ ムの 中のサブシス

テム の在 り方、 問題 点および 対策

31海 貨通関業務の情報 システムの現状

こふに示すものは,下 記アンケ ート調査票を京浜海運貨物取扱同業会の事務局を通 じて各店社

(102社)に 配布し,そ の結果 を集計 し,こ れを分析したものである。

ぬ

⑧ 湖 樋 関業務のシステム化の現状に関する調査 ㌫`㌫1。
　コ　エ　し ゆ ぬ 　
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(1)調 査 内 容

貿易取引並びに国際貨物輸送の秩序ある情報集積,利 用により,貿 易取引の円滑化,運

輸並びに金融業務の迅速化を図かり,国 民経済福祉に寄与するため,国 の内外において,

関係情報並びに業務のシステム化の研究が進められている。

総合貿易情報システム調査委員会は,貿 易情報の観点から国内におけ るシステムを4分

割 し,第1貿 易情報システムは貿易取引,金 融,貿 易取引管理等の情報システム,第2貿

易情報システムは貿易取引活動 と輸送活動とを結びつけた情報システム,第3貿 易情報シ

ステムは通関業務を中心とした情報システム,第4貿 易情報システムは港で船積みし,船

卸しするにあた り必要な諸官庁への手続 きを中心とする情報システムとした。

このうち,第2貿 易情報システムの核 となる現実のシステムは,シ ッパー(も しくはコ

レサイニ ー)を 代位する海貨通関業者の業務内容である。 この業務の基本輸出システムと

情報 ・貨物のフローは別項において述べておいたので,こ こでは,業 務の形態を簡略に述

べておきたい。

海貨通関業者の経営基盤は,次 の5種 の業務にあるといって差支え左いと思われる。

すなわち,

① 海上運送取扱い業務

② 通 関 業 務

③ 陸 運 業 務

④ 港湾運送業務

⑤ 航空運送取扱い業務

⑥ その他(倉 庫業務,梱 包業務,保 険代理店業務等)

海上運送取扱い業務 と航空運送取扱 い業務は,輸 送機関の相違による区分であり,も ち

ろん手続 き,取 扱い貨物 の性格,営 業免許にも差が現われているが,基 本的には,荷 主に

代わって国際貨物輸送の取扱いを遂行するという点では完全に一致している。そしてこの

運送取扱い業務こそが基本業務であって,通 関業務は,輸 出入通関の煩雑な手続きをやは

り輸出(入)者 に代わって行なうという意味では,国 際貿易貨物の輸送の取扱い業務には

不可分の業務である。国際貨物運送取扱い業務は,わ が国では,民 法上の代理行為に根拠

を求めるに留まり,法 的整備がなされておらず,海 運貨物取扱い業務は,港 湾運送事業法

に基づく限定第1種 事業のうち、取扱い貨物の限定された第1種 事業であり,限 定された

取扱い貨物 とは 「個品」であって 「荷主の委託を受け,船 舶により運送された貨物の港湾

における船舶からの受取り若 しくは荷主への引渡し,又 は船舶により運送されるぺき貨物

の港湾における船舶への引渡 し若 しくは荷主からの受取りにあわせて,こ れ らの行為に先

行 し,又 は後続する港湾運送の行為を一貫 して行 う行為」がその内容となっている。運送

取扱い以外の作業をも含む。

従って海運貨物取扱い業務,す なわち海貨業務は,港 湾を舞台として荷主 と船会社との
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間に介在 し,荷 主 に代わ って貨物の受渡 しを行なう業務であり,港 湾運送事業法上の運送

積任は陸上部分,す なわち船社への引渡 しまで(本 船船側のクレーンのフック下まで),

もしくは船社(そ の代理人を含む)よ りの引取 り以後に,消 滅または発生することになっ

ている。そこで,海 貨業者は,通 関業の免許と同時に,港 湾運送事業の免許を受けていな

ければならなレ、

また内陸から発生する,も しくは内陸へ向け輸送される貨物 に備え,自 動車輸送のため

の道路運送法に基 づくトラック運送の事業免許を受けていなければならない。

さらに本船船側には埠頭側からだけでなく,海 側か らはしけで接舷できるか ら,は しけ

運送(港 湾運送事業第3種)の 免許 も得ておく必要があり,'さらに埠頭の上屋において荷

役をするため には沿岸荷役事業(同 事業第4種)の 免許 も必要 となる。

航空貨物取扱い業務については,事 業免許はない。その他の倉庫業務については,倉 庫

業法に基づ く事業免許が必要であり,梱 包業には事業規制はない。

以上が海貨通関業者 の業務の態様であり,法 的性格である。

現実の海貨通関業務 を営む企業の姿は,以 上の業務の兼業であるために,極 めて複雑に

みえ る。 しか し,基 本システムの姿は,か なり明確に存在 していることがわかる。 そのシ

ステムの基本は,貨 物の管理であり,他 の一つは貨物の移動,国 際輸送 輸 出入通関に係

わるドキ ュメントの作成である。

そこで,海 貨通関業務のシステム化の志向は,一 つは貨物管理の系統化をどうすすめる

かという点で現われてくるし,他 の一つは,ド キュメン トの作成の能率化をいかにすすめ

るかという点で現われてくる。 しか し,海 貨通関業務 も利潤を求める企業活動である以上,

業務遂行の成果 をサ ービスの売上げとし,売 上げの回収,諸 費用の弁済とい う会計処理に

根本的に結びつけようとしてくることは当然であろ う。 そのため,海 貨通関業務それ自体

のシステム化は,そ の業務を営む企業体のシステム化 として,企 業が企業会計 と各種業務

とをいかに連携させるかの問題として取上げられて行かなければならないであろう。

② 調 査 の 方 法

貿易取引 と海上運送の接点における貨物及び ドキュメン トの管理並 びに作業業務につい

て情報システムの進展状況はいかなる水準にまで到達 しているか,こ れはわが国における

総合貿易情報システムの将来を考える上で,極 めて核心的な問題点である。

すでに述べたように港湾において貿易取引主体である荷主 と海上運送主体である船社と

を結ぶのは海貨通関業者 であるから,こ の業界の情報 システムの採用状況が,現 実の姿 と

いいうるわけで,ある。

しかし,海 貨通関業者の実態は,港 湾運送事業の所定の事業免許 もなく,甚 しいのは通

関業法の事業免許 も受けず,単 なる代理行為 として行なう者さえおり,な かなか掌握 しに

くい。そのため,京 浜港における現状を具に把握するに当たり,事 業経歴等において優れ,

組織統率のある京浜海運貨物取扱同業会の会員に協力を求め,別 添の調査票に基づき,実
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状 を調査 す る こ と に した。

京浜海 運 貨物 取扱 同業 会 の 会員 は,昭 和48年11月30日 現 在102社 で あ り,全 会

員 に対 し,12月20日 よ り昭和49年1月14日 にかけ て,ア ンケ ー トを求め た。 期 限

以後 回収 され た 分 を含 あ,総 回収 数 は82社 で ある。

③ 調 査 結 果 の解析

① 電子 計 算 機利 用 の 情報 シス テ ムの採 用 状況

回答 中,採 用 してい る社 は,全 体 の74.4%で,そ の内訳 は次 の通bで あ る。

自社 の み13社(15.9%)

自社 ・他社 依 頼 併用13社(15.9%)

他社 依 頼 のみ35社(無 回 答社 で,他 の資 料 に よb,他 社 に依 頼 してい る と

こ ろは,こ の外 に9社 あ る。)(42.7%)

回 答 中,計 画 中は 次の 通 りで ある。 こ れは回答82社 の7.4%で あ る。

自 社に機 器 を 置 く うち現 在 他 社 に依頼 してい る4社

現 在 他 社 に依 頼 してい 左い1社

他 社 に依頼1社

回 答 中,採 用 してい な い社 は21社 であ った。(25.6%)

採 用の 項 の うち,「 自社 の み」 とは,自 社 に中 央処 理装 置 を置 き,何 らか の業 務処 理 の

た めに 情報 シ ス テ ム を利 用 してい る場 合 で あ 偏 同項 中 の 「自社 ・他 社依頼 併 用 」 とは,

自社 に 中央処 理 装置 を置 い て処理 す るほ か,他 社 に依 頼 して業務処 理 を行 っ てい る場 合 で

ある。 また 「他 社 依 頼 の み」 は.2種 の場 合 を含 ん で い る。 第1の 場 合 は,海 事検 定 機 関

を通 じ,在 庫 管理 とS/0用 ス リ ップを依 頼 してい る場 合 で あ る。 第2の 場 合は 計算 セ ン

タ ー的企 業 に 計 算業 務処 理 を主 として委 託 して い る場 合 で あ る。 こ の こ とは,前 の 「自社

・他 社依 頼併 用 」 の場 合 の 「他 社 依頼 」 に も適 用 さ れ る。 計 算 業務 を委託 す る とい う社 は

6社 だ けで,計 算 業 務 を委 託 して いる社 も含 め,海 事 検定 機 関 に在 庫 管理,S/0用 ス リ

ップ を依頼 す る社 は30社 で あ る。 さ らに 「自社 ・他 社依 頼併 用 」 中 で,同 じ く海 事検 定

機 関 に依 頼 して い るの は13社 あるか ら,全 部 で43社 とな り,82社 中,過 半 数 が海 事

検定 機関 と輸 出情報 シ ステ ム上,係 り合 ってい る こ とが 明 らか となる。 も し京 浜 海運 貨物

取 扱同業 会会員102社 比 に直 せ ば他 の資 料 で明 らか とな ってい る無 回 答社分 を も加え る

と51社 が 海 事検 定 機 関 と係 わ る こ と とな り,ちょ うど50%が これ に当 た る こ ととな る。

採 用 計画 中 の回 答 は,5社 が 自社 に 中央 処 理 装置 を置 きた い と考 え て い る ことがわ か る。

採用 してい ない と回 答 した社 の 中に,計 画 中が1社 含 まれ て いる。 計 画 中は.現 に 情報

シ ステ ムを採 用 して い る場 合 と全 く採 用 してい な い場 合 も と もに含 ん でい る。

② ハ ー ドウ ェアの普 及状 況

中央処理 装置 の機 種 と入 出力端末 の設置 場 所 との関係 は,次 の通 りで あ る。
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a.自 社 に中央処 理 装置 を置 いて い る場 合

HITAC8100-8(本 社)日 本紙 運輸

IBMS/360-20(横 浜 支 店)三 菱 倉 庫

FACOM230-20(本 社)楠 原 輸 送

MELCOM840(本 社)国 際 倉 庫

HITAC8400131KB(本 社)日 立 運 輸

フ リーデ ン58004K(横 浜 支店)日 本通 運 ・海運

ハ ネ ウ ェル58(本 社)京 極 運 輸 倉庫

DATA8000(川 崎 支 店)中 外倉 庫 運輸

N・A・ ・5・(本 社)大 ・通運 願 支店喘 ↑ξ』

FACOM230-25(本 社)大 東 運 輸

NEAC2200-200(本 社)住 友 倉 庫

HITAC8350,HITAC8210(渋 谷 セ ンタ ー)大 和 運輸

HITAC8210(港 区 ・事 務 管理 セ ンタ ー)・ 安 田倉庫

HITAC10(本 社)浅 上 航 運

バ ロ ー スL-2000(本 社)高 瀬運 輸

FACOM230-25(管 理 セ ンタ ー)京 浜 倉 庫 入 力 として各 事業 所

にテ レ ック ス あ り

IBM360(東 京豊 州 セ ンタ ー)相 模 運輸

IBM360-20(本 社)丸 全 昭和RICOH-TYPERを 置

く事 業所2ケ 所

IBM3270を 置 く事業

所1カ 所

荷 主 先 にON-LINE端

末 あ り

RUF-HAYAC(本 社)関 野 運 輸
ロ

FACOM230-15(本 社)日 本 国際 輸送

ハ ヤ ッ ク3010(シ ャー プ)(本 社)東 海 運

TOSBA5100-20 .(本 社)三 井 倉 庫

HITACIH1500-15(本 社)矢 吹 海 運

バ ロ ースE4000-4294(本 社)富 士 港 運`

IBM370-12596K(本 社)日 新 運 輸

IBMSYSTEM3-5410-A14(本 社)芙 蓉 海 運

IBMSYSTEM-3(本 社)内 外 日 東

MELCOM83(本 社)岡 本 フレ ーータ ーズ

横浜 ・輸 出 セ ンタ ーには,荷 主 のHITAC8050へ 連 絡 す るデ ータ入 力 装置,KEY-
TAPEK900,K910-910-916,HITAC1が ある。 しか しtt本社とは全 く関係がfハ 。
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特 に註 が ない場 合 は 入 出 力装置 が 本 社に集 ま ってい る こ とを 表 わ してい る。

この一 覧 表 で 明 らか な よ うに,本 社 と事 業 所 とが電 算機 で接 続 してい る場 合は,28社

中4社 に過 ぎず,中 央 処 理装置 と入 出力装 置 とが 同 一場 所 に置 か れてい る事 例 が多 い こ と

が わ か る。 従 って処理方 式 もバ ッチ処 理が ほ とん どで ある といえ るで あろ う。

b.他 社 に依 頼 して い る場 合 の中央処 理 装置 は,不 明 と答 え てい る例が 多いが、 明 らか な分

につ いて は,次 の通 りで ある。

1)YKK,KKK,入 庫検 量 方式 に よ り海 事検 定機 関 ・に依頼 ・してい る もの44社

FACOM230-25委 託 先 日本 海 事検 定 協 会 ・横 浜支 部

2)計 算 セ ンタ ーに委 託 し てい る も の'3社

FACOM230-25

NEAC

FACOM230-25

・3)不 明

c.計 画 中 の 社 の ハ ー ドウ ェ ア

委託 先(川 崎 ・TCC)イ ンターナシ ・ナルエキスプレス

(東 京 ・シ ーゲ ル)日 成 運輸

(横 浜原田港湾 作業EDセ ンタ ー)豊 栄 港運

3社

1)自 社採 用 を計 画 中 の ものが5社 友ので,次 に機種 の 明 らか な分 を掲 げ る。

FACOM230-15ま た はNEAC2200-75な い しNl日 本運 輸

RICOH8石 川 組
'

RUF-HAYAC東 港 丸薬 海 運

不'明3社

2)他 社 依殼 は給 与 計算業 務 を銀行 に依 頼 す る例 が1社

③ ソ ブ ト ウ ェ ア

a.使 用 言語

識 計
COB-

OL

FOR-

TRAN

ASS－

玉MBLER
E/L1

1ンL1-

ASS.
眠

RPG.

ASS.

RPG.

COB.

COB.

ASS.

00B.F(凪.

ASS.RPG
その他 棚

自 社 29 5 0 6 0 1 4 2 0 2 1 5 3

委 託 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計画中 6 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 3

計 37 7 0 7 0 1 4 2 1 2 1 5 7

b.対 象業務

回答社 にお け る対 象 業務 は,別 表 の通 り であ 偏

1)財 務業 務 関 係

「売掛 金(未 収 金)管 理 」 が最 も多 く16社,次 い で 「月次 ・年 次決 算諸表 ・諸 元帖 作

成」 が9社,「 部 門別原 価 計 算」が7社,「 銀 行 預金 及 び手形 管 理」 が6社 「支 払 ・買

掛 管理 」が5社 「試 算表 ・収 支 表 」,「 償却 費計算 」,「 株 式 事務 配 当金 」,経 理 の た
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め の 「日計 表 」 が各4社,「 株 券 台帖 一株主 名 簿作 成」 が3社 とな ってい る。

2)人 事給 与関 係

「月次 給与 計算」 が 最 も多 く24社,次 い で 「年 末 調整 」.「 健 保 年金 勘定 」が 各13

社,「 賞与 計 算 」 が10社,「 退 職 給 与引 当金 計算 」 が7社.「 人 事 統計 ・考課 資 料 」 作

成 が4社,「 年 次 休暇 管理」,「 社 内 預金利息 計 算」 が 各3社,「 社 内預 金 残 高計算 」 が

2社 の順 で あ る。

3)倉 庫業 務関 係

最 も多い のが 「入 出庫 在 庫報 告書(日,期,月)」 で10社,次 い で 「倉 庫料 運搬 賃請

求 書」 が8社,「 火 災保 険料 計 算」が6社,「 倉庫 統 計 表 ・報告 書 」 が4社,「 倉 庫別 口,

旬,月 報」 が3社 であ る。

4)輸 出 ・港運 業務 関 係

最 も多 い のが 「搬 入 業 務(入 庫検 量 など)」 で51社,次 ぎが 「請 求 書作 成 」 で10社,

「トラ ック運 行 管理資 料 作 成 」が7社 「作 業台 帖 作成 」が2社,こ れ に類 似 の もの で,

「船 積諸 掛請 求 書,同 作 業 台 帖」,「 作業料計 算(下 払 い計算)」 が 各3社 あb,4者 合

体す る と23社(重 複 は1社 のみ)が 輸 出船 積 み に係 る諸 作業 とそ の費用 を 掌握 し,得 意

先 に請求 書 を起 こ しな が ら。下 請 に対 す る支 払 い,作 業 内容 を算 出 してい る と推 定 で きる。

「売 上 票作 成」 が4社 あるが,「 請 求書 作成」 に連 なる もの とみ て よい と思わ れ る。 「港

運 関 係 統計 」 が3社 で作成 され て い る。.'

航 空 貨物 取 扱 い業務 に基 づ き,貨 物 別 の 「請求 ・未 収金 」が3社 で行 わ れ て い る点 は注

目に値 しよ う。

「トン数計 算」,「 港運 実 績 集計 」 の各1社(計 画 中 の社 の分 は 除 く)は 営 業統 計 の1

種 で あ る。

輸 出業務 のオ ペ レ ーシ ・ンの側 面 か らみた 情報 シス テ ムの主 流 は,以 上 で も実証 され て

い るが 搬 入業 務が 中 枢 で ある。 この ほか に は 「フレ ー ト計算 」が1社,こ れ は航 路 別 の海

上 運 賃 を貨物 別 に引 出 すシス テ ムで ある。 「輸 出運 賃 立替 金 」,「 混 載 フレ ー ト支払 ヴ細 」

(各1社)も,海 上 運賃 の算 出 とその 請求 に結 びつ くシステ ムで あろ う。 プレTト 計 算 は

B/Lを 作成す る海貨 業者 の重 要 な仕 事 の一つ で ある。 「船 積 み用 リス ト作 成 」 は1社 し

か行 ってい な いが,輸 出貨 物 の 出庫 に当た り,参 考 とな る重 要 な オペ レ ーシ ・ン用 の ドキ

ュメ ン トで ある。 「輸 出 ドキ ュメン ト(CargoReceipt)作 成 」(1社)は 搬 入 業

務 の一環 として海 事検 定機 関 に依 頼 しな い で,自 主 的に 発行 してい る例 で,弊 所 の提 案 し

てい る 「ポ ー ト ・レシ ー ト」 の萌芽 形 態 といえ るで あ ろ う。 在 庫 管理 に結 びつ く 「商品 ラ

ベ ル発 行 」 を行 ってい る とこ ろが1社 あ った。

京浜 港 に おい て は,輸 出 船積 書 類,輸 出通関 書類 を電算機 を利用 して作成 して い る とこ

ろは見 受 け られ な い。 つ ま り貨 物 の 管 理は,緒 に つい てい る が,ド キ ュメンテ ーシ ・ンの

シ ステ ム化 は未 だ情報 シス テ ムと しては形 成 さ れてい な いの で あ る。
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阪神 に お いて は,神 戸 港 の三井 倉庫 港 運 が輸 出通 関 のた め の輸 出 申告 書 作 成 シ ステ ムを

運用 してい る。

c.作 成 してい る海 運 関係 ドキ ュメ ン ト'

回答社 よ り提 出の あ った 輸 出 に係 る海 運等 の関係 ドキ ュメ ン トで,電 算機 を通 して作 成

さ れ てい る ドキ ュメ ン トの 名 を挙 げ れば,次 の通 りで ある。

請 求書(DEBITNOTE)・ 請 求台 帖(週2回)大 東運 輸

FORWARDER'SCARGORECEIPT(随 時)大 東 運輸

(TokyoOverseasForwarding(b.)

STATEMENTOFACCOUNT(請 求 書)(月 次)京 浜 倉 庫

輸 出課 得 意先 元帖(月 次)京 浜 倉 庫

PARTICULARSOFCHARGES'(請 求 明細書)丸 全 昭和 運 輸

DEBITNOTE(請 求書)

請 求 書

輸(移)出 整理票

海上運賃立替金請求明細書

S/O台 帖,

請求書(正)・(経 理控)・ 売上計算書

船積諸掛請求書

輸出船積請求書一覧表

輸出荷主別船積実績表

輸出仕向地別船積実績表

輸出航路別船積実績表

輸出品名別船積実績表

輸出品名別集荷実績表

輸出品倉庫の品名別実績

(日 次)

6枚(日 次)

4枚(月 報)

19枚(月 報)

19枚(月 報)

3枚(月 報)

2枚(月 報)

3枚(月 報)

3枚(月 報)

CONTAINERCARGOTONNAGE(1船 社 ご と月報)3枚

作 業 台帖(機 械処 理用)一(営 業 控(正)(月1～2回)日 新運 輸 倉庫

請 求 書(経 理 用)一(正)一(副)一(写)一(営 業 控)〃

入 庫 報告 書6枚(都 度)豊 栄 港 運

在庫 報 告 書3枚(月 報)〃

なお 帖票 未 提 出で,作 成 ドキ ュメ ン ト名 の回 答 の あった もの は,次 の通 りで ある。

請 求 書(月3回)日 立運 輸東 京 モ ノレ ール

在 庫 管 理 表(晴 海 入 出庫 リス ト)3枚(月 報)京 極運輸 倉庫

請 求 書(日 次)大 日通 運

在庫 管理 票(週 次)〃

〃

日本通運

〃

〃

〃

高瀬運輸

日本紙運輸倉庫

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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荷主別取扱屯数及び売上高表

船社男1』航路別屯数表

倉庫別作業形態別屯数表

品目別取扱屯数及び売上高表

船積み用 リス ト

請 求 書

(月 報)大 日通運

(月 報)〃

(月 報)〃

(月 報)〃

内外 日東

〃

以 上 にみ る ごと く,請 求 書 が 関係 ドキ ュメ ン トとし ては中 心 で あ る。 在庫 管理 票 的性 格

の ものが 続 き,輸 出 関係 統 計 が,営 業 資料 と し て重 視さ れて い ㌔ 先 に も述 べ たが,オ ペ

レ ーシ ・ン用 の ドキ ュメ ン トは 「輸(移)出 整理 票 」 「S/0台 帖 」 「作業 台帖 」 「船

積 み用 リス ト」 だけ で あ り,船 積 み書 類,通 関書 類は み られ 左い。 「S/0台 帖 」 は船 積

み書 類 の1つ で あるS/0の リス トであ って,船 積 み書類 では な レ㌔

③ 将 来 の 開 発計画

今 後5年 間 の うち に新 た に開 発 しよ う とす るシ ステ ムまた は対 象 業務 に は,ど ん な もの

が ある か,回 答社 数 は極 め て少 な いが,次 の通 り であ る。

a.目 下 開 発中 の もの

計 画 な しは5社,不 明は53社,計 画 の ある社 の内訳 は次 の通bで ある。

(項 目別 のた め,重 複 あ り)

作業 管 理 面 で,海 貨 通 関 業 務 の輸 出に当 たる のは,「 在 庫 管理 」 及 び 「輸 出業務 シ ステ

ム」 で,ド キ ュメ ン トシス テ ムは 「船 積 書類 作成 」 だけで あ る。

経理 一決算システム

在庫管理

売掛金処理(入 金業務を含む)

請求書業務(特 定分野も含む)

倉庫業務オンライン処理

人事情報

船積書類作成 、

輸出業務システム

車両管理システム

オンラインシステム化

海上コンテナ管理

給与計算

運輸(陸 運 も含む)

CFS管 理

船舶代理店業務

内航営業管理

社

社

社

社

社

社

在

社

社

社

社

社

社

社

社

社

5

5

3

5

3

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1
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b.将 来において開発するもの

開発計画 なしとする社7社,不 明は49社

開発計画を もつ社の内訳は次の通 りである。

在庫管理(オ ンラインによる場合を含む)

請求業務

経理業務(帖 票作成を含む)

財務管理(管 理会計 ・原価償却 ・資産管理を含む)

社

社

社

社

7
・

7
・

4

3

ドキ ュメン テ ーシ 。ン(輸 出 イ ン ボイ ス ・通 関書 類 作 成 を含 む)3社

輸 出船積 業務3社

ト ータル シス テ ム(港 湾業 務 に 限 る場 合 を含 む)2社

オ ン ライ ン化 ・1社

予 測計 算1社

タ ーミナル 管理,1社

輸 入 業務1社

(項 目別 のた め,重 複 あ り)

対 象 業 務 の広 が り と ともに,質 の向上,す なわ ち オ ン ライン リアル タイ ム処 理 並び に ト

ータ ル シ ステ ム化 の方向 が 出 てき てい る ご とがわ か る
。 また ドキ ュメンテ ー シ 。ンが や は

り今 後 の課題 で あ る こと も示唆 され てい る。 しか しな ん とい っ て も,貨 物 管 理 と請求 業務

が大 勢 の赴 く ところ で,焦 点 とな ってい る といえ るので あろ う。

4)機 器 の レベ ル ア ップ

レベ ル ア ップを予 定 しない社19社,不 明51社.レ ベ ル ア ップを考 え て い る社12社

こ の比率 は,各 それ23.1パ ーセ ン ト,62.2パ ーセ ン トi14 .7パ ーセン トで ある。

レベ ル ア ップの 内容 は

新 た に コンピ ュータを導 入 す る社

コ ン ピ ュータ のレベ ル を あげ る社

入 力装 置 を増 加 す る社

M.T装 置 を増 加す る社

その他 不 明

社

社

社

社

社

4

3

1

1

3

と事実上,小 型の電子会計機からの脱皮が.当 面の情報システムの水準のようである。
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32総 合 シ ス テ ムの 中 のサ ブ シス テ ムの 在 り方

321資 本 の 理 論

わが 国 に おけ る貿 易 情報 システ ム 開発 の 考え方 と して 「総合 貿 易情 報 シス テ ム調 査 委員 会

報告 書 」 は,次 の よ うに規 定 してい る(昭 和48年3月,委 員 会 承 認)。

「貿 易情 報 シス テ ム とは 貿 易 業務 処理 の情報 シ ステ ム化 に あ り,こ れ を進め るに は机上

での検討,提 言のみでは具体的解決には な らない。 こ のため,業 界 間(官 庁 も含 む)を 流 れ

る貿 易情 報 の実態 を調 査 し,そ のデ ータ ・エレ メ ン トを明 確 に し,情 報 シス テ ムで最 も

実現 性 が 高 く,メ リ ッ トが 大 き く,し か も波 及効 果 の あ る分 野 につ い て,具 体 的パ イ ロ

ッ ト ・シス テ ム・を開発 し,今 後 の貿 易情 報 シ ステ ム形成 をは か るこ とが 緊要 で あ る。 こ

の こ とに よ り,わ が 国 におけ る望 ま しい方 向を見 定め,関 係業 界 に対 して 貿易 情 報 のシ

ス テム化 の必 要性 を認 識 さ せ るの みな らず,業 界 間 のシス テム の意見 調整 をは か る等,

ナ シ ョナル ・コ ンセ ンサス を とるこ と とな ろ う。 ・^'

貿 易情 報 シス テ ム化 に あた っては,シ ス テ ムを い くっ か のサ ブシ ス テ ム に区 分 し,相

'互 のサ ブ シ
ス テ ムの必要 度,難 易 度,シ ス テ ム化 の現状 左 ど諸 要因 を検 討 しそ れ に よる

開 発 の プラ イオ リテ ィをつけ る 乙 とに な る。 」'

この よ うに して,同 委 員 会 では貿 易情 報 シ スデ ムを,第1,第2,第3,第4の 貿 易情 報

シ ステ ムにわ け,そ の 中心 的地 位 に あ る と見 られ る第2貿 易情報 シ ステ ムが ら先 ず 開 発す べ

きで あ るこ とを提案 して いる。 そ の理 由 として掲 げ られ てい る ところの ものは,次 の 通 りで

ある。

① 第2貿 易情 報 シス テ ムは,貿 易取 引 とそ の 輸送 活 動 を結ぶ シ ス テ ムで あ り,貿 易活 動 に

お いて も中心 的役 割 をはた し てい る。'・ 魑' ."一

② 貿 易商 社は,貿 易 取 引活動 の中 心 とな り,オ リジナ ル情 報 の大 半が 商 社か ら発 せ られ る。

③.商 社,船 社,保 険 会 社 と も,事 務 合 理 化 へ の投 資 は大 き く,んDP化 の進 展 は 高 く,企

業 間 シ ステ ム化 の 二 三ズは非 常 に高 い とい え る。 ・・

④ 第2貿 易情 報 シ ス テム は,諸 外 国 と異6た 側 面 を持 ってお り,日 本 と して も,日 本 の貿

易活 動 に立 脚 した シ ス テ ムと して早 急 に開 発 して お くこ とが 必 要 で ある。'

、 ⑤'第2貿 易情報 シ ステ ム以外 のサ ブシ ステ ム は,貿 易 活動 を助 成,な い しは管 理す る活 動

で あり,そ の た め制 度 上の 問 題 な ど検 討 すべ き欠 点 が 多 いb

標 題に 言 うところ の総 合シス テム とは,総 合貿 易情報 シス テ ム を意 味 し,第2貿 易情 報 シ

ス テ ム は,そ の サブ シ ステ ムの1っ であ るが, .今回 の調 査は,こ の第2貿 易情 報 シ ス テ ム の

中 心 を な す と見 られ る海 貨通 関業 務 の輸 出 に関す る部 分 を検 討す る こ とに あ った。

総 合 シ ステ ム(輸 出)の 中の,海 貨通 関 業務 の対 象 と範 囲 は,別 紙 フ ロ ーチ ャ ー トに 示 し

て あ る通 りで あるが,わ れ われ は さ らに次 の よ うなサ ブシス テ ムに分 割す る こ.とが 合 理的 で
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あ る と考 え る。

① 輸 出貨 物 の発送 シス テ ム(CargoInvoiceSystem)

② 輸 出書 類米 作 成 のシ ス テ ム(ShippingDocumentsSystem)

③ 港 頭 に おけ る貨 物 管理 のシ ス テ ム(CargolnventorySystem)

④ 通 関 のシ ス テム(CustomClearanceSystem)

⑤ 船積 の システ ム(LoadingSyste皿)

⇔ 米 序文 に 示 した よ うに,わ れ われ は調査 の結果,従 来 船積 書 類 として包括 的 に

よばれ た もの を輸 出書類(ShippingDocuments)と 船積 書 類(Loading-

DOCUments)と の2種 類 の概 念 で処 理 す る こ とが シ ステ ム的 に 合理 的 で あ る と考

え る。

さ らに,わ れわ れは 前 記5っ の サ ブ シス テ ムない しは システ ム ・パ ーツ を ま とめ て,次 の

3つ に まとめた。

①② ③ 集 荷 パ ッケ ージ(BookingPackage)

④ 通 関 パ ッケ ージ(CustomsPa'ckage)

⑤ 船積 パ ッケ ージ(L。adingPackage)

最 後 のLoadingPa .ckageの 中 に は,海 貨通 関業 務 以外 の 多 くのシ ステ ムパ ーツ を

含 む。 す なわ ち沿岸 荷 役},は しけ回漕,船 内荷役,エ ージ ェン ト業務,船 社 の手 仕舞 業 務 が

あ る。 そ して これ に続 いて 送 貨情報 を海 外 に伝達 す る ところのDataTransmission

が存 在す る。 こ う して国際 的 に貿 易情 報 の流 れ をつ な ぐこ とが で きる で あろ う。

CustomsPackageは,本 来 税 関 そ れ 自体 の業務 であ って,税 関 のシ ステム で ある

べ き であ る と考 え られ る
。 既 に税 関 の統 計業 務 や 管理 業務 が システ ム化 され て お り,輸 出 申

告 書(ExportDeclaration:E/D)の 中 に コー ド欄 が あb,海 貨通 関 業者 が こ

れ に コ ー ドを記 入 してい る。 しか し通 関 業務 そ れ 自体 は,ま だ コ ンピ ュータ ー処 理 さ れ てい

ない の で,こ の 分野 が新 た に開 発 せ られ るべ き分 野 で ある。

一 以上 の よ うに考え て来 る と
,そ れ以 前 の部 分 を,す な わち ①② ③ をBookingPack-

ageと して まと め るこ とに よ って,問 題 の処 理 が非 常 に 明 確に なるの で あ る
。

この よ うなサ ブ シス テ ム な い しは シ ステ ム ・パ ーツの設定 に っい ては一 貫 した原 則 が貫 い

て い る。 す な わち,わ れ われ はさ きに 発表 した よ うに(港 湾業務 へ の シ ステ ム ズ ・ア ブ ロ ー

,チ 輻 皿,港 湾 研)貿 易情報 の フ ロ ーには商 取 引 の フロ ー(DOCUmentationFIOw)

と貨 物管 理 の フ ロ ー(CargoInventoryFlow)と の2つ の 局面が あ るが
,こ の何

れ もが,そ れ 自体 では シス テ ム化す る こ とは不 可能 であ る。 何 故 な らば,外 国 貿 易 とは,し

ょせ ん商 品 の取 引 で あ って商 品 を 送 るた め に書類 が 必 要 とな って来 る
。 本 質 は商 品 のフ ロ ー

で あ って,書 類 を 送 るため に商品 が 必 要 なの では な い。 したが って物 的 流通 であ る貨物 の フ

ロ ーと,商 的 流通 で あ る ドキ ュメ ン ツの フ ロ ーとは
,統 一 的 に処 理さ れ なけ れば な らない。

貨物 のス テ ータスを不 問 に して書 類 を発行 す る こ とは で きな い し,書 類 と貨物 とを チ ェ ック
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しない で貨物 を 動かす こ とはで き ない。 この 不断 の 相 互チ ェ ックが ,貿 易 のプ ロセス を形成

す る。 そ れ 故 に,貨 物 の 管理 業 務 と書 類業 務 とは,シ ス テム的 にザ 統一 して処 理 さ れ な けれ

ば な らな い。 この よ うな論理 的 なステ ップ は,さ ら に貿 易 とは何 か と い う根 本 の問 題へ まで
,

す な わち フ ィロゾ フ ィーの 問題 へ と発展 す る。 そ して先 ず われ わ れは
,こ の 出発点 にかえ っ

て若干 の定 義 を行 わ なけれ ばな らなし㌔

定 義 貿 易とは 生産 資本 の回転 の形 式 的 表現 で ある。

現 代の 貿 易商 品 は,そ の大 部 分が 近 代産 業 の生産 品 で ある。1つ の企業 におい て商 品 を生

産す る場 合,企 業家 は 資 本 を集 め これ を生産 面 に投 下す 為 彼 等 は土 地 を買 い ,工 場 を建 て,

機 械 を購入 し,労 働 者 を雇 い,原 材 料 を購 入 して商 品 を生 産す る。 生 産 さ れた 商品 は貨 物 と

して包装 され,あ るい は コ ンテナ ーに詰 め て,海 外 に 輸 出 され ㌔ 輸 出 さ れた 商品 は海外 で

販 売さ れ,そ の売 上 代 金 は 利潤 を伴 っ て もとの企 業 に還流 し,再 び生産 面 に投 下 され る。 こ

の よ うに,或 る時 は 商品(貨 物)と い う形 を と り,或 る ときは貨弊(売 上 代金)と い う形 を

と っ て流動す る ところ の生 産 資 本 の回転 そ の もの が,外 国貿易 に外 な らない。 貿 易 情報 シ ス

テ ムの対 象 と範 囲 は,こ の 資 本 の 回転 のす ぺ てを含 む もの で ある
。㌔"→ 一'・ 一

この よ うな資本 の理 論 に まで さか のぽ って貿 易情 報 シ ス テ ムを 考え る こ とは
,ジ ュネ ーブ

のECE国 際会 議 に おい て も,ま だ十 分 に認 識 され てい ない
。 われ われ は,こ の考 え方 を,

1972年 シ トプ ロの ロン ドン会議 に提 出 した。 この 会 議 は,個 人 的 性質 の もの で
,貿 易 情

報 シス テ ムの国際 的 な発展 をは か るた めの専 門 家 の核 をつ くる こ とを 目的 とし
,そ れ ぞれ個

人 的 な立 場 で見 解 を表 明 した ので あ ったが,今 日ではECEに お いて も貿 易書 式 とい う考え

方 か ら,貨 物 とい う考 え方へ と発 展 し両 者 の 統 一処 理 に よるADP化 の方 向 を と りつ つ ある
。

こ う した資本 の理 論へ ま で さか のぼ るこ と底 現 実 の貿 易情 報 シス テム の開 発 のた め に
,

す な わち,実 際 の 貿 易形態 の変 化,そ の発 展 を認 識 す るた め に必 要 で ある
。 若干 の例 を挙 げ

て説 明す る こと とす る。 層 ・

こ の資本 の理論 を裏づ けす る最 近 の傾 向 は,メ ーカ ーの直接 輸 出の ウエ イ トが年 々拡大 し

てい るこ とで ある。 わ れ われ の過去 の 調査(「 神 奈 川県 貿 易流通 実態 調 査報 告 書 」
,'1970,

港湾研)に よれ ば;'.,

a)メ ーカ ーの 直接輸 出

b)メ ーカ ーが海外 と契 約 し輸 出事務 を

商 社 に委 た くす る

c)商 社 が海外 と契約 して輸 出す る

50%

20%

30%

これ は概 数 で ある が直 貿 メ ーカ ー には」 自動車 ,家 電 製品 が大部 分 を しめ てい るが,こ れ

らは何 れ も輸 出 の大 宗貨 物 であ って,特 に 自動 車 の場 合 は 自社 の輸 出埠 頭 を持 ち,専 用 船運

航会 社 を設 立 レて 自 ら海 上輸 送 を行 い,海 外 に タ ーミナル あ るい はデ ポ を持 ち,販 売 もア フ

ターサ ー ビス もす べ て自社の 手 で行 って い る現 状 で ある。 海外 との 契約 も輸 出業 務 も,通 関

も一切 他 人 の手 をか りない完 全 なモ ノポ リーの形 を示 して い る
。
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大 手の 電機(家 電)メ ーカ ー も亦 自動 車 と同 じ方向 を志向 しは じめ てい るか に見え る。 現

在 の と ころ,ま だ 自社 の専 用 船 を持 つ までに は到 ってい ないが,既 に海 貨通 関業 務 は,自 社

の子会 社 また は専 属 の店 社 と契 約 し,既 に工 場 の電産 機 の輸 出管 理 システ ムが 水際(港)ま

で延 長さ れ つ つ ある。 こ う した こ とは,高 度 に発達 した現 代 の資 本 主義 社 会 で は 当然 お こ り

得 る こ とであ って,1種 のモ ノポ リ ーで あるが,こ れ は生 産 資本 の 回 転 の自己貫 徹 で あ る。

す な わち 生産 面 に蓄積 される:資本 の 規模 が 巨大 と なれ ば,貿 易や輸 送 の面 まで抱 括 し て しま

うとい う形 を とって 現 わ れ る。

同様 の こ とは,流 通 面 に も現 われ てい る。 第1に,大 手 の商 社 は,世 界 的規模 でそ の業 務

を拡 張 し,各 種 の 生産 業務 か ら輸 送 業 務 まで その 中 に抱 括 し,統 一 的 な情 報 システ ムをっ く

りあげて 吟 る。 第2に,船 社 も亦,海 上 コ ンテナ ー輸 送 とい う新 ら しい技 術革 新 に立脚 して

集荷,内 陸 輸送 まで を抱 益 す る巨大 なシ ス テ ムをつ く りあげ,通 信衛 星 の ラ イン を通 じて,

世 界的 な情 報 シ ス テ ム を確 立 す る まで にな った。 そ の 最 もよい例 は,米 国 のシ ーラ ン ド社 で

'ある
。. ..∴ 一

こ の よ うな傾 向 は,海 貨通 関業者 を荷 主 系 列,お よ.び船 社系 列 に益 々大 き く抱 きこん ℃

海貨通 関 業 者・の分解 作用 を生 じて い る。 こ れ らの ものは シス テ ム的 に は自 己主 張型 で,他 と

の協 力 を必 要 としない状 態 に発展 する傾 向 を示 して い る ので ある。

個 別資 本 の立 場,そ の発 展方 向 は上 記の 通 、りで あるが ダ 同 じ資本 の 立場 か ら,こ れ と反 対

.の方 向 も亦 発生 しつつ あ る。 そ れ は,社 会 的 総 資本 の立場 で あ って,こ れ を代表す る1つ の

形 は港 湾 で あ る。

定 義 ,港 湾 とは社 会 的総生 産資 本 の回 転過 程 で,外 国貿 易 と輸 送業 務が 集 中 し,陸 と

海,陸 と空 の 間 に おい て輸送 貨物 の移 転 が 行 われ る場 所 で ある。

港 湾 に は,周 知 ρ よ うに・ 外 国貿 易 業務・と輸送 業務 とが集 中 す る。 港湾 の背後 地 に多 くの

輸 出産 業 が集 ま り,貿 易業 者 や保険 会社 や銀 行 や倉庫 や運 送 会社 が 集 って,社 会 的 左貿 易業

務 を形 成 す る。・また そ こに は,何 百 枝 もの船社 の 支 店,代 理 店が あ り,多 くの航 路 が こ ふ

一・・ に集 中 しプ埠 頭 や岸 壁 や タ ー ミナル が あ り,多 くの港 湾 運 送業者 が 存 在す る。 そ して多 くの

貿 易業 務,輸 送 業 務が 集 中 す る ボ トル ネ 。ク にお い て は,個 別 的 資本 で は解 決 す る こ とので

き な い,別 の総 資 本 の問 題 が 存 在す る。 わ れ われ は,こ れを カ ー ゴ ・レ ーンの 理論 に よ って

説 明す る。 こ

322カ ーゴ.レ ー ン の 理 論(TheTheoryofCargoLanes)t

われ われ は,生 産 資本の 回転 の 形式 的表 現 で あ る 「貨物 の流 れ 」 とい う抽 象 的概 念 か ら出

発 す る。 この 抽象的 な概念 を カー ゴ ・レ ーンと名 づ け る。 カ ー ゴ ・ レーン と は,生 産者 か ら

消 費者 に到 る ま での貨 物 の輸送 道 程 を,抽 象的 な貨物 の流 れ,な い しは 流れ の す じ道 とい う

概 念 に置 きか え た もの で ある。 ここで は一 切の 輪 さ手 段,す なわ ち トラ ック,鉄 道,船 舶,

航 空機 とい うよ うな具 体的 な形 を捨 て て しま っ て,単 に,そ こに貨 物 の流れ が存在 す る とい

う概念 だ け が存 在 す る。 そ して今 日の輸送 革新 の原 則 を,次 の よ うに定 式 化 す る。
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V=vs

Vと は,1つ の レ ーンを流 れ る貨物 の総 量,す な わちVolumeで ある。vはvelocity

で速度,sはsizeで レ ーンの大 き さを現 わす。 こ の比 例式 は本 来流 体 力学 の 原理 で あるが,

こ の式 が あ らわ し てい る意味 は,1つ のv－ ンを流 れ る貨物 の量 は,そ の速 度 とレ ー ンの大

き さの積 に 等 しい とい うこ とで ある。 レ ー ン の大 き さ と は,船 型 で あ るとか,ク レ ーンの能

力 で ある とか各 種輸 送 手 段お よ び荷 役手 段 の 規模 を意 味 す るが,仮 りに速 度(v)が2倍 にな れ

ばVも 亦2倍 に な る。 レ ー ンの大 き さ(s>が2倍 にな ればVも2倍 に な る。vもsも 同時 に2

倍 にな ればVは4倍 に な る とい う比 例 関係 が 成 り立 つ。 これ が 今 日の輸 送革 新 を貫 い てい る

根本 原 則 で あっ て,こ の 法 則 に も とずい て,輸 送の コス ト・ダウ ンが行 われ る。

と ころ で,港 湾 に は多 数 の,お そ ら く数 千 に も達 す る と考え られ る多 くの カ ーゴ ・レ ーン

が存 在す る。 そ して この 関係 を 図示 す ると。 次の よ うに なる。
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この チ ャ ー トは,思 考 を単純化 す るた め に,貨 物 は⑧ か ら⑪ へ 一方 的 に流れ る こ とに して

あ る。 実際 に は貨物 は逆 の流 れ も存 在 す るの で あるが そ れ は省略 して ある。 また レ ーンの散
し

もこん なに単 純 な もので は ない が,論 理 を説 明す るに はこれ で十 分 であ る。 そ れぞ れ の レ ー

ンは,大 きさ も速 さ も異 るが,こ の総 合 計を Σ で あ らわ し,次 の式 を設定 す る。

跳{(‡L』(調
i=1i=1

こ の式 の意 味 す る ところは,港 に 入 る貨物 と出 る貨物 とが 常に等 し くな らなけ れ ば な らな

い とい うこと で ある。 若 し も

)

・-

－

V
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－

S

l

n
Σ

=「1

>

)
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十
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十

s

l

n
Σ

=

一
.-

とい う関 係 に なる な らば,港 頭 に 多 くの 滞貨 を生 じ,荷 主 は ば く大 在保管 コ ス トや金利 上 の

損害 を うけ る。 若 し

』(鵠 く 量(9{(こ1'
i=1i--1

とな れば,船 舶が過 剰 とな り,船 社 は積 取 量過 少 で,や は り著 る しい 損害 を うけ る。 す な わ

ち港湾 に おい て は、 常に こ の(+)と(一)との 均衡 を必 要 とす るの で あ るが,こ ふに も,全 体 と し

て のV・-vsの 原則 が 貫 い て いる。 そ れ故 に,港 湾 の 目的 とす ると ころは

①(+)と(一)と の 均衡 を得 るこ と。

② 均 衡 を得 た まS全 体の流 動 量,す な わちΣ を拡 大す る こ と。

これ は 港湾 のオペ レ ーシ ・ンのOptimizatiOnす なわ ち最 適 化 の問題 で あるが,現 実

に,個 々の 資本 はそ の経済 原 則 に も とず い て,港 湾 に多 くの変 化 を与 え た。

a)'拡 大 され たV-vsを 持 つ と ころの 革新 レ ーンの 出現。 石油,鉄 鉱 石,石 炭,雑 穀,セ

メ ン ト,塩 〆 木材,自 動 車 等 々。 これ は不定 期船,専 用船 と専 用 埠頭 を結 ぶ とこ ろの新 ら

しい輸 送体 系 で ある。

b)定 期船 を主 体 とす る雑貨 部 門 に,新 ら しい コ ンテナ ー ・シ ステ ムが 出現 し,そ のユ ニ ッ

ト ・ロ ー ドによ る海陸 一貫 輸送 の原理 に よ って大型 高速 専 用船 とコ ンテナ ー ・タ ー ミナル

と を結 ぶ新 ら しい輸 送体 系が現 われ た。

c)こ れ らの もの は,何 れ も旧 来 の公共 埠 頭(P.W.)を 離 れ て,そ の 外 側 にa,b,c…

の新 ら しい タ ー ミナル を形 成 し 港湾 の業 務 は益 々広 い地域 に拡 散 した。

d)個 別 資本 の輸 送革 新 の 発展 は,港 全 体 と しての 最適 化 を必 要 とす るよ うにな り,旧 来 の

業 務 やオ ペ レ ーシ 。ン全 体 の改革 す なわ ちOptimizationを 求 め る社会 的 総 資本 の 要

求 が あ らわ れた。 す なわ ち,い か に個 々の 資本 が,そ のオ ペ レ ーシ ・ンを合理 化 しよ うと
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して も,そ こ には限 界 が あ って,港 全 体 として改革 が行 われ な けれ ば,個 別 的な改 革 の価

値 が な い とい うこ とで あ る。

定 義 港 湾 の最 適化 に は静的 最 適化(StaticOptimum)と 動 的最 適化(Dyna-

micOptimum)の2つ の 条件 が あ って,こ れ を実 現す る もの は情 報 シス テム で あ る。

静 的最 適化 とは,現 状 の オ ペ レ ーシ.ン をい かに最適 化 す るか とい う問 題 で あ って,さ き

示 した
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=
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の実 現,お よ びそ の拡 大 で ある。 この問題 につ い て,わ れ われは,こ れ まで時 間 の問 題 にふ

れ なか ったが,(+)と(一}の 均 衡 を得 る のに長い時 間 を要 した の では意味 が な い。 作業 の時 間 的

ロ スは,そ の ま ふコス ト高 に つ なが る も¢)で,こ の ロス を無 くす る こ とが 大 きな 目的 とな る。

現 実 の問 題 と して,長 時 間 の滞船,長 時 間の 貨物 の 滞 留 は,船 社 お よび荷 主 に,ば く大 な損

失 を与え柔 の港 の利 用価値 を著 る し く引 下 げる もので あ る。 そ して,そ れ ぞれ の オ ペ レ ーシ

・ン の時 間的 ロス を無 くす るた め に,新 らしいオペ レ ーシ 。ンの情 報 シ ス テ ムが必 要 とな っ

て い る。

動的 最 適 化 とは,将 来 拡 大 す る船 舶 および 貨物 の流 れ に対 して,常 に ミニマ ム ・コ ス ト ・

ポ イ ン トを維持 し左が ら,い か に施 設や 作業 を提供 す るか とい う,港 湾 の将 来計 画 に関 す る

もので あ るが,こ ふでは 直接 関係 が 左い ので 省略す る。

:定 義 貿 易情 報 シス テ ム は港湾 情報 シス テム の軸 とな る。

われ われ は,港 湾 の情 報 シス テ ムを次 の よ うに定義 す る。

① カ ーゴ ・システ ム ・

② ポ ー ト ・シ ステ ム

③ レ ーバ ー1シ ス テ ム

この3者 で港 湾 の トータル ・シス テムを形 成す る。 ところ で,カ ーゴ ・シス テ ム とは,輸 出

入貨物 の処 理 に関 す る シ ステ ムで あっ て,こ れ は本来 的 な貿 易情 報 シ ス テ ム で ある。 港 湾 の

存 在 理 由 は,こ れ まで主 と して船 舶の運 航 を主 体 と して考え られ て来 た。 実 際 問題 として,

19世 紀 に おけ る定 期 船 業 務 の発 展 は,そ れ ぞれ の主 要港 湾 に支 店 や 代理 店 を設 け,港 湾 に

お け る船 社 の支 配体 制 が で き あが った。 しか し今 日では事 態は明 らか に転 換 .してい る。 す 左

わち海 陸 一貫 の コ ンテ ナ ー ・オペ レ ーシ ョンは,あ らため て陸上 輸 送 の問 題 を提起 し,こ れ

まで海上 にだ げ関 心 を持 っ てい た港湾 に 対 して,陸 上 へ の関 心 を生 ぜ しめ た。 こ ふに おい て,

港 湾 は船 の た めに のみ存 在す る の でな く,貨 物 の た め に存在 す る とい う認識 が 生 れ,船 が 主

体 で あるか貨 物が 主 体 で あ るか とい う反省 を もた らした。 この場 合 答 え は明 らか で あろ う。

す なわち 貨物 を は こぶた め に船や 港 が必 要 なの で あ って,船 を走 らせ るた め に貨物 や 港が 必

要 な ので は ない。 そ れ故 に貿 易情 報 シス テム こそ が,港 湾の 中心 的 シ ス テ ム で なけ れ ば な ら
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な い。 そ して ポ ー ト ・シス テム とい う港湾 の管理 とオペ レ ーシ 。ンの シス テ ム,レ ーバ ー ・

シス テ ム とい う労 働 力 の供給,編 成,労 働 の シ ス テ ムが,こ れ をサ ポー トす る。

こ の よ うに して,わ れ われ は貿 易情報 シス テ ム と港湾 情 報 システ ム とを明確 に定 義 す る こ

とが で き る。 そ してこれ らの ものは,社 会 的総 資本 の要請 か ら生 じ る もの で ある。

定 義 社会 的総 資本 は 個 別資 本 に優 位 す る。

わ れ われ の立場 は,国 民経 済,す なわち 社会 的総 資本 の立 場 であ る。 この立場 は,情 報 シ

ス テ ム の上 か らは総 合性 を 要求 す る。 さ きに 述 べた 個 別資本 の 立場 はそ の単 一性 の強 調 に あ

る。 これ は矛 盾す るで あろ うか?

① 港 に は個 別 資本 の努 力 だけ では如 何 と も為 し難 い事情 が あ る。 よ く知 られ て いる よ うに,

貿 易お よび港 湾 の業 務 は,非 常 に数 多 くの異 った業 種,お よび異 ったオ ペ レ ーシ ・ンの組

合 せか ら成 っ てい る。 これ らの もの を,オ ペ レ ーシ ョンのシ ス テ ム ・パ ーツ とす ると,貨

物 は これ らのパ ー ツを次 々に通過 して動 い てゆ く。 そ して全 体 の流 れ の速 さは,常 に最 低

の能力 の パ ーツに よ って支 配 され る とい う原 則が ある。 た とえ ば,ト ラ ック1台 の 貨物 の

遅 れ の ため に,ま た は1セ ッ トの書 類 の到 着の遅 れ のため に,本 船 は何 時 間 も出帆 を 延 ば

さ なけれ ばな らない。 た とえば 夜 荷役 の拒 否 とい うだけ で,半 日の 遊 び が生 じる等 々。 こ

の よ うな事 態 に対 して,個 別 資本が いか に立 派 な シス テム をつ く りあげ て も,あ ま り役 に

立た 互 い で あ ろ う。 それ 故 に,港 全 体 の オペ レ ーシ ・ンを高 水準 に保 つ とい うことが 優 先

す るの で あ る。

② 情 報 シ ス テムの 面 か らい えば,個 別 資 本の これ まで の努 力 は高 く評 価 され るべ きで ある。

しか し現 状 の ま 玉放置 す れば,何 百 もの異 ったシ ス テ ムが 港 の 中 に生 じて,手 のつ け られ

な い混 乱 に おち い る で あろ う。 こ れは情報 化 の 非劇 で あ る。

③ マシ ーンの コ ス トの面 か ら見 て も,個 々の 企 業が そ れ ぞ れ コン ピュ ータ ーを持 つ とい う

自家 発 電方 式 は す で に無 駄 な時 代 と な りつ つ ある。 大 型 機 の共 同利用 に よる発電 所方 式 に

よ って安 くて豊 富 な電力 利用 の時 代が す でに到 来 して い る。 現 代の コ ンピ ュ ータ ーの発 達

は,既 に そ の段階 に達 してい る。

④ 以上 の よ う な理 由 で,わ れ われ は多 くの企 業 の 協力 と コ ン センサ ス を必 要 とす る時 代を

迎 え て い るの で あ るが,個 々の企業(個 別 資本)の 利 益 を損 うこ とな く,社 会 的 システ ム

を設定 す るこ とが で きる と考 え て い る。Optimizationに は 常 に,「 ど の程 度 に最 適

化す るか 」 とい う判 断が っ き まと ってい る と考え られ るが,こ れ は,今 後 の課題 で あ る。

33問 題 点 及 び 対 策

海貨 通 関業 界 も亦,さ きに述 べ た よ うな,個 別 資本 の モ ノポ リ ー形 成,そ の系列 化 に よっ

て分解 傾 向 を示 して い る一 方 に おい て,社 会総 資 本 の要 請 に よる総 合化 の 要請 も亦 存 在 す る。

そ して前節 の 終 りで述 べ た総 資 本 の優 位性 の原 則 か ら,海 貨通 関業 務 の統 一 シス テ ム を考え

る こ とが必 要 で ある。 われ わ れは,前 節 の最初 に,こ れ を5っ の サ ブ シス テ ムに分 け て 考え
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る こ とに したが,こ の全 体 を通 じて,五 パ ペ2に 見 た よ うに,こ れに は海 事検 定機 関 と検 数 機

関 との サ ポ ー トが必 要 で あ って,こ の3者 の関係 は,相 互 に他 の分 野 に入 り こんで い るこ と

が,皿.1～2現 状分 析 に よ って明 らか とな った。 これ を図示す る と,次 の よ うにな る。

タ

こ の よ うな関係 の も とで,若 し海 貨通 関 業務 だ けの 統一 シス テ ム をつ くるな らば,他 の組 織

の領 域 を犯 す こと にな る であろ う。 これ は仮 りに海 事検 定機 関,あ るい は機 数 機 関 が.そ れ

ぞ れ 自己貫 徹 を行 お うとし て も,同 じ結果 にな る。 この 解決方 法 は,3者 を引 離 してデ ータ

バ ン ク で結 ぶ こ とで ある。

ノ/、

{1
'
・
＼ 一,ノ
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この 考え方 に も とず い て,輸 出業務 の フ ロ ーの業 種別 の 関連 図 をつ くる と次 の ように な る。

分岸荷役

船内荷役

海 貨適

業

婚人届(自 主記領)

搬出届(目 ………8己帳)

検査立合

図 五 一9デ ータ ・バ ンク構 想

上 図に示 した よ うに,輸 出ゐ情 報 シス テ ムの 核 をなす もの は,海 貨通 関業,海 事検 定 業,

検 数業 で あ る。 こ の3者 が1つ の組 織 体 と して合併 す る こ とが 一番 よいが,現 状 では 困難 で

ある。 とす れば,情 報産 業協 会 とい うよ うな組 織 体 と して.相 互 の領域 を尊 重 し,あ るい は

協 定 して協 力 す る こ とが望 ま'しい。 この協 会 に底 こ の中心 と な る核 に加 え て,他 の業種 も

関 係 ある限 り参 加 す る こ とが 希望 され る。

つ ぎに,さ きに述 べ た5つ のサブ シス テ ムに っい て考 え てみ よ う。

(1)輸 出貨 物 の発送 シ ス テ ム(CargoInvoiceSystem)

現在 輸 出貨物 の発 送 に関 す る情 報 が 非 常 に混 乱 してい る こ とは,皿,2お よび 附録 に述

べた通 りで あ ㌔

問 題点 の1輸 出書類 髄,特UCCommerei ,alInvoice,PackingList,

一128一



問題点の2

こ れ らの 問 題 の解 決 策 と し て,わ れ わ れ はCargo

こ の 書 式 は

CargoInvoice

同SpareSheetl ト
PortReceipt;

ShedMaster

の4枚 か ら成 る セ ッ トで,CargoInvoiceは 貿 標 委 の第2.次 試 案 中のShipping- 、

Instructionか ら取 った。 こ の書式 は,在 来貨 物 にも,コ ン テナ ー貨 物 に も使用 で き

る よ うに工 夫 さ れ てお り,下 欄 の余 白は社 内用 デ ータを記 載で き るよ うにな っ てい る6上 段

右 にS/INo.CargoIn▼oiceNo.OrderNo.を 記 す欄 が設 け られ てい

て,S/INn.が 貨物 発 送時 にわ か らな くと も,OrderNo.を コ ー ド化 す る こ とに

よ って,輸 出書式 と対 照 で き る よ うにな ってい る。 但 しこのた め に は,Commercia1・

Invoiceに も同 じOrderNo.を 記 入 しなけ れば な らない。OrderNo.は 輸 出

者 も,貨 物 の発送 者(メ ー カ ー)も 貨物 の発送 時,お よび書類 作 成時 に,同 時 に双 方 で 確認

し得 るもの で あ り,書 類 の流 れ と貨 物 の流 れ を照 合す る唯一 の手 が か り とな る もので ある。

SpareSheetはCargoInvoiceに 書 き きれ な い ときの予 備 のシ ー トiである。

PortReceiptは 港 湾 で の貨 物 受領 証 で,従 来 のよ うに,い し(かげ んな 送 り「状 に印

を押 して帰 す とい う無 責任 な もの でな く,貨 物 のス テ ータス ・チ ェ ック の結 果 を明 らか に し,

受領 者 の 責任 を 明 確化 した もので あ る。

ShedMasterは,社 内業 務 へ展 開す るた め の マ スタ ー ・シ ー トで,裏 面 に1か ら

200ま で の番 号 を記 しOrderNo.何 番 の第何個 目の貨物 であ る とい うこ とを 明 らか に

し,爾 後 の貨物 処 理 の機 械 化 の意 図 を も ってい る。 こ れ によ っ て,荷 主 別 に入 っ て来 た 貨物

を,船 名別 に機 械 的に仕 分 げ る こ とが で きる。

この書式 の セ ッ トを貨物 発 送 時 にワン ライテ ィ ング で作 るこ とに よ っ℃ 貨物 受領 後 の措 置

が非常 に合理 的 に な る筈 で あ る。 但 し貨物 の 発送者 側 で これ を 直ち に使 用 で き る とは考え ら

れな い ので,出 来 る とこ ろか ら気 長 に普 及す る のを待 つ ことに な ろ う。 こ のた め に,こ の

CargoInvoiceSystemは 貨物 受領 後 のシ ス テ ム とは切 りは な し,単 独 の貨物 発送

シス テ ム として実 施 する こ とが 望 ま しい。 こ のシ ス テ ムは,大 規 模 なTSSシ ス テムの利 用

に適 して いる よ うに 考え られ る。

ShippingApplicationが,貨 物 と別 に,し ば しば時 間 的 に後

にな って到 着す る こ と である。 こ のた めに海 貨通 関業者 は,時 と してそ

の貨物 の輸 出者 が誰 で あるか,ど こ行 きの貨物 で あ る か わか らな い まN

受 取 る こ とが あ る。

貨 物 送状 の 不備。 輸 出貨物 の発 送 に 関す る統 「 的 な制度 が 存在 しなレも

InvoiceSystemを 考 案 した。
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(2)輸 出書 類 作 成 の シ ス テ ム(ShippingDocumentsSystem)

こ の カ テ ゴ リ ー に 入 る もの は 次 の 書 類 で あ る

a.CommercialInvoice

b,PackingList

c.ExportLicence

d.ExportDeclaration⑧ シ ス テ ム化 が 妥 当 で あ る と考 え

e.InsuranceApplicationら れ る 書 類

f.ShipPingInstruction

9.InspectionCertificate

h.CertificateofOrigin

i.CustomsInvoice

、j.輸 出申告 書 付表

k.他 法 令 関係 書類

この うち,通 関に必 要 な もの は通 常a,b,c,d,f,g,j,kで あ る。

CertificateofOrigi』n,CustomsInvoiceはll,2で 述 べ た よ うに特

殊 ケ ース の 書 類 で あ る。 輸 出申告 書 付表 は,内 国消 費税 輸 出免 税 関係 書類 で4種 類,他

法 令関 係 は各 種 取締 関 係 法令 に よる22種 類,何 れ も純 粋 に税 関審 査 の ため の書 類 で,貨

物 が該 当すれ ば,そ の何 れ か の手 続 を行 わ なけ れば な らな い。 輸出 書 類 とい うよ りは,む

しろ通 関書 類 の性 格 で あ る ので,皿,2で は,こ れ を通 関業 務 の中 で あつ か った。 したが

っ て,貿 易情 報 シス テム の中 に取 入れ る こ とが妥 当で ある と考 え られ る書 類 はa-gで あ

るo

さて シス テ ム化 の問 題 で あ るが,さ きにわ れ われ が述 べ た よ うに.こ れ ら輸 出書 類 は,

貨 物 とは別 の流 れ を とる。 そ して貨物 と共 に海 貨通 関 業者 の手 に わ た る場 合 もあれ ば,貨

物 とは別 に,或 る時 間的 な間 か くを おい て到 着 す る場 合 もあ る。 件 数 にす る と後者 の場 合

が,は るか に多 い ので ある。 そ こで,海 貨通 関業 者 の手 も とで,輸 出書類 と貨 物 とを照合

す るの に多 くの 手間 が かか る。 こ の問題 を解 決 す る方 法 はCo㎜ercialInvoice,

な い しはShippingInstructionの 中 にOrderNo.を 記 入す るこ とで ある。

CargoInvoic6Systemの 中 で も述べ た よ うに,OrderNo.は,輸 出者 が

CommercialInvoiceを 作 成す る段階,製 造業者 が貨 物 を 発送 す る段階 で,何 れ

も確 認 され て いる デ ータで あ って,実 際 に,わ れわ れが 調べ た 多 くのCOmmercial

Invoigeフ ナ ーム には,こ のOrderNo.を 記 入す る欄 が設 け られ てい る。,

次に,輸 出書 類 の 中 でshipPingInstructionは,他 の もの と性 格が ち が って,

海 貨通 関業 者 に対 す る作業 依 頼書 な い しは 指示 書 で あって,通 関に は必 要 ない。 若 し これ

を貨物 送 り状 と関連 せ しめ る こ とが で きれ ば,一 番 よいの で あるが,貨 物 発 送 の段階 との

時 間 的差 が 可 な りあ る よ うに思わ れ る。 若 し間 に 合 うな らば,シ ッビ ング ・イ ンス トラク

一136一



シ 。ン作 成 の と き,同 時 に 貨物 送 り状 が ワ ン ・ラ イテ ィン グ で 作成 さ れ得 るよ うに,Cargo

Invoiceの フt－ ムはShippingInstructionか ら と った。

こ の2つ の考 え方 が,書 類 の流 れ と貨 物 の流 れ とを統 一的 に処 理 してゆ くため の最 初 の

手 が か り とな る で あろ う。

(3)港 頭 に おけ る貨物 管理 のシ ス テ ム(.CargoInventorySystem)

海貨 通 関 業者 が 貨物 を保 税上 屋 で 受領 して か ら,通 関 をす ませ て レデ ィ ・カ ーゴに す る

まで の過 程 で あ って 基 本的 に は,荷 主 別 に入 っ て来 た貨物 を積込船 名別,種 付場 所(ハ

ッチ)別 に 仕分 け を行 い出庫 指 図 の デ ィテル をつ く り あげるこ とで あ る。 これは貿 易 のフ

ロ ーに対す る処理 で あるが,い ま1つ,海 貨 通 関 業者 の内部 業 務 と して,請 求 書 の作 成が

あ る。 こ の2つ の 基本 目的が 在庫 管理 の シス テ ムに存 在 す る。 これ を も う少 し具体 的 に述

べ る と,つ ぎの よ うに な る。

(a)貿 易 フ ロ ーに おけ る在 庫 管理 の 目的

① 入 庫 の確 認

② 検量 の確 認.結 果 の フ ァイル

③ 詳 細 な は い付場 所 と)リス トア ププ

④ 長期 保 管貨物 と短 期保 管貨物 との リス トア ップ

⑤ 通 関 確認 一 〇neShip皿ent毎 の貨物 の 確認

⑥ 出庫 に対 す る諸条 件 の確 認

は しけ 直積

Go-down

戸 前渡 し又 はCFS渡 し

作 業 の 諸条 件

⑦ 出庫 の確 認

⑧ 残 高 の確 認

(b)請 求業 務 上 の 目的

① 作業 工 程 別 の原 価 の チ ェ ック(支 払 関係)

② 仕切 単 価 の正 当 性 の チ ェ ック(原 価 の掌握)

③ 下 払 いの チ ェ ック

④ 支払 先 の 確 認

⑤ 請 求 書 作成 につ い ての諸条 件 の 確認

在 庫管 理 の 目的 は,上 記 の よ うに整 理す るこ とが で き るので あるが,さ て これ を海 貨通 関

業 の統 一 シ ス テム として 考え る場合 に2つ の問題点 が 出 て来 る。 そ の1つ は貨物 の種 類 お

よび形 態(荷 姿)に よるちが い で あ 奄 皿,2の 在庫 管 理 の分 析 の結 果 に も見 られ る よ う

に,こNで シ ス テ ム化の対 象 となる貨物 の選 別が必 要に な って来 る。ハ ン ブル グ のUbe-

rseeZentrumは,こ の選 別 にお いて,小 口混載 貨物 に 限定 した こ とに よ って成 功 し
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て い る ので あ るが,わ れわ れ の場合 に もこれ が必 要 であ る。 そ れで この選 別 に っ い て,先

ず対 象 か ら外 す べ き貨 物 を考 え てみ る こ ととす る。 こ の場 合,わ れ われ の シス テ ム の 前提

とな ってい る輸 出雑 貨 とい う大 ワクが あ る こ とを先ず 指 摘 して おか なけ れば な らない。

① 自動車,同 部 品 の よ うに メ ーカ ーの 自主 的管 理が 徹 底 してい るもの。

② 或 る種 の家 電製 品 の よ うに.工 場 側 の 直結 管理 が で き あが ってい る もの。

③ プ ラン ト類 の部 品 の よ うに,1つ の シ ッブ メ ン トの内 容が.他 と異 って非 常 に複

雑 な もの。

こ の反 面,取 引 の形 態 に よ って,た とえ ば缶詰 類 の よ うに,共 販 会 社 が一 手 に扱 って お り,

しか も現品が 多 数 の倉 庫,上 屋 に分散 してい る ような場合,そ れ らの貨物 の リス トア ップ

は共 販 会 社 の手 で なけ れば で きな い。 この よ うな場 合,輸 出の 海貨 通 関 業務 のサ ブ シス テ

ム と して共 販会 社の 在庫 管理 のシ ス テ ムをつ くる こ とが で き る。 こ の よ うな,バ ック ア ッ

プシ ステ ム をい くつ か考 え る こ とが 必要 とな るで あろ う。

次 に問 題 とな る のは,貨 物保 管場 所 の形態 お よび設 備 に よ るち が いか ら来 るシ ステ ム上

の問題 で ある。 多 階式 の倉 庫,公 共 上屋 の よ うな平屋,そ れ か ら紙 そ の他 の よ うに特 殊 貨

物 を扱 ってい る倉 庫 等 々に よ って,そ の 取扱 い方法,管 理 の仕 方が 異 って来 る。 これ を解

決 す るの に最 もよい方 法 は,コ ン ピ ュ ータ ー処 理 に 適 した,大 規 模 な保税 上 屋 を つ くっ て.

それ を共 同利用 す るこ とで あ る。

(4)通 関 の シ ステ ム(CustomClearanceSystem)

これは 税 関 のシ ス テ ム を主 と してい るの で,税 関の 考え 方 お よび シス テ ムが で き上 った

うえ で,海 貨通 関 業 務 の シス テ ムを どの よ うにつ な ぐか と巳 う問 題 となる の で,こ ふで は

省 略 す る。

(5)船 積 のシ ステ ム(LoadingSystem) ,・

海貨 通 関業者 は,限 定 一 種 業 者 と して,船 積 み まで の作業 の権 利 を持 ってい る。 但 し

そ れ は,船 積 業務 とい う全 体 か ら見 る と限定 さ れ た範 囲 の もの であ る。 海 貨通 関業者 の 船

積 作業 は,さ きに も示 した通 り,次 の4種 類 で あ る。

① は しけ直積

②Go-dOwn

③ 戸 前渡 し

④CFS渡 し

この うち,は しけ 直積 とGo-downが 最 も多 く用い られ てい る。 この うち,は しけ 直積

は 直接本 船 に 貨物 を渡 す の で,そ れ 自体 と して シス テ ム的 に 船積 のシ ス テ ム をっ くる こ と

が で きる。 しか しGo-downの 場合 は,本 船 船側 の エ ープ ロンで貨物 を シ ッビ ング ・エ

ージ ェン ト(沿 岸 荷 役)に 渡 すの で,そ の先 は エ ージ ェン トの シス テ ム とな る。 また 戸前

渡 しは,船 社系 列 の エ ージ ェン トに 上 屋 戸前 で貨 物 を渡 す の で その先 は 同様 に エ ージ ェン

トのシ ス テ ム とな る。CFS渡 しの場 合 も同様 で あ る。 そ れ故 に港全 体 の完全 な船 積 の シ
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ス テ ムをつ くるた めに は シ ッビ ング ・エ ージ ェン トのLoadingSystemを つ くる必

要 が あ る。 われ われが これ をLoadingPackageと い う概 念 で包 括 した理 由は こs

に ある。

ところ で,こ ふ で重要 な役割 を果 してい るのが検 数 業者 で あ る。 前段 階 の在庫 管 理 に お

いて検 量 業者(海 事検定 機 関)が 海 貨 と密 接 に結 びつ、広 て い る よ うに,検 数 業 者 は海貨 通

関業者 と密 接 に結 び つ いてい る。 検 数業 者 は,`海 貨通 関業者 だ け で な く,エ ージ ェン ト上

屋 に お い て も,CFSに お いて も本 船 の貨 物種 付 作 業 で船 内 荷 役)に おい て も,書 類 の作

成 や情 報処 理 の業 務に たず さ わ っ てい る ので,、:Eo{ぎd:{ingSystemの 情 報 の 中心 に い

るのが 実 は この検 数業 者 で あ って,検 数 は本 船 ㊧手仕 舞業 務 に も参 与 して い る関 係 で,船

社 と も亦 不 可分 の 関係 に あ る。 ・ ∵ICイ ーi㌧ 、

貿 易情報 シ ス テム と してのLoadingPがc;R⑳9;⊆1の 基本 的 考え方 は,本 船 の荷 役 の

進行 の順 序 に したが って,ハ ッチ密 ない しは種 付場 所毎 に,LoadingPlanな い しは

StowagePlanに したが っ て貨物 を流 しこむ ご とで ある。 貨物 の横 付な い しは 作業 の

進 行 に関す る情報 は,.す べ て現 場 の検 数員 が握 っ てい る。 こ の情報 を1ケ 所 に あつ め,さ

きに在庫 管 理 で処理 され てい るレデ ィ ・カ ーゴの リ ス トア ップ と組 合せ,積 付の順 序 に し

たが って,貨 物 を送 りこむ こ とが 可能 で あ る。

英 国 で は,既 にVehicleBookingSystemと して,ク レ ーン下 へ の トラ ック

の予 約時 間 シ ス テム がで きあが 三 てい る。 これ は われ わ れの構 想 と全 く同 じ理念 に も とず

くもの で あ る。

レ デ ィ ・カ ーゴの保 管場 所,す な わ ち ラス ト ・.ストック ・ポ イン トは京浜 間 で約1,000

ケ所 存 在 す る。 これ が ロ ーデ ィングの 出 発点 で ある6わ れ わ れは これ を6桁 の コ ー ド化 し

た試案 を作 成 してい る。 現 在海 事検 定機 関 の コ ー ドは5桁 で あ るが,港 の オ ペ レ ーシ 。ン

全 体 を 把 握 す るために は,ど う して も6桁 を必 要 とす る。 こ の点 は,横 浜市 港 湾 局 の考 え と

完全 に一致 してい る。 参 考 までに,機 数 業務 のデ ータ ・エ レ メ ンツ の リス トと」 この コ ー

、ド試案 とを附録 につ け加え る こ とに す る。 一 ・,∵

(6)む す びd』 ∵;f,'.

以 上,わ れ わ れの 調査 に よ る問題 の所 在.と解決 方 法に関 す る試案 の 報告 を行 ったが,な

お こ の システ ム を考 え る上 か ら重 要 な問題 が い くつ か あ るの で。 こLに とりま とめ る。

① 用 語 の定 義

現在 の港 湾 に おけ る貿 易業 務(港 湾 業務)に 用 い られ てい る各 種 帳票 に用 い られ てい る

用 語 は,各 社 で まち まち で ある。 時 として同 じ言 葉 が 全 く反対 の意 味 に使 わ れ てい る場 合

もあ るの で,必 要 な デ ー タ ・エレ メ ン ツの 用 語 の統 一,そ の内 容の 定義 をす る こ とが 必 要

で ある。 そ の数 は200な い し300と 考 え られる。

② 貿 易 お よび 港湾 書式 の統 一

貿 易 の基 本 的 ドキ ュメ ン ツに つい ては,既 に貿 標 委が 試 案 を作 成 し てい るが,作 業 の現
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場 に おい て も,こ れ に ア ラ イン した統一 書 式 を考 え る必 要 が あ る。

③ コ ー ドの問 題

用 語 の定 義 と共 に,こ れ の コ ー ド化 が必要 で あ る。 現在 使用 で き る と考 え られ る も のは

次 の通 りで あ るb

a)貨 物 税 関 の統 計 品 目コ ー ド

b)輸 出者 船協 コ ー ド

c)海 貨 船協 コ 、÷ ド

あた らし くつ く らなけ れ ば な らな い もの

d')・ 船 舶

e)港 湾a

f)仕 向 地

9)港 湾b

㍉ ④ ・Optimiz'a'tion

港 湾 の オペ レ ーシ ・ンを現 状 の ま ふコン ピ ュ ータ ー処理 す る ことには 多 くの問 題 が あ る。

… 港湾 のオ ペ レ ーシ ・ンの 最 適化 の 問題 は
,す で に国 連UNCTADに おい て も とり あげ てい

るが,わ れ われ もこの問 題 を考え る必 要 が あ知Optimizationを ど のて い どに進 め

るか につ い て の判断 は,非 常 に むずか しい と思 わ れ るが,こ の さい1っ のモ デル として の

'O

p"t'i血izationProgramを つ くるこ とが必 要 で あ る と考 え られ る。

⑤ 『Simu1'ationProgram

前 記の 考 え方 に ょっ て得 た 合 理的 オ ペレ ーシ ・ン に つい てのSimulationProg-

ramが 必 要 で あ る。

現 在船 協 コ ー ドが あるが,こ れは 邦船 の み で あ るの で,外 船を も含 め

た コ ー ドを つ くる必 要が あ る。

同 様 に船協 コ ードが あ るが,や は り邦 船 中 心の 考え かたな の で仕 出港,

仕 向 潜 め コ ー ドを考 え る必 要が あ る。

ECEで い うCountryCodeで,こ れ もっ くらな けれ ば な らなレ㌔

積 出港 の港 湾施 設,す なわ ち埠 頭,バ ース,荷 揚 場,上 屋,作 業場,

パ イ ロ ッ ト,タ グ ボ ー ト,倉 庫,港 湾 運 送 業者,車 輌 そ の他 オペ レ ー

シ ・ンに 必要 な多 くの統 一 コ 口 ドをつ くら なけ れば な らない と考 え ら

れ る。

Pr・09・ram
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皿 業種別,機 関別 貿易 情報 システ ム化の現状 と動 向調査

/ τ 直 接 貿 易 メ ー カ ー

t1シ ス テ ム 化 の 背 景

メ ーカ ーの輸 出入 業務 は他 と同 様 に年 々増 加 す る貿易量 と ともに 繁雑 増 大 の傾 向 に ある。 こ

こで は,メ ーカ ーの うち家 庭電器 製 品お よび重 電 関係 の プ ラン ト輸 出 を例 に と っ てそ の状況 を 示

して み る と,家 電部 門 では,取 引件 数,デ ータの発 生 は多 く(下 表)輸 出相手 国 及 び地 域 は200

余国,取 扱 品 目は 数 千 種に もの ぼ り,し か も小 量 生産 が 主で あ る。 また,製 品 のみ で な く,部

品(パ ー ツ)の 輸 出 もあ り,全 体 と して,輸 出業 務 は複 雑 化 して きて い る。 これ に加 えて,メ ー

カ ーの各 事 業部 が 独 立採 算 制 を と ってい るため,経 理 制度,管 理 規 準 の 考え 方 に は一 応一 本 化 し

てい る もの の,実 際 の シス テ ムを運 用 す る段 階 で は多様 化 してい る。 この よ うに貿 易取 引の 自社

の内部 情報 の増 加,複 雑 化 に よって 多 くの人 的労 働 力 を要 してい る。

表 皿 一1取 弓件 数 の 多量 性,受 ・発 注 単 位 デ ータの分割 コ ンバ イ ンの発生(家 電 系)

契 約 件 数 注 文 書 件 数 イ ン ボ イ ス 件 数

昭和45年 2,100 3,300 4,300

46 2,600 3,600 5,000

47 2,800 3,800 5,400

48 3,200 5,500 6,000

一方
,プ ラン ト輸 出部 門 に つい て は,商 品 受注 か ら据付 ま でを一 貫 して行 う関 係上,長 期 間 の

貿 易取 引が行 わ れ,輸 出 プ ラン ト部 品や,代 金決 済 等 きわ めてシ ステ ムに乗 りに くい ものが 多 い

とい え る。

輸 出業務 は主 と して海 外 市 場 の調 査,新 分 野 の 開拓,ア フタ ーサ ー ビス等 を含 めた 営 業活 動 の

強 化 に重 点 をお き実 質 的 輸 出業 務(DOCUMENTATION)は 当 社 系 列会 社へ 委 託 す る方 式

をと ってい る。(下 図 参 照)

輸 出業 務 に あ って は,全 作 業 量 の 大半 が 転記 の反 復作 業 で ある こ とか ら,当 然 シ ス テ ム化 が 要

求 されて くる。

取 扱 商 品が グル ープ 化 され る よ うな もの,例 えば 家電 品 等 の場合 に はシ ス テ ム化 も容 易で あろ

うが,プ ラン トの よ うに同一 製品 に 反復 性が 無 く,契 約 ご とに形 状,形 態が 異 った り,数 回 に分

割 されて 船積 され る よ うな ものに とって は,シ ス テ ム化 す るこ とが 反 って 複雑化 す るお それが あ

る。

然 し,現 情報 化社 会 に あっ て,こ れ を放 置 して お くこ とは問題 が あるの で,出 来 る とこ ろか ら

シス テ ム化 を 計 る こ とが 先決 で あ る と し,取 敢 えず社 内情報 シス テ ムに主 眼 をお き,間 接 的管 理
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資料 に よる管理 シ ス テ ム化 をは か る必要 が あ る。

プ ラ ン ト ・ メ ー カ ー

製 品 見 積

↓
へ 札

|
1・ …

↓
製 作 手 ・1

日
,

・ ・ 卜
'

入 金

プ ラ ン ト ・メ ー カ ー

系 列 の 貿 易 業 者 、

輸 送 費 見 積

輸 出 承 認 申 請

船 腹 申 込

銀 行 認 証

通 関 書 類 作 成

回
B/L取 得

買 取 用 書 類 作 成

図 皿 一1 輸 出 業 務 関 連 図

t2シ ス テ ム 化 の 現 状

(1)現 行 業務 の 機械 化

直貿 を行 な ってい る企 業で の貿 易情報 の シス テ ム化 は社 内 か ら発 生 す るデ ータの 管理 を行 な

うと ころ か ら始 め られ てい るが,未 だ 推進 中 で あっ て完 成 され て は い ない。企 業内 の経理,会

計,財 務 等 の部 門 にお け る機械 化 を進 め,そ の フ ァ イル された デ ータを貿易 情報 と して有効 に

利 用 す る こと を実 現 させ る に は社 内 の体 制 が整 ってい ない のが 現状 で ある。

(2)系 列企 業 間 の イ ン タ ーフ ェース

メ ーカ ー(製 造 業)に ょる直接 貿 易部 門 は 次第 に貿 易部 門が 経営 合 理 化等 の理 由で親 会社 よ

'り 独立 して行 く傾 向 に あ るが 依然 と して親 会社 との結 び つ きは 強 く
,ま た取扱 い商 品 もほ とん

どが 系列 会社 の 製品 で 占め られ てい る場合が 多 い。 しか し,そ の 場 合,系 列 会社 全 体 での連 絡
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体 制 の不備,あ るい は商 品 コ ー ド等 も各 社 ま ちま ちなた め,き わ め て シス テ ム化 が限 定 され て

い る とい え る。 これ らの 問 題 を解決 す る には今 後 系列 会社 間 お よび 業界 全 体 の コ ンセ ンサ ス を

と り,コ ー ドの 統一,書 式 の標 準化 等 シ ス テ ム化 しや す い前提 条件 を整 備 して行 かね ば な らな

い0

3)現 行 シ ス テ ムの例

直貿企業 の シス テ ム化 の 例 を,家 電 メ ーカ ー系お よび プ ラン ト輸 出 を主 と した企業 につ いて

述 べ てみ る。

a)家 電 メ ー カー系 の直 貿シ ス テ ム

シス テ ム化 の推 移 は 次の よ うにな された 。

契 約書 の単 能機 に よる 発行 イン ボ イス の ワン ラ イテ ィン グ方式

コ ン ピュ ー タに よ る輸 出物流 情報 処 理 と管理資 料 の編集

バ ッチ処 理 の展 開 によ って コン ピュ ータ ・ビリン グへ(コ ンテ ナ 出荷 分 ,海 外 生産

用 材料 部 品供 給 分 等)

2)シ ステ ム規模

使 用 コン ビ 』一夕

昭和43年OUK9300導 入

現 在OUK940011131Kデ ィス ク2台MT4台

バ ッチ方 式 一部 マル チ オ ペ レ ーシ ョン

稼 動時 間,デ ー タ件数 等

稼 動 時 間

カ ー ド 枚 数

ファイル(MT)

RUN数

OUTPUT量

コンピュータ 要 員

デ ータ集中 部 門

データインプット部 門

そ の 他

総 予 算

400時 間(月 間)

15万 枚(60種 類)

490本

延600RUN

約250種

10名

16名

30名

5名

月間2,000万 円
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3)適 用 業 務(下 図)

販

売

統

+⊇三口

バ
事
情

本
流 基

出 物

現 行 機 械化

業 務

海 外 事 業 。
ス テ ・

＼

理

智

ス

注

シ

、

図 皿 一2 現 行 機 械 化 業 務

Bプ ラン ト輸 出関係:シ ステ ム化

同 社 におけ る シス テ ム化 も社 内管理 を主 と してい る。

DATAの 入 ・出力 につ い て以 下 項 目ご とに 示す。(図 皿 一3参 照)

(入 力)

①MASTER入 力

当社 輸 出担 当 部 か ら船積依 頼 を受 け る と依 頼 をMASTERと して入 力す る。

② 検 才量 リス トの入 力

1P'KGご とのMEASUREMENTを 入 力 し,重 量 計算 を行 な う。

③ 完 了 伝 票 入 力

船積 業 務 の完 了 した時 点 に 入力 して請求 書 の 発行 とな る。
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(出 力)

① 請求書

② 作業残高リス ト幽

③ 作業台帳

④ 社内経理及統計関係

以上管理面からのシステム化は輸出業務システム受入準備の一環として大いに期待 している

ところである。

当社では男1途家電関係 について輸出業務のシステム化を計画,テ ス5中 であるが何れ結果を

見てプラン トにどの程度まで適合しうるか検討することになる。

マスター

SHIPPING登 録

INSTRUCTIO

PU

HITAC

作 業 マ ス タ ー

残 リス ト

計 上 仕 訳

ア ー フ

経 理用

図 皿 一3 海 運 請 求 シ ス テ ム

13シ ス テ ム 化 の 問 題 点

直 貿業務 の シ ス テ ム化 が遅 れて い る こ とは前 に も述 べ たが,今 後 シス テ ム化 に あた って の問

題 点 をい くつか 挙げ てみ ると 次の よ うな,社 内の シ ステ ム化 に対 する基盤 が整 備 され てい な い

ことが 認 め られ る。

内 部 的問 題 点 と して

(1)メ ー カ ー部 門 との 事務処 理 形態 の多 様化 一事 業 部 制 一

(2)取 引 形態 の 多様 化
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(3)取 引内容の多様化

(4)流 通経路,梱 包方法の多様化

㈲ 商品規格,輸 入規制への対応

(6)価 格固定の困難さ

{7)少 量多品種取引

⑧ 分割 コンバインの発生頻度

⑨ 少量多種書類作成の必要性と複写方法のギャップ

また,他 業界および書類の取扱いについて以下のような外部的問題点の解決が望まれよう。
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2社 団法 人 日本 貨物検数協会

21シ ス テ ム化 の背 景

社団法人 日本貨物検数協会は,昭 和17年 設立され,港 湾運送事業法に定められた6種 及び8

種の事業,即 ち輸出入貨物の検数 検量証明業務とこれに関連する一連の付帯作業を含めた業務

を事業として行なっている。

以来32年 の歴史をもち,業 界の指導的立場を理解 し,桟 敷業界の指導 と利用者への業務改善

を心掛け,今 日,全 国に73事 業所,職 員数4,695名 を数えるに至 った。(昭 和49年2月)

当初,当 会業務は,い わゆるシップサイ ド検数として,検 数業務の依頼主は船会社であり,輸

出入貨物の流通過程にあって,運 送契約の証 としてのB/L発 行に関連 し船社と荷主の貨物受渡

しの接点,即 ち運送責任の発生と終了のポイントでの貨物受渡 しを証明す る業務を事業として行

なって来た。

つまり輸出貨物にあっては,B/L発 行 に関連し荷主申告の貨物が現物検査の上で,S/0記

載事項と異常ないかの確認であり,又 輸入貨物にあっては,受 荷主が提示するD/0記 載貨物を

引渡す際,M/Fと 対照し,正 当な引取人であるe－との確認と貨物の数量及び損傷事故の有無の

確認である。

これは直接には依頼主である船社の業務受託であると同時に,輸 出入貨物の数量チェックに関

して税関検査の一部を代行 していると理解されており,当 会業務は輸出入貨物の流通の上で重要

な証明機関であると認識している。

当会業務はこうした検数証明行為を基盤として,わ が国の経済成長に支えられ,貿 易量の増大

と共に,業 務委託者も商社 メーカー,港 運業者等と物的流通での第三者証明機関としての需要

が増大 して来た。

ここで,港 湾運送事業法に云 う『検数 』の定義によるところの具体的行為としては前述の通 り

であるが,検 数業としての本来 もっておる機能については,も う一つの側面があり,つ まりそれ

は情報機能である。

しかし,こ れについては情報としての認識が未だ一般社会に理解されてお らず,同 時に今 日の

様に情報システムとしての組織だった考え方もなかったがために,海 運,港 湾関係者の間でも,

ごく当 りまえのことXし て理解され,検 数作業 に伴 う一連の付帯作業として長い間,関 係者 も叉

われわれ自身も明確な意識を持たずに行なって来た。

後記する図皿一14拭 われわれが日常業務として行なっている証明業務と作業の中味を分析 し

たもの略 この中から,勿 論作業場所としては異なるのであるが,情 報機能として整理 してみる

と,次 の如 くなると思われる。

① 船舶の荷役進行に関する情報

② 貨物の積み卸しに関する情報

(貨 物の状態,貨 物の横付,貨 物の受渡 し結果,及 び特殊作業に関する情報)
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③ 貨物 の流 動 に関 す る情報

④ 貨物 の通 関状 態 に関す る情報

つ ま り,こ れ らの情 報 は当 会 の職員(検 数 人)が 作 成 す る 『 タ リーシ ー ト』か ら,主 席検数 員

また は次 席検数 員 が 集 計 して 『 ワ ーキ ングレ ポ ー ト』をは じめ各種 の報 告 書 と して と りまとめ情

報 ど して 伝達 して来 た もの で あ る。

当会 業 務 は検数 証 明 業 務 と同 時 に港湾 の ソフ トウ ェア と して本 船連 発 に利 用 され る情 報 を中 心
'

に各 関係 先 に必要 情報 を提供 して来た 。 そ して これ らの 情報 に よ って港 湾 の機 能が 円滑 に動い て

来 た と云 うことが 出来 る。

昭和43年 か ら始 っ た輸送 革 新,コ ン テ ナの登 場 か らは,わ れわ れ も意 識 して これ ら貨 物 情報

処理 と取 り組ん で来 た。 即 ち,従 来 の経 験 を生 か して本船 中心 の手仕 舞 業務,と りわ け 情報提 供

の方 法 を根本 的 に改 善,合 理化 し,CFSで はCLPの 作 成,CYで は船社 手 仕舞 業務 と云 う形

で貨物 情報 処理 に 参画 して来 た が,今 日で は,い くつか の船社,タ ー ミナル オ ペレ ータの要 請 で

部 分 的 に或 い は全 た く独立 して コ ン ピ ュ ータを使用 した船 社 手仕 舞 業 務 に も参画 してい る。

つ ま り,こ の船社 手 仕舞 業務 は,か って当会 の主 席,次 席検数 員 が作 成 していた 資料 が揚地 荷

捌用 と して 送付 され てい た もの で あ るが,コ ンテ ナ 船の ス ピ,ド と本 船 の大 型化 か ら貨物 情 報

処理 の 合理 化 は当 然 コ ン ピュ ー タに よるハ ー ドコピ ー或 い は磁 気 テ ープ の輸送 と云 う手 段 と な り,

当会職 員 は この作 成 過 程 で の貨 物情 報 処 理 を行 ㌘ ってい る。

わ れ わ れ 同 こ う した事 情 と46年,47年 と相 つい で官 民合 同 の調 査研 究 機 関 か ら総 合 的 な

情報 シ ステ ムの将 来が 計画 され てい るこ とを知 り,一 層 当 会 の機 能 を徹底 的 に分析,研 究 して情

報 化社 会 の一 員 と して 機 能 す る ことが,当 会 に与 え られた 義 務 で あ る と認識 して い る。

2.2シ ス テ ム 化 の 現 状

か くして協会 は,か か る広 範囲 にわ た って の極 め て多 くの人 手 に よ る情報 処 理 を機械 化 へ 移行

し,よ り価 値 の高 い 情報 を提供 す る こ とに よ って,港 湾 にお け る証 明 機 関 公益 企業団 体 と して

の役 割 を果 たす た め,昭 和47年1・0月 小型機 種 か らTOSBAC-5100ヘ レベ ル ア ップ し,

手 始 め と して以 下 の とお り社 内 業務 の 開発,さ らにはCFSの シス テ ムを 開発 し現 在 と もに稼動

して い る。
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入出力 タイプライター装 置

CPU5121
CCM5122A
ACN5122
ADP5106B

(32KB)

演算制御装 置

磁心記憶 〃

増設記憶 η

命令付加 〃

MTHOO74×2台

(4連 ×2台)

磁 気 テ ー プ 装 置

図 皿 一4 TOSBAC--5100モ デ ル20型 の 構 成

ノ

表 皿 一2 保 有 機 器

機 器 名 型 名 台 数 備 考 、

演 算 制 御 装 置 CPU5121 ■ 1.8ms/B

磁 ・〔♪ 言己 憶 装 置 CCM5122A 1 16KB

増 設 記 憶 装 置 ACM5122 1 16KB

命 令 付 加 装 置 ADP5106B .1

カ ー ド 読 取 装 置 CRZ5110 1 400枚/分

紙 テ ー プ 読 取 装 置 TRZ5110 1 1,000字/分

ラ イ ン プ リ ン タ ー装 置 LPZ5115 1 510行/分

磁 気 テ ー プ 装 置 MTHOO74
'

4連 ×2台 30KB,9ト ラ ッ ク

磁 気 制 御 装 置 MTC5111 1 9ト ラッ ク,シ ン グルチ ャ ン ネル

入 出 力 タイ プ ライ タ ー装 置 WTZ5101 1

(オ フ ライ ン機 器)

カ ー ドせ ん 孔 装 置

紙 テ ープ せん 孔装 置

ア ドパ ンチ ャ ー

WCP-0023A

WTZ-0003B

型 式154

台3

台3

台1

一149一



対 象 業 務

表 皿 一3 シス テ ム化対 象業 務

業 務 名 業 務 概 要 実 施 時 期
社

内

業

務

諸 統 計 業 務 収支統計,作 業実績等 昭43.10

退職給与引当金計算 昭46.3

給 与 計 算 業 務 対 象:本 部,横 浜支 部 約1,000名 昭47.10

請 求書発行業 務 対 象:横 浜 支 部 ソースデ ータ(VOUCHE氏 ほか) 昭47.10

対
外
業
務

CFS業 務(輸 出) 対象:大 井2号CFS(図 皿 一14参 照) 昭48.8

CFS業 務(輸 入) 対 象:大 井2号CFS(図 皿 一14参 照) 昭48.12

一方
,輸 入木材の揚港 において,か ねてか ら検量明細書発行に伴 う材積計算事務の機械処

理を行ない,関 係先に対 して迅速なサービスを提供している。

材 積 計 算事 務

表 皿一4事 業 所 別 機 器 構 成

事 業 所 名 機 種 お よ び 台 数 実 施 時期

中 国 支 部(広 島) NEAC12101台 昭43.12

直 江 津 事 務 所 USAC4002台 昭43.8

和 歌 山 事 務 所 ビ リ ン グマ シ ン ・シ ス テ ム ∬1台 昭47.1

舞 鶴 事 務 所 カシオ Σ5012台 昭48.2

富 山 事 務 所 カシオ Σ5011台 昭48.6

小 名 浜 事 務 所 カシ オ Σ7000'1台 昭48.10

阪 南 事 務 所 カシオ Σ70001台 昭48.12

伏 木 事 務 所 カシオ Σ70001台 昭49.1

四国 支 部(10事 業所) 他 計 算 セ ン タ ー利 用

九 州支 部(8事 業 所) 他 計 算 セ ン タ ー 利 用
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C。F。S業 務(輸 出)

C F S

DOCK

RECEIPT

入庫年月日記入{

出庫年月日

転記{ 物 許可年月晦

「語 前頭緬
ー

」

、

R

STUFFING

REPORT

E

EDP セ ン タ ー

(パ ン チ 項 目)

1.SHEETNO。

2.[}/RIO.

3.百 貨 こコー ド

1.荷 送 人 コー ド

5.E/DNO.

6,E/D許 可 年 月 日

7.CONTAINERNO.

8.入 出 庫 年 月 日

9.SHIPPER

DOCK

RECIEPT

§

P

10.OCEANVESSEL

11.VOY.NO.

12.MARKS&NOS.

13.個 数

14.STYLE

15.DESCRIPTIONOF

GOODS

16.WEIGHT

17.MEASUREMENr

l8.品 目 コー ド

口

CPU

「一一一一 一
1品 目 別 明

STUFFING

REPORT

-
」

一

図 皿 一5 CFS業 務(輸 出)の フ ロ ー

STUFF卜 三GREPORT

VESSELVOY シNO.PAGE

γRNO
・

MARKS&
NUMBERS

NOOF

PKGS
DESCRIprlON
OFGOODS

WT

"GS)
眠 SHIPPER

DATE
正/DNO、

励
許可年月日入庫 出庫

/
1

'

一
` 一一 ～

L

～

脚
計合

MiMW〃T

胸
脚

合計

M

図 五 一6 STUFFING REPORTの フ ォ ー マ ッ ト
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、

C.F.S業 務(輸 入)

C.F.S

COP

CLP

M/F

ORnlKA

チ;ッ ク(CFSCARGO仕 訳)

DEyANNING

OLT

1/D

D/0

S

F冨 CLP

M/F

ORIGINAL

S

㌫

4㍗

寸

DELiVERY
DEVAN唖NG

LIST

轟

1レLNO

LIST

PtDELIVER

TELEX

LIST

E

EDP セ そ タ ー

E/LCOP

CLP

M/F

RIGI

8

IYLNOLI

CPU

CFS

"e/F

CFS

ぽ

㌣

P

DEVANNING

LIST3

CPU

DEL〔VERY

報 告
C・PU

'NDELIV

LIST

CPU

1諸 統計

L(検討中)一
、'、 _'

上三三三 三三ヨ'

翌

図 皿 一7 CFS業 務(輸 入)の フ ロ ー
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VESSEL

OGRAC

F
M

E。
畑酷

P

S

MANIFEST

C(=)NT.NO.

VOY.NO. SEAL.NO.

S.CODE KEb` CODE

[OS-T.NO

D[V!SDATE

NO.OF

軌

MARKS&

NUMBERS

NαO

PKGS

KINDOFPKGS

COMMODITY

WEIGHT
&

MEAsVREMEIT
CONSIGNEE

REMARKS

修正内容

〆

図 皿 一8 CFSMANIFESTの フ ォ 』 マ ヅ ト

VESSEL

Bん.NO.LIST(EDP用 出 庫 報 告)・

VOY.NO.

SHIPS

CODE
KEYCODE NO、OFB/L 出庫年月 日

…
出 庫 個数 元 個 数 摘 要;

|

一

{
}

:

図 皿 一9 B/L NOLISTの フ ォ ー マ ッ ト
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VESSELVOY・NO・DENANNINGDATE

DEVANNINGLISTpAGE

CONＴAINER

NO.

NO.OF
B/L CONSIGNEE

NO.OF

PKGS

KINDOF

PKGSCOMMODITY

WEIGHT
(TON)

MEASU
(TON)
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(TON)
REMARKS

/
＼

一
一 一

一

M/M

TOTAL

WEIGHr S 脚COU

TOTAL

WEIGHIr MEASURE EVENUETON

図 皿 一10 DEVANNING LISTの フ ォ ー マ ッ ト
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PAGE
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.

NAMEOFVESSEL
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ME漉SURE
REMARKS
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図 皿 －ll UNDELI .VERY LISTの フ ォ ー マ ッ ト
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2.3今 後 の シ ス テ ム 化 計 画

① 船社 手 仕舞 業 務 の・一元化 構 想

当会 で は 、前述 の通 り電 算 機 に よる業務 開 発 を検 討 して い るが,ま ず 何 よ り も総 合的 な情 報

シス テ ムの将 来 構 想の 中で,貨 物情 報 につ い て 収集,或 い は提 供 で き る 自らの持 て る機 能 と組

織 を最 大 限 に活用 して い く方 向 が 必要 で ある と考 えて い る。

した が って,こ こに取 り上 げ る船社手 仕 舞 業 務 の一 元化 構想 は現在,当 会 が 受 託 業務 と して

い る作 業 の 中か ら分析 し,コ ン ピ ュー タの共 同利 用,イ ン プ ッ トデ ー タ処 理 の一元 化 を計 り,

各 社 に磁 気テ ープで貨物 情 報 を提 供 出来 れ ば相 当 のコ ス トダ ウ ンす る こ とが 可 能 と考えて い る。

因 に当 会 力藩 祖 に分 散 派遣 して い る職員 の コス ト計 算 か らして も,現 状 各社 で コン ピ ュ ー タの

イ ン プ ッ トまで の コス トは直接 人 件 費 だ け で もD/R1件 当 り1,000円 前 後 と高 額 な もので

あ り,更 に諸経 費 を含 め ると コ ン ピュ ー タ処理 に よ る コス ト高 は相当 な ものが あ る と考 えて い

る。

こうした要求は利用者側にもあり,特 にCARGOVOLUMEの 点で,企 業内にコンピュ

ータを導入するには経済性がない場合
,或 いは計算センタニを利用している場合などがその例

であるが・大手利用者パ 宕 も的 内処 理している限 ,り・一定限度以下にコス トダウンを

計 るこ とは難 しい と考 え られ る。'㌧'

メ リ ッ トと しては この他(惰 力 化 ② イ ン プ ッ ト作 業の 標 準 化 と改 善 の可 能性 な どが あげ

られ よ う。 ・

こ うした 観点 か ら当初は 海運,港 湾 関係 の 計算 セ ン タ ー的 もので あ るが,こ の 様 な構想 か ら

将 来 貿 易情 報 システ ム の一 機 能 と して発 展 してい くことが可 能 で あろ うと 考 え てい る。

②,・',

前 者が 主 と しセ コン テナ 船 を対 象 と して い るの に反 し,こ こでは主 と して 対 象 が ライナ ーバ

ース にお け る在来 船 で ある
。'

既に 在来 船 に おけ る貨物 情報 の ソースデ ータは タ リ ーシ ー トで ある ことを述 べた が,こ の タ

|‥ シ ー トこそ は
,当 会だ けが 作 成 し得 る機 能 をもっ てお り,こ の タ リーシ ー'トに よって 沿 岸,

艀,ト ラ ック別 等の他,日 中,前 半夜,後 半夜 の荷役 作 業 をシ フ・ト毎 に集 計 し,そ れ らにつ い

て作業 単 位 及 び作 業 時 間単 位 につ いて も実 態 が把握 出 来 るこ とか ら,そ の一 つ と して ワ ーキ ン

グレ ポ ー トは作 業料金 計算 の基 礎 デ ータ と して 利 用 さ れて来 た。 した が って タ リーシ ー トの 活

用 に よ って貨物 情 報 の展 開 に は プ ロ グ ラム次 第 で一 層 有 効 で ある。

ハ ン ブル グ港 に おけ るHAFENDATENBANKのSHIPSシ ス テ ムには 当

会 と同 様機 能 を もって検数 関係 者 が 参 画 してい る こ とは わ れ われ を力 づけ る もの と 考え てい る。

ノ

人
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2.4シ ス テ ム 化 の 問 題 点

システ ム化 の問 題 点 と して は,何 よ りも利 用 者の理 解 と協 力 を得 なけ れ ば な らな い こ とで ある。

既 に関係 者 が指 摘 してい る様 に,コ ン ピ ュ ー タの共 同利 用 と情 報 の一 元化 と云 う点 では,ス ピ ・

.-1.ド と経済 性 につ いて非 常 に歓 迎 され てい るとこ ろで あ るが,唯 一 つ心 配 され てい る ことは各

社 機 密 事 項 の漏 洩 と悪 用 の不 安 が 常 につ き まと うと云 う点で ある。 こ こに社 団 法人 と しての 当会

の組 織 と機 能 を如 何 に活 用 す るか は利 用者 と もど も検 討 してい く価 値 が十 分 に ある と考 えて い る。

次 に経 済問 題 と技 術 問 題 で あ るが,最 近 の人 件費 高 騰 か ら検 数料 金 と して収 受 す る財 源 の 内;

実 に多 くの もの を直接 人 件 費 と して支 出せね ば な らぬ団 体 であ り,又 技 術 的問題 に して もコン ピ

ュ ータ と取 組 んで 僅 か に数 年 で あり,先 輩 諸 氏 の ご指 導 をいた ∫かね ばな らぬ 状態 で あ る。

図 皿 一14 各 校 数 業 務 の フ ロ ー
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2.〃(輸
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12.〃(輸
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荷 主

(乙 仲)
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ス

】
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＼
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(
O

享o

一
〇

－
Z

>
ト

)

＼

船 土手

'

.
1 在 来 船 業 務 輸 出

輸出申告書(E/D)

輸出許可書

〔S/O
E/D)

税 関

戸

言
色

。
頑

公 共バ ー ス

上 屋

/,▲ ご一
一

絶 険 教員 の 業 務

①

膓

③

ば

∪

5

文

⑧

ぴ

⑩

⑪

主 席検 教 員の 業 務

S/0と 当該貨物 の確認

検数(仕 向先.MARK.LOT.NO.の 確」忍)

横付DECKO確 認

ダ メージCARGOのCHECK ↓

S./OにRECEIVINGOサ イン とREMARK言 己敵

TALLYSHEETの 提出

LOCKERξ 吉の こζ会

危 険品.重 量物 の積訂 立会

PALLETIZE作 貰(S/O別 仕 法.ラ ベル 貼f↑::

PRESLlIG作 瑛(つ イヤー.=一 ゾのmUi')

BLOCKSTOWAGE(S/0別.LOT別 仕訳.

ラベル ・ペンキ塗 り,ネ ット張 り等)と 稽 付図

荷繰 荷役の横 付 変更確認

①

-己

③

④

●

⑥

⑦

・、5

⑨

⑩

本船壱領土,FOREMANと 積荷作業打合せ

前港からの仮魔貨物の点検 ・荷繰貨物の指示

ALONGSIDE貨 物の点検

PRE-STOWAGEPLANの 点検

鎗内外の残余スペースの計算.

作業進行状況のCHECK・

未到着荷物の.追い出し戸

船社.転 船.FOREMANにSHIFT毎 の作 莫

進行状況を報告(極 端に遅れるHATCHの な

い様,こ の時点で調整)

STOWAGEPLANの 作成

S/0(MIR)に 受領のサ1ノ

次 席 倹 教 員 の 業 務

iL艀,沿 岸,乙 神別にS/0の 整理 ・

9]'船 積 終 了S/OとTALLYSHEETのCHECK

S・S■OdiにW/T山M/Tの 換 算.船 積貨物 全駐の1箇

数.トン数 の 百出 をす る。!

、↓ 衝 役進 行 表の 作成.・

◎ 過 不 足.ダ メー ジ事 故の 処理='

⑥S/0.B/Lの 対照表 の作成

3各 種RePORTの 作 成

6LOAD1NGCARGOiLIST

.6》EXCEPT10NLISTCA}.〔B)

eCO.NTAIN.'ERLIST&PLA:

dVAN:・IIGLIST

◎PALしETIZ£DCPLRG()LIST&PLAs

LPRESLINGLIST

wDAlLYWORKlNGR£PORT

(E.HEAVYCARGOLIST

(LVALUABLECARGOLIST

①DANGEROUSCARGOLIST

ぶBLOCKSTOWAGEPLAN

.i)OPTIONALCARGOLIST&PLAN

uFHOZEICARGOLlST&PLA.N

dSHIFTISGCARGOLiST
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　2 在 来 船 業 務 輸 入
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d.'忘
.
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〆
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、

起

.

一
」

-.
・つ
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⊥吐 ・

一 _ノ

'{三麿 霞 教 員 の 業 務

船 ζ〉.よ・;MFを.受 領

M」.'F二・・らSORTl!GBOし}Kイ 生成

だ 取.直 取 つ!・.杭 をす る

STOWAGEPLAI.DoCKSHEET,

.
Mレ'Fをc'./.ifil
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過 イ 尾事 故 は 沿 岸 水 切め 際 再 調 を 行 っ て

RECHECKlNGREPORT作 成

炉 呼 数f.1のY::務
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U、(,∴'.,L:孤.Sr.ハHTINtjBt.}OK

'⊂:込む

・ピξ∵LTALLYSHF:1;TI,1{IS,こ .〕
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3 TRS業 務 (輸 出)

仲)

鴛

(搬入)

輸 出申告書(E/D)

輸出許可書

L口
幽

幽

①

②

③

④

⑤

搬 入 時 の 業 務

D■'R.E/Dの ・受付

検数,パ イル タクの 作成

パ イル タグの 貼 付

拒 入 日報の 作 成

LOCATION(本 船 別 。仕 向 地 別)

検量 検才 の 立会

検品 の 立会

E/D.D./Rの 照 合

ラベ ルの 貼付

本 船 積

D/Rの 本船送付

搬出確認

搬出日報の作成

ターミナル ・レボーートの作 成

本船積確認

D/Rの 本船手仕舞

E/D .の税関手仕舞

D/R.E/Dの 関係先送付

パ ニン グ作 業

パレタイズ作業
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4. 沿 業 輸 出

.!

一
(保 税 上呈)

一
本

船

、

、

、
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

8
＼

船

直 積(艀,ト ラ ック)

①

2

③

④

㌻

⑥

τ

⑧

⑨

⑩

⑪

珍

艀積立会検数オーダーの受付

検数(タ リーシー トの作成)

ライターフラン,送 状f乍成

S/O(M/R)E/D受 領

S/0に 艀名記載

S/Oを 判G`VC提出,憤 込HATCHの 確認

本船にて荷渡強敵

タリー シー ト作成,受 渡サイン受領

M/Rに 壱航 士サイン受領

本船積報告書作成

M/R.E/Dを 税関に提出,船 積印を受領

!/R.昆/D報 告書.タ リーシー ト等を依頼先

に提出

シ ッヒンク.エ ー ジェ ン ト

Z

3

③

偏

⑥

⑦

⑤

含

⑩

.⑪

S/0(Nl/R)E/Dの 受付

エフ.ロノでのLOCATIONを 指示

荷受検数(タ1ノ ーシー ト作成)

ダメージカーゴのCHECK

送状(受 取 書)に 貨物受領のサインをする

沿岸荷受一覧表を作成する

S/O(M/R)E/Dを2F船 に提出

本船検教員と貨物の受渡し(検 数.タ リーシート)

積荷終了するとM/Rに 壱航士サ イン受領

:↑こ船積報告書作成

Mレ/R.E ./Dを 税関に提出,船 積印を受領

⑫ 関係書類を依頼先に提出

崇 沿岸貨物について盗難防止,雨 天の用意嬢ど管

理 も行う

ステペ チ ェッカー業 務

q)DOUCUMENTATION

①DAILYREPORT作 成

② 各種荷役VOUCHERの 作成

③CARGOLOADINGLIST作 成

① 各緻証明書作成

(例)下 請 証明書

港湾局関係証明書

税関提出の諸届

渋一クIJフ ト使用証明

連用資材証明

(E)FOREMAN代 行 業務
'① 貨物の 追 い出 し

'2)ア ロンクサ イド貨物 明細 、

㌶ ㌶ 明 円
r5)タ イムキーパー(能 率3十算)

⑥ 港湾局関係連絡

⑦ 艀廻し

亀 積 トン数の計算

上 屋 業 務

① 搬入貨物の受付(送 状S/q(NL■R)E/D)

② 検数,ダ メー・ノチュック(タ リーシート作成)

3送 状(受 取書)に 受領サイン

③ 本船,仕 向先別に蔵内LOCATION

3JS/0別 にラベル貼付

⑥ 入庫台帳記載,

膓)本 船にS/0(M/R)提 出

㊤ 出庫検数(タ リーシート作成)エ フ・ン仮倒

⑨ 本船検教員と受渡し(タ リシート作成)

⑩M/Rの 回収,M/R.E/Dの 対照』

]ZVM/R.E/Dを 税関提出,船 積印を受領

⑫ 本船桔報告書作成

II3荷 ≡(乙 仲)に 関係書匂三!iTII

II4出 庫1…標 記敏
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5 沿 岸 業 務 (輸 入)

●

劃

一/ 1

鍋一

'
醐一

(保 税 上屋)

船

＼

■

＼

＼

.

＼

＼

、

＼

＼

、

＼
、

、

、

、

ステペ チ ェ ッカー業 務

(1)DOCUMENTATION

①DAlLYREPORTの 作成

② 各種荷役VCUCHERの 作成

③B/Nの 作成

④BARGELISTの 作成

⑤ 艀横付明細の作成

⑥ 税関用B/N提 出LlSTの 作成

⑦ 各種証明書作成

(注.輸 出に同じ)

(a)FOREMAN代 行業務

① 艀廻し

② タイムキーパー

③ 港湾局関係連 絡

'

』、、

、

L亘取(艀 トラ ック)
rl'荷 主(乙 仲)よ りD/0 .作 業オ ー ダー の 人手

1'2iP/Oを 本船 に提 出 し,.HATCHの 確 認

'3:再 婚 し
,"ラ ックの 手配(貨 物の 出 具合 に よb)

遅 内。て貨物。 ・・RTING;・ ・}

⑤ 検数(タ1戸 シート作成)19! '!

⑥B/N作 成 手仕舞

ち 沖取報告ぷ↓乍成

⑧ 艀,bラ ックに遠眼用B/1を 託送する
・豆B/Nを 税関特派有理に提出 .

'ユ61上 屋管理者と連絡
,艀 水切日時を確認

11,苧 ぴ司立会(ピ 撒)

元.引 一.一,に 嚇 負の力 ・受領

13水 切報告書作成

⑭ 荷主(乙 仲)に 即係書類を送付

ラ ン デ ン グ エー ジェ ン ト

①SORTINGBOOKに もとづき貨物の仕訳

② 検数(列 一シー ト作成)

3,B/N作 成(連 関用,手 仕貴用)

① 沖取報告書作成

.tt'・B/Nを 艀に託送

⑥ 艀水切立会(検 数)

⑦ 陸揚報告書作成

⑧ 依頼先に関係書類提出

①

②

③

⑤

塗

⑥

;

聾

旦

上 屋 業 務

搬入貨物の検数

DAMAGEのCHECK

庫内LOCATlONの 確認

B/L別 に荷札の貼付'

峰ノ、貨物自主記帳台帳作成

税関検査立会

ξ主の甘物内容点険立会

税関検査甘物再収容立会

苗渡し(D/0の 受付.1/Dの 確認)

⑩ 除数(⇔ ・クマン斬 ン受領)

⑪ 出庫台帳記載

与

.

一163一

、



・

6. コ ン テ ナ 業 務 (輸 出)

(乙

輸出申告書(E/D)

、レ ♪
ε/わ

CLP)

璽 ヲ・掲
～

船社手仕舞業務

本

①D/RCLPの マッ〉ンク

21運 賃計 算.修 正

③CODING

㌃i)PじNCII

⑤ 端 末機 で伝 送

6)B/L作 成

⑦ 、レ午"

妙 外 地 発注 手配

一」O
『
u
㍉

斗

ハ

t↓♪STUドFING

YAN詰 め

2CLPの 作 成

税 関

① 搬 出入 コン テナ の受 付

gn船 積書 類([yn呂/DCLP)の 受付点検

③GATELOGの 記 載

④ 検 量 及 びシ ー ル,ダ メー ジ の点検

⑤E/R(EQUIPMENTRECEIPT)の 作 成

と ドラ イバ ーの サ イン取得

⑥ コ ン テナLOCATIONの 指示

⑦INVENTORYREPORTの 作 成

OFFICECLERK(OY)

①B()OKINOLISTの 入 手

②[YR脹/DCLPの 点検 とDZRの 発 行,

③ 危険 品 ・冷凍 コ ン テナ の一 覧表 作成

④ コン テナ の 蔵置期 間 の点 検

⑤ コンテナ リス ト(A-1000)税 関 提 出

⑥b/RのOUSTOICOPYに 船 長 サ イ ン

を取得,E/Dと 照 合 し船 積手仕 舞をする

OFFICECLERK(CFS)

11)BOOKINGLISTの 入手

② 入 庫 予定 日時の 確 認

③ 入庫台 帳 の 記載.入 庫 ぬ の登 録

④D/RE/Dの 受 付D/R旭 の取 得

⑤D/Rの 発行

⑥STUFFlNGPLANの 作成

⑦EXCEPTIONLISTの 作成

⑧ ト:/bり/RCLPの 照 合 とCYに 送 付

RECElvlNG

① 検 数 ラベ ルの 貼 付

② 貨 物受領 サ イ ン

3y通 関,未 通 関 のLOC,X1'101指 示

LOCATION

↑LOCATIO.NPLAIの 作成

一
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、

7 コ ン テ ナ 業 務 (輸 入)

荷 主(A)

(乙 仲)

FEt・;DER

PORT

CFS

輸入 申告書(

荷 主(B)1

巳

仲)

輸 入 申告書CLDノ

輸入許可書

給人 許 可書(又 はOLT)

へ
　

ご
ロ
ベ
び
ヰ

‖　蕊
、

本

援

税

① 搬 出 入 コ ン テ ナ の 受 付

rンOの 受 付,搬 出 入 指 示 書,OLT等 の確 認

,,3,GATF:LOGの 記 入 整 理

E/.R(EQUIPMENTRECEIPT)の 作 成 と

ト'ラ イ.ペ ー の サ イン 取 得

:ン テ 十LUt・,、T【ONの 指 示

lNVENTOR、'HF:PC)HTO1乍 成

じ

③

ふ

£

⑥

∫!

.8)

CLト:RK(CY)

S1'O"',NGEPI,ANとM/FCLPの 点 検

㍍ 二 二篭 鵠 ・係者一配付
コンテナリスト(A-100U)の 作成

税関 関係 業務

コンテナの自 主記 帳(コ ンテナリス トを使用)

内 蔵貨物 の自 主記帳(M/Fを 使 用)

1/D"LT呂/Rの1:ILE

CFS用M/Fに1よ りCYよ り一 括 搬 入

受 荷 空 明 細 るti/LCOPYCLP等 に よ

り 貨 物 取 出 し 荷 渡 し計 画

bト]、-ANNINGINST1{【.℃TI〔}N作 成

EXCEPTIUNREPORTのf乍 成

D/りt/bの 受 付,確 認

1)El.1、'ERYR札PORTの 作 成

M/ドt')甫 込 み

「Nl,ELI、 『F]RYCAllG(/,LKTf乍 成

コ ン テ ナNOシ ー ル 旭 の 確 認

DE、 』ANNINGINSTRI'CTIONに 基 づ

3Dト:N.,、N(TAIJl.1')

fi/LS::.:レ ソ ト積 み(SOHTING)

B/L別 ラ ベ ル の 貼 付

'.しD/Oレ'Dの い川 ・1CK

O.ば=勿 づ1:度 し(TALLY,

3卜'ラ ィ バTOサ.イ ン取 ξ尋
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8. 一
荷 主.

(乙 仲)

輸 入 申告 書

輸 入許 可書

税 関

=
＼

D/'0.1/'D

B/N

=
＼
、
『

(
c
字

=

二

z
>

こ

船 社

保税麺敏

水面貯木場

税関検査
植物検疫検査

.』

囲

本

途
＼
ミ

ξ

e
ξ

さ

ミ

、㌧ξ

」

】
ノ

岬(一_.}卿
税関検査

植物検疫検査

了 検 業 務

① 寸検作業の蓮備を行な う=計 量器具の点演

② 寸検作業実施 A.規 格 に もとづ き一 本 一本 の 材につ い て検 知 を行 う。

規 格 ④ 新 農 林方 式(未 口 径,材 長 検 知)

ぢ 大 蔵省通 関検 量 方 式(末 口.元 口 の 両 径.防 長 険 知)

ε メー トル平 石方式(未 口径.防 長検 知)

B.・Stanva－ 際 して 書類整 理 上.木 番 号 を入 れ る(プL・ 一 トを打 ち付 け る)

C.樹 種 の判 別 を行 うo

D.等 級の 判 別 を行 う(利 用先 か らの指示 基 準 に従 う)

③ 酬 の 作成(朱 番 号に 従 い,樹 種,等 級別 に 整理 す る)

④ 寸検作 業 の形 態=寸 検実 施 場 所 お よび方 法 に つい て は次 の もの が あ る。

A.水 中 寸 検

B.陸 上寸 陰

⑤ 検 量 明細書(樹 種.等 級 別)の 作 成.

④平筏寸検@流 し寸検 ◎結束筏寸検

③ 土場寸検 ◎本船平行寸検6水 切寸検

eト ラック寸検

各々の検 量方式にもとづき材積計算を行 う。

手作業あるいは電算機 を使 用

⑥ 主席検量 人が検量明細書 を点検.捺 印の上関係先へ配付する。
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9. 撒 貨 物

!一 ー ー ー ー ー ロ ー 一 一 「

!1

/
!

!

口

日

下
一§

、
O

l
l

l

l

l

l

-

＼

、

等

保

税

倉

庫

サ

イ

ロ

本

船

〈=璽 ⊃r-一 ー 一 一 ー ー 一

8

_____」

サ イ ロ揚 の 場 合

① サ イ ・会社 備 え付 け の カウンターゲージL1・5t～3・Ot)

の回 転数 に よ り数 量 算出 ・

② 本船 業務 につ い ては 前記 と同 じ

艀取 り(含 民 貿形 式)

＼本 船 業 務 〉

① 本 船 一等 航 海tと の荷役 打kせ お よびb/oの 提出

② 貨物 水切先 別 に よ る艀 操作 の指示 ・監 督

③ 艀 の 積屯 数 の指示 と確 認

④ 税 関 用 と倉 庫業 者宛 の送 り状(含 ボー トノー ト)の 発行

⑤ 荷 役 終r後 の 報 告書類 の作成

〈 沿 岸 業 務〉(送 り状 を税閣特 派 官 吏に提 出 す る)

① 貨物 水切 の 袋詰 ト ラック積個 数 のA数 と送 り状O発 行

② 送 り状 個数 に よ る倉庫 業者 との受 渡

③ 倉 入れ 個数 の 確認(柑 付個数 の確 認)

④ 荷 役筋 定書 の作 成 ● よび報告 書O作 成 と提出

食 糧庁関 係 貿 易(官 費)・

〈 入港 前業 務〉

.1;'輸 人商社 と荷 役日程 等の打 合せ

膓.翻 土(含 代理 店)へ 入港動 勢 につ いて の 連絡

③ 食 柑 庁担 当官 との打 合せ お よび関 係書 類 提出

〔イ)入 港報吉 書

(ロ)険 査 請 求書

④ 厚 生省 動 植物 検疫所 へ くん じ よ う実施 計 画書 提出

⑤

㊤

①

②

③
=
④

関係 各業 者 へ荷役 予定通 知 と 沿岸荷 捌 日程 の打 合せ

関係 業者 を 招集 しての 荷捌 本会 議

く本 船 入 港時 業務 〉

本船,船 長 お・よび一 等航 海 士 と荷役 予定 打 合せ

貨物 の 動植 物検 査に 商社 との 立合

荷 役に つ い ての娼係 業者に 細 部指示

b/'01)提 出

く 工 船 業 務'〉

① 食稔 庁担 当 官へ荷役 開 始 まで の関 係 事項 報 告

② 荷 役開始 後2時 間 毎(10時.12時.15時,17時 お・よ

び 荷役終J'ag).1)'hrnLsHevurtの 作成 発行

、3'荷 役退i行bよ ぴ 形態等 の変 更 に対す る指示.監 督

S,5時 品 別 。縮 緬 の検討会議(関 儲 錬)

宙 荷役終了後の作成書類

ω

㈲

内

国

因

D・ilyPep・rI、

・、,、。 ・。、い … 通 関 用)}ta・f4・ 成

1'sedLighterLiSt

y■iロalBoatNute

FinalLighterList

⑮ 食 糧庁担 当官 へ 裂係事項 の報告

く 沿 岸 業 務 〉

① 隻語 貨物 の トラック績 の 場合

イ

ロ

、
V
.

レ

1:d

ノ

}㈱ ・・時

ホ ッ パー臼での トラック植検 数 と送 り状 の 発行

各 保税 倉庫戸前 で送 り状 個数 に よる倉庫 業 者 との 受渡

共 予後 倉入田 圃数 の再 睡 臥 併 付 個数 の 調査)

断 役協 定書:〉作成 お よび報 告 書作 成提 出

② コンペ ヤーベ 九 トに よる受 渡 の 場合

(イ)倉 置 薬者 と万博 に よる倹数

両 倉人れ 個数 の確 認(病 付 個数 の調 査)

囚 荷役 協定書 の作成 む よび 報告 書 の作成 提 出

く 出 港{麦 英 務ン

vl♪ 待 庫 ノ、れ 数量O食NFrge収 官 のf実査 の立 会
し

② 食 糠 庁へ終 了報告 釦 乍成 ・提 出

、弔 本船 荷 役 ・れ≡ 荷 捌明 細:書一 覧表 の提 出

旧,提 出す る終1'報 告書:O種 類(タ イ プし1セ ッ トにする)

∫$.荷 役終 了報告 書

b.船 内 荷役明端 書

c.沿 岸荷役明 細=書

d.保 蒼明細 表

e.く.ん 蒸明細 表

f.船 内 待磯 明細 長

9◇1,i岸 一 〃-

h.加 算諸 費 用計 算書

③ 上記.提 出書 類O決 済 を とり商 社経 由食 糧庁 へ 送 付す る
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10. 輸 出 鋼 材 業 務
、

① 本 業務 は船 積契 約.条 件 に よっ て 夫 々(荷 主.メ ーカ ー,バ イヤー)の 責 任力:異 な るた め

契 約に 当〕応ず ～検 該(船 積)が 要求 され る。

イ、F.1.(,t、 ドRL]EINOピT)

績.揚 培 と もii船 君 く荷主)が 作 業に係 る全て の責 任 と費 用 を負 担 す る。

コ:F」(ドRド ドIN)

積旭 作 笑・こ係 る全 ての 責任 と費 用を 用船 者 ～荷 主,.が 負{目す る。

汚≡ に於 づ 三1て業は鉛 社扱 とな る。

ノ、B ,TL"1.:RTHTF:HM;,

績,湯 地 と も船舶 所 有#・.uVVNER)が 作業(任 意 で定め た期 間内積 場)の 全て の責 任 と

費iiiを 負担c

パ イ ⊃ －

L/c開 設

契約

外国為替銀行

診

注

打

発

呂貨支払い

B/1、

砧書 類

税

荷 主

商社)

関

輸 臣 申告書(E/D)

許 否∫書
発症

.s'∪ 宅行

1レ1、 発'一

船積指示

船禎依頼

主産 予定

船 会 社

F.1.O契 約1

F.1.O契 約

＼
船積書類の作成

船積指示

(納 入)

。 損'YERの 要 求 に 芯L=た

BLoCKl'「 ・・NN't特 殊

ケ ー ス)L⊃ 恒 定

二lt"Rの 受領

:b ,/REPCRTL⊃{乍 成

=EXCEPTIONLIST〈 ⊃↓乍成

(b.NVAG£SHUWTorOVER

OBLOCKSTOW."]EPLAN

作成

OSTOWAG£PLAN.)亨 乍成

=HATC}lLiST・ う1千成

検 数 実 務

ご⊃

/

本

船

メ ・・一 カ ー

、.ヤ ー ド内)

船 積 前 の貨物 の 掌握 作業

;該 当本 船PACKINGしISTと 貨物

の照 合

りMARK仕 向 地の 確認

。仕記(S/O《)r}レ ■LETC)

oDAMAGEのCHECK

e・1庫10潮11

。 出 庫 打 合 せ1メ.一 カ ー ・ステベ)

oタ リー シー トつ作成

・MAkK仕 向地O確 認 及びB ./L,S..・FU

,.二棊っ く共 々BLOCKSTOWGE指 手

… 一 。 ・HECK・ 〆

繰

一
船 積に 際 して の再確 認作 業

:MARK仕 向 地 の 確 認

;DAMAGEのCHEFK及 びLISTの 作 成

。タ リー シ ー トU/REPOIiTの 作 成

乙DOCK/.Hの 受 領
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11. TIRカ ル ネ 業 務(輸 出)

国 際 団 体

1.R.u.

TIR・連 送 中浪 に 要す る

添付書類内容は取扱要項お照

↑
I
R
カ
ル
ネ
忍
人

各
種
手
続

・
報
告

保 歴 団 体

J.C.A.

コンテナ膳貨物
の保 人

「
|

1貨

1物

1の

1内

1貨

1運
1送

lt
保1た

税1は

違1

送{

に1

よ1

司

製 造 工 場

発
給
薬
勝
委
託

T
I
R
カ
ル
.不

各
種

報
告

・
直
知

一、

」 、一 一_一_一 一_一

(

税 関

(
遠
関
農
務
)

他
出
許
可

但 、

入

f

|

1

|

,
L______

コンテナ!一 ル

TIR指 定 税 関

仕 出 地 税 関

1輪 コンテナ扱の鳩合

1出

1申
1告

1

り取ワ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1

ー

ー

l

I

切

1

1卿.

T
～

R
カ

ル

不
連
送

,い,

実 務 取 扱 団 体

(社)日 本貨物検数 協会

(～土)日 本海 事検定 協会

'ンー

.・ ぺ

w、

×.

.「玲

.,、〆-N't護pt;"pt

撫
・
カ
ル
不
発
給

・
カ
ル
ネ
利
用

甲
込

・
必
要
事
項

の
犯
人

(
関
係
書
類

添
付
)

・
記
入
事
項

の
点
検

.
記
入
済
カ
ル
ネ
提
一心

TIR指 定 税 関

経 由 地 搬 出税 関

tt－ ル 確2

TiRカ ル 不手V用 者

(名 賎 人)

通 関書題提供

1nv,PL,Etb等 コ
ン
テ
ナ
シ
ー
ル

T
l
R
還
送
皇
爾

許
可

彰蓼

＼

類
書

人

係

飯

間

ナ
テ

ン
コ

商 社 ・ 荷 主

了

'べ
l

R

カ

ル

ネ

を

^

ー

R

保証団 体の藁携

匹
～

、

`

貨物 のコンテナ詰 ・搬入

・国際団体との連絡お よぴ報告事務

・保険関係事務

●DeedotEngsgetnntに もとつく

信用調査(年t回)お よび契約書

の締結(2牢 毎)… …対利用者
・連送事故に関連守る処理σ務

(取 扱要項●照)

'尾務 取 扱団 体 業 務

・TtRカ ルネのm給$務

・TlRカ ルネ代価の収受

・記入済TIRカ ルネ の点検と認証

① 点喰のための添付される書類

a;EDCPORTDECLARATlON

{【りlNVO∫CE

(つPACK∫NGLtST
.日 公望検定機関の積込証明書

・ △CERTIFICATE
△CONTAINERLOぷ)PLAN

ミ幻 認証する項 目

(イ}記 入内容に異常がない時は

カル不表紙の 二3.4.12商 お

よひぷF」}1.劔{、¶2の 各23欄

ウ己人とt綱 団体印と証印の押印

ta)、、己已をコピーする
・TIRか ル ネ代価の納f・rと発給報

告 、竪の提出

出

保 税 地 域 関係書類提出
・E/D
.D/R

・CLP

船
積
手
続

タ ー ミ ナ ル

一「

ー

ー

ー

1

一

ー

」

,一 、
ノ

/ヤ(

,_________ノ

桧

寧.

コ

ン

テ

ナ

船

コ ンテ ナ船

一一一 ㍉ 一≒一
.∵;三 一

欧 州 共 同 体 内 のTtRカ ル ネ連 送

仕 向 国

保 証 団 体

←

o与 要
"機 糸
の 与 争

㌣聡 ・

遮 モ
樵

帳 南 国

(税 関)

〉(名 儀 人)
連 絡 す る

連送中の事故
発 生 の 場 合

事 故 の 手 続

仕 向 国
境

、

ン

1
(投 関)

(名 儀 人)

苗
の
＼

連 絡 す る

⑧

'一 一 一一'一
!、

/
`TlRカ ルネ附属書1の便用陪順
|11カ ブ1qま で万法たよる処置|

Lを 言う二堕 竺響 き__」

ooo
》9印;

{税 関が遠隔地の時 の事故連絡)

最寄 の権限あ る当局

'
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12. TIRカ ル ネ 業 務(輸 入)

出 荷 主

(輸 出 商 社)

関
係

書

類

送
付

受 荷 主

(輸 入商社)

搬 出 地 税 関

(名 儀 人)

竜

欧州共同体内TIRカ ルネ運送

・喧入TIRカ ルネは
TlR条 約第30条 で

免税である

TIRカ ル

利 用

●監視部の細印のある

ボ」トノートにマニフェスト

を添付して襯 へ提出
・コンテナパン,コンテナ

リスh'tよワ輸入申告

(LCLCarg《))
輪 人中告

一5
θ搬 入 出

力
ル
ネ
の

の
付
い
た

TIRカ ル
の為提ノF

カルネ

を返付干る

.TIRカ ル不による凶蜷申告

①ffSl及 び2のk臼 に運
送人の任所'氏 名'運 送
手段'運1き先及び積臼船
舶名を記入

(2)1/L等 を醐
・国内保髄 きのため施封

(原 則として省略する)
・証書tを 切り取 り搬入

稜関て保管

仕 出 地 税 関

保証団体(名 儀人,

(TIRカ ルネ所持)

運送中の事故

発生の場合

鍵

立

替
え
関

税

の
求
償

本 邦 保 証 団 体

各
種

の

報
告

お
よ
び
手

続

等

」一一一 一一一 一一 パ 保 髄 送 蜘 の指定 馴 内 箱 の場 合)一 一一一一 一ー一 一 ー一一」

!る「議趣晶の三綱内㌫三品「

懸盤鋤

翻
難

[
b

-
ト

し
⊃

ド

⑮
㎏

証書2を 切 取り,TIR
カルネとともに錨 「する

乙仲(遠 関鍵者)
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3社 団 法 人 日 本 海 事 検 定 協 会

31シ ス テ ムの 概 要
　

検定 情 報 シス テ ムは,輸 出 ・入貨 物 の検量 情報 を,迅 速 ・正 確 に委 嘱者(船 社 ・荷 主 ・海 貨 ・

港 運 業 者等)に 伝 え る畢 を基 本 に作 られた シ ス テ ムで あ る。 このシス テ ムは次 の4つ のサ ブシ ス

テ ム によ って,運 用 されて い る。

船 積 検量 シス テ ム

一 貫検定 シス テ ム(倉 庫 ・上 屋)

.綻 欄 シス テ ム
_figte。 ス テ 。(c。S)t'"'tt

輸 入 検量 シ ステ ム

(サ ブシ ステ ムは,そ れ ぞれが 独立 した シス テ ム と して動 いて い るが,関 連 ある情 報 は適時

交換 され,必 要 デ ータを取 り合 う形 で処 理 され る。)

INPUT・ ・・…

処理 システム…

OUTPUT…

IN

∀ 躍 此
V

○ ○ ○
ファイル)フ ・イル)プ アイル

)))

船積検 量 入 庫検定 在庫 管理 CFS検 定

シ ス テ ム シ ス テ ム シ ス テ ム シ ス テ ム

' ' 、 '

〉
'

〉 〉 〉

S/OSLIP-

CLM

入庫報告

庫報
亘

在 庫 表 一

⑰
CLP

cvp

図 皿 一15

等 等

シ ス テ ム 概 念 図

等 等
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32各 サ ブ シ ス テ ム の 概 要

321一 貫検 定 シス テ ム(入 庫 検定 シス テ ム)

(a)処 理 フ ロー

貨物 一 一

搬 入 蔵 置 。ク ー シ 。 ン 搬 出

一

も

作業一 一 ー一一 ・<]一一一一一一

情報
＼

⇒
＼

在庫管理

処 理

荷受,チ ェック

検 才量

出庫指図

ルイアブ

Y
ー

-
ー

図 皿 一16

船 積 システム^、

℃ドS

－ 貫 検 定 シ ス テ ム の フ ロ ー

「

在庫 日計 表

毎 表

求
1- _____ __」

在 庫 管 理 諸 表

|
'
⑪

磁 気
テ プ

一部委 託 者 へ

⑥ 処 理 概 要

貨物 の搬 入 か ら搬 出 まで を,一 貫 して管 理 す るシ ス テ ムで あ る。 個 々の利 用者 との 契 約

によ り,上 屋 ・倉庫 等へ 検 量 員 を常駐 させ,貨 物 の搬 入 時に荷 受 け ・貨物 チ ェ ック ・検 才'

量 を行 な い,蔵 置 指定 の あと,そ の 貨 物の デ ータを基 に,入 庫 報告 等 の一連 の 書類 を作 成

する。

本 船 指定 後,貨 物 の荷 ぞろい を確 認 船 積書 類 と入庫 時 の デ ータと の照 合,訂 正,追 加

一172-'



を行 な って,船 積検 量シ ス テ ムへ渡 し,S/Omemo(ship),CLMを 発行 す る。

出庫 指図 に基 づ いて,出 庫処 理 を確認 デ ータを作 成 入力 す る。 必 要 に応 じ,入 庫/出

庫/在 庫 の集 計 を,日/週/旬/月/期/年 の単 位 に作 成 する。

出庫 処 理 さ れた デ ータ を基 に,各 種請 求書 ・統 計 表 等 を作成 す る。 一 部委 嘱 者 とは,磁

気 テ ープに よ り,そ の 委嘱 者 の デ ータを送 り,先 方 の電 算機 で統 計 ・請 求 な どの処 理 を行

な ってい る。 この シ ス テ ムは,委 嘱者 と の契 約 に よ り,一 貫 して 行 な う場 合,入 庫 の管理

の みの 場合 等,サ ー ビス範 囲 は まち まちで ある。

322船 積検 量 シス テ ム

(a)処 理 フ ロ ー

貨物 XXXXXX
戸'/ク/〆//'

///〆

コ

搬 入 蔵 置1

1ロ ケー シ
ョ ン1

|

1

「

1

一

船積単位

荷揃い

検量依頼

搬 出

在鹸 量[〉ぐ一 一一 一 一斑 → く]

入庫検量

一一 斑
荷主,船社別
集計

図 皿 一17船 積 検 量 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー

(b)処 理 概 要

委 嘱 者(海 貨 ・倉庫)よ り船積 貨 物 の荷 ぞろい に よ り,検 量依 頼 を受 け る。検 量 員 を指

定 され た上 屋 ・倉庫 に派 遣 し,貨 物 のチ ェック,検 才量 を行 な う。 この検 才量 は検量規 定

に基 づ き,各 同 盟 の ル ール に合 致 した測 定 を行な う。(前 述 の,入 庫 時の検 才 量 の場 合 も

同 じで あ る。)検 量デ ータ を基 にS/Omemo(ship),CLMを 発行 す る。一 貫 検定

(倉 庫 ・上 屋)を 行 なっ てい る貨物 につ い て は,前 述 の よ うにデ ータ を,こ の シス テ ム に

移す 。

一一・:部
,CFS送 りの も のに つい ては,CFSシ ス テ ムへ転送 す る。 本 船 出港 後,船 社 別,

荷 主 別 の集 計,及 び諸 請 求書 を発 行 す る。
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323

㈲

↓醐

CFS－ 貫 検定 システ ム

処理 フ ロ ー

(輸 出)

fi///./■/llll日1 ×、〉、＼X入 ＼× 一
搬 入

(検 量済 貨物)

船 積 検 量

リス}より

(未 検量 貨物)

作業 一

霞量一

情報 一 入庫報告書

奮・鵠 コンテナ詰込i搬 出

P

示

、

{

c

指

PVC

シ ー リン グ

↓
CLP

－

ヤー ド出 し

乍
手 仕 舞 一 一引一

(輪 ノ、)

一 彫〃Z多〃 〃〃1'胴1:i
,、:ilMlitl巨≡≡≡≡≡ 「

一 ーー 一 貨 物

荷渡 し 仕 分 け 仮置 き コンテナ取 出 し

一 〉<]一線
搬 出 出 庫立 合い 仕 分 け 開 封

一一[]一 一 一 一[コ ← 縮

図 皿 一18ACFS－ 貫 検 定 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー

(

-174一



(b)処 理 概 要

委嘱 者(CFS管 理 者)と の契 約 に よ⑳ 行 な う。

基本 的 な もの は倉 庫 上屋 のシス テ ムのサ ー ビス を行 な い,CFSに 必要 な処 理 を加 えた

もの で ある。

処 理概 要 の うち,独 自 な もの のみ をのべ る。

処 理 は,検 量 済,未 検 量 とで若 干 違 うが,検 量済 貨物 はす で に船 積 シス テ ムにデ ータが

入 力 さ れて い る ので,そ の情 報 を入庫 前 にCFSへ 流 す。従 っ て,未 検 量 フロ ーの,検 才

量 は不 要 とな る。 未 検 量貨 物 は,倉 庫 ・上 屋シ ス テ ム同 様,チ ェ ック,検 才 量 を行 な う。

貨物LOTの 把 握 と,ス タ ッフ ィン グの ため に,書 類 を作成 す る。(CVP)

VAN詰 作 業 の立 会 いを 行 ない,コ ンテ ナの情報 を作 成 し,CLPを 作 成 す る。 必要 な

手 仕 舞 作業 を 行 な う。

統計 ・請 求 等 は 倉 庫 ・上 屋 シス テ ムに コ ンテナ単 位 の もの をサ ー ビスす る。

324輸 入検 量 システ ム

(a)処 理 フ ロ ー

r← 一一 ーー7■/小 川 、
h

－
搬 出 蔵 置 水切 り

検 量 チェ ック

搬入/出 届
集計表

図 五 一18B輸 入 検 量 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー

⑲ 処 理 概 要

一 貫検 定 の場 合 と同 じ く
,委 嘱者 との 契 約 に よ り,上 屋 ・倉 庫 に検量 員 を常駐 させ,サ

ービス を行 な う。

本船 入港 時 にマニ フ ェス トに よ り,搬 入予 定貨 物 のデ ータ を作成 シス テ ム に入 力す る。
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貨物 搬 入 時 に荷 受 ・貨 物 チ ェ ック ・検才 量 ・蔵 置指 定 等 を 行 ない,確 認 デ ータに よ り保

管 台帳 ・報 告 等 を作 成 す る。

出庫 指図 書 に よ り搬 出確 認 を行 な い,搬 出 デ ー タを作 成 入 力す る。 必要 に応 じ,搬 入/

搬 出/在 庫 の集計 表,請 求書 を,日/週/旬/月/年 の 単位 で作成 す る。

貨物 に よって は,重 量 証明 書(CW)を 発 行す る。

325サ ー ビ ス す る書 類 の デ ー タ エ レ メ ン ト

表 皿 一19サ ー ビ ス す る 書 類 の デ ー タ ・ エ レ メ ン ト表

書 類 名

項 目 名

保管台帳/

入庫報告書

搬入/

搬 出 届

SOMEMO
SLIP

CI.M

CVジ
LP

SHIPPERSNAME ○ ○ ○ ○

CONSIGNE玉ySNAME

ANDADDRESS
○

FORWARDING
AGENT'SNAME

○ ○ ○

荷 送 人(サ プ ラ イ ヤ ー) ○

CUSTONSE/DNO. ○ ○

BILLOFLADINGNO ○

DOCKRECEIPTNO ○

入 庫 番 号 ○ ○

ESTIMATED

ARRIVALDATE ○

搬 出 予 定 日 ○

搬 入 年 月 日 ○ ○

搬 出 年 月 日 ○ ○

作 業 月 日(倉 庫 内) ○

FROM/PLACE
OFRECEIPT

○

PORTOFLOADING ○ ○ ○

パ ー ス ○

PORTOF
DISCHARGE

○ ○ ○ ○

FORTRANSHIPMENT
TO/PLACE(戊FDELIVERY

○ ○

OCEANVESSEL ○ ○ ○ 〇
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書 類 名

項 目 名

保管台帳/

入庫報告書

搬 入/

搬 、出 届
§£1㊥o

CLM

CVP/

CLP

VOYNO ○

COMMODITY ○ ○ ○ ○

貨物 の種 類(輸 入 ・輸 出 ・外国 ・

内国)搬 出時
○

貨物 の種 類(輸 入 ・輸 出 ・外国 ・

内国)搬 入 時
○

CONTAINERNO ○

TYPEOFCONTAINER ○

CONTAI・NER

TAREWEIGHT
○

CONTAINER

GROSSWEIGHT
、

○

PI.ACEOFVANNING

.

○

SEALNO ○

CONTAINERPACKEDBY ○

A.D.H.O.D. ○

入 庫 時 マ ー ク ○ ○.

皿PPINGMARK(送 り面) ○ ○

CASENO. ○ ○ ○ ○

NO.OFP'KG ○ ○ ○ ○

残 個 数 ○ ○

1(INDOFP'KG ○ ○ ○ ● ○'

・
DIMENSION ○ ○

GROSSWEIGHT

PERP'KG
○ ○

TOTALGROSSWT. ○ ○ ○

GRANDTOTALOF
GROSSWEIGHT

`○

○ ○

NETWEIGHTPERP'KG ○ ○

TOTALNET ○ ○

NEWSEALNO 〇
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書 類 名

項 目 名

保管台帳/

入庫報告書

搬入/

搬 出 届

SOMEMO
SLIP

CLM

CVP

タLP

GRANDTOTAL

NETWEIGHT
○ ○

MMENTPERP'KG ○ ○

TOTALMMENT ○ ○ ○

GRANDTOTAL
OFM'MENT

○ ○ ○

NETMMENTPERP'KG ○ ○

TOTALNETM'MENT ○ ○

GRANDTOTAL
M'MENT

○ ○

容 積 屯 数(搬 入 時)
●

○

重 量 屯 数(搬 入 時) ○

残 屯 数 ○ ○

搬 入 屯 数 ○ ○

NAMEOFWAREHOUSE ○

REEFERTEMPERATURE ○

荷 役 料 ○

雇 用 調 整 負 担 金 ○

使 用 料(保 管 料) ○ 、○

作 業(倉 庫 内) ○
.

摘 要 ○

重 量 の 単 位 ○ ○ ○

才 積 の 単 位 ○ ○ ○

DATEOF・VANNING ○

検 量 場 所

ト

○

検 量 年 月 日 ○

TOTALNOOFP'KG ○ ○ ○ ○

REASONR)RBREAKI-

NGSEAL
〇
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33総 合貿 易桔 報 システ ム化構 想 と協会の システ ムの考 え方

(1)構 想 につい て

賛成 で あ り参加 す る意 向 が あ る。

第2,第3シ ス テ ムの 中 の サ ブシ ス テ ム と して検 定 シ ステ ムを位 置 ず けて 考 え てい る。 サ プ

ゾ ステ ム として 十 分 な役割 をはた せ る よ う対応 して い きた い。

(2)コ ーデ ィン グの 問 題

統 一 コ ー ドが 採 用 され る こ とが望 ま しい。

す でに一 部 を 自社 内で 実 施 して い るが 変更 に も応 え られ る。

実施 して い るコ ー ドは

～者荷 主,港 一 海 運統 一 コ ー ド
～

静品 名 の一 部,本 船,場 所/倉 庫,貨 物 の 包装 一 自社 コ ー ド

芥海貨(通 関業)一 税 関 コ ー ド

㈲ フ ォ ーマ ッ トの問 題

貿 易書 類 の標準 化,統 一 化,デ ー タ 伝 送,磁 気 テ ープ等 の フォ ーマ ッ トの統 一 に も応 え ら

れ る。

書 類 の統 一 では 当会 発行 の証 明書 式 の変 更 も応 じられ る。

フォ ーマ ッ トの統一化 はEDP処 理 に大 きな効 果 を期 待 で きる。

(4)デ ータ ・ベ ース の問 題

構 想 にあ る各 サ ブシ ス テ ム間 の 情 報交 換 に必要 な デ ータ ・ベ ース も対応 し受 け 入 れ られ ると

考 えて い る。

サ ブ シス テ ムと して要 請 あれ ば デ ータ ・ベ ー スの提 供 の用 意 あ り。

⑤ 貿 易情 報 の キ ーの問 題

貿易 書 類 の情報 と貨物 情 報 は時 間的,場 所 的 に発生 が ず れ るが これ は現 在 の シ ステ ムで も ネ

ック とた って い る。

検 定 シ ス テ ムで は独 自の キーを設 立 して処 理 してい るが総 合貿 易 情報 の 中 で統 一 した キ ーが

設 立 され るこ とが 望 ま しい 。
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IV.海 外 にお け る貿易情報 システム化

の動 向調 査
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N海 外vak・ける貿易情 報 システ ム化 の動 向調 査

ま え が き

海外における貿易情報システムの動向を調査するため,当 委員会では昨年度に引き続いて水野幸男

専門委員会委員長 を団長とす る調査団(下 記)を 派遣 した。同調査団は昭和48年10月15日 から

スイスのジュネーブで行なわれたECE(国 連欧州経済委員会)のADPと コーデ ィングに関する専

門家会議に参加した後,仏 英,西 独の各国を訪問 し,各 国の専門機関と討議を行なった。

以下はその時に得た資料お よび討議内容を整理 した ものである。

調査団構成

団 長 水

高

竹

山

飯

男

郎

一

二

男

一

幸

玄

清

浩

次

野

見

内

川

田

COTIS専 門委員長 ・日本電気㈱

COTIS委 員 ・港湾経済研究所

COTIS専 門委員 ・情報処理振興事業協会

当 財 団

当 財 団

調 査 先

MinistredeL'economieetdesFinance

(SOFIAProject)

GARONOR(GareRoutiereNorddeParis

(ソ くリ地 域 の イ ン ラ ン ド ・デ ポ)

PortofLondonAuthority

(CODESystem)

portofHamburgAuthority

(RAPIDSystem)

ノく

ノこ

リ

」1

ロ ン ド ン

ハ ン ブ ル グ
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1.SOFiA(Systemd'OrdinateursPourLeFretlnternationalAerien)

暗

所

者接

目

場

面

1973年10月19日

MinestereDeL'EconomieetDesFinance

HenriDesCourtils(Administrateur)

SOFIAシ ス テ ムはパ リの三 空 港 を通 過 す る航空 貨 物 の 追跡,処 理 お よび通 関業 務 を リア ル タ イ

ムで 行 な うシス テ ムであ る。 、

調 査 団 は昨 年 度(昭 和47年 度)に 引 き続 い てMinestereDeL'EconomieetDes

Financeを 訪 問 し,SOFIAシ ス テ ムの最 近 の状況 につ い て調 査 した。

11SOFIAの 概 要

(1)SOFIAの 最近 の 状況

現在,SOFIAシ ス テ ムの開発 は次 の3グ ル ー プに よう て進 め られ てい る。

第1グ ル ープはSOFIAの バ ーードウ ェア の グル ープで 今年 の春第 一 号 機 を設 置 した。 シス

テ ムはCII(フ ランス の コ ン ピ ュ ータ会 社)の モデ ルIRIS80で,メ モ リ容量 は512

Kバ イ トで あ り順調 に進 ん で い る。

第2グ ル ープはCSI(ComputerScienceInstitute)でLACESの 開発

経 験 を生 か してシ ステ ム全 体の技 術的 な取 りま とめ を行 な って い る。

第3グ ル ーープはSEMA,SESAで あ り,い ず れ も ソフ トウ ェア の 開発 を担当 してい る ソ

フ トウ ェア会 社(私 企業)で ある。

第1か ら第3グ ル ープの役 割 りは 次 の よ うにな って い るc

ハ ー ドウ エアCII

SEMA
ソフ トウ。アCSI-一 一{

SESA

'(
スペ ックの決 定)(プ ロ グ ラム作 成)

開発 作業 担 当人 員 は現 在80名 で あ り,順 次増 強 して150名 位 にす る予定 で あ る。 そ の構

成 は プ ロ ジ ェク トコン トロ ール部 門 に約40名,プ ログ ラマ に110名 の予 定 で あ る。150

名 の中 には テス トデ ータの 作成 等 も含 ん でい る。

(2)プ ロジ ェク トの進行 状 況 につ い て

プ ロジ ェク トは現在 約6か 月 位遅 れ て い る。 この遅 れ の原 因 は航 空 会 社 代 理 店 等 の要 求に

関す る仕様 が 固 ま らな い こ とが最 大 の原因 と な って い る。SOFIAの よ うに 多業 種複 数企 業

に またが るシス テ ムで は仕様 を決 め るこ とが なか なか むず か しい と の こ とで あ る。

現 在 の大 まか な ス ケ ジ ュ ールは 次 の通 りで あ る。

・1973年 末 ま でに ア プ リケ ーシ ョン ・プ ロ グ ラ ムの仕 様 を完 成 す る。
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・ア プ リケ ーシ ョン ・プログ ラム の開発 作 業 は1974年 の10月 に完 成 し
,並 行 してOSも

同 じ時 期 に完 成 す る。

・OS
,ア プ リケ ーシ ョン,ハ ー ドウ ェア の結 合 テス トは1975年4月 完 成 の予定 で ある。

OSは 汎 用 のOSで はな く,こ のSOFIAの 専 用OSで ある。専 用OSに した 主 な理 由は

SOFIAは デ ュ アル ・プ ロセ ッサ ーで あ り,リ ア ル タイ ム ・オ リエ ンテ ッ ドなシス テ ム で あ

るか らで あ る。

12SOFIAの 機 能

ω 機 能 概 要

SOFIAは パ リ地域 の3空 港 を対 象 に した 航 空 貨物 の追 跡,処 理 お よび通 関業 務 を行 な う

オ ン ライン ・リア ル タイ ムシ ステ ムで ある。

SOFIAは 航 空会 社,集 荷業 者(代 理店),税 関 お よび 申告 者 の要 求 に 答 えるべ く機 能仕

様が 決 定 さ れて い る。

本 シ ステ ムは オペ レ ータの操 作 に よ りリア ル タ イ ムで貨物 の流れ にそ っ て下記 の処理 を行 な

う。

。 順次 行 なわ れ る各 操作 間 の 情報 の連絡

。 書 類 と商 品 の対 応 づ け.

。 必要 が あれ ば集 荷,コ ンテ ナ梱 包,搭 載 便,会 社 間,ま たは会社 と集荷 業 者 間,ま た は集

荷業 者 間の 貨 物移 動,配 送 に よる各 種分 類表 の編 成

o

o

O

o

o

状況に応 じた貨物の管理

税額の算定

会計処理

選択基準に従い検査すべき貨物の選定

関係書類(表 報告書,異 常状況報告)の 作成

本 シス テ ムに 包 含 され る機能 を業 務 別 に分 類す る と 次の よ.うにな る。

o

o

o

o

o

o

便 宜上 本 シス テ ム の実 現 段階 に於 て は,貨 物 処 理 機 能 と税 関機能 は明確 に分 離 して い るが,

業 務 上両機 能 は 輸 出お よび輸入 業 務の一 環 と して 行 なわ れて い る。

(2)輸 入 業 務

①LTA,LTMま た はLTDの 入力

輸 入

内部移動

輸 出

トランジッ ト

貨物処理

各種報告書類の作成
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へ

② 貨物取卸入力

③ コンテナ内に複数個の貨物がある場合の入力

④ 付随書類の入力

⑤ 輸入申告書の入力

⑥ 三重一致状態(受 取予定の梱包数,受 取済の梱包数累計,申 告された梱包数が一致するこ

と)の 確認 と申告

⑦ 税関手続および会計処理

a記 録の提出および検査経路の変更

b引 取費用の割当て

c検 査結果の出力,決 算方法の表示

d支 払

'e公 式保管(到 着後一定期間に引取 られずあるいは申告が行なわれない貨物を公式保管と

呼ばれる状態に移す。)

f非 携帯手荷物の通関

g申 告の変更

h申 告に対する質問

i他 の会計処理

⑧ 引渡 し

⑨ 再送付(ト ランジットまたは輸出への振 り替え)

⑩ECOR対 照表(デ ータ入力のためのコーディング用紙)

(2)内 部 移 動

① 個別貨物の内部移動

② 一括貨物の内部移動

③ 受入れ手続

④ インクワィアリー

⑤ 貨物状態

⑥ 各種報告書の作成

(3}輸 出

① 航空会社の輸出手続,

a予 備情報入力

bLTA入 力

c積 荷貨物入力

d税 関処理

eコ ンテナへの梱包処理

f積 載処理
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② 集荷業者の輸出手続

aLTD入 力

b輸 出申告入力

c税 関手続

dコ ンテナへの梱包処理

e集 荷手続

(4)ト ランジット

トランジットの手続は輸入および輸出の手続と類似の機能を有する。手続の概略は次の通 り

である。

① トランジット予備情報入力

② トランジットLTA入 力
'
③ トランジット貨物入力

④ 付随情報入力

(5)貨 物管理の諸機能

① 貨物の分割

② インクワィアリー

③ 貨物またはコンテナの変更

(6}各 種報告書類の作成

① 税関 会社および集荷業者に共通の諸表

② 会社および集荷業者に共通の諸表

③ 会社に対する諸表

④ トランジットに関する諸表

⑤ 税関用諸表

⑥ 税関会計諸表

⑦SOFIAシ ステム使用状態表

,
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2GARONOR(GareRoutiereNorddeParis)

暗

所

者明

日

場

説

1973年10月22日

GARONOR

GilbertJeanCantegre1

(DivisionCommerciale)

21概 況

フラ ンスvaIE・け るコ ン テナ ・タ ー ミナル は現 在50ヵ 所 を越 え,目 標 値70に 向 って増設 が進

め られ てい る。 フラ ンス に は,PSC(POLYSERVICESCARGO)と い う名 の

コ ンテ ナに 対す るサ ー ビス ・ステ ーシ ョン的 な ネ ッ トワ ーク組織 が あ り
,こ れが 一種 の イン ラン

ド ・デ ポ的 役割 を果 して い る。 こ こで は 駐車 場,倉 庫,保 管設 備,コ ンテ ナ荷 役装 置,通 関施

設,等 が 整備 され てお り貨物 の集 配 サ ービス が行 なわ れ る。

こ の よ うなPCSの デ ポは現在,ボ ル ドー,ダ ン ケル ク,ル ア ーブル,リ ール,リ ヨンマル セ

イユ等 にあ るが,な か で もそ の最 大 と目 され るの が当 ガロノ ール(GARONOR)で あ る。

ガ ロノ ールは,パ リ北 郊18㎞,フ ランス工 業都 市 リール地 方 と結 ぶ高 速 自動 車道 ル ー トA1,

将来 で きるF2お よび 自動 車道 路B3と に よっ てで きる三 角形 の内 部 に設 置 され てい る。

ガ ロ ノール の運 営 は私 企 業が 当 って}s,り,72haの 敷地 に倉庫 保 管尾 貨 物 ホ ー ム,貨 物

情報 セ ンタ ー,通 関施 設 その他 が設 け られ てお リガロ ノ ール は世 界 で唯一 の総 合化 され た トラ ッ

ク ・タ ーミナル とい え る。 ここは 前 述の3つ の 高速道 路 の合 流 点 に立地 し,南5マ イルの 地 点

には 建設 中 の国 際 空港 ロ ワ シ ー ・ア ン ・フ ラ ンス が あ り,こ の よ うな点 か らガ ロノ ール は,空

と トラ ック とレ ール の三要 素 を備 えた最 も完全 な形 で の イン ラン ド ・デ ポに 発展 す る可 能性 を も

って い る。

ガ ロノ ールの主 な利 用 企 業 は,シ ャ ネル,デ ュポン,エ ッソ,ス タン ダ ー ド,ハ ネ ウェル,ゼ

ネ ラル フ ーズ な どで あ り,全 敷 地 の25%が 国内 の輸送 業者 に よ り,25%が 国 際 的 輸送 業 者 で

50%が 事 業者 に よって 占め られ てい る。 ま た90%が 専 用 と して賃 貸 さち 残 りは ガロ ノール

に よって 関 税徴 収 倉庫 と して運営 され てい る。'

22機 能 と 情 報 化 の 方 向

ガ ロノ ール の果 す機 能 の うち,最 も大 きな分野 を占め るの が 「TIR-Customs

ConventionontheInternationalTransportofGoodUnder

CoverofT.1.R.Carnet－ に のっ と って国 際輸 送 され る コ ンテナ 内 の貨 物 に対 す

る途 中経 国税 関で の免許,無 検 査措 置を規 定 した もの)」 の活 動 に関 す る もので あ る。 こ こで は

内陸通 関 タ ー ミナル と して の機 能 が最 大 限 に 発揮 され て お り,そ の処理 はス ピ ー ド化 され てい る。

ガロ ノール の タ ー ミナル に設 け られて い る税 関 は24時 間営 業 で あ り,税 関相 互 間 の輸 送 貨物 に
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関 す るTIR条 約 に基 づ く ドキ ュ メンテ ーシ ョン,Si"・よび 国際 鉄道 輸 送 に 関す る通 関 を規 定 した

TIF条 約 に よる ドキ ュ メン テ ーシ ョンの双 方 を行 な って い る。

次 陥 情報 処 理 関係 に つい てで あるが 当 ガ ロノ ール にお い て はコ ン ピ ュ ータは現 在 使用 して お

らず全 て人 手 にた よっ て いる。 これ は,施 設 利用 者 が大 企 業 か ら小企業 ま で各 種 バ ラバ ラで しか

も数 が多 い と ころか らそ れ らの一 元的 な統 括,つ ま り標準 化 す る ことが 難 か しい こと,ま た大 企

業の コ ン ピュ ータ ・シス テ ムとの イン タ ーフ ェース が 取 りに くい こ と等 か ら1969年 度 か ら

1970年 度 にか け て試 験的 に稼 動 してみ た のみ で中 止 の やVな きに至 った もので ある。 但 し,

コン ピュー タ化 を今 後共 行 なわ な い と い う意 向 は持 っ てtsら ず ジ ュネーブ ・EqEコ ン フ ェレ ン

ス あ るい は フ ランス 税 関が研 究 中 で あるSAFIELSYSTEM等 の 結論 が 出 次 第そ れ らの

考え を充 分取 り入 ち 再 度,コ ン ピュ ータ化 の方 向へ 進 む との ことで あっ た。

、
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3LPA(LondonPortAuthority)の コン ピ ュー タ ・シ ステ ム

時

所

者明

日

場

説

1973年10月23日(火)

LPA

W.E.T.Taylor(manager,ExternalComputer

Services)

31概 況 、

LPA(ロ ンドン港湾局)に おいては,過 去7年 にわたり;港 湾産業の物理的貨物処理の進歩

に合 致す るよ うデ ータ処 理手 続 きを改 善 す る方法 に関 し種 々の研 究 が なさ れ て きた。 た とえば,

全 国港 湾 評 議会 におい て は,広 範 な研 究 を行 ない,限 られ た範 囲 で は あるが,船 舶予 約 デ ー タ

入 力 シス テ ムか ら貨物 移 動 に 関連 す る あ らゆ るデ ー タの収集 と配 分 を処理 す る中央 コン ピュ ー タ

を想 定 したEASASシ ス テ ムまで い くつか の提 案 を生 み だ した。

32コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

LPAの コン ピ ュー タ部 門 は内部 業 務 ば か りでな く,外 部 の港 湾お よび輸送 産業 に対 して もサ

ー ビス を提供 して い る。 以下 それ ぞれ の シ ステ ムの 名 称 お よび その概 要 を列記 す る。

321MerchantsLedgers

・1970年11月 稼動

・メイ ン ・フ ァイルの 情 報(16,000accounts)

・ メイ ン フ ァ イル は港 湾利 用者 の それ ぞれ の企 業 の会 計 を フ ァイル し,毎 日の収支,C,,バラ ン

スや 会計上 の特 定 の事項 を ファ イル し,各 企業 は それ ぞれ の端 末(visualdis-

play)を 通 じて各 自の営 業 内 容 をオ ン ライ ンで問 合 わ せ る こ とが で きる。 各 月末 に これ

らの ものは 企業 別 に集計 され,自 動 的 にマ イク ロ ・フ ィル ム に収 め られ る。

囲LPAは,多 数 の 巨大 な ドックを所 有 し,埠 頭や 上 屋 を経 営 して い るが,外 部 の業

者 に よる その使 用料 に 関す る会 計 を指 して い る。

・この シ ス テ ムが 提供 でき る主 要 レ ポ ー トは次 の もの で あ る。

計 算 書(月 間7,500枚)

督 促 状

クレ ジッ ト ・コン トロール ・レ ポ ー ト

元 帳 バ ラン ス

・
、
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3221mportandGeneralBilling,

・1966年9月 稼 動

・ メ イ ン ・フ ァ イル の 情 報

・勘 定 書 に 記 入 さ れ た す べ て の 項 目 につ い て の 金 額,数 量 商 品 名,バ ース 名,提 供 さ れ

る主 要 レ ポ ー トは

イ ン ボ イ ス お よび ク レ ジ ッ ト ・バ ウ チ ャ ー(1日550通)

イ ン ボ イ ス お よ び ク レ ジ ッ ト ・バ ウチ ャ ーの ス ケ ジ ュ ー ル

収 入 分 析 報 告

輸 入 利 子(importどccrualS)報 告

323ExportBilling

・1966年9月 稼動

・ メイ ン ・フ ァ イル の情 報:

・ボ ー トオ ー ソ リテ ィの パ ース を通 じて輸 出 された 各種 タイプの 商 品 の トン数 お よび料 金 収

入 を 記録 す る。 その詳 細 は 本船(船 会 社)お よびパ ース(作 業 会社)に よう'て保 管 され,

記 録 は 日々の イン ボ イスお よび バ ウチ ャーに よ って最 新 の もの とざれ る』

・提 供 す る主 要 レ ポ ー トは

イ ンボ イ スお よび クレ ジ ッ ト ・(1日1,000枚)

バ ウチ ャ ー

収 入 お よび分析 レポ ー ト

本 船 統 計報 告

バ ース 統 計報 告 ◆
324ValueAddedTax(VAT):'t'・

・1973年4月 稼 動 ・-1

・ メ イ ン ・フ ァ イ ル の情 報

・そ れ ぞ れ の イ ン ボ イ ス に対 して,ExportBillingお よ びImport'and

G,nera1Billi。gへ の ・ン ピ 。一 夕処 理 の さい に打 出 され端 物 諸 方,借 方

のノ.ト をVAT(V。 】。,Add。dT。x)の カ テ ゴ リ ー別 賜 類 す る.

・提 供 され る主 要 レポ ー トは

定 期 的VAT報 告

VATマ ス ター ・ファイ ル ・イ ンテ ロ ゲー シ ョン で あ る。
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325ManagementAccounting

・1966年4月 稼動

・ メイ ン ・フ ァイ ル の情 報(20 ,000レ コ ー ド)

・ポ ー トオ ーソ リテ ィの 港 湾 オ ペ レ ーシ ョン
,機 械 河 川,お よび中央 に集 めて処 理 され る

サ ー ビス,中 央 管 理 部(CentralAdministrationDepartment)の 収

支 に関 す る フ ァ イル

・提 供す る主要 レポ ー ト

上 記 の所 管 局 の コス トに 関 す る定期 的 ない しは集計 的 レポ ー ト

法 定年 次 報 告書

326AssetsRegister

・!965年2月 稼 動'

・ メイ ン ・フ ァ イル の 情報(20
,000レ コ ー ド)

・ポ ー トオ ー ソ
,リテ ィの 固定 資 産,お よ び附保 可 能 財産 に関 す る記録 。 会計 年 度 の終 りに そ

の内容 を最 新 の もの と し,そ れ らの各 々につ いて の コス トお よび会 計の 年 次集 計

・提 供 す る主要 レポ ー ト

資産移 動 の最新 詳報

個定 資 産 に関す る法 定報 告書

保 険 のア ナ リシ ス

コス テ ィング のア ナ リシス

ファ イ ル内容(FileContent)の スク ジ ュール

φ
327EngineersStores

・1966年4月 稼 動

● メイ ン ・フ ァイ ル の情報(20,000ア イ テム ズ)

・ポ ー トオ ー ソリテ ィが 所有 す る各機 械 を
,各 デ ポ ζ とにス テ ッ ク ・ア イテ ム と し,定 期 的

に各種 の 支払書,受 領 書,修 理 記 録 と と もに,定 期 的 にそ の デ ー タを最 新 の もの とす る。

各 アイ テ ムは それ ぞ れ過去26期 にわ た る支 出 の歴 史的 デ ータ を保管 し,こ れ らの もの は

自動 的 に期 末 に最 新 の もの とされ る。

・提供 す る主要 レポ ー ト

保 管 会 計報告 書

廃棄 報 告
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■

,

ス トックの くい ちが い(DiscrepanCy)報 告

,機 械 の 失効(Invalid)リ ス ト

新 規 ス トック ・リス ト

年 度 末保 管報 告書

年 度末 保 管会 計報 告 書

手 持(価 格)報 告 書

o'

32」8Payrol1

・1965年1月 稼 動

・ メイ ン ・フ ァイル の情報(約16 ,600人 の情報)'

うち7,900人PLA使 用 人

4,300人PLA年 金所 有 者

4,400人 ビュ ーロ ー毎 の常 時 使用 人

メ イン ・フ ァイルは 各 個人 毎 の給 与 給 与差 引額,個 人 およ び 合 計 の歴 史 的 情報

・提 供 す る主要 レポ ー ト

給 与ス リ ッ プお よび給 与 パケ ッ ト ・

銀 行信用 移転

給与 の増 加 ス ケ ジ ュ ール.

コン トロ ール ・レ ポ ー ト

部 局支 出分析

定 期 報告 、(国民保 険 ス ケ ジ ュ ール)

.税 金報 告

329PortReteStatistics…

・1972年4月 稼 動

・ メイ ン ・フ ァイル の情 報:`

各 ド ック毎 に,港 湾 料 率 に も とず い て商 品毎 の トン数 が集 計 され る。 河 川 埠 頭 ごと に

RiverBillsの 分 析 が 行 なわ れ る。

・提 供 す る主 要 レ ポ ー ト

商 品毎 の,ま た シ ッブ メン トの 様 式 毎 の取扱 トン数 の統 計

3210StoresPeriodical

・1966年5月 稼 動

● メ イ ン ・フ ァ イ ル の 情 報

Requisitions
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■

メ イ ン ・フ ァイル は,貨 物 の一 般 的保 管需 要 に対 す る定期 的記 録 か ら成 り立 っ てい る。

・提 供 す る主要 レ ポ ー ト

一般保 管項 目コ ー ドに要 約 され てい る保 管需 要報 告書

3211ScheduledMaintenanceJobCosts

・1966年9月 稼 動 ・

● メ イ ン ・フ ァ イ ル の 情 報

メ イ ン ・ フ ァ イ ル は,各 職 場 毎 のPLA岸 壁 ク レ ー ン の メ イ ン テ ナ ン ス に 関 す る 詳 細 な 情

報,実 施 され た作 業 の種 類,作 業 の 種類 毎 に,消 費 さ れた時 間 を ファ イル す る。 メ イン ・

ファ イル は,労 働者 の賃 金 その他 の固定 コス トの 一覧表 に したが っ て,各 職 場 毎 の基 準 コ

ス トを計算 す るの に用い られ るo

・提 供 す る 主 要 レ ポ ー ト

SMJC(StandardMaintenansJobCostsで 各 職 場 毎 の 基 準 メ イ ン テ

ナ ン ス ・コ ス ト)の ス ケ ジ ュ ー ル

3212Personnet

・1971年12月 稼 動

・ メイ ン ・フ ァイル の情報.

メ イン ・フ ァイル は,ポ ー トオ ーソ リテ ィの使用 人1人1人 に対 す るそれ ぞれ1つ の記 録

を有 し,そ れ ぞれ の個人 に関 す る実 際6情 報(Factua'11nformation)を 含 ん

でい る。 個 人毎 の情 報 を ビデ オ ・タ ー ミナル に よって商 合 せ る こ とが で きる。

・提 供 す る主要 レポ ー ト

従業 員 の記 録 のプ リン ト ・ア ウ ト

部局 毎 の お よび要 約 された 労働 力情報

3213POLAPLOT

水路 部 の初 期 の 莞 発 にか か り,調 査 船Havengore号 に備 えつ け られ て い る ミニ ・コ ン

ピュ ータを使 用 し,ポ ー トオ ー ソリテ ィの シス テ ムの主機 で あ る4/50コ ン ピ ュー タに

は関係 しな い。

・情 報 の種 類

マス ター ・フ ァイル は存 在 しな い。 但 し水 深お よび 高潮位 の時 間 が フ ァ イル され る。
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●提 供 され る 主要 レポ ー ト

調 査 船 運航 コ ースの 正確 な トレ ース

調 査 船 運 航 コ ースの正 確 な水 深(音 響 反射 に より作成)

これ らのLPAの 情報 シス テ ムはIMIS(IntegratedManagement

InformationService)と 呼ばれ るデ ータベ ース の メイ ン フ ァイル を有 し,オ ン

ライン ・デ ータ ・コ レク シ ョン ・シ ステ ムお よび問 合せ のオ ン ライ ン ・シ ス テ ム(Enqu-

iresandInterrogationSystem)か ら成 り立 って い る。

この デ ータベ ース ↓(よるオ ン ライ ン ・シス テ ムは1971年 の2月 に一 応 の完 成 を見 たが

その後 新 しい ファイル が 追加 され て いる。1971年 当 時はLPAの 内部 業 務 だけ で あ った

カ～ その 後外 部 に対 す るサ ービス も,前 記 の よ うに追加 され てい る。 以 下示 す デ ータベ ース

は1971年 の 資料 に よ る もの で,シ ステ ムの基 本 に は変 化 はない 。

デ ータ ベ ース の メ イン ・フ ァイル は次 の表 によ ってそ の概要 が示 され てい る。

E.lT1・
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表 蚕1-1 DATABASE-MAIN FII.ES

幽

EL跡1巳VP KEY 工NFORMA1r工ONFOR RECORDS

」 シ 「1
.「

L.

PERsoN1・EL PayNo. 1.Payments特 1ラ,500

A」

F
、 2.Accoun七ing祷

).PerSO:me1
」:・・二 ∵ 』 ∵ -.F.r「 」 4.Plannlng

㍍:
・・..㌧'i∴∵

ASS斑S AssetNo.
「

1.Accountlng誉 20,OOO
～ 『

.・ ξ・ 「 、 '「 2.Plan七 〇pera七ions『 一

STORES StockNo. 1.Accoun七ing祷 20,000

「.
2.StockCon七ro1

7・ ・

CUSTO睡=RS AccountNo. 1.RevenueAceoun担n8斧 14,000

2.S七atis旬bics'

SUPPL工ERS SupplierNo, 1.ExpenditureAccounting

2.Ordering'

SH工PS ShipNo. 1.Operatlons

2.S輻a七1stlcs.

.

.

CONS工G:PENTS VLN。. 1.Accoun七1ng

2.Produこ しこvi七y

(VE肛CロS) Booki㎎No. 1.Operations

肱NAGE四1汀 Accoun七s Acco㎜ 七1ng&日udgetaryCon七rol骨 20,000

Accom汀1工NG
噛

Code (forallarea30f七heAu七hor1七y)
・

FUNDS Transacもion Finano工alContro1&Planni㎎

No.

… Co㎜ ◎dlty, 1.トIarketing祷

STAT工STICS PabkageType, 2.Plar皿Lng畳

Shlppi㎎Sexwice

etc.

+Compu七errecordsarealreadybeingheldfor七heseapplicatioru's.
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オ ン ライ ン ・デ ー タ ・コ レ クシ ョン ・シ ステ ムは,LPAの 作業 が行 なわ れ る度 に,お よ

び イン プ ッ トを必要 とす るデ ー タが 得 られ るたび に,現 場 の近 くの オ フ ィス か らビデ オ ・デ

ィス プ レイ ・タ ー ミナ ル を使 用 して入力 さ れ る。 この シス テ ムの概要 は 次 の図 に示す 通 りで

ある。

「 一ーーー ー ー一一""一 一 ーーー ーーー－l

ii
l・

Confidntialitv'ド

Checki`19
1

1
'1

|

1
・11

1
1

L______________」

=
.L▲...、

∫

図W-5オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ・ コ レ ク シ ョ ン ・シ ス テ ム

:

1、i'

問 合 せ も 同 様 に ビデ オ ・デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミナ ル に よ っ て 行 な わ れ る。 た と え ば,

CPayrozzFile"の デ ー タカ～ ど の よ うに フ ァ イル さ れ,ど の よ う な 手 順 で 問 合 せ

が 行 な わ れ る か を,次 の チ ャ ー トが,そ の 概 要 を 示 して い る。
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、 」't'x

表V-2 PAYROLLFILE

SAMPLERECORDFORMAT

工TEMNAME S工ZE CONτENPS

PAYNO 5

、

PayN訟ber
〆

NAME 18 Name
・ 「

1)巳PT 4 Depaでtπ1en七Code

BDATE 6 Birthbate、

SDATE 6 S七ar七Da七e
'

工、DATE 6 LeavlngDa七e

S聾1ARK 1 Sex工nalca七 〇㌘
w

㎜ 1
も

Leavξ …r工rxユica七 〇r

- ㎡

GRADE ラ Grade

TCODE・
「

う TaxC(xie

SALARY 4 Salary－ 況on七hly

,

PENALL 4 PensionableAIlowances

興N誕 4 Non-PenslonableAllowances

1,

PE}5TD 4 StandardPensionFundCon七ributioru

GRSBF 4 GrossPay七 〇Da七e

.

TAXBF 4 Tax七 〇Da七e
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表W-3 PAYROLLFILE

SAMPLEDIRECTORYFORAAT

`

工{EE蝿

NA}包

工NPU口

S工ZE

POS工 一

丁工ON

TYP£OF

工丁識1

TYPEOF

RECQRD

OUPPし π

S工2憲

ED工 丁

田YPE
SUH?

PAYNO 5 O N 1 5 一 －

NA】4E 18 5 A 1 18
.

一 －

DE■ 4 2う A 1 4 一 一

P

BDATE 6 27 N 1 8 D=ソWYY －

SDATE 6 )ラ N 1 8 D=ゾ 提レ!YY －

LDATE 6. フ9 N 1 8 DM5〆YY

〉

－

SMARK 1・ 45 N 1 1 －F
.,

－

U4ARK =L μ6 N 1 1 一

ξ

一

`

GRADE う 47 A 1 ラ 一 －

TCOD8 ラ 50 A ! う 一1

イ

一一 一 　 －

SA工ARY 4 5ラ P 1 8 三・IP£P 欄

PENALL 4 57 P 1 8・' NP£P 燗

NPENAエ 山 4 61 P 1 8 NP£P 班田

PENS㊥D 4 65 P 1 8 NP£P 田

GRSBF

'

輻 69 P' 1 8 NP£P
「

YES

〉

TAXBF 4 7ラ P 1 8 NP'£P 螂
,

AP

`.層
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表 】y-4 BASICENQOIRYMESSAGES

1.ACT工VATEPLEA3E

誉KXKK

2.L工}{εOPENDATEOIOラ71丁 工r'fi.160246

養 う
.BGA2£G'

4.O.K.

・5
.//・A頭9工

6・ 。!・ ㍉1:・ ・
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3214CODE(ComputerizedDocurnentationforExports)

本 シス テ ム は,1973年 シ ス テ ム開 発 に着 手,1974年 末 稼 動 開始 の予 定 で進 め られ て

いて,船 積 業 務 に関 す る事 務処 理 の簡 素化 をめ ざ した もの で あ り,そ の構 成 は次 の4つ の部

分か ら成 り立 って い る。

① 積 荷 目録 の作 成

② 輸送勘 定 の作 成(送 り状 の作 成)

③ 顧 客勘 定 の メ ンテ ナンスお よび 財 務管 理
ら

④ 航海会計を含む業務報告

本システムは,サ ービスの経済性を考慮 し一応 標準化してあるが,各 々の船積業者の要

求に合わせるために充分な柔軟性を持つように設計 している。 また,デ ータの安全性を保護

するために秘密保護機能を充分考慮したという。

なお,コ ソ ピご 一夕 と郵政 省 の端 末機 を接 続 し,よ り処 理 ス ピー ドを上 げ るた めの 策 を講

じ て い る 。 ∵1'・

～

33ハrド ウエア( ,19了3年7月 現在)
、 ・'・ .」1、 、

1968年12月 にICT1,5'00.コ ン ピ ュ ー タ を 設 置 した が,そ の 後 レ ベ ル ア ッ プ し て

ICLシ ス テ ム4-50を 入 れ てい る。 容 量:256Kバ イ ト,周 辺 機 器 は 次 の 通 りで あ る。

C・ ・dReader、( .800C・P・M)

PaperTapeReaderl(1,500C.P.S)

Lli・ ・P・i・t・ ・ ⑱001・P・M・160C・1・m・)

MagneticTapeDesk・'.(60Kb/sec)

ED.S.葛D'riVes(7%Mb.each)

E.1).S.'3'OD'rives itく29Mb.each)

Multi-Channe1.'C'ommunicationsControlUnit

VideoDisplayTermi ,na1's

T'eleprintersTermihals,
"'パ ー' ・

イー ・

以 上 の 金 額 は ・・5・3-Oyρ …Oork'一 シ ト三:∴ …

1

1

1

4

5

9

1

7

6

1
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図W■6 CODOシ ス テ ム の 業 務 概 要
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図W-7 コ ー ド シ ス テ ム の ア ウ ト ラ イ ン
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4ハ ン ブ ル グ 港 に お け るRAPlD

(RealtifneApplicationforPortConfignmentInformation

andDocumbntation)

時

所

者接

目

場

面

1973年10月31日

ハ ン ブル グ 港

FriedrichW.Arnemann(Port-Informations)

RAPIDは 港湾 積 送 品の情 報bよ び船 積書 類 準 備 に 関す るオ ンライ ン ・リアル タ イ ム ・シス テ ム

で あ る。

調 査団 は ダ ーテ ンバ ンク ・ハ ー フ ェン ・ハ ン ブル グ を訪 問 し,RAPIDシ ステ ムの現況 む よび 機

能 につ いて 調 査 した。

41RAPlDシ ス テ ムの 概 要

4τ1ス ケ ジ ュ ー ル ・

シス テ ムの予備 段 階 と して のデ ータ ・エ ン ト1?一 ・プログ ラ ムは1970年4月 以 来,オ

ン ・ライ ンです で に操 作 され て い る。32の 運送 代理 店 が38～45の タイプ ・ライ タ ーの

端末 を経 て同 シス テ ムに接続 され て 齢 り,こ れ まで の ところ,端 末 あた りの平 均ス ル ー ・プ

ットは8時 間 労働 日22日 間 で,出 荷 回 数1,837で あ った 。処 理積 送 品総 数 は月間

25,000～35,000で あ る。 一 作業 で一 シ ス テ ム吟 運 送 業 者 の使 用 す る各 種 様式 の マ

トリ ックス(例 ・社 内 用 船 荷 証券,仕 切状)並 びに積 荷通知 書(船 渠 荷 受証),船 荷証 券 マ

トリ ック ス(個 別B/L,グ ル ー ブエ ージB/L)を 作 成 す る。

1972年7月1日 に,コ ンテ ナ ・グル ープエ ージ ・プ ログ ラム を導 入,こ れ に より:どり

わけ分 割積送 品 の問 題 の解 決 を図 る。 リア ル ・タイ ム ・シス テ ム の進行 日程 は次 の とお り。

最初 の分 析 は 次回 のハ ー ド・ウ ェア 用 入札 の作 成 と共 に1972年12月 に完 了 し

(1973年5月 まで に決 定 の予 定),詳 細研 究 は1972年 か ら1973年7月 す なわ ち

プ ログ ラ ムの詳細 仕 様 に着手 す る時 点 まで 継 続 した。 シ ス テ ムの実 際 の運 転 の実 施 は,当 面

1975年 頃 に予定 して い る。

4.■2加 入 者

シス テ ムの加入 者 は,全 埠 頭 業 者,検 数 会 社,ラ イ ナ ー ・エ ー ジ ェン トの他 ハ ンブル グ地 域

にオ フ ィス の ある全運 送 代 理店 輸 出業 者tsよ び メ ーカ ーの予 定 。 利 用者 数 は 合 計約400程

度で あ る。
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4i3資 金 調 達 の 詳 細

リア ル ・タイ ム装 置 の経 営 主 体 お よ び後 援団体 は次 のとお り。

(1)当 面 主要 運送 代 理 店53か ら成 る フォル シ ュン グス ゲマ イ ンシ ャフ ト ・ハ ン ブル グス ・

シ ュペ デ イ ツォイ レ協会(ハ ン ブル グ運送 会社 研究 協会)

(2)全 埠 頭業 者teよ び検 数 会 社 よ り成 るウン テル ネー メン ・シ ュフエ ルバ ン ド ・ハ ーフ ェン

ハ ンブル グ協会(全 ハ ンブル グ港 湾 業者 協 会)

㈲ 全 船舶 仲 買人 よ り成 る ッベ ェ ッ ク フ ェル パ ン ド・ハ ンブル ゲル ・リ ンエ ンア ゲンテ ェン

(ハ ンブル グ ・ライ ナ ー ・エ ージ ェン ト協 会)

開発 費 は,上 記3後 援 団 体 が負 担 し,お の お の総額 の%を 支 払 う。正 確 な総 必要eak・ よび

運転 経 費 の負 担分 につ い ては,現 段 階 で は不 明 で ある。

42RAPlDシ ステ ムの 機能

シス テ ムに対す るイ ンプ ッ トは,積 送 品 の 関連 デ ータ を最 初 に入 力す る(特 に,設 計 イ ン プ ッ

ト様式 を使 用)時 点 で行 な う。 積 送品処 理 の 次の 段階 で は,各 作 業 場所 で作 業 情報 の ア ウ トプ ッ

ト表 示 が あ り,必 要 な作業 が 行 なわ れ た 後 に所 要 時間 お よび作業 場所 の イン プ ッ トが行 なわ れ,

ファ イルの 内容が 更 新され る。 毎 日 約400社 を対 象 とす るteよ そ9,000件 の積 送 品 を処理 し

なけ れ ば な らない た めRAPIDシ ス テ ムは,24時 間 ベ ー スの リア ル ・タ イ ムシス テ ムで あ 為

シ ス テ ムに は14,000件 の 港湾 コ ー ド・フ ァ イル,12,000件 の5ケ 国語 の記録 の あ る商

品 コ ー ド ・フ ァ イル,船 舶 コ ー ドお よび ル ー ト ・リス ト・フ ァイル な ど約30の フ ァイ ル を用 い

てい る。

シス テ ムで作 成す るア ウ ト・プ ッ トに は,運 送 業者様 式,社 内用積 荷証 券,コ ン テナ内容 リス

ト.積 送 品 の状態 を伝 え る毎 日の情報 リス ト,通 常,危 険 特定 貨 物 の船 渠荷 受書,港 湾 申請 ア

ウ トプ ッ ト・コ ンテ ナ梱 包 リス ト,検 数 艀 用積 荷 目録,各 桧 積 証 券,貨 物積 込 目録,予 約 リス

トな ど仲 介 人 用 各種 ア ウ トプ ッ トが ある。

シ ス テ ムの 目的 に沿 って,積 荷 品 は,荷 送 人,船 腹,目 的港,荷 受 人 に従 い仕 分 け され て い ム
.

特殊 な場 合 には,積 送 品 が到 着 す る運 送 手 段 が含 まれ る こと もあ る。積送 品 の識 別,す なわ ち デ

ータ記 録 と実 際 の貨物 と をマ ッチ させ る 方法 底 積込 リス ト番号(到 着運 送手 段)と
,各 種荷卸

し(番 号,種 類,梱 包重 量)で あ る。

43そ の 他

ハ ー ド ウ ェア の詳 細 は 不 明 。 デ ィス プ レ イ装 置 ,プ リ ン タ ー,タ イ プ ・プ リ ン タ ー,テ レ ッ ク

ス端 末 を扱 う能 力 の あ る デ ュ プ レ ック ス装 置 が 必 要 と な る 。
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V ECE貿 易 業 務 簡 素化 部 会 の 審 議状 況

貿 易業 務の 簡素 化 に 関す る国 際 的 な作 業 は 国 連 ヨーロ ッパ経 済 委員 会(ECE)貿 易拡 大 委員会

貿易 業務 簡 素化 作 業部 会 が 中心 に な って進 め られて お り,専 門 的 で技術 的 な問 題 につ い て は,さ らに

「ADPと コ ーデ ィン グ」 「デ ー タ ・リクア イ ア メン トと書 類 」 の2専 門家 グル ープが 設 け られ て検

討 され てい る。

1973年 度 底4月,6月,10月,1974年1月 の4回 開催 され,COTISか ら も委 員 お

よび 専門委 員 が,日 本 政 府 代 表 の 専門 的 ア ドバ イ ザ ーと して 出 席 した 。

UnitedNations

EconomicandSocialCouncil

EconomicCo㎜issionforEurope

Co㎜itteeonTheDevelopmentofTrade

WorkingPartyonFacilitationof

InternationalTradeProcedures

GroupofExpertsonAutomaticGroupofExpertsonData

DataProcessingandCodingRequirementsandDocumentation

第4回4月3日 一4日 第3回4月2日 一3日

第5回6月5日 第4回6月4日

第6回10月1?日 一18日 第5回10月15日 一16日

第6回1974年L月

図V-1ECE貿 易 業 務 簡 素 化 部 会 の 組 織

また,ADPと コ ーデ ィン グ専 門家 会議 にお いて 討議 され た議 題は表V-1に 掲 げ るが,そ の討 議 内

容の概要 は 次 に示 す とお りで ある。 なお,デ ータ リクア ィア メン トと書 類専 門家会 議 に つい ては,貿

表V-11973年 度 の 主 な 議 題

議 長 の選 出

各 国 の 活動 状 況報 告

各 国 の 貿 易情 報 システ ム ・計画 お よび 開発状 況

貿易 関係企 業 に対 す るADPS調 査票 の検 討

国 際 貿易 に おけ るデ ータ伝送 技術 の検 討

用 語 の検 討

コ ー ドの検 討

品名 ハ ーモ ナ イ ズ ドコ ー ド,国 名,包 装,港,船 名,税 関,船 社,輸 送 形 式

イン タ フ ェース問 題
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!

易 関 係 書 式 標 準 化 委 員 会 が 別 途 取 纏 め た 議 事 報 告 を ご参 照 い た だ きた い 。

1.議 長 の 選 出

1 ,973年 の 議 長 と して チ ェ コ ス ロバ キア のV.David氏,ま た 副 議 長 と してUSAのH.

Harriman氏 が 選 出 さ れ た 。

V.David氏:Direetor,DivisiohofOrganizationand

Automation,ChemapolLtd.,

H.Harriman氏:DeputyDirector,OfficeofFacilitation

DepartofTransp6rtationU.S.A.

2各 国 の 貿 易 情 報 シ ス テ ム 計 画 お よ び 開 発 状 況

本 年 度 より各 国 の貿 易情 報 シ ス テ ム計 画 お よび 開発状 況,開 発 上 の経 験 等 の情 報 交換 を行 な うこと

とな り,チ ェ コ.カ ナダ,フ ィ ン ラン ド,UK,オ ラ ンダ,USAか ら報 告 が 行 なわ れ た。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.14ContemplatedADPSystemina

(Add.1-Add,4)ForeignTradeOrganization

3貿 易 関 係 企 業 に 対 す るADPS調 査

国際 貿 易 に使 用 されて い る各 種 シ ス テ ムの互換 性 を 目的 にADP機 器 の必要 条件 のモ デ ル草 案作 成

す るた め の調 査 を ソ連 が幹事 となっ て行 な いADP機 器 の 分類案 を作 成 した。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.25

4国 際 貿 易 に お け る デ ー タ 伝 送 技 術

(1)ITU/CCITTに お け る電 気通 信技 術 に 関す る活 動 につ い ての報 告 と と もに,国 際貿 易に お

け るデ ータ伝 送 の利用 に関す る技術 的teよ び運 営 面vak・け る問 題 の検討 をUSAが 幹 事 国 と なっ て

行 な う こと とな った。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.19

(2}USA代 表 か ら,通 信 衛星 につ い て,現 在4個 の衛星 が あ り寿命 が7年 位 なの で リプ レイ スす る

こ とにな る。 通 信速 度 底56,000bit/secで,海 底 ケ ー ブルへ の切 換 え も可 能 で あ る。
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コス トは,欧 米 間 で 月1万 ドル,米 西 海岸 ・日本 間 で月2万 ドル で ある。

(3)貿 易 デ ー タ伝 送vatsけ る技 術 上の 問題 は解 決可 能 で あるが,運 営主 体が 政府,民 間 の いず れが 担

当 す るの か,デ ータの秘 密保 護,署 名等 の法的 問 題 を解 決 す る こ との方 が困 難 で あ る。

5 イ ン タ フ ェ ー ス 問 題

'

(1)国 際貿 易 の ため に使用 され てい るADPSの 両 立性 を保 つた め の技 術上 の問 題 お よび国 際 貿 易

のた めの 標準 メ ッセ ー ジ様式 の設定 に 関す る問 題 につ い てUKが 幹 事 と な って検 討 を行 な うこ と と

して い る。

(2)具 体 的 な作 業 内容

① 異 った 関係 当事 間 の必要 とす る通 信文(message)の 数 と様式 を定 義 す るこ と。

② 各種 様式 の 通信 文 の 標準 様 式 を設 け る こ との可 能 性 を検討 す る こと。

③ 若 し もこれ が可 能 で あるな らば,標 準通 信文 様式 を定 め,且 つ通 信 文 中 の情 報 の各 ア イテ ムに

標準 の アン デ ンテ ィ フ ァイ ヤ ーを用 い るこ と。

④ 各 々 の通 信 媒 体 す なわ ち磁気 テ ー プ:紙 テ ープ,パ ンチ カー ド,お よび コン ピ ュ ー タ間 の 直

接 伝送 のた め に,必 要 が 記録様 式(recordformat)を 定 義す る こと。

(3)幹 事国UKの 作業 母 体 で あるSITPRO(SimplificationofInternational

TradeProceduresBoards)は,こ の作 業 を進 め,そ の 原案 をわ が 国1(届 け られた。

COTISで は,本 原 案 につ い て検 討 を進 め てお り,こ れ ま での 段階 で は部 分 的 に は問 題が 残 され

て は い るが,全 体 と して は国 際 的 に も国 内的 に も十分使 用 可 能 な案 で あ ると の意 見 が多 い。

関 係 資 料:

InternationallyRecognisedFormatforAutomatic

Com皿ercialExchange(1stand2ndReport)bySITPRO

6. 用 語

国 際貿 易の 円 滑 な流通,用 語 の 統 一解 釈 デ ー タ伝送 お よ びADPの 使 用 な どの 目的 の もとに用 語

お よび ヘッディングの 標準 的 な定 義 を行 な う作 業 が事 務 局が 中 心 となって 行 なわ れ てい る。

ヘフディングにつ い ての 国内作 業 は書 式 との 関係 が密 で あ る と ころか ら,JCSETDが 中 心 に な っ

て進 め られ て い る。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.16Terminology
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7 コ ド

(1>品 名 八 一モ ナ ィズ ドコ ー ド

CCC(関 税 協 力委員 会)の 作 業 報 告 を 中心 に討 論 が 行 なわ れ てお り,CCC報 告 に ょれ ば,

BTN(BrusselesTradeNomenclature)4桁 コ ー ドを拡 大 した6桁 サブヘ ソディン

グコ ー ドを発 展 させた 階層 的記述 と商 品 記述 リス トお よ びアル フ ァベ ッ トインデ ックス と補 足的 説

明 注釈 よ りな る一連 の補 完的 要 素 の混在 した もの とな る。CCCで は,1976年 末 の完 成 予定 で

八 一モ ナ イ ズ ドシス テ ム を 開発す る よ う報 告 さ れて い る。

② 国 名 コ ー ド

① 国 名 コ ー ドは,ISOと の 関係 にお いて 英字 と数 字 の2表 示方 式 を とbあ げ,2桁 表 示 とす る

カ、3桁 表示 とす るか につ い て討 論 され,ECEと して は,2桁 の英字 コ ー ドが最 も望 ま しい と

レ 既 存 コ ー ドとの調 整 等 を考 慮 して若 干 の変 更 ・追加 勧 告 を行 な うこと,ま た,新 コ ー ド実 施

のた め に は,所 要 の過渡 期 間 を 設 け る よ う勧 告 した。

② 具 体 的 な国名 表示 コ ー ドにつ い ては,問 題 が残 され てお り,最 終 的 な結 論 に達 して いな い。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.131SOdraftproposaハon

CountryCodes

TRADE/WP.4/GE.1/R.26Two-|ettera]phabetical

CountryCodes

③ 包装 コ ー ド

UIC(Internationa]UnionofRai〕ways)の 作 業 につ い て報告 。

関 係 資 料:

TRADE/WP,4/GE.1/R.28PackagingCodes

港,船 名,輸 送 形 式,船 社

ICS(InternationalChamberofShipping)の 作 業 に つい て報 告。

関 係 資 料:

TRADE/WP.4/GE.1/R.29
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Vl貿 易 関 係書 式 の標 準 化 に 関 す る調査

貿易情報 システム化 において,貿 易業務に関 して法規,商 慣習 書式等の基礎的事項を整備する必

要がある。当財団では,貿 易関係書式標準化委員会が進 める書式の標準化事業を支援 して,内 外の貿

易関係書式の標準化に関する調査を委託 した。

以下,そ の報告の概要である。

1 書 式 標 準 化 運 動 の 沿 革

わが 国の 輸 出 貿 易 に使 用 され る書 類 の標準 化 と業 務処 理 の能 率 向上 の た め の標 準 シス テ ム開発 を 目

的 と し て,昭 和46年2月 発足 した 貿易 関係書 式標 準化 委員 会(略 称 貿標 委)は,以 来,関 係 官 庁

お よび 関係 諸 団 体 の 協 力 を得 て 積 極 的 に活 動 を続 け てい る。

書式 標 準 化 に あた って は,次 の 三原 則 を 前提 と して作 業 が 進め られ た。

(1)貿 易関係書 類 の 国 際標 準 化 と簡 素 化 のた め に 国連欧 州経 済委員 会(ECE)が 制 定 したECEレ

イ ア ウ トキ ー(LayoutKey)を 採 用 す る。

(2)各 分野 の 保 有す る事務 機 器 で処 理 で きる よう汎 用 性 を持 た せ る。

(3)関 連各 業 種 の現 行 業務 範囲 を維持 す る。

上 記 に基 づ き,わ が 国 の 標準 輸 出貿 易 関係書 式 とそれ を各業 界実 情に 即 し て作 成処理 す る標 準 シス

テ ム(ワ ン ラン メ ソ ド)と して,関 連業 種 間 で 使用 され る4種 の 基 本書 類 を ワン ダイ ビングで作 成 す

るた め のマ ス タ ーセ ッ ト(貿 標 委4点 セ ッ ト:MasterSheet,ShippingInst-

ruction,ShippingApplication,InsuranceApplication)を 開 発 し

昭和46年12月 「貿標 委第 一 次 試案 」 と して 発表 した。

そ の後,「 第 一 次 試 案 」 の実 用化 につ いて,さ らに慎 重 な検 討が 続 け られ,レ イア ウ トお よび マ ス

ター セ ッ トの技 術的 改善 を 加 え た 「第二 次試 案 」が昨47年11月 完 成 した 。

こ の 「第二 次試 案」 の実 用性 を試 す 目的 で,輸 出業 者 か ら商工 会議 所 保 険 会社,海 貨業者,通 関

業者,税 関,船 会 社お よび銀 行 まで の現 行実 務 と同 じ過 程で ワン ラン メソ ドの 標準 書 式 を使 用 して,

模擬実 験 を実 施す る こ と となっ た。

2模 擬 実 験 の 概 要

実験に参加する輸出業者から,あ らかじめ模擬実験分担系列票が提出されて,そ れにより現実に輸

出される貨物の商品名,取 扱海貨 ・通関業者 ・積出港,申 告税関,仕 向地,船 名(船 会社),保 険会

社および買取銀行などが貿標委に登録された。

系列票に記録された貨物の輸出船積業務 は関連各社が現在使用 している書類と模擬実験用標準書類
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ノ

(見 本参照)の 二種類を同時平行的に通常 どおり処理 して,そ れぞれの書類の印刷状態,処 理所要時

間その他の実務上の問題点について,比 較検討の結果をアンケート票の設問回答によって実務担当者

の感想ならびに意見を求める方式で調査がおこなわれた。

3 模 擬i実 験 の 結 果 と 反 応

31実 験 結 果

実験 に使 用 す るマ ス タ ーセ ッ トは,前 述 の三原 則 に従 ってヘ ク ト印刷,静 電 印刷 の ど ちらの方

式 で も実 験が で きる よ うに二 種類 が用 意 さ れた。

その使 用状 況 は,ヘ ク ト印 刷49件(67%),静 電 印刷23件(32%),そ の他1件(1

%)で あ った。

ア ンケ ー トの回収 状況 は,別 項 の ご と く税 関職員100%を 除 い て,各 業種 と も実 験 件 数

(73件)に 満 た なか った が,そ の原 因 は ア ン ケ ー トを会 社 あ るい は事 業所 で一 括 記 入 して提 出

した ものが あ った た め で あ る。

ア ンケ ー ト票 に よって実 務 担当者 か ら寄 せ られた 利 点,問 題 点 お よび意 見 を各 業 種 別 に要 約 す

ると概 ね 次の とお りで ある。

32関 係 業 種 の 反 応

321輸 出 業 者

標 準書 式 の レイア ウ トにつ い ては,記 入 欄 の狭 い点 を指摘 し,使 い に くい との意 見 もあ っ

たが,全 体的 に慣 れ れば 何 とか使 え るとい う意見 が 多 くを 占めた。

また書 式 の標 準 化 に よ リチ ェ ック作 業 が省 略 で き る,あ るい は 楽 に な る との意見 も多 かっ

た。

反面,ワ ン ラン メ ソ ドに よ る標 準 書 式の 展開 につ い て は,楽 に な ると する意 見 よ り も,面

倒 で あ る とす る意 見 が 多 く,特 に追加 タ イプお よび ミス タイ プの修 正 作業 は非 常 に手 間 が か

か るとの実 務面 で の指摘 が強 か った。

これ は既 に多 くの輸 出業者 が 事 務合 理化 を進 めてお り,書 類 の作成 お よび そ の処 理 につ い

て独 自 の 方式(ワ ン ライテ ィン グ方式,ADP化 等)を 採用 してい ることに よる と見 られ る。

なお,そ の 他要望 と して,銀 行認 証 用E/Dの 全 面 的再 検 討 もし くは,そ の廃 止 を望 む と

共に,L/C,CustomsInvoice等,他 の 関係書 式 の統 一,簡 素 化 を望 む 声が 多 か

った。

また,輸 出 業者 に と って は,マ ス タ ーセ ッ トに係 る経 費増 が考 え られ る こ とか ら,そ の費

用負 担 に 関す る新 ル ール が必 要 で あ るとの 指摘 もあっ た。
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322海 運 業 者

実験 に使 用 した 標準書 式 は 「比 較 的 良 ぐで きて い る/使 い易 い 」 とい う意 見が70%あ る

が,実 験 に要 した作 業 時間 につ い て は,従 来 の作 業 と比 べ あ ま り変 らない とい う意 見が最 も

多 かった 。 これ は,邦 船 社 の 多 くが,既 に,ECEレ イア ウ トキ ーに準 拠 した 統 －B/L

フォ ー ムを採 用 してお り,海 貨 業 者 との ワ ソ ラン処 理 が実 用 化 され てい るた め で ある。

一 方
,書 類 の 流 れの 合理 化 に よ って商 社/海 貨 か ら船社 窓 口ま での書 類 移 送 時間 短縮 に よ

るメ リッ トが予 測 され,本 方 式 は大 い に期 待 で きる との意見 も多 か った 。 なお,問 題 点 と し

ては船社 に提 出 され る今 回 の方 式 に使 用 した フォ ームその ものの問題 よ り も海貨/船 社 の接

点の業 務 処理 につ い て,例 えばS/AとS/Oの 船 社窓 口 へ の同 時提 出の保 証 確保,あ る い

は フル ・コ ンテ ナ船 の場 合 に は,現 行 のDockReceiptシ ステ ムの抜 本 的改 革 を必要

とす る こ とが 指摘 され て いる。

323海 貨 業 者

現行の船積書類の作成作業について 「書類の種類が多い」 「複雑で難解である」との回答

が多かった。業務の簡素化,関 連帳票レイアウトの統一化等,新 しい方式による改善を望ん

でいると言えよう。

従来行なわれている業務に 「慣れているので気 にならない」と言 う回答が あった反面,

S/1に 関 しては 「書類の記入項目と位置が統一されるなら能率が上ると思 う」との回答が

多かった。S/1よ り他 関連帳票への展開作業について技術的な問題点として,海 貨船積用,

通関用S/1の 分離,記 載欄の拡大 マスター用紙の紙質改善,カ ーボンの改良と挿入箇所

の修正,記 入品目の簡素化,ミ スタイプの際の訂正,事 務機使用の改良,B/L分 割および

書類分割等の難点に関する指摘があった。

実験時の作業時間坑 従来と比べて 「やや長 くかかった」との回答が多かったが,こ の新

方式が 「実際に採択され慣れてきた場合」に所要時間は短 くなるだろうと,期 待される結果

が出てい る。

海貨業者は輸出業者に代わって船積手配を行なう業務の性質上,現 状に即した改良を加え,

諸問題点を解決 した標準化書式の制定 と,標 準処理方式の採用を望んでいる。

324通 関 業 者

税 関用 輸出 申告 書 の レイア ウ トにつ い て は,追 加 ダイ ビング の上 で問 題 が あ る とい う意見

が相 当 あ るが,慣 れ れば 問題 ない とす る 意見 が60%あ った。(こ れ は今 後 レイア ウ トの改

善 と追 記 事項 の簡 素 化が 行 なわ れ れば解 決 さ れる ものと思 われ る。)

輸 出 申告 書 作成 上 の問 題 点 と して は,タ イプ と複 写 の二重 作業 と な り,慣 れて も現 行 方 式

に比べ 所 要時 間が増 大す る と指 摘 した ものが 多 か った 。 また,そ の他 の意見 と して,作 成 所

要 時間 の増 大 印刷 ロス の増 大,複 写 機 の購 入等 に伴 う経 済的 負担 が増 大 す る こ と を挙 げ て

《
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い る。

な拾 要望 と して 底E/D専 用 マ ス ターの設定 お よび インボイス兼 用 の方を望 む 意見 が あっ

た 。

325税 関

税 関用輸 出申告 書 の新 レイア ウ トにつ い て は,そ の レ イア ウ トに無理 が あ り税 関職 員 に よ

る審 査 の所要 時 間 が 長 くな る こと を指摘 した ものが 多 く,慣 れて も問題 が残 ると する 意 見が

過 半(71%)を 占め てい た。 ワン ラン メ ソ ドに よ り作 成 された 輸 出 申告 書 の印 刷 鮮 明度 に

つ い て は,静 電 方式 に よる場合 に は問 題 ない が,ヘ ク ト方式 に よる場合 には,不 鮮 明 とす る

意 見 が33%あ った 。

印 刷 シ ミお よび印 刷 ズレ につい ては,ヘ ク ト方式(52%),静 電 方式(75%)と もに

問 題 が あ る としてい る。 また,実 験 用 輸 出 申告 書 と付 属 書 類 と の照 合 チ ェック につ い ては,

審 査 業 務が や り易 ぐな るとい うメ リッ トが指 摘 され てい る。

以 上問 題 点 と して 指摘 され た事項 に は,今 後 の印 刷技 術 の進 歩,・審査 職 員 の 慣れ な どに よ

り解 決 で き るもの も あるが,さ らに検 討 課 題 と して,ECEレ イア ウ トキー と ワン ラン メ ソ

ドの 長所 を生 か して,「 第二 次試案 」 の抜本 的 改 良が必 要 で ある こと を示唆 して い る。

326保 険 業 者 一

保険 業者 関係 の 標準 イヒ書 式 は,比 較 的 よ くで きて い る,慣 れ れば使 え ると い う意 見 が80

%も あ った 。 また,所 要 時 間につ い ては,従 来 と比 べ 短 くな るとい う意見が64%あ り,採

用 に よる効 果が期 待 され てい る。

32.7銀 行

輸 出手 形 付属 書類 に 関 して,点 検 が容 易 に な るとい う意見 が100%,ま た,所 要 時 間の

短 縮 化 が 図 られ る とい う意見 が100%で あった 。

そ のた め,標 準 化書 式 を全 輸 出業 者 が 採用 して欲 しい とい う要 望 が82%,な るべ く多 く

の輸 出業者 が採 用 して欲 しい とい う要望 が12%あ った 。

銀 行 認 証 用輸 出 申告書 に 関 して,必 要 記載 事 項 の配 列 が よ くない,あ るい は欄 が 狭 い ので

,賑 しに くい とい う意 見 が 多 か った。

4. ま と め

今 回 の模 擬実 験 で は,『貿標 委 メンバ ーのほ か に各 地 の輸 出業 者 を は じめ とす る僕 連業者 約110

社,'な らび に税 関,商 工会議 所 な どが 参 加 協 力 し,一 つの 目的 に向 っ て協調 して行 動 した こ とは,

広 く内 外 関係者 に高 く評 価 されて い る。
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しか し,実 験件 数が少 な か った こと,実 験 に供 された 貨 物品 目が処 理 し易 い簡単 な ものが 多 か った

こ とな どか ら,今 回の実験 デ ータ ーだけ で標準書 式 と ワン ラン メ ソ ド方式 の採用 の是 非 を問 うこ とは

早計 と思料 さ れ るが,従 来 か ら論 議 され てい た理論 上 の利 点 と問題 点 が ある程 度 実証 された 意 義 は 大

きい とい え よ う。

今 後 は,今 回 の実 験結 果 に よって指摘 された 「第 二 次 試 案」 の問 題 点 につい て改 善作 業 をさ らに続

け,全 関連 業 種 の合意 の もと に使 用 で きる よ うなわ が国 貿 易関係 標 準書 式 と ワン ランメ ソ ド方 式 を完

成 させ,貿 標 委 所期 の責 務 を達 成 すべ きで あ る。

5標 準 貿 易 関 係 書 式(貿 標 委 第 二 次 試 案)フ ォー ム

模 擬実 験 には,貿 標委 が実 験 用 に準 備 した 下記 の 標準書 式 がそ れぞ れ使 用 さ れた。

マ ス ターセ ッ ト(4点 セ ッ ト)

MasterSheet(マ ス タ ー シ ー ト)

ShippingInstruetion(船 層積 指 図 書)

ShiPPingAPP|ication(船 積 申 込 書)

InsuranceApplication(付 保 革'込 書)

標 準書 式 フ ォ ーム

Commercia〕Invoice

PackingList

CertificateofOrigin

輸 出 申 告 書(銀 行 認 証 用)

輸 出 申 告 書(通 関 用)

ShippingAdvice

ShippingOrder/Mate'sReceipt

Bi〕]ofLading

InsurancePolicy

(送 り 状)

(梱 包 明 細 書)

(原 産 地 証 明 書)

(船 積 完 了 通 知 書)

(エ スオー/メートレシート)

(船 荷 証 券)

(貨 物 保 険 証 券)
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附 録

附 録A 貨 物 送 リ 状 の 現 状 分 析

1貨 物送 リ状の 目的

内陸 か ら港 湾 に 向け て送 られ て くる輸 出貨物 は,毎 日数 え切れ ない個 数 と件数 とな っ て港 頭地 区 に

殺到 して ぐる。 これ らの貨 物 は,保 税 地 域 に一 旦 置か れ た後,梱 包 を整 えた り,マ ー ク を付 け られ た

り して輸 出通 関 を受 け,船 積 みに備 える。

これ らの貨 物 は,1個1個 が1つ の 貿易取 引 の 目的 物 とは限 らない。数 個 あるい は数 百個 の ま とま

りとな って1船 に積 まれ た り,生 産 出荷 の 計画 に従 っ て,い くつ かの船 に積 み分 け られた りす る。 そ

こで,港 湾へ 到着 した 貨 物が 輸 出者 が 誰 で,こ れ の船 積 みの手 配 をす る海 貨通 関業 者 が 誰 で あるか,

どこの港 の誰 に送 られ るの か,何 個 揃 えぽ船 積 み 出来 るのか いろ いろ とそ の貨物 につ い ての情 報 が必

要 とな る。

通 常,貨 物 送 り状 と定義 され て い るの は,輸 出貨物 と して海 貨通 関業 者 に宛 てて 貨物 に添 えて送 ら

れ て くる書類 の こ とで あ る。 しか し,現 在の と ころ,統 一 書 式 で は な く,形 態,内 容 も区 々で あ り,

この事 実 は内 陸 側 つ ま り輸 出 者側 の情報 が 非 常 に 混乱 して い る ことを意 味 してい る。

2現 状 解析の方法

これ まで港 湾経済 研 究 所並 び に港 湾 業務 近代 化 研究 委員 会 の調 査で は,い わ ゆ る貨 物 送 り状 と して

実 際に 港湾 に届 け られた書 式 の 記載 さ るべ き項 目を書 式 に設 け られた 記載 欄 を摘 出 す る ことに よ って

情報 の必 要 項 目と して取 り,一 覧 表 を作成 した ことが あ る。(港 湾業 務へ の シス テ ム ズ ・ア ブ ロ ニチ

(2)1972年)

今 回 は実態 に迫 る方向 で,実 際 に使 用 さ れ た 「貨 物送 り状 」 にお いて,記 載 され てい るデ ータ を分

類 一覧 で きるよ うに す る こと と し,さ らに書式 の 名 称,発 行 者,宛 名 人 な どを定 量的 に実証 し,統 一

書式 と して の 「CargoInvoice」 設定へ の 裏付 け と した いと考 え るもの で あ る。

使 用 した 「貨物 送 り状 」 は,京 浜 海 運 貨物取 扱 同業 会 会員 店 社 で,海 貨通 関業務 専 業者 のK社 が,

昭和44年3月 及 び4月 中 に受領 した もの207枚 につ い て解 析 した。 貨物 の内容 は,輸 出雑 貨 の典

型 的 な品 目が 含 まれ てい る 。

一219一



3解 析 結 果

(1)帖 票 の名 称

最 も多 い の が 「納品 書」 で79例,こ れ に 類す る もめ で,「 仮 納 品書 」 が2例,「 仮納 品通 知

書 」,「 納 品書(倉 庫 用)」,「 御 依頼貨 物 納 品書 」 が各1例 ず つ あっ た。

次 ぎ に多 い の は,「 送 り状」 また は 「貨 物 送 り状 」 で 類 似の 「送 り」(1例),「 送 券 」(1

例),「 送 票 」(3例),「 物 品送 書」(1例),「 物 品送 付伝 票 」(1例)を 含 め る と79例

とな る。 他 に 「輸 出荷 物送 り状 」(1例),「 輸 出貨 物送 状」(2例)の よ うに,輸 出 貨物 に 限

定 した 送 り状 が 用 意 され 使用 され て い る場 合が3例 あった 。

3番 目は もは や極 く少 ない事 例 で あるが,「 出荷 案 内(書)」 で9例 あ り,こ うした 管 物 を送

付 した と い う通知 の形 式 を と った 例 は,「 物品 送付 通 知書 」(1例),「 送 品通 知票 」(1例)

「送 品 御案 内書 」(1例),「 貨 物案 内書 」(1例),「 積 出案 内」(1例),「 送 品 明細 書 」

(1例),「 荷 造 明 細書 」(1例)が あ る。

貨物 の倉 出 し,倉 入 れ の観 点 で,在 庫 管 理 帖票 の 系統 を引 く もの と して,「 出荷 伝票 」(2例)

「出荷 指 図 書 」(2例),「 入 日記 」(1例),「 倉入 指 図 書」(1例),「 物品搬 出伝 票 」

(1例)な どが ある。

¶運送 業者 に よ り起 され た帖 票 の形態 を とる もの と して
,「 路 線 到着 原 票」,「 運 賃請 求書 」,

「発送 依 頼書 」,「 配達 照合 票」,「 到 着 原 票」,丁 配達 原票 」,「 運 送状 」が それ ぞ れ1例 ず

つ あ る。

輸 出貨 物 に付 せ られ,船 積 み書 類 の一種 で あ る 「PackingList」 が そ の ま ま使わ れて

吟 る例が 一 例 あ り,「 輸 出梱 包 明細 書」 と い うの も1例 あっ た。

そ の 他 では,「 貨物 受取 人 控 」,「 受領 書」 が各1例 あ り,単 に メモ書 きのみ もの2例,「 届 」

とい うの が2例 あつた 。

(2)発 行者 と名 宛人 との関係

発行 者 と名 苑 人 との 関係 は,貨 物 の流 れ が 複雑 なた め,い く種類 かの パ タ ーンに 分 類 で き るが,

検 出 さ れた パ タ ーン は12通 りで あっ た。 す なわ ち,不 明2件 を除 けば

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

メ ーカ ー一 商 社

メ ー カ 一一 ー一 海貨 業 者

メ ーカ ーー一 一 梱 包業 者

メ ーカ ーー一 運 輸(ト ラ ック)業 者

メ ーカ ーー 一 ・港 湾管 理者

商 社 一 ー一→ 一 海貨業 者

商 社 一 一 一一 枢起 業者

梱包 業 者 一 商 社

梱包 業 者 一 一 ーーレ 海貨 業 者

89件

43件

2件

1件

2件

11件

4件

2件

8件

(43.5%)

(2LO%)

(

(

(

(

(

(

(

1.0%)

0.5%)

LO%)

5.4%)

2.0%)

1.0%)

3.9%)
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⑩ 運 輸 業者 一一 ーーー メ ー カ ー2件(1・O%)

⑪ 運 輸 業者 一 ーー ー一 海貨 業 者18件(8.8%)

⑫ 運輸 業 者 商 社23件(11.3%)

圧 倒 的 に多 い のは,① で あるが,メ ー カ ー(ま たは卸 問屋)が 商 社(輸 出 者 で ある貿 易 業者)

に貨 物(商 品)を 送 る(納 品 す る)と い うパ ター ンで ある。 海貨 業者 が搬 入先 また は荷 受 人 の気

付先 として付 記 さ れて い る。 帖票 名 も納品 書が39例 と最 も多 く,送 り状 が29例 で これ に次 い

でい る。 帖 票 名称 は16種 類 もある。

次 ぎに多 い の が,メ ー カ ーか ら輸 出者 の船 積み 業務 代行 を す る海貨 業 者 を直接 名宛人 と して い

るパ タ ーンで,こ れ には商 社 名 「OC様 分 」 と付 記 してい る。 帖票 の 名称 は15種 類 あ り,や は

り納 品書 が20例 で最 も多 く,送 り状 が10例 で2番 目とな ってい る。

第3位 に な るのが,運 輸 業 者 か ら商社 に宛 てた ものだが,こ れは メ ーカ ーか ら港 湾 へ貨 物 を運

ぶこ とを依 頼 され た運 輸業 者 が 届 け 先 に商社 名 を出 してい る場 合で,海 貨業 者 名が付 記 され て い

る。

第4位 が 同 じ く運 輸 業者 が メー カ ーある い は商 社 に依頼 され て,届 先 と して の海 貨 業者 を正 面

に出 して きた 場合 で あ る。 これ には,商 社 名 のあ る もの とな い もの とが あるが,今 回 の事 例 で は

漏 れ な く記載 され てい た 。送 り状 が 最 も多 く16例 で 他は運 賃 請求書,到 着 原票,配 送照 合票,

積 出案 内 な どで,納 品書 は1例 にす ぎない。

第5位 は,商 社 か ら海貨 業者 に宛 てた もの で,納 品書5例,出 荷 案 内3例,倉 入 指図書1例,

送 り状 も送 券 とい うの と合 わ せ て も2例 に しか す ぎない。 この⑥の パ タ ーンが本 来 は・:一・・番 基本 と

なる もので あるが,現 実 の貨 物 の流 れ が,出 荷元 と港 湾 との間 で曲 折 し,あ るい は製造 も し くは

真 の 出荷 元 と を直 接 に結 び つけ てい ると い うよ うな理 由に よ るわ け で あろ う。

第6位 は,梱 包業者 か ら海 貨 業者 へ 貨 物が送 られ て くる場 合 のパ タ ー ンで,メ ーカ ーまた は商

社 か ら輸 出梱 包 を依 頼 された 梱 包業 者 が,一 且 貨物 を引取 って包 装 して,海 貨業 者 の 倉庫 へ送 る

例 であ る。 帖票 名 称 も納 品 書7例,送 り状1例 に限 られ てい る。

その 他 の パ タ ーンに現 わ れた 発行 人 と名 宛人 との 関係 は,余 り基 本的 で はない とい え るで あろ

う。 強 い てい え ば,⑦ の商 社 が 梱 包業 者 に依 頼 して 納入 先 を指 定 す ると い う場 合 をとれ ば よい と

思わ れ る。

(3)記 載 項 目の集 計 と解 析

「貨 物送 り状」 と して使 用さ れ た 帖票 で,実 際 に記載 され た項 目で,最 も多 い順 に配 列 す ると

次の通 りと な る。 詳 細 は別表 に詳 しい。

)

)

ク

名

名

目

者

一

貨

主

月

マ

海

荷

年

行

ス

(

(

行

一

名

名

発

発

ケ

宛

宛

①

②

③

④

⑤

203例

202例

174例

169例

160例

g8.1%(全 件 数 に 対 す る比)

97.6%

84.1%

81.7%

77.3%
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⑥ ケース全個数

⑦ 品 名

⑧ ケースナンバー

⑨ 品 番

⑩ ケース人数

⑪ 商品全個数

⑫ 送 り状番号

⑬ ケース個数

⑭ 荷 姿

⑮ 注 文 番 号

⑯ 出 荷 主 名

⑰ 運 送 店 名

⑱ 収受金(運 賃)

⑲ 重 量

⑳ 取引条件(運 送上)

発行年月日

殆ん どが記載 している

発 行 者

146例

139例

127例

94例

86例

83例

73例

72例

53例

51例

45例

25例

24例

23例

16例

70.6%

67.2%

61.4%

45.5%

41.6%

40.1%

35.3%

34.8%

25.6%

24.7%

21.8%

12.1%

11.6%

11.2%

7.8%

①

②

帖票 の性 敵 よ り,メ ーか ・37例67.・%,商 社 ・5例7.4%,梱 包業 者 ・・σ‖4.9%

運輸業 者43例21.1%に 分 かれ る。 メ ーカ ーか運 輸業 者 とい うこ とに な ろ う。

③ ケ ース マ ーク

輸 出船積 み上,B/Lに も必要 事項 と な ってい る。 ケ ース ナン バ ーと組み 合 わ さ ってい る場

合 が多 い。

④ 宛 名(海 貨 業者 名)

貨物 の届 け先 ゼ ある海 貨 業 者 と輸 出者 で あ る次 項 の宛 名(荷 主)が 併記 され る場 合が 多い。

まれ に宛 名(梱 包業者)が あ る。

⑤ 宛名(荷 主)

輸 出 の場合 の一 般 に使 用 さ れ る荷 主 とは,輸 出者(Shipper)で あ る。 商 社 と もい うがp

直 貿 メ ーカ ーが 出て きて い るの で,商 社 で は狭い 概 念 とな る。

⑥ ケ ー ス全個 数

1回 の運送 に よって送 られ て きた貨 物の 包装 を単 位 と して数 え,そ の全 数 。 運送 上は ケ ース

の 中身 よりケ ース の全 部 の数 が受 渡 しの基 礎 とな る。

⑦ 品 名

商品 名 で あ るが,記 載 内容 は通 称 または符 ち ょ う化 した もの を使 用 してい る例が 多 い。記 号

一222一

ノ



化 した もの もある。

⑧ ケ ース ・ナ ンバ ー

輸 出船 積み の包 装 にケ ース ・マ ーク と とも に,連 続 した番 号 をつ け,貿 易取 引 上の取 引単 位

ごと の商 品 の引 渡 し数 の確 認 に用 い られ る。 パ ッキン グ ・リス トには,ケ ース ・ナ ンバ ー ごと

に商 品 の入 り数,品 名,品 が 記載 され るの で,重 要 な項 目で あ る。

⑨ 品 番

メ ーカ ー側が 決 め た品 目番号 がほ とん どで あるが,商 社側 が指 定 した品番 とい うのが1例 だ

け あった。

⑩ ケ ース 入 り数

1包 装 ご とに商 品 が い くら入 ってい る か とい うこと で,⑬ ケ ース個 数 と組 み合 わ せ 商品 の数

量 を表 示す るの に用 いる。

⑪ 商 品全 個 数

⑩ ケ ース 人数 ×⑬ ケ ース個数 と表記 す るほ か,全 商 品数 量 を記 載 して い る。

⑫ 送 状 番 号

これ は帖 票名 に よ り名 称 も異 る。 また印 刷済 み の もの も多 くみ られた 。

⑬ ケ ース個 数

⑩ ケ ース 入数 と並 んで 用 い られ る単 位数

⑭ 荷 姿

包装 の形態 をい い,カ ー トン,木 箱,ド ラム等が あ る。 管理 運送 上,情 報 と貨 物 を結 び つ け

るた め には,簡 便 な判 別要 素 で ある。

⑮ 注 文 番 号

この番 号 は 海 外 の発 注 番号 力㌔ 輸 出者 の メ ー カ ー宛,運 送店 宛 の注 文 番号 が判別 しに くい。

⑯ 出 荷 主 名

運送 業 者 の送 状 に 多 く見 受け られ る 例で,メ ーカ ー,梱 包 業者,時 には運 送 業 者 名 で あ る も

の も あった。

⑰ 運 送 店 名

貨物 の運 送 に従 事 した業 者 名で,扱 い店 等 と記載 してら る。 この業 者名 のほ か,運 転手 個 人

名 を書 いた 例が あった。

⑱ 収 受金(運 賃)

運 送業 者 の送 り状に 多 く記 載 してい るの で,具 体 的 な金 額 が書 かれ てい る。 これ と⑳ の取 引

条 件,す なわ ち運 賃 の支 払 い方,元 払 か着 払 いか を記 して い る場 合 が多 い。

⑲ 重 量

メ ー カ ーで記 載 して いる例 も あるが,多 くは運 送 業者 が 陸上 運送 上 の必要 か ら計 量 し,記 載

して い る場 合が 多 い。
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⑳ 取引条件(運 送上)

運送業者の送り状には,元 払いか着払いかをはじめから印刷 し,送 り状自体を使い分けてい

る例が多い。

'
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附 録BCommercia1

工nvoiceNo.

表 現 記 入 様 式

InvoiceNo.Cell

No。
一 一 ー 一 一 　 一 一 一～ 一 －

No。
一 ー ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー

ナ シ

ナ シ

InvOiceNO。

]』:1VOiceNo.

ナ シ

エrlv.No.

NO.
-tH-一 一}-

No.

ナ ・ン

No.
一 一 一 ・'}一 輪

工nvoiceNo.
一一ー一φ_一 －

InvoiceNo.Ce11

工nvoiceNo.
一 一 ー ー 一 一_

NO.

工nvoiceNo。Cell

工nv。NO。
一 一 一 一 ■'-

No.
一 一 可●一 一 ー ー ー 一 一 _一_

Rferto七his

⊥nソo■ceNo.Cell

NO.
～ 一ー一_-

InvoiceNo。
一 一 、-・蝉 －

No.
一 一 ー ー 一 一_一 一 ・・－

lnvoicの ア イ テ ム ズ 分 析

'

一一 ーー一 一 一 一 左 仁tし 、

25.

25.記 入 場 所

(HEAD工NG27 .

右 中 央 下)28
,

右 中 央29
.

左 は1、50・

う1.

う2e

左 は し うう 。

左 は し う4 .

55.

中 央 う6.

左!':tし う7・

中 央 う8・

う9.

左 は しt!O.

右 は しt+'1・

左 は し42.

左 は し4う.

仙.

右 中 央 ～+う。

中 央46・

左 は し ～斗7.

;撒 ㌶:・
左 は し50

。

右'は し

51。

右 は し52 .

InvoieeNo ・

InvoiceNo.

No●
-

No.

No.

工nvoiceNo.

No.
{一 一－

No.
-

InvoiceNo.

No.

InvoiceNo.

InvOiceNo.

No.
一 一 ー 一 －

No←__一 一_

InvoiceNo.

No.

InvoiceNo.

No.
一 口 ー 一 －

No.
一 一 ー 一 一

ナ シ

NO.

No.

』・IO.

No.

ナ シ

InvoiceNO.

InvoiceNo.

InvoiceNo.

_.__一,左 は し

CeU右 中央

中 央

一 右 は し

右 は し

一一一 一 中央 下

一合ー一一 左{なし

_右 上

右 上● 一 一 一 一

_____'右 下

__一_一 左 上

___._左 、上

一____左 上

一一・・一 右 は し

右 .-1二

右 上

一____中 央 下

_____'左 は し

一一ーー一 宿 横 上

一 右 は し

____右 は し

____右 横

一_右 横

一 左 は し

一 左 は し

_一_● 右 横 下
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5う.InvOiceNo・

5与.In∨OiceNO.

55.罵 っ. 一 一一 輪 一 一 ー ー 一 一'

う6.こnvOiceNO. 一一ー一一

57。InvoiceNo. -
58。 工nvoicei・io.Cel1

左 は し

.右t黄.ド

中央下

右横 下

`左横
.ヒ

右 は し

59.

60.

6り.

62.

6う.

64.。

No.

InvoiceNO.

InvoiceNo。

InvoiceNO◆

InvoiceNo.Cell

Invoice討O。
一 口 ー ー 一

着横上

中 央

左 上

左 上

右下中央

右はし

a)工NVO工CENO.と 明 確 に示 した もの,単 な るNO.の 記入

場 所 を 明示 して なbも の 等 各 種の 厳 式か あ るカ;,こ れ は 記入 場 所 を 明 確に 定 め るべ きで あ る。
'

単 なるNO.....だ け では あい まい こ をま ぬか れ ない。

b)様 式は,○-tl11で か こん だ もの,ア ンダ ー ライン を附 した ものそ の 他 で ある がOe1ユ で

か こん で,Datθ お よび 工GSl1θdP'1aceを 関 連 ・;せた も○ が,一 番 見 やす い。

(2)Da七e.andIssuedPlace

/・1)らteTokyoCell:・ ≒ 上

2。::arashino右 上

5./・z∫ 上

4.Da七e: 右 は し

5。Date:〃

6。Yokohama〃 -
7・ 二 〇kyo〃

8.Yokohama',

9・Os・1ka㌧ _一_一.di'・1.}、

10。Kawasaki
-___,〃

'11
・DaCe:〃

12・19ノ 、
一一_■.一 一■一 一 一

1う ・Osaka・
一一_"

14・O・;P .kt).・J・pan撤 し

15。Date:Cell左 は し

　

に

の

る

エ

リ

エ

し

ゅ

じ

ぱ

　

リ

コ

7

3

9

0

/

2

う

4

う

6

7

8

9

0

/

1

1

/

2

へ,乙

2

2

2

2

2

2

2

2

う

う

○:・;aka,
一●一

〇saka,

Datを

○εaka

Osaka7

Date

Date

Osaka,

Osaka,

Date

TOkyo,Japan

Tokyo

Date

TOkyo,

Oεaka

ご____1右 上

」 一一←一"

Cell〃

〃

〃

左はし

右はし

〃

右 上

Cell 〃

〃

〃

右 は し

右.上

〃
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42

辱

44

45

妬

ρ

題

Tokyo

Nagoya,

Tokyo,

Tokyo,

Date

Tokyo,

Tokyo,

Tokyo

Tokyo

Tokyo,

Tokyo: 一._一一._

右 上

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Tokyo,

Da七e:

Date

TokyO,

Dat`e

19

左 上

右}∴

''
.

〃

〃

〃

…

●

・

。

.

●

●

●

…

6

・

●

9

0

1

2

う

4

5

6

7

8

9

0

1

2

う

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

Da七e

Date

Date

Tokyo

Tokyo

Tokyo

Tokyo

Date

Tokyo

Da七e;

Tokyo

Tokyo

Date:

Tokyo

Date

Date:

Cell

上

〃

〃

若

し

上

〃

・
は

〃

左

右

〃

〃

〃

上

上

〃

央

〃

中

右

し

〃

は右

.、

a・)Date,工ssuedPlaceは 工nvoiceNo.と 関 連 す るo但 し そ の 表 現

様 式 は,1ち ± ちで あ るo'

ノ)、 発 行 場 所 を 明 記 し 、Dat弓 ○ 特 記 の 担 い も のTokアo,・ つ

よ うな 例 は 英 文 書 か ん 文 の ・慣 例 に し た が つ た もゴノと 考 え ら れ る0

2)Dateと い う 表 現 だ け の こ ∫)1・=1:,ヘソデ イ ン グ に 関 連 さ せ て 発 行 場 所 を 省 略 し た もの,

● よ びGeユ1の 中 に か こい こ み 工nvoicθNo.と 同 一 欄 に 置 い た もの 等 々

で あ るo
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(5)L/CN。 ・娃 びD・t・,エssu・dBy

表 現 層 記 入 様 式

1。1、/CNo.Date工ssuedByCell

2.L/CNo.Da七ed -_、 工ssuingBank

う.ナ シ

4.ナ シ

5.ナ シD
ate無 し

6。L/CNo.ContractNo、8(DateCell

IssuingBank:

7・1、/CNo.:Cell

8.ナ シ

9.ナ シ

10.ナ シ

11.L/CNo. _.._一 －lssuedby__,Dated

12.LetterofCr已ditT・}o .

15.ナ シ

14。L/CNo.工ssuedby

15.BankCertNo.RCCell

16.L/CNo.

17.ナ シ・

18・L/CN。 ・D・t・ エ・sU,;LdbyC。11

19.ナ シ.

20ナ シ

,11.ナ シ

22・ ナ シ

25.ナ シ

24.ナ シ

25.L/CNo。of

26・L/CN。 ・D・t・ エcsSU・dByC。11

27.L/CNo。 一

一233一

記 入 場 所

左CLkし(中 段)

中央・下 中段 よ り下 段

左

'
亡

」

㌔

下

F

中央下一段

.左 下

中央下一段

右 上

左はし 中段

1ゴ1止し 弓コξ支

中央下段

右はし中段

左 下



シ

サ

　

コ

　

ゆ

シ

シ

シ

恥

M

シ

シ

シ

シ

畑

M

シ

シ

心

シ

シ

シ

シ

シ

ナ

ナ

ナ

晒

碗

ナ

ナ

ナ

ナ

ゾ

.
ゾ

ナ

ナ

碗

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

孔

み

孔

外

記

刀
み

弥
弥

弥
パ

み

ぬ

軋

㎏

㎏

仏

ら

臨

シ

シ

ナ

ナ

　

　

ワ
ー

8

4

4

一■

シ

M允

ナ

L

　

　

O
/

0

4

⊂
ノ下左討就D

●M

シ

シ

ン

シ

Cレ

ナ

ナ

ナ

ナ

ロ

ロ

　

の

　

1

2

スノ

4

⊂
ノ

5

5

5

「フ

ご
ノ

〃

右 下

〃

エ。。u。dbyど 触56eナ シ
　 コ メヒ

右 下57・L/CN・ ・lssu・ ・dBank左 下
・Ccll

58.ナ シ ・

59.L/CNo・ 右 上D
ated中 央 下 右

60.ナ シ

.61。 ナ シ

62.L/CNo.Cel1左 下 中 央

65・L/CN・ ・lssu・d

c霞1吉

左 上64
。L/CNo.

。)L/・.N。.は 多 くの エ・v。iceの 中で 省 略さ れ てい るが ・書 類の 完 結 性 ・特 に 情 報

の荷 主へ の フィー ド ・パ ック を考え る場 合,記 載 デ ー タ と して必 要 な もの とな るで あ ろ うo

(4)OrderNo.

1.OrderNo。Ce11

2.OrderNo。_、

う・OrderNo・

4.ナ シ

5.ナ シ

左 下 中 央6.ナ シ

中 央 下 上 段7.ContractNo・;Cell

右 は し(ContractNo.とL/C

No.と の 組 合 せ)

8。OrderNo.;

左 下

右 下

一234一



.

・

■

■

0

0

㊧

・

●

■

◆

・

・

9

.

・

・

0

」

●

●

,
心

●

9

↑o

竹

ロ

、3

14

915

16

、7

18

19

20

2ー

ロ

25

24

25

託

η

28

29

30

31

う2・

うう.

54.

う5.

ラ6 ..

■

ナ シ
'

ナ.』 シ

ナ シ

OrderNo。
..,..■...

ナ シ

ナ シ

ナ ン

ナ シ

ナ シ

OrderNo。

ナ シ

ナ シ

OrderNo.

'

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

.
ナ

右はし中段

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

'

Cel1右 下 中 央

、

左 下

OrderNo。 右 は し 中 段

OrderNo。 右 下

ナ シ(但 しL/C}IO。,Bcn]t

Cert.No・,ExportLicら1二ce

No.,ImportLicencei・io・,

ContractNoteIlo。$を,i己 入 づL

る)

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

O

O

.

七

"

.

.

●

■

o

●

'

⑨

0

乃

38

こ

口

㎏

弓

嬉

朽

"

岬

嶋

明

知

舅

兄

分

5し.

55.

56.

う7・

う8.

59・

60.

61。

62.

6う.

64.

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

■

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

o/N。.左 下

ナ シ

左 上Cust
。OrderNo。

ナ シ

ナ シ

O・derN。 ...-ttt.....右 は し 中 段

ナ シ

ナ シ

ナ シ

asperorderNo。_.._左 下

dated

ナ シ

ナ シ

ナ シ

YourOrderlo。 とCell中 央 下

ナ シ(工nvoiceNo.とCont-

ractNo.と を 組 合 せ る)

YourOrderlo。 左 下

ナ シ

ナ シYてourE'eference

ナ シ

ナ シ

ナ シ

'

一235一



■

所場入記式様入記

砺N

現

t㏄

表

シ

廿nO

ナ

C

.

。

)

1

5(

シナ
02

シ

シ

ナ

ナ

ゆ

ロ

ス
ノ

4

ツナ　
む5

下右■恥巳恥㏄

シ

シ

m

シ

シ

就O

ナ

ナ

C

ナ

ナ

ゥ

リ

　

コ

ロ

Q
/

0

1

2

う

2

z/

7/

7ノ

乏
ノ

6∴ContractNo・&Date左 は し中 段54.ナ シ

、

下左
………

下右
一

.
‥

,

.
◆　

O

O

・

N

N

t

t

C

C

シ

シ

シ

臓

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ロ

シ

シ

シ

シ

シ

」t

t

n

n

ナ

ナ

ナ

㏄

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

㏄

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

　

　

　

コ

　

り

り

る

ロ

　

サ

　

り

　

く

ロ

乃

36

,乃

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

杜

蝋

烈㍗

田
田

鷲

C

C

d

e

品

品

・

－

r

O

o

…

U

r

N

o

U

.

Y

O

t

O

(

c

N

m

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

.

シ

シ

シ

シ

シ

ムし

-C

n

n

O

O

C

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

C

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

サ

コ

リ

　

ぴ

ロ

る

　

　

ロ

　

タ

ロ

リ

ロ

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

つ

1

1

1

1

2

2

段中しは左
etaD

1

&

-
.

e

O

C

Nセ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ポ捷

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

ナ

㎝C

り

り

む

　

り

　

ひ

1

2

7
ノ

ム
、

τフ

6

7

5

5

5

5

5

5

5

シ

シ

シ

ナ

ナ

ナ

2
.

5
。

止

つ
」

2

2

シ

シ

シ

.

ン

ナ

ナ

ナ

ナ

リ

サ

サ

ロ

⊂ノ

!b

7

0
0

2

2

.

2

2
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58.

59.

60.

61.

ContractNo.

ナ シ

ナ シ

ナ シ

Cell:右1ま し 中 段62。COntractNo.

65.ContractN。.

64。ContractNo、

と

)

%
宰

報

識
組
左
凱

-

「⊥

「⊥

■
⊥

e

e

C

(し

(6)

1.

2.

6.

7

12.

14.

15。

16.

20.

21。

22。

25.

オ

そ の 他 の 書類'番号

SalesNoteNo.

Acceptancer{o・

BankCertificate}め.

ExportLicenceNo・

MBKNo。

SalesSectionCodeこ{o.

Exp。 ・t'LicenceN。.

BankCertificateNこ}。

SalesNO.

BoughtNo・

BankCert。No。RC-

BankCertificate}Jo.

Import .LicenceNo.'

BankCertificate}]o、

Your工ndentNo。

工nsurance

DraftNo。@.d/s

Cel1 右 下

Cell

Cell

11eC

左{・ま し ヰ日没

〃

左 下

.右は し 中 段

中 央 上

着 は し中 段

左 下 中央

ExportLicenceNo・

BankCertificateNo、

SaleNoteNo.

BankCertificateNo.

ExportLicenceNo◆

throutln

左は し中 段

左右 は し中段
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26。

27.

29.

51・

う7.

う8.

与○.

42.

嬉.

55・

う6.

60。

61。

64e

BankCertifica七eNo.

M工 丁工CodeNo.

B/CNo.RC-

S/NOteNo・

BankCertificateNo.

Exp。rtMcenceN。 ・

BankCertificateNo.

BankCertifica七eNo。

ExportLicenceNo・

ImportLicenceN。 ・

BankCertificateNo。

LiceれCeNo.

DateofValida七ion:.___.

BankCertificateNo.:

ExpOrt1・icenceN。 ・

CustomerNo。

SalesNoteNo・

S/N

BankCertificateNo.

Exp。rtLicenceN・ ・

BankCer七ificaヒGNo・

EXP。rtLicenceN・ ・

BankCertificatc-No・:

ExportLicenceN。 ・

Cell

lt

右 下

下

下

右

左

下1段左 右

左 は し中 段

下段左右

Cell

'左は し中 段

右 上

左 は し中 段

左 下

'右上 中 段

右 は し中段

'右 は レ中 段

左 は し中 段

左は し 中段

(7)

/.

2.

主 文 の 表 現 様 式

SoldbyorderandfOr

Shippedfromto

工nvoiceof

accountandriskofMessrs・

per(ce11)

　
-238一



●う

●
4

●
こ
ノ

●
6

7.

ShippedperSailingonoraboutfrom

v'a -by.「de「a;dfo「acco　 t.f

MeSSエ ・S。

工nvoiceof

Purchasedby

of

FromA工SENCα 蜥 口只C工AL「 ⊃・'.,LT⊃.

asperorderacceptedonOrderNo・tobe.

shippedperM/S'from.'Japan●

』

lnvoice。f-一..－

to

,Ehippedingoodorde二 ・andbonditionper .一___

sailingonorabout

foraccountandri已kof'

Messrs。

from. ____to-_

ShippedperS/S

Fromto

Sailingonorabout

C。・・ig・ ・dt・ ・ 「 〕

liM
essrs。 一 ー一 　一'

Shippedingoodorderal!dconditionperi

、。、、i。,。_ab。u・ 、r-'-nvrL…
tl

Frorn:lYokohama,JapaniI
T・ ・ 「 一－r(C・ll)

…d・ ・ … 三・r… 「 ・ 『 一}一=□

1:;P蒜 鑑 謡 。:「de「F「.m■=コ

t。,S。iユi・g。 ・ ・rab。 ・t・i]

(Ceユ1)

.之39.一



,

'

8.To:

■9

■O1

工nvoiceof

Shippedper

Shippedper

On

from

to

via

OrderNo。

Payment

●
●

・
●

●
■

●

●

●

●

・

.

●

●

from
・foraccountandriskof

11.

/2

工nvoiceof

Shippedin

sailingon

foraccount

Invoiceof

Shippedby

tt

pe「

byorder

goodorder

orabout

andrisk

bytheundersigned

andconditionper

from

ofMessrG。

to

of

'tfromto

AccountofMessrs.

via

andon

So=Ld七 〇Messrs。

OrderNo.

Shippedfrom

By _

to

19

15.

Letter

Export

工nvoice

Shippedper

Consignedto

ofCredit

LicenseNo

of

No。

o

from

－240一
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14。

15。

■61

■71

18。'

19.

Invoice'of

ShipPedperfrom 、_to

onaccountandriskofト{essrs.

bytheundersignedagainstSalesNote ,bio.

d・t・d

.L/C』 トζ・ ・ 一－lssuedby

ForAccountofMessrG。

Exp・Licencerlo・

Under

Shippedper
ロヨ

j.'rom sJapanto

Invoiceof

per

via

Invoiceof

to

もぐ1'
、essrs。

Sold

「一 －M

essrs・1 1

1nvoiceNO。

L/CN。.

IssuedBy

OrderNo。

Shipped■ 「

Shippedbytheundersigned

fromto

foraccountandriskof}{essrsc

Shippedperfrom -.._t-

bvorderandonaccountof

bytheundersigned。

byOrderandforaccountandriskof
}二 　 一一 ……'… 一…"'一}一 一…]

[:一]・i)…r-一]

〔〔二 二]⊃ ・t・[=

SalcsN。teIlo・1' 一=]

rromtoper,.,Japan

L__.

工r1Voice

Shipped

of

(celt)

per
ヘ ロ ひ ボ

oa■ ⊥■ng

-241－

onOrabout



20。

21.

22。

25e

fromto

onaccount&riskofMessrs.

、nv。ice。f'、

ShiCpedbytheundersignedper_on
』

fr。mt。via

fOraccountandriskofMesGr6.__...__

Bankcertific{∋teNo。Your工ndentNo.

OurOrderNo、

InvoiceofgOodsshipp(} .dbyl・IIJnAO&CO.,LTD.byinstruction

andforaccountofMessrs、 、

perfromto

Insurance

Draf七No.@

OrderNo。

SaleNoteNo。

ShiPpedper _.

onaccount&riskof

d/sthrough

,。,;。t・i,ence・ 。.

BanKC;ertificateNO。

from'to

>'A,

、

BytheunderSignedagains七 .

Invoicc'ofpurchasedoragreedtopur－

己haseby -._of_一 、

from_

gsperorderacceptedon

tobeshippedper -.._

frαnto

signed・

__sailingon-._

viabytheunder●
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24。 eC・工OVn
工

－

Ot

of

frOm

shiPpedper

byorderandforaccount

_bytheundersi己ned.己xportLicenseNo.

CertificateNo鳥

ofMessrs.

Bank

25.

26.

27.

28.

29.

う0.

Invoiceof .Pαckages_.一_

ShipPedperfrOmto

Accountee:}4essrs.

L/CNO.、 __oftt__._.__

SoldbyOrderandfoエ ・accOuntandriskof

Meεsrε ・
.L___.-t-.._.ご ≧

Shippedfrom -_.t-__,_一 一 しo.・..___._、..per.__._一 一_.一ー一._..

Invoiceof____._一._-

ShipP。dbyth・u・d・ ・εi騨dp…aili・g。L ..1.

f・ 。・YOkOhama・J・P・n七 。 .一ーー一・一 ー一 －via--T--

byorderandonaccこ)un輻ot";・iessrs・.___-

L/CNo. _一_.3,uユkCertifieateNo。____一____

Invoiceofof

Shippedper ____5:a土 工inεon__一_一 一._.一,tt.

for __.frαn._byorderandforaccounted

andriskOfl・iessrぼ 。

Irlvoiceof

ShippedperVT}'Cn

frorntOvia

Payment

工nvoiceo『

Shippedbythεuτ1derこ;⊥ ごnedper・Suこ3L .,_一_._.__Sailingonor

aboutfvOmヒOvia

foraccount竺riskofl㌧1iesεrs、
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51.

■
ス
ノ

ス
ノ

O

⊂
フ

7
、ノ

●

6「)
.

1nvoiceof

Shipped

frOm

byorder

工nvoiceOf

S.S.(M.S。

byOrdeγ'

IrlVoiceOf

s.s。/ト].3。

byOrdc・r

InVOiceof

Soldto

pe「on

tO

andorユaccountof ■
._1__.一 一_-tobeshippedper

)fr。mL -t。 一－

andfOraccoun七 ら.ndriskof '
_一___一_一_.tobeshippedper.

fromto

andforaccountOf

Addr:,ss

Shipped

Sailinε

ShioでGd

via

DfL`

nier

byordev

Soldto

!rOm

On

TI二「ノciご 已()f

O㊦
∴

≡

a
・工〔)

Per

ReferenceNO●

う7.

う8.

う9.

perfrOmt.O

onorabOuヒ,on

liC-5〔3r$.

工nvOi己eO£

ShiPP∈}dbytheundersignヒdfrOmt.o __t.

sailingOnOrabOut .

anべfor良ccoun七andri已kof

3hipto

a/candrisk

t-一]

L

-244一



40.

41。

42.

嬉.

工nvoiceof

frcm

Shipped

byorder,

Consignee

Notify

●

Shippedby}viEIKHOINDUSTRYCORP.,

per:

for

to

Sailing

accountandriskof

LTD.』

via.

on/abOut _

Inv。lce・f

Shippedper

輻。
Insuredwith

braftNo.

Soldbyorder

B/LNo・from

a/C&riskof

Ins◆Po1.NO.

at

accountandriskO1

on

nO

-αna

fer

Messrs. ⊂ 〕
}

Shippedper

Sailingonorabout

From

OrderNo.

SalesNoteNe。

L/CN。.

Dat『d

Issuedby

Invoiceof

・'t
operS.S.

一ー |_.－

L_ _」

5hippedbytheundersignedfrom

foraCCOUIltandriskofM

'
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46. Messrs・
'

47.

Per

From

n

O

O

温
し

48e

Invoiceof

S.S./M.S.

sailingon

byorder

from

tobeshippedper.

to

Messrs、

orabout

andfor accOunt&riskof

Per

ロ
£rom

n

O

O

Lし

49. =lnvoiceof Date

、 Messrs.

OrderNO。

Shi .ppedfrOm

To pe「

OnOrab,t

50.

52.

INvoICEOF

SOLDTO

ADDRESS

SHIPPEDFROM

SAILINGON

SOLDTO

TO PER

VIA L/CNO.

RESIDENCE

8HIPPEDFROM

PER

TO

DATE

－246一



55。

54.

055

6ロ
ノ

85

Invoic巳of

yaku,

asper

Shipped

from

Invoiceof

Purchased

Tokyo,

by
－

Purchasedby

fromIIZUKI

Tokyo,

per－

INST至 ～U}i;三1}}∫1こCO.,20一 う01-chome,Jingu-mae,Shibu-

Japan・

orderNO.dated

__sailingonOrab。u七

to _viabytheundersigned.

fromJAPhNPUBL工CAT工ONS

Japan

TRAD工NGcChpAHY,LTD.

tobeshippedper

INVOICEof

Shippedper

foraccount

工nvoiceof

perS,tt

to

onfromto

an㌧iriskofIVI・esξ ミrs。

shippedbythピundersigned

'"f
rom

byOrderofandaccountandriskOf

MESSRS。

,、.D.bp.)]sS

PORTOF

DATtEOF

TERMS:

SHIPMENTl
ドぞ

SHIPMENTL

INVOICENO ・

._..C(さNTRAGTNO ・
一^

!P↓)RTOFDESTINATION
コ

1。 、"[E。FV、S、 、、

via

　へ 　 　

|

._」
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59.

60.

61。

62.

INVOICEof

ShippedPerfrom

foraccoun七andriskOfl)lessrs。

YourOr(〕erN6。

Soldto:Messrs

Address:

七〇

ContractNo.

.

ExpOr七LicenseNo.:

Shippedf'rom:

SailingOn。rabout:

INVOICENo.:

YourRc・ferc-nce:

Credi七No.:

to per

via

BankCertificat.eNo.:

Soldto:,

Sold七 〇

Messrs

Shipped

Consignedto

Shippedfrom

ShippedtO

ShippEdper

:

■
.

●
●

■

.

●

●

一'.」 一.一 一寸

l

l

ingoOdOrder

ar〕dconditionper:

to:

Corltract,NO。

FrOm=

]
to: ・・i・i・g・ご;一 ・]

Contr・actNO. 1./CN。.

一248一
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.

(8)主 問 の 講 族

/.Nark5&NOS.

2・De⊂criptior1

う ・Quantity'

4.UnitPrice

5.Amoun七.

以 上5つ の 項 目 は,殆 ん ど ど のInvoicetzも 共 通 してtb・・り,Qu・antityを.前 に 出 す か 後 に

出 す か の ちが い 江 あ る が フ.}一 ム も大 体 に お・い て 共 通 し て.い る。

イ巳し,こ れ ♪λ外 ○項Eiを 言こし 〆こも ・つが ち ろa

■
う.No・OfPkgs

7.Hc.ofPackage

10,Narksを 上 間 に ぱ(り 出 し,主 欄{まDcscription,Uni'tprice,Amount

1う ・

25・

うう ・

ラ5・

う7.

42。

り.

47。

56.

(9)

Pkgs,ArticleNo。

Packages

C/ε,Order}Jo。

C/S,(二)rderNo.i'4rr`c日 ○.

ItemNo。

ItcmNO。

工temNo.

C/S,OrderNo。

Packa日es

主 柄 下

E.巳O.E.の 記 就 が あ る もの と鍵 い も1':)とに わ カ・れ る。
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亀

七

乞

ぶ

克

己

乱

z

乱

免

は

は

ほ

胤
.
は

臥

は

ぼ

鳳

は

九

九

花

見

民

翫

ぴ

肱

ぴ

跣

無

記

品

品

LlstofInVOiCθS

Marubθn1-11daCo・,Ltd.

TanakaKogyOCo.,Ltd.

A1日enco田mgrclalco.,LL〈.

Shin-NipPonCommθrc9,Inc.

RyukuI6UZUMortθrC。.,Ltd.,でokyo・
.

Mlt6ui&Co.,Ltd.

TokyoShbauraElectrlcCo・,L、d・

HskoneyaNurserle6工nc●

KangTata&Co.,Ltd.

Tama㌣ooling,Ltd.

AOya91.Co◆,Ltd.

Onam1&Co.,IＬtd.

Kanθ 口a「じ8U--GO8hoLtd.

C.Xtoh&Co.,L七d.

¶OyOMenkaKat8ha,Ltd●

す
↑heU"ited[「 「ade「s。f。6P-ka・'

KO▼aCOmpany,LtdO

Mgruben1-lld&CO.,Ltd.

Klda&Co.,Ltd●

P.、cθ,M。,。 。&C。.,Ltd.

Mur80&Co.,L七d.

MθtJiProduct8Co.,Ltd.

ThθWe8tJspanTrade,工nc・

NsnkoBuB8an,工 」td.

Nomur8TradingCo.,Ltd.

NOHθadlng

NOHe8ding

K.Y.L:mited

M8tBU8hit8E18etrlcTradlngCo.,L七d.

HlrumaCOロP8nyL七d .

UnionTradingCo.,しtd.

H。ttaC1。ck&VatchC。.,Lちd
.

T・Chatani&Co.,Ltd.

三

品

三

瓶

軌

紘

岨

○

仏

応

紘

砿

品

品

馳

駆

品

品

品

品

紘

品

品

訊

二

⑫

臨

紘

紘

二

品

HomareDgntalMFG・Co.,Ltd.
●

T.Chatan1&Co◆,Ltd.

Os巳da81ect「ic}{FGC。 ・・Ltd・

Mat8uzak1&CO.,Ltd.

Sei曹aNθck▼garCO.,Ltd.

TokyoOptlcalCo.,Ltd.

MelkhoInduBtryCorp◆,Ltd・

BθsrShokalLtd.

MltutOyOMFG●Co.,Ltd・

S6kai&co.,Lもd.

NOZa▼&&Co・Ltd.

NOHeadiロ9・

B8nzalJldo8haCo.,Ltd・

Bi8alco.,Ltd・

BanZ81J工dO8haco.,Ltd.

TheG-CChg田10亀1冨enutactur:ng

O88daE=Lgotrlc闘RGCo.,Ltd・

OsadaE1●etrコLeMFGCo・,Ltd.

IloロargDent8iMPGco.,Ltd.

ItzuklIn8trumentco・ ・Ltd.

JapanPubl1Gation元lrad]LngCo・,

KCKco.,L七d.

K.K8to&Co.Ltd.

冨1t8u1&Co.・Lta・

Mlt8ロb18hjLShoJIKaleh8,Lもd・

TheH.Ni8h]Lz6waShotθn,Ltd.

NlpponSetkOK.K●

Nlppon81ectrlceomp8ny・Ltd・

TokyOSh]」b6uraElectrlcOO●

FuJIKadenCo・,Ltd.

FuJ181θoてrlcCo・,Ltd.

Tら ロb8「Pr6dingCo.・Ltd.

Kanθmatsu-GO8bOLtd・

SeltsrOArai&co.,Ltd.

19ara8hlrradtngCo.,Ltd.
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附録C

Lt8tofB8/L

BillofLading
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う
6

ワ
」
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(∠

●

●

4

5

う
6

ウ
'

　

コ

　

ロ

ひ

6

フ

8

9

0

2

2

2

2

3

↑11PPODYu8enKsi8ha

KlnkalYu8θnKa18ha

TokyoSenpakuK.K.

Mit8uio.S.K.Llne8,Ltd.

Mit8u10.S.K,Llnθ6,Ltd.

TransportstionMar1tlma,S・

M.O.Near8ea8,Ltd.

FuJIStθamshlpCO.,Ltd.

ShovaShtpptngCo.,L陥d・

KLIne

Maer8kKa▼a8aklLlne

JapanLlne

JspanLine(NearSea6)

TokyoShlpplnεCo.,Ltd.

Nstton81Shlpping,
SouthAtrte6ロMar]Lne

ThθIndOCh91naSteam

Co.,Ltd,

DOm1nlonNaVigatlonCO.

?}1θtndo--ChalnaSteam

CO.Ltd.

BotglhOBUIkTr8n8popt

K8n8a1

■OrthgrnLing8

Nordd●utseher

Amerlk6Llnig

M6er8kLine

Seandin8▼t8JOint

I/S

B6rberLino8(

AUstrs118一 曹98tp8clflc
',

KuntsugnLlnθ

Microne8181ntθrecean

O▼gr8e88Llnθ8,Inc.

A.

Corpor6じ10n

Oorp.,Ltd会

NaVigatlon

,Ltd.

Na▼tgatlon

Corp.

Stesm8hSPOrp.,しtd.

Ph11±PPIne8

LIOyd,Hamburg－

Sh1ppingSer▼icg

HOmgVらrd)

Line

LjＬng、lnc.

●

●

●

●

●

●

●

■

■

●

●

■

●

■

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

-

2

3

4

5

3

3

.
3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

●

●

■

・

●

●

●

●

●

●

■

●

●

◆

●

●

・

■

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

-

2

3

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

ア イテ ムズ分析

EaBternShlpplngLlne6

BgnLing

M6rche88inlLines

Sta七e6Har1ロeLlnθ8

ThaiMarlneLlne

Glen【 」ingLimttθd

BluθFunnelLlnθ

Cru6aderSb1PPlngCo.,,LtCt。

Th6Chaln8NsvtgatlonCo.,Ltd.

BluθS98Ling(for匝B、

BlueSeaLlng(formA}

UnltedPhillPPIneLine6

、
LioyCtT】Fiθ6t1nO

LioydBra8ilelro

P&OLlnθ(J8P8n/Indla/冒98t

ki8tan/Ou]LtSer▽10θ)

E.&ALlnθ

P&OLlng(HOmeverd)

State8Line

Lykg68ro8◆Stg島 ロ8h1PCo.,Ltd.

AmerleanPre81d●ntL】Lng8,Ltd.

PaolfieP6rEestLine

UnitgdSt6t8L】 」ng8

JOhn80n』ine

宮▼gretts].amLlne

ChOYsng8hi,∋ 】」ngCo.Ltd.

Amerloa口 笛811Llne・Ltd.

OoldSt6rLtne,Ltd.

P66tficSt8rLlng ノ
エsr島elN巳 ▼19巳tlonCo.,Ltd.

Norvei91anA816Llne

StarBulkPsC1LflcServtce

PederaiPacificL6kθ8Llnθ

Tal▼anIntθrnationslL]Lne,Ltd.
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64。SlnglN8▼igattonCo「P・97.TalyoungShlpplngCo.,

65.SlnliNaマ19atloロCo「P・98.KorgaMarin9「Pran8port

66.Da1▼aLlng-gg.HsnJinM8rtnθCo.

67.Poli8hOcθaロLine100・ ば●0・Llne8

68.FlotaMθrcantθGrancolombianaS●A・101.N.Y.K●Llne6

69.AmerloanExportIBblandt8enLine8

70.ThalMartt1moNa▽iga'tlonCo・,Ltd・

71.Indone6tanNati。n81Llnθ6' 1
ア2.OrlgntalLlngCo・,Ltd.

73.S8nkyoK81unCOg,Ltd.

74.y.srtt1ロgCompan・yofthePh111ppine8

75.Roya=LInteroce8nLine8.

76.N.V.NedlloydLIJn コ
77◆HO118ndOo6tAJleLIJn

78.KOHOCAMEHTCCCP

79.KyoseiK18enK・K.

80.KohnsnLing
,

81.Y8ma8hlta-ShlnnlhonSteam8hipCo.

82.ShofukuSteaロ8hlpCo●,Ltd.

83.OklnavaKyodOLlne

84.「rhgS8nkOA81aLlne.Ltd・

85.TheUnionofBurmsPi▼eStarLlne.

86.『pohtoShippingco・,Ltd・

87・OyamaLlne

88.「PheShtpptngCorporation工ndiaL七d.

89.Jugo816▼6n8kaLlnlJ8kaPlo▼db6

90.PsciflcN8▼tgatsonSystem ク
91.eompan1eMarttimed99Charggur8Reunts

92.C。mpsnied9θMeBssg6rtθ8M6ritlmgB

93.OreatPaelfloNs▼igationco・,Ltd●

94.KoreaSh1PPlngCorp..Ltd・

95.SgoulShlppingCo.,Ltd・

96.ShinhanShlpptngco●

Ltd.

Co.,

●

.

Ltd.
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附録D畑 賀通 関業者の作成す る他の ドキュメン ト

1は じ め に

海 貨通 関 業者 の作 成 す る ドキ ュメン ト類 は,業 務 上① 官 庁へ 承 認 を求 め る手 続 きの業 務,② 他 業

種 のた め の代 行 業務,③ 自社 の貨物 管理 業 務,④ 企 業活 動 に共通 な営業 ・経 理 ・労 務 その他 の 業務

の4種 の パ ター ンに分類 で きる。

第4番 目の型 の ドキ ュ メン トは省略 し,以 下海 貨通 関 業務 に固 有 の ドキ ュメ ン ト類 の うち,日 常

作成 され る主要 な もの を解説 した い。

2対 官 公 庁 に提 出す る ドキ ュ メン ト

海貨通 関業者が荷主に代わって作成する ドキュメン トは広範であるが,海 貨通関業務の通常の領

域とみなされる認可,承 認,許 可などを求める官公庁は,税 関,港 湾管理者(港 湾局),海 上保安

庁,厚 生省などに限定 される。また海貨業は港湾運送事業第1種 に属し,こ の事業種は運輸省の所

管に係わるので,諸 報告書が作成されている。

(1)税 関提出ドキュメン ト

税関へ提出される ドキュメントは,次 の5種 に分類される。'

関税法関係

関税定率法関係

特例法関係

内国消費税関係法関係

通関業法関係
ハ

関税法関係とは,関 税の確定,納 付,徴 収及び還付,並 びに貨物の輸出及び輸入の税関手続き

に関するもので,関 税定率法関係の手続 きが主に関税の税率,課 税標準,関 税の減免に係わるの

に比べ,基 本手続きである。

特例法関係とは,日 本とアメリカとの間の相互協力,安 全保障条約,相 互防衛協定に基づ く,

もしくは 日本国内の国際連合軍の地位協定に基づ く特例法に規定された物品の輸出入特例の手続

きである。内国消費税関{系とは,主 として内国消費を目的としない物品は課せ られている酒税,

物品税等の免除手続きで ある。

通関業法関係とは,通 関業を営む者について,業 務の規制,通 関士の設置などの必要事項を定

め,業 務の運営の適正化を図ろうとするもので,通 関業務に関する承認,報 告などの手続きが含

まれている。

今回は輸出通関業務に関するドキュメントを次に列挙 し,解 説する。
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A関 税法 関 係 －

C2070積 荷 目録提 出 前貨 物 の種卸 承認 申請書

関税 法 第16条 第1項 に よれ ば,外 国 貨物 の 積卸 しに は,積 荷 目録 の提 出が必 要 とさ れ て い

るが,税 関長 の承 認 が あれば,提 出前 で も行 な え るこ とに なって い る。 必 要枚 数2通

C2110執 務 時 間外 貨物 の積 卸許 可 申請書

関税 法 第19条 で は,税 関執 務 時 間外(日 曜,一祭 日その他 時間 外)に 外 国貨 物 の種 卸 し をL.

よ うとす る時 には,税 関長 の許 可 を要 す ると して い る。 必要 枚 数2通

C2190貨 物の指定地外積卸許可申請書

関税法第24条 第1項 で,税 関長が指定した場所以外で外国貨吻の積卸しをする場合 には,

税関長の許可を必要 としている。 必要枚数2通

C2210指 定地外交通 ・船陸交通 ・本邦と外国との間を往来する船舶又は航空機と沿海通

航船との交通許可申請書

関税法第24条 では,防 犯 ・脱税を規制する見地か ら,外 航船または外航航空機との交通を

制限している。 この交通に従事する者は,あ らかじめ税関長の許可を得ておかなければならな

い。 必要枚数2通

C3000他 所蔵置許可申請書

関税法第30条 第'2号で定める保税地域内に置くことが困難 もしくは著 しく不適当である貨

物で,税 関長に期間と場所を定めて許可を得た場合は,指 定条件で輸出(入)通 関がで きる。

必要枚数2通

C3050外 国貨物 ・輸出貨物搬入届

指定保税地域(国,港 湾管理者,外 留埠頭公団,国 鉄,新 東京国際空港公団等の所有または

管理す る土地または建物で,貨 物の保管のできる場所)へ 搬入する場合は,港 湾管理者等宛と

兼用でき,自 主管理適用保税地域を除いたその他の保税地域へ外国貨物,輸 出貨物 を搬入す る

際には,あ らかじめ搬入届の提出を要する。必要枚数2通

C3060外 国 貨物 ・輸 出貨物 搬 出届

保 税 地域 か ら外 国貨 物 ・輸 出貨物 を搬 出す る際 に も,あ らか じめ届 出 な けれぽ な らな い。

(法 第31条)必 要枚数2通

自 主 管 理 適 用 地 域 指 定 保 税 上 屋 管 理 台 帖

貨物の管理状況その他を勘案して税関長が取締 り上支障がないものとして指定 した保税上屋

では,管 理者にょる備付け台帖に貨物の搬入搬出の記帖が行なわれる。(令 第27条 第1項)
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C3020貨 物移動状況報告書'

自主管理の指定を受けた保税上屋の管理者は,蔵 置した貨物の移動状況の報告をしなければ

ならない。 毎月1回

C3070執 務時間外貨物の出し入れ ・取扱い許可申請書

休日その他の執務時間外に保税地域で外国貨物 一輸出貨物 ・輸入 してきた貨物の出し入れ,

取扱いをする場合には,税 関長の許可を要する(法 第33条)必 要枚数2通

C3090税 関職員派出申請書

輸出(入)の 許可に先立ち,税 関検査を要する貨物について,蔵 置場所へ税関職員を派遣す

るのが妥当である場合には,指 定検査所以外で も,職 員を派出する。 この場合に職員は許可事

務(法 第67条),輸 入許可前の貨物引取承認事務(法 第73条 第1項)も 行なう。

'C3100貨 物取 扱 届

指定保 税 地 域 内 で の貨物 の 内容 の 点検,改 装,仕 分 け その他 の手 入れ な どの貨 物 の取 扱 い を

行 な うには,税 関 長へ の 届 出が要 る(法 第40条 ・貨 物 の取 扱い の第1号)。 必 要 枚数 は2通 。

これ は保 税展 示場 内 での取 扱 いに も適用 され る。(法 第62条 の3)

C3110指 定保税地域(保 税上屋・保税倉庫 ・他所蔵置)貨 物取扱許可申請書

貨物取扱いに係る関税法第40条 第2号 の 「見本の展示,簡 単 な加工その他これに関する行

為」は指定保税地域,保 税上屋,保 税倉庫 他所蔵置貨物に規制が及び,こ れには税関長 の許

可が要る。 必要枚数2通

C3130保 税上屋(保 税倉庫 ・保税工場)許 可期間の更新申請書

税関様式C3120で 設置許可を受けた保税上屋 ・保税倉庫 一保税工場の許可期間を更新す

るための申請で,保 税上屋の最高期限は10年,保 税倉庫 も上屋と同 じである。

C3240外 国貨物蔵置期間延長申請書

外国貨物は保税上屋または指定保税地域内では1か 月,保 税倉庫で1か 月,保 税工場では2

年を過ぎると,税 関に収容される。従って蔵置期 限を過ぎる場合は,そ の理由を述べて期間の

延長を申請 し,税 関長の承認を得なければならない。必要枚数は1通

C3410仮 通 関貨物積みもどし申請書

博覧会等で外国貨物が国内に持ち込まれ,再 び国外へ積みもどす際 に行なう申告で,仮 通関

申告,保 税運送 と連関している。

C4000外 国貨物運送申告書(目 録兼用)

外国貨物は開港,税 関空港,保 税地域,税 関官署,他 所蔵置場所の相互め区間だけに限 り運

送でき,こ れを税関運送というが,こ の運送には税関長の承認が要る。必要枚数は3通(法 第
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63条)「

C4010航 空貨物簡易運送申告書

航空貨物については,保 税運送用にこの申告書がある。必要枚数3枚

C4020運 送期間延長承認申請書

保税運送に必要とす る期間を承認を受けた後,さ らに延長する必要のある場合にその期間の

延長について承認を求める必要がある。 必要枚数3通 。

C5010輸 出申告書(税 関用)

輸 出 申告 の基 本書 類 で あ り,税 関長 に対 し輸 出の 許 可 を求 め る もの で あ る二 税 関は 「許 可印」

を用 い て,許 可 をす る。

C5010-2輸 出 申告書(つ づ き)

1枚 のC5b10フ ォ ームに書 き切 れ な い場合 に使 用 され る。 多少 簡略 とな っ てい る。

C5200船 名 ・数 量 等変 更 申請 書

輸 出許 可 を得 た後,積 込 み船 名(機 名),積 み込 み貨 物 の数 量等 に 変更 を生 じた際 に は,税

関長 の承 認 が要 る。 船 名 変更 は積 み ス ケ ジュ ール,輸 出 申告 の 遅 れ に よって 生 じる こ とが多 い。

必要 枚 数1通

i

O5210航 空貨物簡易輸出申告書

航空貨物は蔵置される保税上屋が限 られている場合が多いので,搬 出入届,保 税運送申告書

と兼用となっている。

C5240コ ンテ ナ ー扱 い 承認 申請 書(個 別 ・包括)

コ ン テ ナ ー容器 を輸 出貨 物 また は輸 入貨 物 と して取 扱 いた い場 合 に承認 を求 め る 申請書 で あ

り,容 器 を輸送 手 段 と して使 用 す る場 合 と区 別 してい る。

C5250本 船扱い(ふ 中扱 ・搬入前申告扱)承 認 申請書

輸出(入)申 告 の時期は,貨 物が保税地域に入ってからであるが,保 税地域へ入れなくて

申告を行なうことも,貨 物の性格工ありうる。本船に先に積み込む場合(大 型物である機関車)

はしけ(艀)に 積んでおいて申告する場合など各種の場合がある。輸出(入)申 告書と同時に

提出される。 必要枚数は2通 。

C5390指 定 地 外 貨物 検査 許可 申請 書

関税 法第69条 第>2項 では,輸 出(入)貨 物 の輸 出(入)時 の税 関検 査は,税 関長 の 指定 場

所以 外 の検査 を認 め てkり,こ の許 可 を あ らか じめ得 て おか なけ れ ば な らない 。 必要枚 数2通

税 関 職 員派 出 申請 も併 せ て行 なわ なけ れ ば な らな い。 手 数料 が 必 要。
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C8000臨 時開庁承認申請書

休日その他の執務時間外に税関職員に執務 を依頼する時には,税 関長の承認を求めなければ

ならない。(法 第98条)必 要枚数は2通 手数料も必要

C8020証 明書 交付 申請 書

税 関は 税 関事務 に つ い ての証 明書 類 の交 付 を請求 が あれば,行 な って い る 。(法 第102条)

必要枚 数2通 。 手数 料 も必要 。

08040執 務時間外貨物の積卸 し/出 し入れ又は取扱い許可に係る手数料の予約承認申請

書

執務時間外の貨物の種卸 しや出し入れ取扱いが同一申請者によって恒常的 に行なわれる場合

手数料を予納または前納することが認められている。(税 関関係手数料令第16条 第1項)

必要枚数は2通

申 告 撤 回 申 請 書

税関様式ではないが,輸 出(入)申 告の取消しの申請である。

申 告 書 借 用 書

同じく税関様式ではないが,受 理され,審 査中の申告書を借受ける場合の借用書である。

貨物の輸出に係るクレーム処理のための全部(一 部)無 為替輸出承認報告書(税 関用)

違約その他の理由で,輸 出された貨物の代 りに全部または一部の代替品を無為替で輸出する

についての輸出承認を通産省(通 商事務所)に 求めると同時に,税 関にも報告 しなけれぽなら

ない。

B関 税定率法関係

関税定率法関係の手続 きは,輸 入貨物に課せ られる関税の税率,課 税標準関税の減免その他

に関するものであるが,輸 出業務と関係 のあるの底 主に減免関係である。・輸入された貨物で

その全部または一部が再輸出 される場合

① 免税となる貨物(関 税定率法第117条)

② 減税となる貨物(法 第17条 の2)

がある。 また輸出貨物の製造用原料品については

③ 免税される原料品(法 第19条)

④ 減税となる原料品(同 上)

⑤ もどし税がある原料品(同 上)

がある。 これ らの免税 減免,も どし税のための申請書には次の書式を使用し,海 貨通関業者

が輸出者に代わり行なっている。

T1180輸 入原料品等の関税の額の証明願2通
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T1340

T1350

T1370

T1385

再輸出貨物減免税明細書

再輸出免税貨物亡失届

再輸出期間延長承認申請書

再輸出減免税貨物の輸出の届出書

通

適

適

3

2

1

再輸出は輸出申告では 「積みもどし」と定義しているので,輸 出申告も併せて行な う。

輸出貨物に使用された原料品の減免税,も どし税については

T1610も どし税を受けるため課税原料品を保税工場に入れることの承認申請書

3通

T1620課 税原料品により製造 した貨物を輸出した場合の関税の払もどし申請書

2通

C関 税暫定措置法 ・特例法関係

国民経済の健全な発展に資するため,必 要な物品の関税率の調整に関し,関 税定率法,関 税

法に対し,暫 定的特例を定めようとしたもので,主 に輸入貨物に適用されている。またアメリ

カ軍隊のための明示の輸入貨物は関税,内 国消費税は免除されている。

F1040免 税物品輸出入申告書.

FlO50軍 納物品輸出入申告書

D内 国消費税関係法関係

輸出に当たり,内 国消費税(主 として物品税)の 免除される物品については,次 の書式を海

貨通関業者が輸出者に代わ り作成する。

輸 出 申告 書 付 表

物品40物 品税未納税 ・特殊用途免税物品移出販売通知書 ・移入購入届出書 ・証明書

(黒 色)

E通 関業法関係(後 に港湾運送事業法関係と併記する)

(2)港 湾局提出ドキュメン ト

港湾局(港 湾管理者)に 対しては,公 共上屋,野 積場などを使用 し,埠 頭内を貨物を運搬 し,

積卸すので,こ れ らの施設使用上の手続きで,輸 出入の区別はない。

危険物有害物事前連絡表

港湾施設(物 揚場)使 用願

物揚場 とは,は しけ溜りなどの沿岸施設を指 してい る。

様式2号 上屋荷さば き地使用継続許可願

様式2号 の2上 屋荷さばき地使用完了届

第2号 様式 重量物用橋型起動機使用願

貨物搬入届(税 関共用)

貨物搬出届(税 関共用)

火気取扱作業 承認願
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(3)海 上保安庁提出 ドキュメント'

港長としての海上保安庁に対 しては,港 則法による安全荷役の規制が あり,次 の手続きを海貨

通関業者が行なうことがある。

第10号 様式 危険物荷役許可申請書

第11号 様式 危険物運搬許可申請書

錨地指定報告書

(4)厚 生省検疫所提出ドキュメント

動植物の防疫のための検疫 ・検査は,輸 入業務に多いが,輸 出の場合には次の手続きをする。

様式29号2畜 産物輸出検査申請書

様式29号1動 物輸出検査申請書

⑤ 運輸省地方海運局 ・大蔵省税関提出 ドキュメン ト

港湾運送事業法は運輸省所管で,海 貨通関業者は,港 湾運送事業の限定1種 ないし普通1種 の

免許 を要し,通 関業法は大蔵省所管で,同 時に通関業の免許 をも有しなければならない。このた

め企業活動や業務の面で類似の承認,報 告をすることになるので,港 湾運送事業と通関業との手

続き関係を対照できるように記 した。 、

港 湾 運 送 事 業

様式1乃 至様式3-12港 湾運送事業免許

申請書表紙乃至事業計画

様式4乃 至様式4-12添 付書類

様式1乃 至様式4港 湾運送運賃及ひ料金認

可申請書

様式1乃 至様式4港 湾運送約款認可申請書

港湾運送事業開始報告書

様式1

様式2

様式3

様式4

ら

　

式

式

様

様

港運1号

港運2号

港湾運送事業計画変更認可申請 ・

届出書(事 務所)

同(労 働者)

同(荷 役機械)

港湾運送事業計画変更認可申請 ・

届出書(船 舶及びはしけ)

同(引 船)

同(上 屋,野 積場及び水面貯

木場)

一般港湾運送引受実績報告書

港湾運送引受実績報告書

通 関 業

B1060

B1010

B1070

B1080

B1090

B1140

B1150

B1160

B1170

B1171

B1180

B1190

通関業許可申請書

許可条件変更申請書

営業明細書

組織関係

従業員関係

資産関係

損益関係

宣誓書

営業所新設許可申請書

通関業の許可申請事項等の変更届

専任通関士の設置免除承認申請書

通関業者(通 関士)印 鑑使用変更

届

通関業務取扱台帖

通関業務取扱明細書(簿)

従業者等の選(解)任 異動届

通関業務定期報告書

通関業務取扱実績
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港運3号 港湾運送部門収支明細書

海運2号 はしけか動実績報告書(月 報)

海運3号 沿岸荷役実績報告書(月 報)

海運5号 労働者数及びか動実績報告書

(年報)

はしけ保有増減状況報告書

(年 報)

通船引船保有増減状況報告書

(年 報)

荷さばき場保有増減状況報告書

(年報)

荷役機械保有増減状況報告書

(年報)

海難報告書

通関業務の収支の総額及び支

出の内訳

通関業務の従事者構成

組織関係

B1320通 関士確認届

B1430通 関取扱件数報告書

3船 社 そ の 他 に 代 わ り 作 成 す る ドキ ュ メ ン ト

(1)船 社 の た めに作 成 す る ドキ ュ メ ン ト

ShippingOrder(ContainerLoadPlanは コ ンテ ナ貨 物 の場 合)

Bi1〕ofLading

Mate'sReceipt(DockReceiptは コ ン テナ 貨物 の場 合)

{2)荷 主 に代 わ って作 成 す る ドキ ュ メン ト(行 なわ ない 場 合 も含 む)

901輸 出 申告書(銀 行用)

905輸 出 取引 内容 訂 正 変 更願

CommerciaJInvoice

PackingList

MasTheGulf&EastCoastofN.America

(ガ ル フ及 び 北米 東岸 沿岸 輸 送特 許 申請 書)

ShipPingApP]ication

4作 業 の た め 作 成 さ れ る ドキ ュ メ ン ト

出庫指 図 書

荷 受 メモ 地 検 用 紙

貨物 受領書EquipmentReceipt(コ ン テ ナ機器 用)

入 庫報 告 書 ・保 管 台帖 ・在 庫報 告 書 コンテ ナ 移動票(コ ンテ ナ 機器 用)
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附 録E 運 送人が荷 送人 の請求によ リ交付す る

運送状 の記載必 要項 目
港湾業務近代化研究委員会

商 法

第570条1

港湾運送標準

約款第4条

鉄道運輸規程

第50～53条

鉄道営業法第
18 .類),③

貨物営業規則

第11・妄

一般貨物自動

車運送事業運

送約款第5条

日本航空国際

貨物連送約款
第3条

日本航空国内

貨物運送約款

第6条

貨物 の 荷 印 e ○ ( o r、 ○
9番 号 ○ O ○ ○ 鉄道 ○ ○ 会

社
個 数 ○ ○ ○ ○ と ○ ○ ○ が定 ○

荷 姿 ○ ○ ○ ○ 船 ○ め ○
舶 る

品 名 ○ ○ ○ ○ の ○ ○ 様 ○

価 格 ○ 通
し

○ ○ 式 ○

重 量 ○ ○ ○ ○ 運 ○ ○ ○ 方
送 法

容 積 ○ ○ ○ ○) ○ ○
、

仕向け港 ○
故

態
到 達 地固 ○

積かえ港 ○ ○
.

具体的 ○ ミ」 ○

仕出し地( ○ ○ ○

荷 受 人 の 氏 名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

商 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住 所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貨物到達通 知 先 ○

荷 送人 の 氏 名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

商 店 ○ O ○ ○ ○ ○ ○

住 所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作 成 地 ○ ○ ○ ○ ○

作 成 年 月 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委 託 者 の 氏 名 ○

商 号 c'

住 所 O

運賃諸掛り金支払 ○ ○ ○ ○ ○ ○

方法

条 件(特 約) ○ ○ G ○ ○

B/L作 成枚数 ・二

委託者の希望条項 ○

発 送 停 車 場 名 ○ ○ こ

到 達 停 車 揚 名 こ. 10 ○

要償表示金額(貨 e ○ ○ ○ ○
物の価額)

高価品名告金額 ○ ○ ○ ○
(種 類)

貨物引換証交付の ○ ○ ○
要否(含 船荷証券)

運 賃割増の基 礎 ○

運賃計算取扱上の

貨物の性質 ・
○

貨物運送上 ・貨物

通知書の要否
○

橋はかり使用有無 ○

経 路 の 指 定 ○

引換証明の要 否 ○

付 添 人 人 数 ○
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商 法

第570条 ロ

港湾運送標準
約款第4条

鉄道運輸規程

第50～53果

鉄道営業法弟

18細 ①.③

貨物営業規則

填11妄

一般貨物 自動

車運送事藁運

送約款第5条

日本航空国際

貨物運送約款

第3条

日本航空国内

貨物運送約款

第6条

専用線桑酒の際の ○
専用線名

集貨先(自 動車線

発車扱)
○ ○

集 配 の 要 否 ○

爆発物'火 工品の ○
明細

放射性物資の区分 ○ ○

毒 物 の 種 類 ○

免 責 特 約 記 号 ○

貨物損傷の現 状

小口扱 ・車扱重量 ○
制ト車扱専属性の別

到達地自動車運送
取扱事業者名

・○

(指 定のみ)

品代金取立委託料 ○ ○

代引 目的 金額
」 ∩

予約便名 日付 ○

予 約 連 送 人 . ○

確定便名 日付 ○

運 送 人 ○

運 送 代 理人 名 ○
住 所 ○
コ ー ド ○

費 用支払い手 段 ○

関 税 申 告 額 O

保 険 申 込 額 ○

運賃前払い着払い ○
の別

運賃外費用の前払 ○
い着払いの別

運賃の種類(10㊥ ○

特定大口割引運賃 o
F .

適 用 運 賃 量 ○

運 賃 計 算 合 計 ○

重 加 料 金 ○

運 賃 外 費 用 計 ○

他 費 用 ○

取 扱 い 要 領 ○
揚

持 参 人 サ イ ン o

受 領 人 サ イ ン ○

送 り状 ナン バ ー ○
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附録F ド ックサ イ ド検 数業 務 に お け る基 本情 報

の 検 出 は しけ → 本 船
、

作業依

頼書

沿劇乍業

指示書

送り状
(控)

タ リ ー

ソ ー ト

艀横付
図

送り状
戊積

報告書

本船沖取

積 日報

パ ランス

シ ト

本町瀬
報告書

DaiＬy

Report

Voucher
Time

Sheet

1 作業種別 輸 入 ○ ○

2 輸 出 ○ ○ ○

3 沿岸回漕 ○

4 荷 主 ○

5 本 船 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 入 港 年 月 日 ○ ○ ○ ○ ぐ、 ○

7 バ ー ス ○ ○ ○ ○ ○ O ○

8 船 内 ○ ○ ○ o ○

9 揚 場 又 は 横 槍 ○ ○ ○ ○

10 艀 中 板 ○

11 月 日 ○

12 京 浜 間 待 ち 船 側 ○

13 B/L番 号 ○ ○
一

14 S/0番 号 ○ ○

15 荷 印 ○ ○ ○ ○ ○

16 品 名 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 個 数(数 量) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 屯 散 ○ ○ 、○ ○ ○

19 仕向港(輸 出)(地) ○ ○ ○ ○ てン ○

20 担 当 眼 ○ ○ ○

21 担 当 者 ○ o ○ ○ ○ ○

22 発 行 ○

23 扱 店 名 ○. ○ ○ ○ ○ ○

24 電 話 ○

25 注意 事項(摘 要) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 年 月 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ c c' ○ ○ o ○

27 茄('刀 類) ○ ○ ○ ○

28 地 区 責 任 者 ○

29 氏 名

30 作業時間(荷 役時間) ○ ○ ○ ○

31 帰 社 時 間 ○

32 手 仕 賃 時 間 ○

33 点 検 者 ○

34 仕 向(あ て 名) ○

35 ト ラ ッ ク 斑 ○

36 天 候
' ・↑ .' ・二'

37 ば しけ 番 号(名) ○ ○ .こ ・二 こ ○

38 フ ォ ー ワ ー ダ ー ○

39 荷 姿 C
.'.

40 重 量 こ』

41 メ ジ ャ ー(容 積) ○ C ○ ()

42 (氏 名)登 録 番 号 ○ o ○
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Items
作葵依

珀書
沿路乍芙
指示書

送 り状

、r霊)

尋11一

シ.一 ト

卵
図 送 り状

凌 増
報告書

・輪 西取

婿日報

バ ラン ス

F
シ ー ト

本船積

執着書

Daily

Reporし
Voucher

Time

Sheet

43 上こし.{ナ タリ干輌時1琶1 :9
.

44 矧 ㌃:し.㌻ 揚 切 聾 笥 ! :'

45 若積累 計 情 致 { iこ
.

46 〃 ・nし'乙 積
1

1=ハ

47 荷 役 時 間 澗s
…}

.

|

1ご ○ ○ ⊂' ○

48 〃 ジ… ゴ
l

i
`へ
皇li' }
i.

○ ○ ○ ○

49 面 掛 [

⇔

ト ニ

し ご
一 一

50 夜間 荷 役 情 致

.一 →.一 「1

'r、'

}
.

51 "屯 散 : 'つ

52 荷 役 萬 何 日 :

53 作業 区 分 日 中 こ', () ○ ○

54 〃 前 夜 {' ○ ○

55 ・ 後 夜 ○ ○ ○

・○-

」

56 鎮 番 .

.

○} ○ ○

57 総 重拭 い ン ネーの
…

! ご

58 ㌣ ニ フ ユ ス ト ○

59 オ ー バ ー.シ:↓ 一 ト

ト
`

こ'

60 ネ ッ ト 作 業 時 間
… ;

.

○

61 出港年.弓ヨ(時 間) i 1
1 O ○

62 本a微 量 し 高` 11
!

○

53 ・仁 日 迄 こ)累 計 ○

64 総 量に対す るパr'ノ ス : o

65 ギ ャ ノ グ 数 「

i

.

.

○ ○

66 フ マ'ゾ マ ン :
i・1

,
c

67 テつ ジ け 一1 1
:

○ ○

68
]ナ

ー フ チ,ソ カ ー
,
1 1 ○

69 刷:)レ 刷 ク、,ス.トンい
1

iO

70 船 長 つ

71 Vov=. ○

72 労 務 者 数L乗 船) ○

●

)

、
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附 録GBookingListB/L

Checker'SDocumentationltems

(シ ッ プ サ イ ド検 数)

%'

£)Oc
匂η7

eη τ
aり

0力
ぶ

Items

1,
(MO.)

2, 3. 4.

(JＬL) {!、 、、品)
7.

(NYK)

8,

(JCT℃)

9.
(JCTC)

10.

(JCTC)

11.

(JCTC)

12.

(JCTC)

13,

(JCTC)

14,

(JCTC)

15.

(Y.S.Line)

Booking

List

Booking

Report

Booking

ListBy

Co㎜od1.

S/O

M/R

Cargo

Loading

List

Loding

Cargo

List

Pre-Sling

Cargo

Report

Tally

Sheet

Excep-

tion

L`stω

Excepti-

on

List(B)

Stowage

P|an

Daily'

Reportof

Works

Listof

Lost

Hours

Voucher

Bi1|of

Lading

1Date ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ o

2No.(Sheet) C) ○ ○ ○ ○
.

○ ○

3Port且T』. C) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4M.S. ∩ ● ○ ○ ○ ○ ○ o ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5Desti旭 いon C) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6Sバ)NO. c) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ o

7Description C> ● ○ ○ ○ ○

8S/OTon c)

9凡rtherProspect ○

10Total ○

11Cance川cdS/ONO. ○
'

12Remarks (、 ● ○ ○ ○ ○ ○ O ○ o ○

13Confirmedby ぐ) ○ ○ ,

MShippcr ● ○ ○

15ForwardingAg'nt ● ○ ○ ○ ○ ○

16Voy.NO. ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17Comlodity ● ○ ○ ○ ○

18M/T(WeighD ○ ● ○ ○ ○ ○

19Line ○ ○ ○

20R/Tons ○ ○

21Req.Space ○

22D・teandh・u・(忠5 O

23酷 、言n』、惜i、 。) ○

24Lighte〆sName ○

25B/LNO. ○ ○ ○ ○ ○ O
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4C財
η]e ηZ

a`∫o
力

Itcms

1.

(M.O.)

2. 3. 4、

(J.L.)

5.

(晶;舗)

6.

(JCTC)

7.

(NYK)

8.

(JCTC)

9.

(JCTC)

10.

(JCTC)

11.

(JCTC)

12.

(JCTC)

正3.

(JCTC)

14.

(JCTC)

15.

(Y.S.Linc)

1～ooking

List

Booking

RepO』rt

Booking

ListRy

CommodL

S/O

M/R

Cargo

Loading

List.

Loding

Cargo

List

Pre-S}ing

Cargo

RCP・rt

TaHy

Sheet

ExceP-

tion

List低)

Excepti-

on

Ust(蹄

Stowage

Plan

1)aily

RCP・rt・f

Wbrks

Listo「

Lost

Ibllrs

Vmlcher
}}illof

Iぷding

26.C4)nsig'nec
↓ ・ ∩

27.NotifyParty
一

(')

o

○
一 ・.

○28.FinalDesしination

○
29FrcigtPayableat

'、

人

:～0、Noo「Origina|Bs/L r) . ζ)

:～1.1」4arks&Nlm|b《 ハrs 力 ∩ (') (・戊

:ハ2,Nlmt℃randKindofPaeka俳 ξ r) (、 c) () () (、 1当

33.GrossWcight ○ c)

34.McaSllrmξmt o c) ○ 百

:35.VanNo ∩

36.ScalNo r}

37.NoofContcnts o

:州llatchNo.&Nos. (』) ○ o C) o (一、)

39.Stow《ltlPlacc ∩ o o
、

o ぐ、

40.Chccker(Chicf) o ○ c) ⊂) ○ c)

4LWight(Pounds) o

42.Sailingon ○

43,Marks ○ ○

44.StylcTypeofCargo ○ C) ○ ○ ○ ・ (⊃

45.Mesurmenttons ○ ○ ○ O

46,Pkgs ○

47.Stow ' ○

48.Signedby
`

○ ○

49.W・ight(1/r) ○

50.Workingtime
, ○

51.Wcather ○ ○

52.Lightcr/Wha「r ○

53.Berth ○ ○ ○ O ・○
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N

べ

戸

54.Checker ○

`

55.Checkc〆s}も 〕gisteredノ 危 ○

56.Recclver ○ .

57.1もceive〆sRcgisteredノ 雇 ○

58,Tota]Packings ∩

59.Discharg c) c)

60.Load (:) ○

61.Shift ∩、.

62.Reload O

63.No.ofShngs ○

64.MS.Arrivcdon(〔hte) (『)

一

() ぐ)

65,M.S.Sailedon(date)
「

.

○ り ()

66.Over ○

67.Short ○

68.NatureofDamage
.

子)

69.Cago o

70,Fucl . (')

71.Dicssc1 百

72.Water ()

73.Stores ○

74.Grain白 いng
'

(戊

75.Carvdecks (r)

76.Others O
「

77,aW.
'

c)

78,Draftfore c}`

79.Aft, ('

80,Mean 6

8LDensiしy
A

ぐ)

82.ChiefO「ficcr ○ ○ ○

83・MesserSl ○
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1、,ms偏 〃・・九 々

1.

(MO.)

2. 3. 4.

(J.L.)

5.

錨 ㌔空き)

6.

(Jcr陀)

7.

(NYK)

8.

(JCTC)

9.

(JCTC)

10.

(JCTC)

ll'

(JCTC)

12.

(JCTC)

13.

(JCTC)

14.

(JCTC)

15.

(Y.S.Line)

Booking

List

1ハooking

Report

Booking

ListBy

Commodi.

s/b

M/R

Cargo

Loading

List

Loding

Cargo

List

Pre-S|in}ζ

Cargo

Report

Ta|ly

Sheet

Excep-

tion

List〔A)

ExccP

tion

Listω

StowagC

P】an

Daily

RρPortof

Wbrks

Listof

Lost

Hours

Vouc』r
Bi〕lof

Lading'

84,WTons c)

85.Arrivedat o

86.Arrivedfrom
、 o

87,Sailedon
、 ○

88.Sailed ○

89.WDrkingHours c)

90.To-DaysTotal(work) ○

9】.PreviOlls o

92.GrandTota| C)

93.Rcmains
・r)

94.Gangs

.

c)

95.Laborcrs
・ o

96.Dayいme ぴ ぐ.) ○

97.NighしTime ○ ()

98.Lostl.lours(rrom) r) ○

99.Lost.Hollrs{1く 〕)
、 ○ o

100.ShiftingorAssorting ○

101.Stcvcdore ○
.

102.Operaいons ○

103.A|ongSideCargo(tons) ○

104,Si勺eRen⑱ing ○

105.NoしA|ongSide ○

106.Foreman ○

107.NumbcrofChecker ○

108.ActualIIOurs ○

109.Ha|fNight ○ ()

llO.A[1Night
○ ○

llLShip'sAgcnts

夢

O



112.SpecialOpcration ○

113LostHours(tota|) ○

Il4RevenueTon ()

115RateofFreight ぐ)

116FreightPrepaid c)

117FrcightCo日ect O

118Ex.Ratc O

ー

N
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附 録H' 保 税 上 屋 コ ー ド 試 案

E.)港 湾 コー ド試案(保 税 上屋 倉 庫 等)

1.)梅 貨 情 報 と作業 情 報 との 接 点 と し ての 保 税 上 屋 、 倉 庫 等

港 湾 に お い て官 庁、 管 理 者 、 お よび そ れ ぞ れ の 業 界 が 共通 に使 用す る統 一 コー ドが必 要 と なる で あ ろ う。

これ ら の もの は 、 埠 頭、 パー ス・ 上 屋 ・ 倉 庫 ・ 鉄 道 駅 ・ 専 用 ター ミナ ル その 他 の こ ま ご ました施 設 が 含 まれ ,

る であ ろ う。

わ れ わ れ は い ま輸 出 のCargoSystemを 検 討 して い る ので 、Cargolnventoryの 見地 か ら、 貨物 情

報 の フ ロー を 詳細 に 調 べ た場 合 に、 こ の キー ・ポ イ ン トと な るもの が 保 税 上 屋、 倉庫 であ る こ と がわ か る。

この 地 点 は、 すべ ての 輸 出貨 物(雑 貨)が 必 ず 通 過 しなけ れ ば な ら な い地 点 で あ っ て、 海 貨情 報で は 、 貨物

の ス トック ・ポイ ン ト、 作業 情 報 で は、 本 船 向 け 貨物 の搬 出場 所 とい う性 格 を 持 ち、 こ の 地 点 で通 関が行 な

わ れ る。

こ の,ような 観 点か ら、 わ れ われ は 港 湾 の 統 一 コー ドの 第 一着 手 と して保 悦 上屋 、 倉 庫 等 の コー ド化 か らは

じめ た。

!

2)コ ー}1作 成 の 基 本 的考 え方

横 浜港 か らの 輸 出貨物 の フ ロ ー は、 本 論の 第 三 章 で示 した 通`)で あ るが 、 そ の 発 生 源 は

神 奈 川 県59.5%

東 京 都35、6%'

'{r
、 全 体 の74.9%を 占 め る。 そ の他 は 中 部 地 方 、 東 北地 方、 近 畿 地 方、.その 他 と広 汎 な地 域 にわ か れ て い

る。 これ らの 貨 物 の最 終 ス トッ ク ・ポ イ ン トと し て、 主 と して 東京 湾岸 の 東 京、 横浜 地 区に 約1,000ケ 所

が 存 在 す る。 これ らの ス トッ ク ・ポ イ ン ト、 す なわ ち保税 上 屋 倉庫 、 そ の 他 の コー ド化 に 対 し て、 われ わ れ

の 研 究 委 員会 は 、 数ケ 月 にわ た って、 デ ィス カ ッシ ョンを 行 な った。

最 初 に、 検討 した問 題 は 、 コー ドの 桁 数 で あ っ て、 あ まり細 か い意 味 を 持 たせ て も取 扱 いに は ん 雑 であ る

し、 あ まり簡 単 な もの で は、 利 用 範 囲 か 狭 め られ る と い うと こ ろか ら6術 な い し7桁 くら いか 適 当で ある と

い う結 論 に達 し、 最 終 的 に 次 の よ うな構 成 を 考え た 。 ・

A桁

性 格 区 分

B桁

港 域 区 分

c桁

ゾー ン区 分

D桁

埠 頭 区 分

E桁F桁

施 設 の 個 有 番 号

A～F及 びXの

英字

A～F及 びXの

英字

A～Kの 虹 字

(但 し横浜の 場 合)'

*LQは 使 用j不

ll∫

0～9の 栖〔字 D桁 の 範 囲 内 で の シ ー ク ェ ン

ス 〃丘

一274 一



±

各 桁 の 内容 は次 の 通 り であ る。

A桁 A

B

C

D

E

F

X

公共 上 屋

公共 野 積 場

保 税 上 屋

保 税 倉 庫

保 税 工 場

コ ンテ ナ一 一や 一一 ド

野 積 場(私 設及 び臨 時 に設 け られ た もの)

B桁 A

B

C

D

E

F
.

X

東京都

川崎 市

横 浜d∫

横須賀 市

千 葉県

BCDを 除いた神 奈川県

その他

〆

、

C桁 A

B

C

D

E

F

G

H

J

K

鶴 見ZONE

出 田町 埠 頭ZONE(出 田町 、 瑞 穂)

山 内 ・高 島 埠頭ZONE

中 央ZUNE(セ ンタ ー、'大 さん 橋)

山 下埠 頭ZUNE

本 牧 埠 頭ZONE

根 岸 湾ZONE

金沢ZONE

大 黒 埠 頭ZONE(現 在 な し)

内陸ZONE(そ の他 一 括)

1)村了ZONE

A

B

C

D

埠 頭 区 分

現 在 鶴 』↓埠 頭 と い う名 称(公 称)か な い ので 全 部 「0」

出出 町 「1」 瑞 穂 ド2」

山 内 「1」 高 島 「2.]

新 港 「1」 人 さん橋 「2」

その 他 埠 頭 に ない もの 「0-j

その 他 「0」

そ の他 「0」
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〆

E山 下 「1」 そ の 他 「0」

F .本 牧 「1」 そ の 他 「0」

G公 共 埠 頭 が な い の で 全 部 「0」

H〃 「0.」

J大 黒 埠頭 「1」 → 現 在 な し

K全 部 「9」(内 陸 一 括)

◎C桁ZONE区 分 の 内 容

鶴 見ZONE(A、

寛 政 町 、 安 善 町1,21"目 、 浜 町 、 仲 通 、 汐 入 町、 弁 天 町、 本町 通 、 ド野 谷 町 、 小 野 町、k広 町1,

2川 ・'は 田∫・'は1
.・2・5・4・5」 『1]・大 黒 田∫(以1胞 ↓1×)

子 安 通 、 守 屋 町 、 宝 町 、 恵 比 須 町(以1=神 奈 川 区)

出 田 出∫'瑞 穂 埠 頭ZONE(IS)

亀 住 町 、 稲 荷 町 、 東 神 奈川 町 、 御殿 町 、 神奈 川 通、 浜 町 、 新 川 島 町 、 千 若 町 、 星野 町 、rt,S田町、 鈴 繁

町・瑞穂 町c全 部神奈 川区)

山 内 ・高 島 埠 頭ZONE(C)

飯 出 町 、 幸 ケ 谷 、 宮 前 町 、 ☆ 木 通 、 綿 花 町 、 栄 町 、 大 野 町 、 金 港 町 、 橋 本 町 、 山 内 町 、 北 幸1,21'1,1、

南 幸1,2J'll、 高 島1,2j'目 、 ～1己沼1,2」'H(以 上 神 奈 川 区)

西 平 沼 町 、 緑 町 、 桜 木 町4,5,6,7∫ 目 、 花 咲 町4,5,6,アrt,1、 戸 部 町 、 戸 部 本 町 、 御 所 山 町 、

紅 葉 ケ丘 、 宮 崎 町(以 上 西 区)

中 央ZONE(1))

新 港 町 、 内Hi町 、 桜 木 町1,2.5j'll、 花 咲 町1,2,3」 幽1」、 野 毛 町 、 宮 川 町 、 海 岸 通 、 ノL浜 町 、

北 仲 通 、 本 町 、 由 仲 通 、 弁 人 通 、2く 川 町 、}II生 町 、 住 、|洲∫、 常 盤 町 、 尾 上 町 、 真 砂 町 、 港 町 、,∫r川 町 、

福富 町(酬'・4[)通'i'`勢 妹 出∫パ 舳 ・ 糠|ll∫ 謙 細 ・ 小 川∫げ}本 ぷ ・ 齢 公 園・ 細

川∫、 翁 町 、 長 者 町(全 部 中 区)

山 下 埠 頭ZONE(E)

tlli-.iよ;IVfl、11lt-『ttl∫ 、ln4田 ∫、 寿 田J、 巳blSt…田∫、rti'カC-Htr、 イ輌|1ltltj、tl・ 越 、illr-Hl∫ 、Jt,Ht∫ 、 霜rlfIi、1・:～,う]'

1]、 新djド 田∫(全 編≦弓11X)
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本 牧 埠頭ZONE(F)

本 牧 埠 頭 、 小 港 町、 本 牧十 二 大 ・ 本 牧 町3・4丁'日 ・ 錦 町・ 本 牧 」C町・ か も め 町 ・ 豊 仰 町・ 本 牧 大 里

町 、 本 牧 三 之 谷、 間 門 町、 千 鳥 町 、 根 岸 町(全 部 中 区)

根 岸 湾ZONE(G)

東町 、 西町 、 原 町 、 鳳 町 、 磯 子1,2,5]1L新 磯'f'町 、 新 森 町、 森1,2・5J'目 、 新 中 原 町 、 中

原1,2,5,4」'fl、 新 杉 川 町 、 杉 田 町(全 部 磯 ・AX',)

金 沢ZONE(H)

昭 和 町 、 富 岡 町 、 堀U、 長 浜、 西 紫、 ハ'吹 、 紫 町 、 金 沢 町、 谷津 町 、 寺 前 町 、 泥 亀 町 、 町 屋 町、 平 潟

町 、 洲 崎 町、 乙 臆 町 、 野 島 町 、 柳 町 、 六 浦 町 、 朝 比 奈 間(全 部 金沢 区)

大 黒 埠 頭ZONE(J)

な し

内陸ZONE(K)

以 上 の 構 成 の 過 程 で 、B桁 のXと は 、 上 記 に 示 さ れ て い る地 域 区 分 の そ の 他 の 部 分 を 含 む もの で あ る が、 こ

れ を 細 に 規 定 す る と、 コ ー ドが さ ら に 複 雑 に な り 、 か つ 、 わ が 国 の地 域 コー ドに 関 す る 考え方 が まだ 統 一

され て い な い の で、 実 用 上 この て い ど で 差 しつ か え な い と して 、 そ の 他(X)に 一・括 し た もの で あ る 。 デ ー4

カ ッ シ ョ ンの 過 程 で、 最 初 は7桁 を 考 え て い た か 、 こ う した 考 え 方 か ら6桁 に 縮 少 し た も の で あ る。

V－ ドブ ッ ク の作 成 に あ た っ て保 税 上 屋 倉 卜ll:のリス トは 、 横 浜 税 関 の 御 厚 意 に よ り 同 関 の 保 税 地 域 表一 覧

を 使 用 させ て い た だ い た 。 但 しこ の リス5は 昭 和46年 度 の もの で、 その 後 の 変 化 を 含 ん で い な い。

上 記 リス トの 外 に、 市 営C屋 、 野 相 場(荷 捌 場)か 加 え ら れ てい る。 こ れ は 横 板ll∫港 湾 局 の 資 料 を 使 川 さ

せ て いた だ い た 。'

コ ー ド化 の ロ ジ ッ クを テ ィ ス カ ッ ン ヨ ンす る 過 程 で 、1体 行物 検 数 協会 、 全ll本 校 数 協 会 、 京 浜 海 運 貨 物

取 扱 同 業 会 の 代 表 の か た が た が 参 加 し て い た だ き 白 玉な 御意 見 を賜 わ っ た こ と を 感 謝 した い 。 特 に 野 楯場 の

ナ ェ ッ クは1川 南運 輸 の柴 川氏 が 御 多 忙 中 の とこ ろを 臼 らそ の 仕 事に'5ら れ た 。

コー ド化 の ロ ジ ッ ク、 特 に地 域 コ ー ドの ロ シ ッ7を1'〃 ∫に 検 討す る こ と か 川 来 な か った か、 次 に 示 す も の

は 、 多 くの デ ィ ス カ ッ シ ョ ンの 中 か ら 生 まれ た もの で あ る。
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3.)コ ー ドブ ック か ら の 抽 出例

い ま、 コー ドブ ックの 中か ら、 横 浜 市内 に関 す る もの の 若 干 を 抽 出 し て例 示 す る と、 次 の よ うに な る。

鶴 見ZONE

CardNo. 名 称 所 在 地 コ ー ド

.179 エッソ ・スタンダー ド石油 ㈱ 鶴 見油 槽 所 鶴 見 区 安 善 町2-5 CCAOOO

185 シェル石油㈱ 横 浜油槽所 〃 〃2-4 CCAOO1

208 モー ピルイ揃 ㈱ 鶴 山 納 所 〃 〃2-1 CCAOO2

342 エ ッ ソ ・ス タン ダー ド石 油 ㈱ 〃 〃 〃2-5 CCA.005
■

546 シェル石油㈱ 横浜油槽所 〃 〃2-4 CCAno4

549 昭 和 石 油 ㈱ 〃 〃 〃2-4 CCAOO5

550 ゼ ネ ラ ル石 油㈱ 〃 〃2-5 CCAO〔 〕6

361 11本 ガ テ ッ ク ス㈱ 横 浜'P業 所 〃 〃2-5 DCAOO7

564
■

モ ー ビ ル石 油 ㈱ 鶴 見油槽 所 〃 〃2-1 CCAOO8

178 旭 硝 子 ㈱ 京 浜1:場 〃 小野 町44-1 EC∧oo9

260 東京 芝 川 電 気 ㈱ ター ビ ン 〃.末 広 町1-9 ECAO10
・

261 〃 鶴 見 〃 〃2-4 ECAO11

263 11本 鋼 管 ㈱ 鶴 見造 船 所 〃 〃2-1 ECAO12

269-9 〃 京 浜 製鉄 所 〃 〃2-1 ECAO15

269-10 〃 〃 〃 〃1-1 ECAO14

269-11 〃 〃 〃 〃1-6・ ECArj15

262-3 目木石油 精製㈱ 横浜製油所 〃 生 麦 町1-18-1 ECAl」16
.

・181 顕 麟 麦 酒 ㈱ 横 浜 ∫ 場 〃 〃1-17-1 ECAO17

194 鶴 見 倉 庫 ㈱ 〃 〃2-1-1 CCAr〕18

354 〃 〃 〃 一" DCAO19

186 常 盤 倉 庫 ㈱ 鶴見営業所 〃 大黒 町1-57 CCAO20

188 鈴江組倉庫㈱ 大 黒町 〃 〃1-55 CCAO21

189-2 辰 己倉 庫㈱ 鶴 見埠 頭(営)大 ∫慧橋(営) 〃 〃1-M CCAn22

190-2 人 集 倉14元'w 〃 〃1・-25 CCA〔 」25

195 中 部 飼 料lw横 浜1二 場 〃 〃1-55 ECAO24

198 ll新 ∫・蜘 ・】倉 庫fk新 興 倉 庫 〃 〃1-4ノ CCAO2!)

201 日本通運W新 興支店大 黒町 倉庫 〃 〃1-2] CCAU26

551-5 辰 己 倉 庫.W大 黒 楕(営)罫 引 ↓埠 頭(営) 〃 〃1-11 1)CA〔 〕Zノ

556 1噺 運 輸 倉 庫 怜 新i輿 倉.庫 〃 〃1-4ノ 1)C.、Uソ8
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＼
出 田 町'瑞 穂ZONE

CardNo. 名 称. 所 在 地 コ ー ド

↑62 京 浜 興 産 ㈱ 神奈川区神奈川通5-64 CCBOOO

168-1 大 日通 運 ㈱ 出 川 町 倉 庫 新 浦 島町2-1-5 CCBOO1

168-2 〃 〃 〃2-1-18 CCBOO2

170 n本 カー ボ ン㈱ 横 浜.L場 "1-1 1>CBOO3

171 日本 農 産 工 業㈱ 〃 〃2-2 ECI$004

176 三菱 倉 庫 ㈱ 横 浜支店 出田町 〃2-1--1 CCBOO5

177-1 横 浜 倉 庫 ㈱ 東 神奈川 営業所 〃2-1-10

`

CCBOO6
1

1ア7-2 〃" 〃2-1-16 .CCI玉007

357 ll通 商 事 ㈱ 〃2-1 1)CI3008

559 横 浜 倉 庫 ㈱ 東神奈川営業所 〃2-1 D℃BOO9

175 日 宿 製 油㈱ 横割 奈lll」1場 千 若 町1-5 1>Clタ00〔 〕.
.

「

169 H本 製 粉 ㈱ 横 浜 工 場 〃2-1 ECBOO1一

172 日 塩 ㈱ 千 若 町 〃2-1 CCI3002.
.

175 二 井 倉 庫 ㈱ 〃 〃2-1 CCBOO5

358 〃" 〃2・ 一一1 DCBO〔 〕4
4;

158 泉 組 出 田 町 〃5-1 CCBOUb

で59 協 同 飼 料 ㈱ 横 浜 」二 場 〃5-1 ECB〔 〕{j6

161-1 京 浜 倉 庫 ㈱ 神 奈川 ス トックセンター 〃5-1 CCBOO7

354 〃 〃 〃5-1 1)CBO{」8

128 11}井の 胡 麻 油㈱ 星 野 町7 CCBOO9

155-1 横 浜11了 営, 出 出 町5 ACB100

160 楠 原 輸 送 ㈱ 出 川 町 倉庫' 〃 〃 CCB101

161-2 京 浜 禽 庫t欄 神 奈 川 ス トックセンター 〃 地 先 CC}3102

165 京浜 バ ナ ナIU司 荷 受 ㈱ 〃3 CCIζ105

164 京 浜 港 運f鞠 〃1-50 CCB104

165 相 模 運 輸 ㈱ 京 浜 支 店 川II|町 〃1-1 CCB1(!5

166 神 樹 倉1小:糺 出 川1町 埠 頭 〃1-5 CCBIr)6

167 新 東 運 輸 潤 出 川 日∫倉 庫 〃1 CC1ハ10ノ

174 早 川 運 輸w出 川1}|∫ 〃1-51 cCBIl,8

'
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山 内 ・高 島ZONE

CardNo.

、

名 称 所 在 地 コ ー ド

155-2 横 浜1∬ 営 神 奈川 区 山 内 町10 ACC107

156 横 浜 冷 凍 ㈱ 〃1 CCC108
,

9090 山 内 埠 頭1号 上 屋 〃 山 内埠 頭 ACC109

9091 〃2号 」二屋 〃" ACC110

129-1 小田原運輸㈱ 西 区 高 ξ;1-1-16

㊨
CCC200

130 港 栄 作 業 ㈱ 〃1-2-32 CCC201

.131 向 南 運 輸 ㈱ 〃1-2-20 CCC202

132 三 協 運 輸 ㈱ 高 島 〃1-8,9 CCC205

134 鈴 江 組 倉 庫 ㈱ 高 島 町 〃1-2-55 CCC204

1』58 南 進 運 輸 ㈱ 〃1-2一 ア4 CCC205

159 日 本 運 輸 倉 庫 ㈱ 〃1(高 島駅構内) CCC206

140-1 日 東 倉 庫 ㈱ 横 浜 支 店 〃1-2-55 CCC207

141 日 新 運 輸 倉 庫 ㈱ 高 島 町 倉 庫 〃1-2-54 CCC208

145
日本国有鉄道東京南鉄道管理局

第2水 運貨物上屋高島獣帯 ↑.
〃1-5-54 CCC209

146-1 ㈱ 日 、1;回llll店 〃1-2-68 CCC210

148 三 井 倉 庫 ㈱ 高 島 町 〃1-2-44 CCC211

151 横 浜 共 立 倉 庫 ㈱ 〃1-2-10 CCC212

152 ㈱ 横 板 貿 易 倉 目{ 〃1-6,7 CCC215
L

522 三 協 運 輸 鞠 高 島 〃1-9 DCC214

528-2 ㈱ 日11rl司 λlll店 〃1-2-68 1)CC215

551 三 井 倉 庫 ㈱ 高 島 〃1-12 UCC216

552 横 浜 共 立 倉 庫 ㈱ 〃1-2-・10 DCC21ア1

553-2 ㈱ 横 浜 貿 易倉 庫 〃1-7 DCC218

9106 高 島 埠 頭1号 上 屋 〃1高':番 頭 ACC219

9107 〃2号L屋 〃 〃 ACC220

9108 〃5号 上 屋 〃 〃
'ACC221

9109 "4号 上 屋 'ノ'ノ ACC222

9110 〃 荷 捌 地 〃 〃 BCC225
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中央ZONE

CardNo. 名 称 所 在 地 コ ー ド

9 川 西 倉 庫 ㈱.横 浜支店海岸通 中 区 海 岸 通5-9 CCDonO

18 商船運輸倉庫㈱ 万 国 橋 倉 庫 〃4-24 CCD.001

56 日新運輸倉庫㈱ 万 国 橋 〃5-25 CCDOO2

44-1
■

三 養 ∩ 庫 ㈱ 横 浜支店前 岸通 〃2-4 CCDno5

51
・

㈱横浜貿易倉庫 〃2-7 CCDOf}4

2ア7 川 西 倉 庫 ㈱ 横 浜支店海 岸通 〃3-9 DCDOO5

290 、三 菱 倉 目{㈱ 〃 〃2-4 1)CDf〕n6

295 ㈱ 横 浜 貿 易 倉月・:' 〃2-7 DCD{〕1[ノ

27-1 帯 金 倉 庫 ㈱ 北 仲 通5-58-2 CCDrlo8

27-2 〃 〃5-57 CCPI)09

286
、

〃 "〃 1)CDnlo

24 関 野 運 輸 ㈱ 本 町4-42 CCI)011

55 日 東 倉 庫 ㈱ 横浜支店 日本大通 日本人通14 CCI)〔 〕12

57-2 日 本 運 輸 ㈱ 〃15 CCDO13

50 (w横 浜 富 掲 組 長 者 川ゴ4-42-1

、

CCI)【 〕14
`

2ア5 ア メ リ カ ン モ ー タ ー ス㈱ 〃1-5-4 1)Cl)015

2 インタ ーナン ヨナ ルエ クスプ レス㈱ 新 港 新 港 町1-6
・

CCD10〔}

4 宝 徳 運 輸 ㈱ 一文字 〃1-2
. CCDIll1

10 関東郵船運輸㈱ 一文 字倉庫 〃 ・1-10 CCI)1nlノ

11 京浜輸ln人 貨物 取扱業協同組 合 新 港 〃1-5 CCI)1n5

17 ㈱ ジ ャパ ン エ キ スプ レス 〃 無 番地 CCI♪104

20 鈴rL組 倉 庫 ㈱ 一 文 『了:埠頭 〃1-5 CCDIU5

25-1 大 東 運 輸 ㈱ 、 〃1-11 CCDIn6

26 中外倉庫運輸㈱ 一文 字営業所 〃1-4 CCD1↓[7

42 丸 全ll㈱|運 輸㈱ 〃1-1 CCD108

43 ::川:倉 庫 ㈱ 新 畑 ∫ 〃
' CCD1「19

44-5 ・三 菱 倉 川1:㈱ 刷 岐 店 侮 日1通 〃 櫛 携川町構内 CCD↑1{1

48 横浜新港n庫 ㈱ 〃 撫 番地 CCD111

55 横 浜 冷 凍 微 研 港埠 頭.1.場 〃1-9 ECD11ソ
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中 央ZONE

CardNo. 名 称 所 在 地 コ ー ド

278 関 東郵船 運輸 ㈱ 一 文?二倉 庫 中 区 新 港 町1-10 DCI)115

282 ㈱ ジャパンエキスプレス 中 央 倉 庫 〃 無 番地 1)CD114

284 大 東 運 輸 ㈱ 一文字倉庫 〃1-" 1)CD115

285

`

中外倉庫運輸㈱ 一文字営業所 〃1-4 DCD116

289-1 丸全昭和運輸㈱ 〃1-1 1)CD117

289-2 〃 地 先 背後"
埋 、τ地

DCD118
,

295 横浜新港倉庫㈱ 〃 DcD119

gO10 新 港 埠 頭1号.1塀' 〃 新 法 埠 頭 ACI)120

9011 〃2号1二 屋 〃" ACI)1 .21

9012 〃5号 」二屋 〃 〃
、 ACD122

9015
,

〃4号 山 屋 〃" ACI)125

9{n4 〃5号L屋 〃" ACI)124

9015 〃6号 上 屋 〃" ACD125

9016 〃8号 上 屋 "〃 ACD126

9020
■

〃9号 上 屋 〃" ACD12フ

9021 〃10号 上 屋 〃 〃 ACD128

9022 〃11号 －L屋 〃" ACD129

9025 〃12号1コ 石 〃" AC1)130

9024 〃 煉 瓦2号 上屋 〃 〃 ACD151

9061〕 〃A}」 荷 捌地 〃 〃 BCD152

9061・ 〃B号 荷 捌 地 〃 〃 BCD155

9062 〃c号 荷 捌 地 〃 〃 BCI,154

gn65 〃1)号 荷 捌地 〃" BCI♪155
「

22 ㈱1[友 倉 庫 横 浜 支 店 海 岸 通1-1 CCD200

28 東西L屋 倉庫㈱ 〃 〃 CCD201

29-2 〃 、 第1.第2 〃 〃 CCD2{〕2

44-2 .三 菱 倉|ll':㈱ 横 浜 支 店 海 岸 通 〃 〃 CCD2〔}5

52 横 浜 埠 頭 ㈱ 桟 橋
・

〃 〃 CCD204

285 ㈱ 住 友 倉 庫 横浜支店新港倉庫 〃" DCD2n5
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山下埠頭ZONE

「

CardNo. 名.称 所 在 地 コ ー ド

516 藤 木 企 業 ㈱ 新1μ下 中 区 新 山 下5-4-7
∫DCE

O6

317-2 富 士 倉 庫 ㈱ 〃5-11-41 DCEO、 ア

318 富 士 貿 易 ㈱ 新 山 下 〃5-9-3 DCEO8

521 リー くルマン ・ウェノレシュ リー ・エン ド・コン,ピ ー ・エスエイ 〃5-5-20 DCEO9

9000 山 下 埠 頭4号 上 屋 山 下 町 山下埠頭 ACE100

9001 〃5号 卜屋 〃 ACE101

9002 〃6号1:屋 〃 ACE102

9005 〃7}」 ・ 上 屋 r〃 ACE105

9004' 〃8}〉 上 片ミ 〃 ACE104

9005 〃9号.ヒ 屋 〃 ACE105

9006 〃10号 上 屋 〃 ACE106

9017 〃1号 .ヒ 屋 〃 ACE107

9018 〃2号 上 屋 〃 ACE108

.9019 〃5号 上 屋 〃 ACE109

9042 〃A号 荷 捌 地 〃 BCE110

9045 〃B号 荷 捌 地 〃 BC'E111

9044 ,〃C号 荷 捌 地 〃 BCE112

9045 〃D・ 号 荷 捌 地 〃 BCE115

9046 〃E号{違 棚 地 〃 BCE114

9047 〃F}}荷 捌地 〃 BCE115

9048 〃G号 荷 捌 地 〃 BCE116

9049 〃f{号 荷 捌」也 " BCE11ア

2050 〃1号 荷 捌地 〃 BCI;118

9051 〃 」 り・荷 捌 地 〃 BCE119

,

9052 〃K号 荷 捌地 〃 13CE120

9,055 〃L号 荷 捌地 〃 BCE121

9054 〃M号 荷 捌地 〃 BCE122

9055 〃N}}荷 捌地 〃 1ハCE125

9056 〃O`}荷 捌 地 〃 BCE124

1
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本牧埠頭ZONE

CardNo. 名 称 所 在 地 コ ー ド

60-1 日産 自 動 車 ㈱ 本 牧 中 区 錦 町8 CCFOOO

61-1 日新 運輸倉庫 ㈱ 〃22-24 CCFOO1

61-2 〃 〃27 CCFOO2

61-5 'ノ 〃20 CCFOO3

61-4 〃 〃28-1 CCFOO4

6↑-5 〃 〃29-1＼ CCFOO5

65 日 東 倉 庫 ㈱ 横浜支店 本牧埠頭
'
〃9 CCFOO6

64 日 本 通 運 ㈱ 本 牧 〃10 CCFOOノ

66-1 原出港湾作業㈱ 〃19-1 CCFOO8

66-2 〃 〃25 CCFOO9

66-5 〃 〃26 CCFOll〕

66-4 〃 〃33 CCFO11

69 .三 井 倉 庫 ㈱ 本 牧 〃9 CCFO12

252 11本 鋼 管 ㈱ 〃 〃10 CCFO15

298 日 東 倉 庫 ㈱ 横浜支店 本牧埠頭 〃9 DCFO14
■

55 寿 産 業 ㈱ かもめ町6 CCFO15

56 山九運 輸機」二㈱ 横浜本店本牧 〃57 CCFO16

57 昭和梱包運輸㈱ 本牧 〃6 CCF〔 】1ノ

59-1 富 島 運 輸 ㈱ 横浜本牧埠頭工場 〃62 ECFO18

59-2 "〃 〃55 ECFO19

62 ll新 運 輸 倉 庫 ㈱ か もめ 町 〃8 CCFO20

65 ll本 国 際 輸 送 ㈱ 〃 〃15 CCFO21

67 原 川港湾作業㈱'〃 〃9 CCFO22

68 丸企昭和 運輸 ㈱ 本牧埠頭荷捌所 〃10 XCFU25

296 エ ス エ ー 〃25 DCFO24
.

54 国 際 埠 頭 ㈱ 豊 浦 町5 CCFO25

60-2 ll産f働 事 ㈱ 本 牧 〃5 CCFO26

297 国 際 埠 頭 ㈱ 〃5 DCFU2ノ

58 昭 和 海 運 ㈱ コ ン テ ナ ー ヤ ー ド 本牧ふ頭1 FCFll〔 川
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■

本牧埠頭ZONE

、

CardNo. 名 、 称 所 在 地 コ.一 ド

70
ユブイテッド・ステーツ ・ラインズ ・イソコーポノーション ・コンゲナ ー

ヤー ド"A" 中 区 本 牧 ふ 頭1 FCFlrj1

71 YSLコ ン テ ナ ー ヤ ー ド 〃 FCF102

9025 本 牧 埠 頭B突1号 上 屋 本 牧 埠 頭 ACF105

9026 〃 〃5号 上 屋 〃 ACFlf}4

9027 〃 〃4号 上 屋 〃 ACF105

9028 〃 〃5号 ヒ 屋 〃 ACF106

9029 〃 〃7号 上 屋 〃 ACFIO7

9050 〃 〃8号1:屋 〃 ACFIO8

9051 〃 〃9号 」二屋 〃 ACF109

9052 〃C突1}}」:屋 〃 ACFl11)

9035 〃 〃2号1二 屋 〃 ACF111

9054 〃 〃5号 上 屋 〃 ACF112
■

9055 〃 〃4・ 号1二 片{ 〃 ACII'115

9056 〃 〃5号 上 屋 〃 ACF114

9057 〃 〃7号 上 ∫十{ 〃 ACF11!)

9'058 〃 〃9・}」 ・1二 屋 〃 ACF116

9039 CFS本 牧 埠頭D突D-1 〃 FCF11/

9040 〃 〃1)-2 〃 FCF118

9041 〃 〃1)-5 〃 FCF119

9064 本 牧 埠 頭6号 荷 捌 地'
●

〃 BCF120

9065 〃9号 荷 捌 地 〃 BCF121

9066 〃10号 荷 捌 地 〃 BCF122

9067 〃11号 荷 捌 地 〃 1うCF125

9068 〃B突1号 上 屋 付 属 荷 捌 地 〃 BCF124

9069 〃 〃5}}〃 〃 BCF125

9070 〃 〃4号 〃 〃 BCF126

9071 〃 〃5}」,' 〃 BCF12/

9072 〃 〃6膓}〃 〃 BCF128

9073 〃 〃 ア 号 〃 〃 1タCF129

、
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V皿.参 考 資 料





参 考 資 料

海 外 機 関 資 料

OSITPRO

ProjectINTERFACE

lstRePOrt(英 文,邦 文)

e2ndReport(英 文,邦 文)

ONCITD

NCITD活 動報 告 書1973年 版

〔PaperworkorProfit?〕

(英 文,邦 文)

OCOSTPRO

「カナ ダ貿 易手 続簡 素 化委 員 会設 立 に お ける

政府 覚 書COSTPRO規 約及 び作 業計 画書 」

(邦 文)

標準貿易関係書式(貿 標委第二次試案)模 擬実験アンケー ト分析報告書

海 貨 業 者 編

税 関 編

通 関 業 者 編

海 運 業 者 編 貿易関係書式標準化委員会(邦 文,英 文)

保 険 業 者 編

銀 行 編

輸 出 業 者 編

「ASUMMARYREPORTONTHETRIALUSEOFSTANDARDTRADE

DOCUMENTSINJAPAN」
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国連ECE貿 易拡大委員会簡素化部会活動報告及び議案

No. 年 月 日 文 書 名

92(Add.1) 71.2.24 AUTOMATICDATAPROCESSINGANDCODING

92(Add.2) 71,225 ノノ

92(Add.3) 71.3.3 〃

92(Add.7) 71.7.6 STANDARDIZATIONOFINFORMATION,CODJNG,AND

AUTOMATICDATAPROCESSINGAPPLICATION

93(Add.1) 71.3.8 CO-ORDINATIONOFEFFORTSFORSTANDARDIZA一

TIONOFEXTERNALTRADEDOCUMENTSONWORLD

－WIDEBASlS

93(Add.2) 71,6ユ7 〃

94 71.3.4 THEBALTICANDINTERNATIONALMARITIME

CONFERENCEANDITSACTIVITIESINTHE

FIELDOFDOCUMENTSTANDARDIZATION

94(A 71.3.4 (BIMCO)COPENHAGEN

96(Corr1) 71.6.6 THEECELAYOUTKEYANDTHEIATAAIR

WAYBILL

,

98 71.5.5 REcENTPRoGREssINTHEsTANDARDIzATIoNoF

'

EXTERNALTRADEDOCUMENTS

100 71.7.13 PROVISIONALAGENDAOFTHEEIGHTHSESSION

101 71.7.13 HARMONIZATIONOFTHEIATAAIRWAYBILL
`

28 73.8.1 PACKINGCODE

29 73.6.1 DRAFTCODESFORPORT,CARRIERANDSHIPS

NAMESANDFORTYPESOFMOVEMENT

30 73.8.2 RECENTPROGRESSINADPANDCOPING

31 73.12.19 PROGRESSREPORTONAUTOMATICDATA

PROCESSINGANDCOPING
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国連ECE貿 易拡大委 員会貿易簡素化部 会ADPと コーデ ィングの専 門家会議

No. 年 月 日 文 書 名

CRP.4 72ユ0.9 PROGRESSREPORTONLOCATIONOFCODED

DATAENTRIESONINTERNATIONALTRADE

DOCUMENrs

CRP.5 72ユ0.13 ISOTECHNICALCOMMITTEEONBANKING

PROCEDURES

CRP.6 72ユ0.17 DRAFTREPORTOFTHEGROUPOFEXPERTSON

ITSTHIRDSESSION

CRP.6(Add.1) 72.10.17 〃

CRP.6(Add.2) 72.10.17 〃

CRP.6(Add.3) 72.10.18 〃

CRP.6(Add.4) 72.10.8 〃

2 72.1.28 REPORTOFT且EGROUPOFEXPERTSONITS

FIRSTSESSION

2(Annexl) 72,128 DRAFTPROGRAMMEOFWORKANDPRIORITIES

2(Annex玉) 72,128 LISTOFPARTICIPANTS

4 72.4.25 REPORTOFTHEGRUPOFEXPERTSONIlrS

SECONDSESSION

4(Annex) 72.4.25 LISTOFPARTICIPANTS

5 72.8.1 PROVISIONALAGENDAFORTHETHIRDSESSION

6 72ユ2.7 REPORTOFTHEGROUPOFEXPERTSONITS

THIRDSESSION

6(Annex) 72.12.7 NEWPROGRAMMEOFWORKANDPRIORITIES

7 73.1.30 PROVISIONALAGENDAFORT且EFOURTHSESSION

8 73,430 REPORTOFTHEGROUPOFEXPERTSONITS

FIFTHSESSION ,

9 73.4.19 PROVISIONALAGENDAFORTHEFIFTHSESSION

10 73.6.25 REPORTOFTHEGROUPOFEXPERTSONITS

FIFTHSESSION

11 73.7ユ6 PROVISIONALAGENDAOFTHESIXTHSESSION

12 73.10.25 REPORTOFTHEGOUPOFEXPERTSONITS

SIXTHSESSION

－289一



No. 年 月 日 文 書 名

13 74.3.19 PROVISIONALAGENDAOFT且ESEVENTHSESSION

R.4 72.5.23 INFORMATIONONADPSYSTEMSUSEDINTHE

FEDERALREPUBLICOFGERMANrBYADMINISTRA一

TIONSANDTRANSPORTCOMPANIES

5 72.6.30 CO-OPERATIVESYSTEMSAPPLYINGAUTOMATICD鯉A

PROCESSINGTOINTERNATiIONALTRADE

5(Add.1) 72.7.20 〃

6 72.9.22 PROGRAMMEOFWORKANDPRIORITIES

7 72,831 〃

8 72.8.31 〃

9 72,922 〃

10 72,927 INTERRELATIONSBETWEENPARTICIPANTSAND

DOCUMENTSINTRADEPROCEDURES

11 72.9.25 DOCUMENTATIONTERMINOLOGYANDDEFINITIONS

11(Add.1) 72.9.9 〃

12 72ユ0.9 DROGRESSREPORTONLOCATIONOFCODEDDATA

ENTRIESONINTERNATIONALTRADEDOCUMENTS

13 73.2.15 ISODRAFTINTERNATIONALSTANDARDPORTHE

REPRESENTATIONOFNAMESOFCOUNTRIES
.

14 73,122 CONTEMPLATEDADPSYSTEMINAFOREIGNTRADE』

ORGANIZATION

14(Add.1) 73.6.4 〃

14(Add.3) 73.10.15 〃

15 72.11. CLASSIFICATIbNOFTHEEQUIPMENTUSEDIN'

AUTOMATICDATAPROCESSINGSYSTEMSOFORGA一

NIZATIONSPARTICIPATINGINNTERNATIONAL

TRADE

15(Add.1) 73.2ユ4 CLASSIFICATIONOFEQIPMENT

16 73.7.23 TERMINOLOGY

17 73,126 ISOTECHNICALCOMMITTEEONBANKING

PROCEDURES
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1縛

No. 年 月 日 文 書,名

18 73.1.25 DRAFTQUESTIONAIREONCOMMERCIALADPSYSTEMS

USEDININTERNATIONALTRADE

19 73.2.15 TELECO㎜ICATIONSTEC卵IQUES蜘THEIR

IMPLICATIONSFORADPININTERNATIONALTRADE

20 73.3.22 DRAFTRECO㎜DATIONONLOCATIONOFCODES

INDOCUMENTSUSEDININTERNATIONALTRADE

23 73.3.12 STANDARDIZATIONANDCODINGOFDATAELEMENT

USTOFPRIORITIESFORADPPURPOSE

24 73.5.14 PROGRESSREPORTONAUTOMATICDATAPROCESSING

ANDCODING

25 73.8.30 CLASSIFICATIONOFAUTOMATICDATAPRCESSING

EQIPMENTUSEDININTERNATIONALTRADE

26 73.10.10 TWO-LETTERALPHABETICAI.COUNTRYCODE

'
、〉
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昭 和49年ISE]発 行

発行所

印刷所

財団 法 人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京 都港 区芝 公 園3-5-8

機 械 振 興 会 館 内

TELt434)8211i代 表:

山 陽 株 式 会 社

東 京都 港 区 芝 琴 平 町19番 地

TELl5910248
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